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清
輔
本
古
今
集
考
(
下
〉

前
稿
に
引
続
き
、
本
稿
は
保
元
二
年
本
よ
り
始
め
る
こ
と
と
す
る
が
、

最
初
に
諸
本
一
覧
並
略
号
を
再
び
掲
げ
て
お
く
。
前
稿
以
後
の
調
査
に
よ

り
、
系
統
の
確
定
や
細
分
化
を
行
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
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E
伸
、
保
元
二
年
本

保
元
二
年
本
は
清
輔
本
古
今
集
の
中
で
、
最
も
書
写
さ
れ
る
こ
と
の
多

い
、
い
わ
ば
清
輔
本
古
今
集
の
流
布
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
本
稿
で
扱
う
伝
本
も
四
本
と
最
も
多
く
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
保
一
五

二
年
本
と
し
て
共
通
の
性
格
は
有
す
る
も
の
の
、
互
い
に
転
写
関
係
、
影

響
関
係
の
な
い
独
自
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。

更
に
、
内
裏
切
と
一
括
し
て
称
さ
れ
て
い
る
古
筆
切
に
お
い
て
も
、
保
元

二
年
本
か
と
思
わ
れ
る
切
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
流
布
の
点
で
の
優
勢

ハ
1
〉

は
疑
え
な
い
。

ま
た
、
顕
昭
本
も
保
元
二
年
本
を
底
本
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
但

し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
顕
昭
は
複
数
系
統
の
清
輔
本
を
参
照
し
て
本
文
、

注
を
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
顕
昭
本
を
単
な
る
保
元
二
年
本
の
派

生
伝
本
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

何
れ
に
せ
よ
、
奥
書
の
年
記
か
ら
も
、
清
輔
本
の
到
達
点
と
考
え
ら
れ

る
保
元
二
年
本
が
重
ん
ぜ
ら
れ
て
来
た
の
は
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
最
初
に
保
一
万
二
年
本
の
特
徴
や
問
題
点
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
Q

第
一
の
特
徴
は
真
名
序
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
c

仁
平
四
年
本
の
項
で
述
べ
た
如
く
、
真
名
序
は
仁
平
四
年
本
の
段
階
で

初
め
て
付
加
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
状
で
は
真
名
序
本
文
を

確
認
出
来
な
い
の
で
、
保
元
二
年
本
が
真
名
序
を
具
備
す
る
唯
一
の
清
輔

本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
真
名
序
の
出
処
に
つ
い
て
は
、
仁
平
四
年

本
奥
書
に
「
真
名
序
予
所
=
書
加
一
也
、
保
元
二
年
本
奥
書
に
「
於
一
主

下
考
物
一
者
管
見
之
所
ν
及
予
所
ニ
記
付
一
也
、
真
名
序
又
以
同
前
」
と
あ
る

の
み
で
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
後
述
す
る
が
顕
昭
本
の
真
名
序
は
保
元

二
年
本
と
は
別
系
統
の
よ
う
で
あ
る
。

第
二
は
上
下
の
勘
物
が
清
輔
本
中
で
は
最
も
整
備
さ
れ
、
情
報
量
も
最

も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
前
稿
七
四

l
七
頁
に
お
い

て
、
作
者
注
に
つ
い
て
述
べ
、
入
集
歌
数
の
表
示
方
法
が
系
統
に
よ
り
異

な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
保
元
二
年
本
は
注
の
冒
頭
に
必
ず
入
集
歌
数

を
表
示
す
る
特
徴
を
有
す
る
。
な
お
、
顕
昭
本
で
は
こ
の
入
集
歌
数
が
何

故
か
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
そ
の
際
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
作
者
注
以
外
に
お
い
て
も
、
注
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
。
既
に

久
曽
神
氏
著
書
研
究
編
〈
九
二
i
五
頁
)
に
、
永
治
二
年
木
と
比
較
し
た

保
元
二
年
本
の
増
注
が
一
覧
し
て
掲
げ
ら
れ
、
更
に
「
永
治
二
年
四
月

(
中
呂
〉
よ
り
、
仁
平
四
年
九
月
(
玄
莫
)
ま
で
は
十
二
年
五
ヶ
月
で
あ

り
、
(
中
略
)
そ
れ
よ
り
一
一
年
八
ヶ
月
後
に
成
っ
た
保
元
二
年
本
に
見
ら

れ
る
増
注
の
大
部
分
は
、
す
で
に
仁
平
四
年
本
に
存
し
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
」
(
同
八
八
頁
)
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
新
出
の
長
殊
院
本
を
仁
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平
四
年
本
と
考
え
、
宮
本
家
本
〈
永
治
二
年
本
〉
、
畏
殊
院
本
〈
仁
平
四

年
本
)
、
保
元
二
年
本
の
三
者
を
比
較
す
る
と
、
目
安
殊
院
本
発
見
以
前
に

な
さ
れ
た
久
曽
神
氏
の
推
定
は
正
し
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

つ
ま
り
、
永
治
二
年
本
か
ら
仁
平
四
年
本
へ
の
勘
物
の
増
加
は
か
な
り

著
し
い
が
、
仁
平
四
年
本
か
ら
保
元
二
年
本
へ
の
成
長
は
僅
か
と
言
っ
て

よ
い
。
前
稿
仁
平
四
年
本
の
項
(
一

O
五
l
九
頁
)
で
憂
殊
院
本
が
仁
平

四
年
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
際
、
諸
系
統
本
の

勘
物
の
比
較
を
行
っ
た
が
、
仁
平
四
年
本
の
勘
物
が
保
元
二
年
本
の
そ
れ

と
異
な
り
、
特
色
を
示
す
箇
所
は
、
既
掲
の
も
の
以
外
余
り
多
く
な
い
。

以
下
、
隻
殊
院
本
の
存
す
る
仮
名
序
及
び
巻
一
!
八
の
部
分
で
、
年
記

を
有
す
る
永
治
二
年
本
、
仁
平
四
年
本
、
保
元
二
年
本
を
中
心
に
勘
物
の

異
同
を
幾
っ
か
例
示
す
る
。

保
元
二
年
本
は
尊
経
閣
文
庫
本
、
穂
久
適
文
庫
本
共
に
注
記
部
分
に
破

損
も
し
く
は
判
読
不
能
箇
所
が
存
す
る
が
、
前
者
を
基
本
と
し
、
破
損
等

ハ
2
〉

〕
で
補
う
こ
と
と
す
る
。

の
場
合
は
穂
久
適
文
庫
本
に
よ
り
〔

仮
名
序
「
な
ら
の
お
ほ
ん
時
」
「
人
ま
ろ
」
の
注

宮
ハ
永
治
二
年
本
)

〔
頭
注
〕
此
奈
良
何
帝
哉
、
可
ν
尋
=
考
之
-

人
丸
大
宝
元
年
文
武
天
皇
幸
=
部
付
-
之
時
息
従
之
由
政
材

長
(
仁
平
四
年
本
)

〔
頭
注
〕
人
九
大
宝
元
年
文
武
天
皇
幸
ニ
磐
代
-
之
時
属
従
之
由
見
ニ
或

物
一
、
叉
如
ニ
万
葉
集
一
文
武
幸
=
吉
野
宮
-
之
時
属
従
之
由
見
ν

之
、
従
ニ
持

統
御
時
一
至
=
聖
武
御
時
一
マ
デ
五
代
之
間
祇
候
之
由
又
見
ニ
万
葉
三
一
、
比
以

前
以
後
ハ
不
ν
祥
〈
赤
人
又
同
時
之
由
阜
で

〔
脚
注
〕
此
奈
良
ト
イ
フ
ハ
聖
武
天
皇
欺
、
此
御
時
献
=
諸
帯
-
之
由
見

皇
代
記
】
、
或
物
云
、
猿
沢
-
一
投
ν
身
采
女
ハ
阿
女
帝
御
時
也
、
其
時
有
=
人

丸
-
云
、
随
一
一
大
和
物
語
二
一
件
猿
沢
井
龍
田
河
両
寄
称
=
奈
良
帝
寄
-
、

所
ν

入
=
此
集
-
ノ
龍
田
河
寄
称
=
同
奈
良
帝
寄
-
、
此
両
寄
返
寄
又
人
丸
帯
也
、

ア
メ
円
川
川

U
(朱
)

以
ニ
聖
武
一
号
=
阿
女
帝
-
見
=
皇
代
記
一
‘
所
調
号
=
天
璽
国
押
開
豊
桜
彦
天

白
子
、
叉
御
ニ
平
城
宮
-
故
号
=
奈
良
一
也
、
文
以
一
一
天
智
天
皇
-
称
=
阿
女
帝
一
、

号
=
天
命
開
別
天
皇
一
故
也

尊
(
保
元
二
年
本
)

〔
頭
注
〕
此
奈
良
ト
云
ハ
聖
武
天
皇
也
、
此
御
時
献
=
諸
歌
-
由
見
-
一
皇

代
記
-
、
又
或
物
云
、
猿
沢
池
投
ν
身
タ
ル
采
女
ハ
阿
女
帝
御
時
也
、
其
時

有
一
一
人
丸
-
一
で
、
随
ニ
大
和
語
三
一
件
猿
沢
寄
称
=
奈
良
帝
寄
-
、
又
所
ν
入
=
此

集
-
ノ
龍
田
河
寄
称
一
一
同
奈
良
帝
帯
-
、

此
両
歌
返
歌
又
人
丸
膏
也
、
以
=

聖
武
-
号
-
一
阿
女
帝
-
見
ニ
皇
代
記
-
、
所
謂
号
=
芳
露
出
舵
時
事
問
中
町
天

白
子
、
叉
御
ニ
平
城
宮
-
故
号
=
奈
良
-
也
、
叉
以
=
天
智
天
皇
-
称
=
阿
女
帝
-
、 叉
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ロ
プ
天
命
開
別
天
皇
一
之
故
也

〔
脚
注
〕
人
丸
、
従
=
持
統
御
時
一
至
一
一
聖
武
御
時
一
マ
デ
五
代
之
間
〔
抵

候
〕
之
由
見
=
万
葉
集
一
、
此
以
前
以
後
ハ
不
ν
詳
、
赤
人
又
同
時
由
見
レ
之

こ
の
箇
所
は
、
「
な
ら
の
み
か
ど
」
に
つ
い
て
、
永
治
二
年
本
で
は
「
何

帝
哉
、
可
ν
尋
=
考
之

L
と
し
て
い
た
の
が
、
仁
平
四
年
本
に
至
っ
て
「
聖

武
天
皇
欺
」
と
さ
れ
る
に
至
る
点
が
注
目
に
価
す
る
(
保
元
二
年
本
と
顕

昭
本
は
「
聖
武
天
皇
也
」
と
す
る
が
、
「
欺
」
と
「
也
」
は
字
体
が
類
似

し
て
い
る
の
で
、
保
元
二
年
本
は
更
に
確
信
を
深
め
た
結
果
を
示
す
と
言

え
る
か
否
か
は
微
妙
で
あ
る
)
。

何
れ
に
せ
よ
「
な
ら
の
み
か
ど
」
を
聖
武
天
皇
と
す
る
の
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
『
袋
草
紙
』
と
も
一
致
し
、
清
輔
の
説
の
進
展
を
示
し
て
興
味

深
い
。な

お
、
顕
昭
本
は
保
元
二
年
木
の
頭
脚
注
全
て
の
他
に
、
永
治
二
年
本

の
頭
注
中
「
人
九
大
宝
元
年
」
以
下
を
加
え
て
い
る
。

つ
ま
り
結
果
的
に

は
、
仁
平
四
年
本
の
注
の
中
、
頭
注
「
叉
如
ニ
万
葉
集
一
文
武
幸
=
吉
野
宮
-

(
補
注
1
)

之
時
庖
従
之
由
見
ν

之
」
部
分
の
み
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
顕
昭
は
、
「
な
ら
の
み
か
ど
」
に
つ
い
て
は
清
輔
の
聖
武
天
皇

説
と
は
異
な
り
、
平
城
天
皇
説
を
唱
え
て
い
る
が

Q
万
葉
集
難
事
』
)
、

顕
昭
本
の
中
、
天
理
本
の
み
が
「
顕
昭
考
一
五
」
と
し
て
自
説
を
補
記
し
て

い
る
他
、
芸
一
一
一
の
勘
物
に
お
い
て
も
、
清
輔
本
以
来
、
「
聖
武
天
皇
也
」
と

あ
っ
た
の
を
、
「
平
城
天
皇
也
」
と
改
め
て
い
る
。

こ
の
古
一
に
つ
い
て
は

更
に
問
題
を
有
す
る
が
顕
昭
本
の
項
で
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

二
七
作
者
「
僧
正
へ
ぜ
う
」
の
注

"""・凸〔
脚
注
〕
大
納
言
安
世
八
男
、
宗
貞
入
道
也
、
十
九
首
、
一
二
首
俗
名
、

寛
平
六
入
滅
、
七
十
六

長
〔
脚
注
〕
十
六
首
、
一
一
音
俗
名
、
良
峯
宗
貞
入
道
、
大
納
言
安
世
八
男

也
、
蔵
人
頭
左
少
将
従
五
上
、
寛
平
二
年
入
滅
、
七
十
六
、
嘉
祥
三
-A

三

月
廿
一
日
天
皇
崩
、
の
同
月
日
出
家
一
で

〔
頭
注
〕
如
一
一
目
録
-
十
六
首
也
、
秋
上
帯
、
目
録
-
一
二
首
也
、
失
敗

尊
〔
脚
注
〕
(
朱
)
但
相
=
加
不
レ
定
帯
二
首
一
、
十
九
首
也
*
以
上
次
行
歌

数
ノ
注
記

七
(
朱
)

(
墨
)
十
六
首
一
ニ
首
俗
名
、
宗
貞
入
道
也
、
大
納
言
安
世
八
男
、
寛
平
二

年
入
滅
、
七
十
六

良
峯
宗
点
、
蔵
人
頭
従
五
上
左
近
少
将
、
嘉
祥
三
と
ニ
月
廿
一
日
天
皇

崩
、
の
同
月
日
出
家
云
』
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一
一
己
作
者
「
凡
河
内
の
み
つ
ね
」
の
注

官
〔
脚
注
〕
後
任
ニ
淡
路
按
一
、
五
十
四
首
、
其
外
短
寄
一
と

問
自
民

(
墨
〉
子
ν
時
甲
斐
ま
少
目
、
延
喜
七
t
A

正
月
十
三
日
任
=
丹

波

4
大
目
御
厨
一
肌
第
一
、
後
任
=
淡
路
謙
二
六
十
一
首
、
其
中
短
奇
一
斗

〔
脚
注
〕

〈
朱
)
但
不
ν
定
帯
三
首
在
=
雑
下
-
除
ν
之
、
五
十
八
首
也

尊
〔
脚
注
〕

(
朱
)
五
十
八
、
但
不
ν
定
奇
三
首
有
=
雑
口
-
〔
除
ν
之
、
五

十
五

l
也
〕
*
以
上
次
行
歌
数
ノ
注
記

(
墨
〉
六
十
一
首
、
其
中
短
と
一
首
、
子
レ
時
甲
斐
・
3
少
目
、
延
木
七
t
A

正
月
十
三
日
任
=
丹
波
ま
大
目
一
耕
一
、
後
任
=
淡
路
橡
-

〔
頭
注
〕
如
=
目
六
-
賀
帯
四
首
也
、
定
国
扉
風
寄
敗
、
然
者
五
十
三
首

也
以
上
二
首
の
注
、
歌
数
の
計
算
に
よ
く
解
ら
ぬ
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
三

系
統
の
勘
物
の
変
化
は
見
て
と
れ
る
。

豆
一
一
詞
書
「
そ
め
ど
の
ふ
き
さ
き
」
、
作
者
「
さ
き
の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ

み
」
の
注

""・・凸

円
頭
注
〕
染
殿
后
、
藤
明
子
也
、
忠
仁
公
女
、
母
嵯
峨
天
皇
女
源
潔
姫

也
、
文
徳
女
御
、
清
和
母
后

〔
脚
注
〕
忠
仁
公
、
冬
嗣
卿
二
男

長
〔
頭
注
〕
染
殿
后
、
藤
明
子
也
、
忠
仁
公
女
、
母
嵯
峨
皇
女
源
潔
姫
也
、

文
徳
女
御
、
清
和
母
后

〔
脚
注
〕
忠
仁
公
、
冬
嗣
公
二
男
、
一
首
、
但
着
v
注
二
首

尊
〔
頭
注
〕
染
殿
后
、
藤
明
子
也
、
忠
仁
公
女
、
母
嵯
峨
天
皇
女
源
潔
姫

也
、
文
徳
女
御
、
清
和
母
后

〔
脚
注
〕
染
殿
、
清
和
龍
、
今
清
和
院
北
也

一
首
、
忠
仁
公
、
冬
嗣
公
二
男

九
一
作
者
「
よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
だ
」
の
注

宮〔
脚
注
〕
遍
照
俗
名
也
、
良
峯
宗
貞
、
蔵
人
頭
従
五
上
左
近
少
将
、
嘉

祥
三
年
三
月
廿
一
日
天
皇
崩
、
の
同
日
出
家

長

な
し

尊
〔
脚
注
〕
遍
照
俗
名
也
、
有
=
三
首
-
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こ
の
箇
所
、
一
一
七
と
併
せ
見
れ
ば
、
注
が
整
理
統
合
さ
れ
た
様
が
わ
か
る
。

ま
た
、
愛
殊
院
本
に
注
を
欠
く
の
が
、
も
し
脱
落
で
な
い
な
ら
、

一日一、

注
を
統
合
し
た
後
、
保
一
万
二
年
本
で
は
、
念
の
た
め
、
簡
単
な
注
記
を
改

め
て
加
え
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
但
し
、
毘
沙
門
堂
本
『
古
今
集
註
』
に
は
、

こ
の
歌
に
注
し
て
「
良
峯
宗
貞
ハ
遍
昭
ノ
俗
名
也
、
蔵
人
頭
従
五
上
左
近

少
将
、
嘉
祥
三
年
三
月
廿
一
日
天
皇
崩
御
之
日
出
家
」
と
あ
る
の
で
、
目
見

殊
院
本
の
書
落
し
か
も
し
れ
な
い
。

一O
一
作
者
「
ふ
ぢ
は
ら
の
お
き
か
ぜ
」
の
注

官
〔
脚
注
〕
子
レ
時
治
部
丞
、
延
喜
十
四
年
任
一
一
下
総
才
大
按
-
、
号
=
院
藤

太
一
、
参
議
浜
成
孫
、
道
成
男
、
十
七
首

Fさ.
史〔
脚
注
〕
目
一
去
、
興
風
、
十
七
首
、
子
ν
時
治
部
丞
、
延
喜
十
四
年
任
ニ

下
総

3
大
捷
¥
号
一
一
院
藤
太
¥
参
議
浜
成
孫
、
道
成
男

尊〔
脚
注
〕
十
七
首
、
目
云
、
興
風
、
延
木
十
四
と
任
一
一
下
総
子
大
探
一
、

号
=
院
藤
太
一
、
参
議
浜
成
孫
、
道
成
男

こ
れ
は
、
永
治
二
年
本
と
仁
平
四
年
本
が
一
致
し
、
保
元
二
年
本
が
具

な
る
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
は
少
な
い
。

何
度
も
く
り
返
す
が
、
入
集
歌
数
を
記
す
位
置
に
注
目
さ
れ
た
い
。

一一ニ
O

「
を
し
め
ど
も
」
歌
の
注

宮
〔
頭
注
〕
別
紙
、
貞
文
苛
合

目見〔
頭
注
〕
別
t
A

、
貞
文
奇
合
、
延
喜
五
年
二
月
廿
九
日
、
此
寄
合
司
有
ニ

五
首
一尊〔

頭
注
〕
別
紙
、
貞
文
膏
合
也
、
此
司
合
司
有
一
一
五
首
-
、
延
木
五
年
二

月
廿
九
日

仁
平
四
年
本
の
段
階
で
注
が
増
補
さ
れ
、
保
一
克
二
年
本
が
そ
れ
を
踏
襲

す
る
一
例
と
し
て
掲
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
他
に
も
数
多
い
。

ニ
四
四
「
わ
れ
の
み
や
」
歌
の
注

官
〔
頭
注
〕
無
=
件
寄
合
-
、
別
紙

昌
二ζ
〔
頭
法
〕
別
斗
、
件
寄
合
ニ
ハ
ヒ
グ
ラ
シ
ノ
ナ
ク
ユ
フ
グ
レ

尊
口
頭
注
〕
件
苛
合
ニ
ハ
ひ
ぐ
ら
し
の
な
く
ゆ
ふ
ぐ
れ
、
別
紙
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「
件
寄
合
」
と
は
一
首
前
の
詞
書
中
の
「
寛
平
御
時
の
き
さ
い
の
み
や

の
寄
合
」
を
さ
す
。
永
治
二
年
本
で
は
「
無
=
件
寄
合
乙
と
し
て
い
た
の

を
、
仁
平
四
年
本
、
保
元
二
年
本
で
は
、
歌
合
本
文
に
よ
る
異
同
を
注
記

し
て
い
る
。

一
三
一
五
「
み
よ
し
の
ふ
」
歌
の
注

宮
〔
頭
注
〕
此
苛
定
文
家
苛
合
奇
也

長
〔
頭
注
〕
在
=
金
玉
集
-
、
定
文
膏
合
也
、
件
寄
合
苛
二
首
在
ν

之、

首
ハ
春
下
元
方
寄
也

〔
脚
注
〕
叶
六
人
t
A

尊
〔
頭
注
〕
金
玉
集
、
在
=
定
文
苛
合
一
、
件
寄
合
二
首
在
ν
之、

一
首
在
ニ

春
下
-
、
元
方
寄

他
に
も
例
が
多
い
が
、
金
玉
集
、
叶
六
人
集
の
出
典
注
記
は
仁
平
四
年

本
の
段
階
で
新
た
に
付
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、

一
部
の
例
を
挙
げ
た
に
す
、
ぎ
な
い
が
、
永
治
二
年
、
仁
平
四
年
、

保
元
二
年
と
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
注
に
手
が
加
え
ら
れ
、
増
補
さ
れ
て
い

っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
長
殊
院
本
を
仁
平
四
年
本
と
考
え
る
の
は
、
前
稿
で
述
べ
た
よ

う
に
、
あ
く
ま
で
推
定
に
す
、
ぎ
な
い
が
、
勘
物
の
比
較
に
よ
っ
て
も
、
保

元
二
年
本
に
か
な
り
接
近
し
て
い
る
が
、
永
治
二
年
本
よ
り
保
元
二
年
本

へ
の
過
渡
的
形
態
と
し
て
ほ
ぼ
誤
ら
な
い
と
見
ら
れ
、
先
の
推
定
に
一
証

を
加
え
る
も
の
と
な
ろ
う
。

な
お
、
仁
平
四
年
本
の
項
で
こ
の
点
に
言
及
し
な
か
っ
た
の
は
、
畠
瓦
殊

院
本
の
勘
物
が
永
治
二
年
本
よ
り
保
元
二
年
本
へ
の
過
渡
的
形
態
を
と
る

こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
顕
昭
本
の
勘
物
が
、
永
治

二
年
本
と
保
元
二
年
本
の
勘
物
を
勘
案
折
衷
し
、
独
自
の
注
を
加
え
た
と

見
ら
れ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、

一
見
、
過
渡
的
形
態
と
見
え
た
も
の

が
実
は
折
衷
的
形
態
と
疑
わ
れ
る
点
が
な
い
訳
で
は
な
く
、
そ
の
説
明
が

徒
に
煩
雑
に
な
る
の
を
避
け
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
後
述
顕
昭
本
の
項
を
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
、
目
史
殊
院

本
の
勘
物
に
は
顕
昭
本
の
勘
物
の
よ
う
な
折
衷
合
成
の
際
の
不
手
際
は
認

め
ら
れ
ず
、
永
治
二
年
本
と
保
元
二
年
本
の
中
間
形
態
と
し
て
差
支
え
な

い
と
考
え
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
保
元
二
年
本
に
つ
い
て
、

一
般
化
し
て
述
べ
て
来
た

が
、
保
元
二
年
本
で
あ
る
四
本
間
に
は
違
い
も
存
在
す
る
。

そ
も
そ
も
、
先
の
一
覧
に
保
元
二
年
本
と
し
て
掲
げ
た
四
本
(
彰
考
館
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本
は
目
録
、
奥
書
の
み
な
の
で
対
象
と
な
ら
な
い
)
の
中
、
穂
久
適
文
庫

本
、
金
沢
文
庫
本
は
何
れ
も
奥
書
部
分
を
欠
く
た
め
、
厳
密
に
言
え
ば
保

元
二
年
本
と
断
定
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
文
、

勘
物
〈
特
に
後
者
)
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
元
二
年
本
と
認
定
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
の
共
通
点
、
特
徴
を
有
す
る
こ

と
に
な
る
。

し
か
し
、

一
方
、
異
本
歌
の
書
式
や
本
文
の
表
記
(
平
仮
名
木
か
片
仮

名
本
か
)
に
お
い
て
各
本
に
違
い
が
存
す
る
等
、
保
元
二
年
本
の
祖
本
が

一
本
に
遡
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
徴
証
が
認
め
ら
れ
る
。

前
掲
の
諸
本
一
覧
に
お
い
て
保
元
二
年
本
を

a
b
の
二
種
に
分
類
し
た

の
は
、
本
文
に
関
し
て
現
存
伝
本
の
存
巻
の
関
係
で
明
確
な
区
分
は
困
難

で
は
あ
る
が
、
奥
書
に
二
種
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
伏
見
官
旧
蔵
一
本
の
奥

書
は
他
の
諸
本
ハ
顕
昭
本
や
引
用
の
み
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
奥
書
も
含
む
)

の
も
の
と
は
字
句
の
異
悶
が
あ
り
、
そ
れ
は
清
輔
自
身
に
よ
る
手
直
し
と

見
ら
れ
る
ハ
意
味
上
は
殆
ん
ど
差
違
は
な
い
〉
。
以
下
、
尊
経
閣
文
庫
本

と
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
の
奥
書
を
掲
げ
て
そ
の
違
い
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

前
者
は
有
名
で
、
既
に
本
稿
で
も
一
部
を
引
用
し
て
い
る
、
が
、
比
較
の
た

め
全
て
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

尊
経
閣
文
庫
本

此
本
従
=
坊
御
時
一
召
一
一
寵
内
一
義
一
数
年
之
後
平
治
」
元
年
七
月
九
ト
日
返
=

預
之
-
、
仰
云
、
此
本
披
露
/
無
ν
由
思
食
、
の
合
一
一
一
ニ
帖
一
賜
レ
之
、
夢
不

レ
可
借
=
与
/
他
人
一
之
唱
で
、
の
弥
秘
ν
之

以
一
一
若
狭
守
通
宗
朝
臣
自
筆
本
一
書
写
古
今
也
/
文
字
仕
不
v

達
一
一
彼
件

本
二
僧
隆
縁
為
=
彼
朝
臣
」
外
孫
一
所
=
相
伝
一
也
、
端
書
文
彼
朝
臣
筆

也
/
以
=
片
仮
名
一
書
入
歌
等
同
彼
人
所
=
考
人
一
也
/
件
古
今
貫
之
自
筆

小
野
皇
太
后
宮
御
/
本
之
流
也
、
上
下
考
物
者
管
見
之
所
ν
及
/
予
所
ニ

記
付
一
也
、
真
名
序
又
以
同
前
、
後
日
/
校
一
一
合
新
院
御
本
一
、
朱
雀
筆

彼
御
本
説
也
」
件
御
本
以
=
貫
之
妹
自
筆
本
一
書
写
古
今
一
で
/
賊
説
耕
一
郁

子
、
但
有
ニ
序
注
-
、
少
以
有
一
一
疑
殆
一
、
件
正
本
ハ
/
閑
院
贈
太
政
大
臣

考
で
、
転
、
ミ
在
ニ
故
花
薗
/
左
府
御
許
一
、
叉
陽
明
門
院
御
本
説
間
と

注
=
付
/
之
一
、
大
略
不
ν
違
=
此
本
一
、
件
木
賞
之
自
筆
延
喜
/
御
本
一
で
、

後
顕
綱
朝
臣
給
預
、
其
後
転
と
於
乙
公
信
朝
臣
許
白
焼
失
了
、
若
州
号
こ

讃
刈
入
道
/
本
一
此
本
也
、
如
ν
此
古
今
二
筒
度
書
ニ
写
之
二
而
/
為
ニ

難
ν
去
人
一
被
=
収
公
一
了
、
の
保
元
二
年
五
月
比
/
更
以
書
=
写
之
一
、
至
ニ

今
度
}
深
秘
ニ
武
口
中
一
死
後
可
=
/
左
右
目
一
向
己

和
歌
得
業
生
清
輔

。。



書
写
校
合
不
ν
交
ニ
他
人
之
功
二
で

伏
見
官
旧
蔵
一
本

以
=
若
狭
守
通
宗
朝
臣
自
筆
本
一
象
者
古
今
也
/
文
字
仕
不
ν
違
ニ
彼
件

本
-
、
僧
隆
縁
為
=
彼
朝
臣
/
外
孫
-
所
=
相
伝
-
也
、
表
紙
文
彼
朝
臣
筆

也
、
以
=
片
/
仮
名
-
書
入
歌
等
同
彼
人
所
=
考
人
-
也
、
件
古
今
/
貫
之

自
筆
小
野
皇
太
后
宮
御
本
之
流
也
/
於
=
上
下
考
物
井
真
名
序
以
下
-
者

清
寸
劇
岡
引
パ
酬
州
日
出
、
後
孔
マ
マ
折
院
御
本
、
朱
筆
彼
御
本
/
説
也
、
件

本
口
貫
之
自
筆
本
書
写
云
E

、
但
」
有
=
序
注
-
、
少
以
有
=
疑
殆
-
、
正

本
ハ
閑
院
贈
太
政
大
臣
/
本
云
与
、
在
=
故
花
薗
左
府
御
許
一
、
又
陽
明

門
院
/
御
本
説
聞
と
注
一
一
付
之
-
、
大
略
不
ν
違
=
此
本
-
、
件
本
貫
之
/

自
筆
延
喜
御
本
で
、
後
顕
綱
朝
臣
給
預
、
其
/
後
於
=
公
信
朝
臣
許
-

焼
失
了
、
若
州
伐
守
=
讃
州
/
入
道
本
-
舟
也
、
如
ν
此
古
今
二
箇
度
書
=

写
之
-
、
而
為
ニ
/
難
ν
去
人
目
被
ニ
収
公
一
了
、
の
保
元
二
年
五
月
比
更
以

/
伝
言
子
、
至
ニ
今
度
-
ハ
深
秘
ニ
苔
中
-
死
後
可
=
左
右
-
晋

嘉
応
元
年
十
月
日
書
=
写
之
-

依
ν
仰
雑
筆
等
如
ν
本
書
付
了
/
老
眼
之
間
筆
跡
弥
狼
籍
、
後
見
/

有
レ
恥
ご
と

散
班
清
輔

字
句
の
異
な
っ
て
い
る
主
要
な
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
が
、
「
端
書
文
」

が
「
表
紙
文
」
に
な
っ
て
い
る
点
、
「
於
=
上
下
考
物
-
者
」
以
下
が
大
き
く

異
な
る
点
〈
尊
経
関
本
に
「
於
」
を
欠
く
の
は
脱
落
ら
し
く
、
彰
考
館
本

や
伏
見
宮
顕
昭
本
に
は
存
す
る
〉
、
二
箇
所
の
「
転
と
」
を
欠
く
点
等
明

ら
か
に
意
図
的
な
手
直
し
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
末
尾
の
「
而
巳
」
と

「
耳
」
の
よ
う
に
意
味
は
同
じ
で
も
用
字
が
異
な
る
点
も
単
な
る
転
写
上

の
変
化
と
も
言
い
難
い
。
更
に
、
嘉
応
元
年
の
奥
書
が
加
わ
っ
て
い
る
点

を
考
え
併
せ
る
と
、
嘉
応
元
年
に
何
人
か
の
仰
せ
で
、
保
元
二
年
本
を
更

め
て
清
書
し
、
奉
る
際
に
、
奥
書
の
字
句
若
干
に
手
直
し
が
加
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

す
る
と
、
奥
書
の
字
句
に
手
直
し
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

本
文
や
勘
物
に
も
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
が
生
じ
る
が
、
こ
の
点
を
見
き
わ
め
る
の
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
は
巻
十
一

l
二
十
、
真
名
序
の
下
冊
部

分
し
か
存
し
て
お
ら
ず
、
管
見
に
入
っ
た
保
元
二
年
本
で
下
冊
部
分
が
存

す
る
の
は
尊
経
閣
文
庫
本
の
み
で
あ
る
か
ら
、
二
本
を
比
較
し
た
異
同
が

即
ち
、
保
元
二
年
本
の

a
と
b
の
異
同
か
否
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
か
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ら
で
あ
る
。

更
に
は
、
奥
書
の
存
し
な
い
穂
久
適
文
庫
本
と
金
沢
文
庫
本
に
つ
い
て

は
、
主
と
し
て
勘
物
か
ら
保
元
二
年
本
に
属
す
と
認
め
た
に
過
、
ぎ
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て

a
、
b
何
れ
に
属
す
か
等
と
い
う
こ
と
は
決
定
の

仕
様
も
な
い
訳
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
木
稿
に
お
い
て
、
保
元
二
年
本
を

a
、
b
に
分
け
、

尊
経
閤
文
庫
本
、
穂
久
適
文
庫
本
、
金
沢
文
庫
本
を

a
と
し
(
彰
考
館
抄

出
本
は

a
と
同
じ
奥
書
を
有
す
る
の
で
問
題
な
い
)
、
伏
見
官
侶
蔵
一
本

を
b
と
し
た
の
は
、
分
類
上
の
便
宜
に
も
よ
る
が
、
次
の
よ
う
な
理
由
が

あ
る
。伏

見
宮
旧
蔵
一
本
と
尊
経
閣
文
庫
本
と
を
比
較
す
る
と
ま
ず
第
一
に
気

付
く
こ
と
は
、
傍
書
さ
れ
て
い
る
朱
校
に
異
同
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
清

輔
本
並
に
顕
昭
本
古
今
集
の
朱
校
は
新
院
御
本
と
の
異
同
を
示
す
校
合
で

あ
る
が
、
各
系
統
、
各
伝
本
ご
と
に
無
視
出
来
な
い
違
い
が
あ
り
、
し
か

も
相
互
に
解
し
難
い
よ
う
な
矛
盾
が
あ
る
こ
と
は
、
前
稿
に
綾
々
述
べ
た

化
こ
ろ
で
あ
る
。

保
一
克
二
年
本
に
属
す
る
四
本
相
互
で
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
と
言
う
と
、

詳
細
は
各
本
の
項
で
述
べ
る
が
、
穂
久
適
文
庫
本
が
や
や
朱
校
が
少
な
い

こ
と
を
除
く
と
、
尊
経
閣
文
康
木
、
穂
久
適
文
庫
本
、
金
沢
文
庫
本
の
三

本
に
は
目
立
っ
た
異
同
が
な
い
の
に
対
し
、
伏
見
官
旧
蔵
一
本
は
、
米
校

部
分
の
本
文
、
傍
書
と
も
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

主
と
し
て
右
の
観
点
か
ら
、
保
元
二
年
本
中
、
奥
書
部
分
を
存
し
な
い

穂
久
適
文
庫
本
、
金
沢
文
庫
本
の
二
本
を
仮
に

a
に
属
せ
し
め
た
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

そ
れ
は
、
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
の
朱
校
部
分
が
、
他
の
保
元
二
年
本
と
異

な
り
、
顕
昭
木
、
中
で
も
伏
見
官
旧
蔵
本
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
か
ら

で
占
め
る
。

し
か
も
、
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
に
付
さ
れ
て
い
る
保
元
二
年
清
輔
奥
書

は
ま
ぎ
れ
も
な
く

a
型
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
朱
校
部
分
の
異
同
は
、
嘉
応
元
年
に
お
け
る
奥
書
の
字
句
の

手
直
し
と
は
無
関
係
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
現
存
伝
本
の
比
較

の
限
り
で
は
、
保
元
二
年
本
を
有
意
に

a
、
b
と
二
分
類
す
る
の
は
危
険

が
伴
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

以
上
の
如
く
考
察
す
る
と
、

a
、
b
の
二
分
類
は
現
時
点
で
は
絶
対
と

は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
更
な
る
資
料
の
出
現
を
侠
っ
て
、
取
敢
ず

の
分
類
と
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

次
に
、
保
元
二
年
本
の
祖
本
が
複
数
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
第
二
点

と
し
て
、
異
本
歌
の
表
示
の
方
法
が
あ
る
。
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こ
の
点
は
、
前
稿
三
二
|
三
頁
に
一
覧
を
掲
げ
た
が
、
各
本
ま
ち
ま
ち

の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

尊
経
閣
文
庫
本
は
本
文
平
仮
名
書
で
あ
る
が
、
異
本
歌
は
、
七
首
平
仮

名
本
行
、
九
首
片
仮
名
書
入
ハ
一
首
前
者
と
重
複
)
で
、
前
半
は
主
と
し

て
平
仮
名
本
行
、
後
半
は
主
と
し
て
片
仮
名
書
入
で
あ
る
。

穂
久
適
文
庫
本
は
同
じ
く
本
文
平
仮
名
書
で
、
巻
一

l
十
を
存
し
、
異

本
歌
は
、
五
首
と
も
片
仮
名
本
行
で
、
内
一
首
が
平
仮
名
本
行
で
重
出
し

て
い
る
。

伏
見
宮
旧
蔵
一
本
も
同
じ
く
本
文
平
仮
名
書
で
、
巻
十
一

l
二
十
を
存

し
、
異
本
歌
は
、
九
首
と
も
片
仮
名
書
入
で
あ
る
。

更
に
、
金
沢
文
庫
本
は
、
前
稿
の
段
階
で
は
未
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、

一
覧
中
に
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
本
文
片
仮
名
書
で
、
巻
一
、
こ
を
存
し
1

異
本
歌
1
2
と
も
に
片
仮
名
本
行
に
書
か
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
保
元
二
年
本
に
お
け
る
異
本
歌
の
扱

い
は
各
本
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

こ
の
異
同
は
、
転
写
伝
来
に
よ
っ
て
変
化
し
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
複
数
の
祖
本
が
存
在
し
、
異
本
歌
の

扱
い
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
清
輔
本
諸
本
の
系
統
に
よ
れ
ば
、
異
本
歌
は
本
行
か
ら
書
入
、

書
入
か
ら
頭
書
へ
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
保
元
二
年
本
諸
本
間

で
、
異
本
歌
が
本
行
に
書
写
さ
れ
て
い
る
伝
本
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
伝

本
よ
り
前
の
段
階
の
本
文
を
有
す
る
か
否
か
は
、
本
文
、
勘
物
を
比
較
し

て
も
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

従
っ
て
、
保
元
二
年
本
に
属
す
る
四
本
を
内
容
か
ら
分
類
排
列
す
る
こ

と
は
現
状
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
奥
書
に
よ
る
a
b
分
類
も
将
来
新
た
な

伝
本
の
出
現
を
侠
つ
程
度
の
意
味
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
他
、
勘
物
の
異
同
に
も
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
各

本
の
項
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

a 

尊
経
閣
文
庫
蔵
本
(
二
ニ
l
j
古
)

〔
鎌
倉
前
期
〕
写
・
伝
藤
原
清
輔
筆

二
帖

続
葉
装
。
後
補
藍
色
地
花
升
唐
草
宝
尽
文
様
金
繍
裂
表
紙
(
二
四

×
一
四
・
九
糎
〉
。
左
肩
後
補
金
切
箔
散
題
鑑
「
古
今
和
歌
集
」
ハ
上
下
冊

共
)
。
こ
の
表
紙
、
題
策
共
に
近
世
前
田
家
に
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

見
返
し
、
金
銀
切
箔
砂
子
散
雲
霞
文
様
。
料
紙
、
薄
手
斐
紙
。
墨
付
、
上

冊
九
折
一
七
二
丁

(
他
に
五
了
切
取
を
白
紙
で
補
う
)
、
下
冊
八
折
一
五

三
丁
(
伝
領
識
語
を
記
す
一
丁
は
遊
紙
に
加
え
る
。
二

T
切
取
を
白
紙
で
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補
う
)
。
遊
紙
、
上
冊
前
な
し
、
後
三
丁
、

下
冊
前
一
丁
、
本
文
と
真
名

序
の
間
一
丁
、
後
四
了
。
以
上
の
装
訂
は
各
折
の
枚
数
、
白
紙
、
遊
紙
に

至
る
ま
で
、
尊
経
閣
叢
刊
複
製
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。
上
下
冊
共
に
上
下

各
一
線
の
押
界
が
あ
り
、
上
端
よ
り
約
一
ニ
・
八
糎
、
下
端
よ
り
約
四
・

0

糎
に
引
か
れ
、
界
高
二
ハ
・
一
二
一
棟
。
こ
の
上
下
の
押
界
の
聞
に
和
歌
本
文

が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
題
も
同
じ
高
さ
よ
り
書
か
れ
て
い
る
。

各
行
の
界
線
は
認
め
ら
れ
な
い
。
毎
半
葉
、
上
冊
、
仮
名
序
六
行
(
稀
に

七
行
)
、

本
文
八
i
十
行
、
下
冊
、
本
文
八

l
十
二
行
、
真
名
序
六
行
。

上
冊
、
和
歌
三
行
書
、
下
冊
、
和
歌
二
行
書
(
一
部
コ
一
行
書
)
。

平
仮
名

交
り
。
内
題
、
「
古
今
和
歌
集
巻
第
一
春
歌
上
」
以
下
巻
次
を
逐
い
、
巻
五

(
3
)
 

の
み
「
和
許
可
」
の
文
字
を
用
い
、
巻
十
内
題
は
切
取
り
部
分
に
か
か
る
。

部
立
は
、

「
春
歌
上
」
以
下
、
春
和
寄
下
、
夏
帯
、
秋
奇
上
(
下
)
、
冬
帯
、

賀
帯
、
別
離
歌
、
罵
旅
歌
、
〈
巻
十
切
取
り
〉
、
恋
歌

(
「
こ
朱
補
〉
、

恋
膏
二

(
l四
〉
、
恋
歌
五
、
哀
傷
寄
、
雑
歌
、
雑
下
、
短
歌
、

大
歌
所

御
奇
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
巻
二
、
四
の
二
巻
は
前
巻
の
巻
尾
に
引

続
い
て
面
を
改
め
ず
内
題
以
下
を
書
写
し
て
い
る
。

上
冊
巻
頭
第
一
丁
ウ
に
通
宗
の
識
語
が
あ
り
、

本
一
去以
ニ
貫
之
自
筆
本
一
書
写
古
今
也
/
件
本
ハ
於
=
皇
大
后
官
-
焼
依
畢
一
広

主
/
ノ
/
和
寄
等
不
ν
似
一
一
徐
本
一
、
其
説
頗
違
失

通
rヱブ
ヌJc

と
し
、
二
オ
よ
り
仮
名
序
が
始
ま
る
。

ま
た
、
下
冊
末
尾
は
巻
二
十
巻
末
よ
り
一

T
の
遊
紙
を
隔
て
て
、
真
名

序
が
七
丁
、
目
録
が
六

T
半
に
一
旦
っ
て
書
写
さ
れ
、
引
続
い
て
前
記
奥
書

が
約
二
丁
記
さ
れ
て
い
る
。

更
に
下
冊
末
尾
に
四
丁
あ
る
遊
紙
の
第
三
丁
ウ
ラ
に

一
万
弘

比
本
先
年
之
比
不
慮
/
伝
=
領
之
一
円
有
所
ν
進
国
也
、
規
摸
/
詮
本
也
、
秘
市

有
ν
儀
/
¥

難
波
津
末
流
二
品
(
花
押
)
親
王

と
伝
領
識
語
が
あ
る
。
「
二
品
親
王
」
は
尊
経
関
叢
刊
の
覆
製
解
説
に

よ
れ
ば
、
尊
円
法
親
王
〈
正
平
十
一
年
八
一
三
五
六
〉
入
滅
、
五
九
歳
、

〈

4
〉

伏
見
院
御
子
〉
で
あ
る
。
円
有
は
同
時
代
足
利
尊
氏
の
帰
依
を
受
け
た
摂

津
福
海
寺
の
閉
山
在
落
円
有
(
正
平
四
年
入
滅
、
八
四
歳
〉
で
あ
ろ
う
か
。

和
歌
事
蹟
も
な
く
、
確
定
し
難
い
。

他
の
清
輔
本
と
同
じ
く
、
頭
脚
注
中
に
朱
書
の
も
の
が
あ
り
、
新
院
御

本
と
の
校
異
を
示
す
朱
傍
書
が
あ
る
他
、
木
文
作
者
に
朱
合
点
を
施
し
、

脚
欄
の
作
者
注
冒
頭
の
入
集
歌
数
に
も
朱
合
点
を
付
す
(
本
文
作
者
の
朱

合
点
は
他
の
清
輔
本
に
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
)
。
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ま
た
、
歌
頭
に
『
新
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
合
点
が

あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
墨
に
て
付
さ
れ
て
い
る
。

印
記
等
伝
来
を
伺
わ
せ
る
も
の
は
な
い
。

そ
の
他
添
状
が
多
数
存
在
し
、
覆
製
本
解
説
に
は
十
五
通
と
あ
る
が
、

稿
者
が
披
見
し
た
の
は
十
通
で
あ
る
。
余
り
に
多
数
且
つ
長
文
で
あ
る
の

で
、
以
下
必
要
に
応
じ
言
及
す
る
に
留
め
る
。

さ
て
ま
ず
、
前
記
切
取
り
箇
所
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
尊
経
閣
叢
刊
解

説
以
下
く
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

一
括
し
て
示
す
と
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

上
冊
、
第
六
折
の
内
側
か
ら
三
枚
目
の
一
枚
欠
。
こ
の
た
め
、
号
有
こ

ふ
ろ
あ
て
に
」
歌
の
第
三
句
よ
り
、
一
一
七
九
「
あ
き
を
ふ
き
て
」
歌
の
第
四

句
の
初
め
「
う
つ
」
ま
で
の
一

T
欠
。
こ
れ
に
対
応
す
る
ニ
九
一
一
一
「
も
み
ぢ

ば
の
」
歌
の
歌
頭
よ
立
一
九
六
「
神
な
び
の
」
歌
の
第
五
句
一
字
自
の
「
こ
」

ま
で
の
一
丁
欠
。
現
在
は
白
紙
を
補
入
し
て
い
る
。
な
お
、
小
松
茂
美
氏

『
古
筆
学
大
成
』
第
三
巻
に
収
め
ら
れ
る
第
別
図
は
こ
の
切
取
り
一
丁
の

オ
モ
テ
を
古
筆
切
に
仕
立
て
た
も
の
で
「
も
み
ぢ
ば
の
」
よ
り
一
一
九
四
「
ち

は
や
ふ
る
」
歌
の
末
ま
で
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
点
同
書
に
指
摘
が
あ
る
。

上
冊
、
第
七
折
の
最
も
内
側
の
一
枚
欠
。
こ
の
た
め
、
一
言
九
「
さ
く
ら

ば
な
」
歌
の
歌
頭
よ
り
一
室
五
詞
書
「
六
十
の
が
」
の
「
六
」
ま
で
の
連
続

す
る
二
丁
欠
。
同
じ
く
白
紙
が
捕
わ
れ
て
い
る
。

上
冊
、
第
八
折
の
末
尾
一
丁
欠
。
こ
の
折
は
現
在
十
枚
二
十
丁
存
し
て

お
り
、
欠
落
の
丁
は
末
尾
に
貼
り
込
ん
で
あ
っ
た
も
の
か
。
現
在
は
白
紙

一
丁
を
貼
り
込
ん
で
い
る
。
巻
十
巻
頭
内
題
よ
り
四
一
一
回
「
な
み
の
う
つ
」

歌
の
作
者
ま
で
一
丁
欠
。

下
冊
、
第
五
折
の
外
側
か
ら
二
枚
目
の
一
枚
欠
。
こ
の
た
め
、
九
一
O
「わ

た
つ
み
の
」
歌
の
歌
頭
よ
り
空
四
「
き
み
お
ふ
も
ひ
」
歌
の
作
者
ま
で
の

一
丁
欠
。
こ
れ
に
対
応
す
る
九
六
六
「
つ
く
ば
ね
の
」
歌
の
詞
書
官
頭
よ
り

空
穴
「
ひ
さ
か
た
の
」
歌
の
詞
書
途
中
の
「
御
か
へ
り
」
ま
で
の
一
了
欠
。

現
在
は
白
紙
を
補
入
し
て
い
る
。

以
上
が
本
書
の
脱
葉
切
取
り
部
分
で
あ
る
。

次
に
本
書
の
排
列
と
異
本
歌
に
つ
い
て
注
記
す
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
先
学
の
調
査
も
あ
り
、
複
製
本
も
存
し
、
ま

た
本
稿
で
も
異
本
歌
に
関
し
て
は
前
稿
一
二
一
l
l
三
頁
に
本
書
を
基
準
に
一

覧
し
て
い
る
の
で
、
異
本
歌
は
省
略
し
、
排
列
の
み
記
述
す
る
。

定
家
本
と
排
列
を
異
に
す
る
の
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。

八
一
一
一
、
八
六
、
八
四
、
八
五
、
八
七
の
排
列
を
と
り
、
「
御
本
次
第
如
ν

此
〈
朱
)
」

と
頭
書
し
、
朱
線
で
新
院
御
本
は
、
八
百
一
、
八
回
、
八
五
、
八
六
、
八
八
、
八
七
の
排
列

で
あ
る
こ
と
を
示
す
(
諸
本
と
同
じ
、
但
し
、
官
は
最
初
か
ら
八
八
、
八
七
の
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排
列
で
あ
る
)
。

一
五
月
一
五
一
一
一
の
排
列
を
と
る
(
諸
本
と
同
じ
)
。

一
一
五
回
二
一
五
一
一
一
の
排
列
を
と
る
(
諸
本
と
向
じ
)
。

き七、一一一
O

一
ハ
の
排
列
を
と
り
、
一
一
一
只
に
「
御
本
此
奇
在
レ
前
、
但
題
不
ν

知

相
並
不
審
(
朱
)
」
と
頭
書
し
、
朱
線
で
御
本
は
一
一
一
史
、
一
一
言
の
排
列
で
あ

る
こ
と
を
示
す
(
諸
本
と
同
じ
〉
。

次
に
問
題
と
な
る
の
が
本
書
の
筆
跡
で
あ
る
。
清
輔
自
筆
と
す
る
の
が

信
じ
難
い
こ
と
は
、
既
に
西
下
、
久
曽
神
両
氏
の
御
研
究
で
明
ら
か
で
あ

る
が
、
実
は
本
書
は
一
筆
で
は
な
く
寄
合
書
で
あ
る
。
こ
の
点
は
小
松
茂

美
氏
が
『
古
筆
学
大
成
』
第
三
巻
(
平
1
刊
〉
解
説
中
で
詳
細
に
論
じ
て

お
ら
れ
る
の
で
、
以
下
そ
れ
を
紹
介
す
る
(
同
書
三
七

O
l二
頁
〉
。

小
松
氏
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
上
下
冊
は
書
風
を
異
に
し
、
「
下
巻
の
方

は
、
上
巻
に
比
し
て
、
手
が
劣
」
っ
て
お
り
、
「
老
齢
者
の
手
の
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
更
に
、
「
本
文
中
の
勘
物
・
集
付
け
、
歌
の
異

同
の
表
記
な
ど
に
、
上
・
下
巻
に
は
、

か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
」

と
し
て
、
筆
跡
を
中
心
に
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

上
巻
村
上
下
の
空
欄
に
示
さ
れ
る
勘
物
・
集
付
け
が
、
本
文
と
同
第
十
で

あ
る
。

ω歌
の
頭
に
示
し
た
合
点
は
、
別
人
の
筆
。

日
間
朱
筆
に
よ
る
勘
物
の
追
記
が
あ
る
(
異
筆
)
。

下
巻
村
上
下
の
空
欄
の
勘
物
や
集
付
け
な
ど
が
、
本
文
と
同
筆
の
も
の

以
外
に
、
二
筆
〈
二
人
の
別
人
〉
も
の
書
入
れ
が
あ
る
。

。
合
点
も
、
二
人
の
手
に
よ
っ
て
、
別
時
に
点
じ
ら
れ
て
い
る
。

臼
「
片
仮
名
本
」
(
清
輔
本
〉
と
の
校
合
が
示
さ
れ
て
い
る
。

右
の
小
松
氏
の
認
定
は
極
め
て
犀
利
で
あ
る
が
、
浅
学
の
稿
者
に
は
遺

憾
な
が
ら
全
て
を
見
窮
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
下
巻
伺
項
の
如
く
、
理

解
し
え
ぬ
も
の
も
あ
る
。
辛
う
じ
て
認
識
し
え
た
の
は
以
下
の
よ
う
な
こ

と
で
あ
る
。

ま
ず
、
全
巻
勘
物
等
を
合
め
て
ほ
ぼ
同
時
代
の
筆
跡
で
あ
る
が
、
上
下

冊
は
各
一
筆
で
別
筆
で
あ
り
、
上
冊
の
筆
者
の
方
が
能
筆
で
あ
る
。
ま
た
、

両
筆
は
書
風
を
異
に
す
る
の
み
で
な
く
、
書
写
様
式
に
も
違
い
が
認
め
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
上
冊
は
和
歌
三
行
書
で
あ
る
が
、
下
冊
は
大
部
分
が
二

行
書
で
あ
り
、
後
半
に
至
る
と
三
行
書
を
混
え
て
い
る
。
ま
た
、
下
冊
は

助
詞
「
を
」
に
ほ
と
ん
ど
「
お
」
を
当
て
、
か
な
り
異
様
な
感
を
与
え
る

ハ
上
冊
に
も
ご
く
僅
か
「
お
」
の
例
が
あ
る
)
。
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更
に
既
に
く
り
返
し
述
べ
た
異
本
歌
の
扱
い
も
、
上
冊
は
片
仮
名
書
入

と
し
て
重
出
す
る
異
本
歌
2
を
含
め
て
全
て
平
仮
名
本
行
で
あ
る
の
に
対

し
、
下
冊
は
二
首
が
平
仮
名
木
行
で
あ
る
以
外
、
六
首
が
片
仮
名
書
入
で

あ
る
。以
上
の
よ
う
に
、
上
下
冊
は
単
に
別
筆
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
書
写
様

式
に
か
な
り
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

実
は
、
本
書
を
清
輔
筆
と
す
る
こ
と
を
疑
い
、
上
下
冊
が
別
筆
で
は
な

い
か
と
す
る
説
は
、
古
く
、
本
書
の
添
状
に
も
見
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

恐
ら
く
松
雲
公
前
田
綱
紀
の
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
署
名
の
読
み
難

い
一
通
の
「
覚
」
に
は
、
一
見
上
下
冊
筆
跡
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、

筆
先
の
調
っ
た
筆
を
用
い
た
時
と
禿
竜
を
用
い
た
時
と
で
は
筆
跡
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
、
下
冊
の
方
が
少
し
老
筆
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
や
は

り
同
筆
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
更
に
前
田
家
襲
蔵
の
手
鑑
と
も
比
較
し

(
内
裏
切
と
比
べ
た
ら
し
い
て
筆
跡
が
少
々
相
違
す
る
が
似
せ
物
で
は

な
い
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
林
十
郎
左
衛
門
、
笠
間
文
六
郎
、
'
高
円
弥

藤
次
連
名
の
「
覚
」
は
松
雲
公
の
下
聞
を
こ
の
三
名
が
了
現
に
訊
し
、
そ

の
答
弁
を
復
命
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
内
裏
切
と
の
比
較
か

ら
、
勘
物
注
記
の
内
容
が
両
者
同
じ
く
、
し
か
も
何
れ
も
清
輔
自
筆
で
あ

る
と
い
う
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
煩
雑
な
書
入
の
あ
る
古
今
集
を
二
部
も
清

輔
が
自
ら
書
写
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
例
が
他
に
あ
る
か
と
の

質
問
に
、
そ
の
よ
う
な
例
は
知
ら
な
い
が
、
他
人
の
書
写
し
た
同
一
書
二

部
に
同
じ
書
入
れ
を
し
た
例
は
あ
る
。
と
に
か
く
、
本
書
の
よ
う
な
秘
本

に
は
二
部
作
成
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
等
と
苦
し
い
答
弁
が

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
当
時
の
鑑
識
隈
の
水
準
の
高
さ
ハ
特
に
松
雲
公
)

に
驚
か
さ
れ
る
。

次
に
勘
物
で
あ
る
が
、
上
冊
は
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
但
し
、
朱
勘
物

に
つ
い
て
小
松
民
「
異
筆
」
と
さ
れ
る
(
上
巻
同
の
指
摘
〉
が
こ
の
点
は

類
似
の
筆
跡
で
あ
り
、
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
(
或
い
は
小
松
氏
は

「
追
記
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
朱
注
の
一
部
の
み
を
「
異
筆
」
と
判
断

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
)
た
だ
、
朱
注
が
墨
注
の
後
に
書
入
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
一
方
、
下
冊
は
更
に
複
雑
で
、
勘
物
に

は
本
文
と
同
筆
の
も
の
の
他
、
後
半
に
至
っ
て
別
筆
も
混
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
別
筆
の
中
に
は
、
上
冊
本
文
、
勘
物
と
類
似
の
筆
跡
が
存
在
す
る
。

朱
注
は
、
下
冊
本
文
と
同
筆
の
も
の
と
、
上
冊
本
文
、
勘
物
と
類
似
の
も

の
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
朱
色
は
上
下
冊
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
本
書
の
書
写
形
態
は
相
当
に
複
雑
で
あ
り
、
細
部
に
亘
る

と
、
同
筆
別
筆
の
判
断
に
困
難
を
覚
え
る
点
が
少
な
く
な
い
。
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ま
た
、
本
書
の
書
写
態
度
全
般
に
つ
い
て
言
う
と
、
他
の
清
輔
本
も
し

く
は
顕
昭
本
の
古
写
本
と
比
較
し
て
、
い
さ
さ
か
粗
策
な
印
象
を
受
け
る
。

書
き
誤
り
を
乱
暴
に
訂
正
し
た
り
、
穂
先
が
割
れ
た
ま
ま
筆
を
走
ら
せ
た

部
分
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
等
、
謹
直
さ
に
欠
け
る
点
が
あ
る
。
字
句

の
書
き
落
し
の
他
、
訂
正
の
際
、
手
直
し
の
錯
誤
か
ら
文
が
続
か
な
く
な

っ
た
箇
所
も
あ
る
。
従
来
、
本
書
は
清
輔
本
古
今
集
の
代
表
と
さ
れ
て
来

た
が
、
必
ず
し
も
善
本
と
は
一
一
一
一
口
い
難
い
点
も
存
す
る
。

さ
て
、
右
の
如
く
、
本
書
の
書
写
形
態
は
相
当
に
複
雑
で
あ
り
、
就
中
、

上
下
冊
の
書
写
様
式
に
は
明
ら
か
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

す
る
と
、
本
書
が
単
な
る
寄
合
書
で
最
初
か
ら
一
本
と
し
て
書
写
さ
れ

た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
上
下
冊
は
補
写
も
し
く
は
取
合
せ
の
関
係
で
別
本

で
あ
る
の
か
と
す
る
疑
問
が
生
ず
る
。

小
松
氏
は
、
こ
の
点
を
、

「
ハ
円
上
・
下
冊
を
別
人
に
よ
る
同
時
書
写

ω上
・
下
冊
の
い
ず
れ
か
を
欠
失
し
た
た
め
に
、
別
本
を
も
っ
て
補
つ

た
。
」
と
こ
通
り
の
解
釈
を
さ
れ
、

」
の
う
ち
「
後
者
の

O
を
想
定
す
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
よ
と
さ
れ
た
。

但
し
、
上
下
冊
別
本
と
さ
れ
る
小
松
氏
の
場
合
も
、
上
下
冊
の
書
写
年

代
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
の
で
、
上
下
冊

が
共
に
極
め
て
古
い
本
文
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
の
別
本
か
否
か
の
問
題
に
結
論
を
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
下
冊

後
半
の
勘
物
の
筆
跡
が
上
冊
本
文
並
に
勘
物
の
筆
跡
に
類
似
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
下
冊
の
書
写
は
上
冊
の
筆
者
の
周
辺
で
行
わ
れ
た
可
能
性
は
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
同
時
の
寄
合
書
か
、
仮
に
補
写
と
し
て
も

上
冊
筆
者
の
自
の
届
く
範
囲
で
な
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

更
に
書
写
様
式
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
の
上
下
冊
は
本
文
的

に
一
貫
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
別
系
統
本
と
感
ぜ
ら
れ
る
点
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
既
述
の
如
く
、
本
書
に
は
、
上
下
冊
と
も
、
作
者
に

朱
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
の
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
、
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
下
冊
が
少
な
く
と
も
同
一
系
統

で
あ
る
証
と
見
な
し
う
る
。

従
っ
て
、
以
下
の
検
討
に
お
い
て
も
、
原
則
と
し
て
上
下
冊
を
区
別
し

な
い
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
本
書
が
全
巻
清
輔
自
筆
で
な
い
こ
と
は
、
以
上
の
筆
跡
の
検
討

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
一
部
は
自
筆
で
、
例
え
ば
上
冊
本

文
と
勘
物
を
書
写
し
た
の
が
清
輔
で
他
は
別
筆
と
い
う
よ
う
な
可
能
性
も

考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
の
で
、
そ
の
点
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

既
に
、
西
下
、
久
曽
神
両
氏
の
著
書
に
お
い
て
、
内
容
的
に
そ
の
点
は

(
5〉

否
定
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
記
す
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
外
に
も
気
づ
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い
た
事
柄
が
あ
る
の
で
併
せ
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

西
下
氏
が
本
書
が
清
輔
自
筆
で
な
い
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
四

点
で
、
す
な
わ
ち
、

一
、
二
つ
の
奥
書
が
一
筆
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。

二
、
余
り
に
も
誤
写
が
多
い
。

三
、
清
輔
が
書
き
落
し
て
彼
が
補
入
し
た
と
思
は
れ
る
歌
が
普
通
の
行

に
書
か
れ
て
ゐ
る
。
(
後
略
)

四
、
和
歌
得
業
生
清
輔
と
い
ふ
署
名
は
、
筆
勢
・
墨
色
か
ら
見
て
自
筆

と
は
認
め
が
た
い
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
(
数
字
は
稿
者
が
私
に
付
し
た
〉
。

右
の
内
一
、
四
は
下
冊
奥
書
部
分
に
か
か
わ
る
指
摘
で
あ
り
、
奥
書
は

下
冊
本
文
と
同
筆
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
そ
の
部
分
が
自
筆
で
な
く
と
も
、

そ
れ
は
下
冊
の
み
の
こ
と
で
あ
り
、
上
冊
は
自
筆
の
可
能
性
も
あ
る
と
反

論
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
、
清
輔
自
筆
説
を
完
全
に
否
定
し
得
た
と
は

必
ず
し
も
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
二
、
三
に
関
し
て
は
決
定
的
と
も
言
え
る
箇
所
が
あ
る
。
西

下
氏
の
論
を
引
用
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

す
な
は
ち
、
秋
下
、
二
五
一
の
「
も
み
ぢ
せ
ぬ
」
の
歌
が
、
前
田
家
本

で
は
平
仮
名
で
普
通
行
に
書
か
れ
て
ゐ
る
が
、
頭
注
に
「
此
片
仮
名
ハ

落
秀
書
入
也
、
以
大
仮
名
可
書
入
」
と
あ
る
か
ら
、
片
仮
名
で
書
か
れ

て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
又
こ
の
書
落
し
は
、
清
輔
の
誤
っ
た
も

の
で
あ
ら
う
か
ら
、
行
聞
か
頭
脚
に
書
か
れ
て
ゐ
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
に
、
既
に
書
入
れ
の
形
式
を
失
ひ
、
清
輔
の
誤
写
は
完
全
に
訂
正
さ

れ
て
ゐ
る
の
に
、
誤
写
の
注
記
の
み
が
残
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

少
々
補
足
す
る
と
、
こ
の
注
記
は
上
冊
本
文
並
に
勘
物
と
同
筆
で
あ
り
、

本
書
で
第
一
位
と
目
さ
れ
る
筆
者
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な

組
踊
を
来
し
た
の
は
、
自
筆
で
な
い
証
拠
と
言
っ
て
よ
い
。
更
に
、
「
落

秀
」
は
「
落
寄
」
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
、
文
意
不
通
の
ま
ま
書
写
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
箇
所
、
他
の
諸
本
は
全
て
、
和
歌
は
本
行

に
あ
り
、
注
記
は
存
在
し
な
い
。

次
に
こ
の
誤
写
に
つ
い
て
は
、
右
の
注
記
の
誤
写
も
、
自
筆
な
ら
考
え

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
久
曽
神
氏
は
更
に
具
体
例
を
挙
げ
て
次
の
如

く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

単
に
誤
字
が
多
い
と
い
ふ
の
み
で
な
く
、
清
輔
な
ら
ば
常
識
と
な
っ
て

ゐ
た
筈
の
「
万
葉
集
」
の
「
葉
」
を
書
誤
っ
て
改
め
た
り

2
2
5
、清
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輔
が
校
合
し
て
記
し
た
筈
の
「
無
=
御
本
一
」
を
「
一
品
御
本
」
〈
六
九
七
の
次
)

と
誤
っ
て
ゐ
る
如
き
例
が
少
く
な
い
。
嘗
て
清
輔
が
校
合
注
記
し
た
も

の
を
、
後
に
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
種
の
誤
の
多
い
の

は
、
清
輔
真
筆
を
否
定
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

久
曽
神
民
の
御
指
摘
の
通
り
、
何
れ
も
自
ら
転
写
す
る
際
の
誤
り
と
は

到
底
思
わ
れ
な
い
。
更
に
、
以
上
二
箇
所
の
注
記
は
下
冊
本
文
と
同
筆
で

あ
り
、
下
冊
本
文
の
筆
者
も
清
輔
で
は
な
い
。
結
局
清
輔
筆
の
可
能
性
は

存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
(
こ
の
場
合
、
ご
く
一
部
の
異
筆
に
清
輔
自
筆

が
混
っ
て
い
る
可
能
性
ま
で
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
〉
。

以
上
で
本
書
の
筆
者
に
つ
い
て
清
輔
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た

が
、
更
に
、
本
文
の
誤
り
に
つ
き
、
此
一
一
か
付
け
加
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。

本
書
の
誤
写
の
中
、
公
「
は
る
さ
め
の
」
歌
及
び
八
九
「
さ
く
ら
ば
な
」

歌
の
注
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
点
は
前
稿
注
(
幻
〉
で
言
及
し
た
が
歌
の

(
6〉

排
列
と
も
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
、
以
下
、
諸
本
を
比
較
し
て
掲
げ
る
。

ま
ず
、
こ
の
箇
所
の
本
文
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

一
首
以
前
の
八
七

「
山
た
か
み
」
歌
よ
り
掲
げ
る
。

ヨ
メ
ル
(
朱
)

ひ
え
に
の
ぼ
り
て
花
を
み
て
か
へ
り
ま
う
で
き
て
よ
め
り
け
る

つ
ら
ゆ
き

八
七
山
た
か
み
ふ
つ
ふ
わ
が
こ
し
さ
く
ら
ば
な
風
は
心
に
ま
か
す
ぺ
ら
な
り

く
ろ
ぬ
し

八
八
は
る
さ
め
の
ふ
る
は
な
み
だ
ぞ
さ
く
ら
ば
な
ち
る
を
与
し
ま
ぬ
人
し
な

け
れ
ばて

い
じ
の
院
の
寄
合
の
寄

八
九
さ
く
ら
ば
な
ち
り
ぬ
る
風
の
な
ご
り
に
は
み
づ
な
き
そ
ら
に
な
み
ぞ
立

け
る

清
輔
本
、
顕
昭
本
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
こ
の
形
で
あ
る
が
宮
本
家
本
の
み
、

八
八
、
八
七
の
順
と
な
り
、
従
っ
て
八
九
の
作
者
が
「
つ
ら
ゆ
き
」
に
な
る
(
こ

の
箇
所
の
存
す
る
伝
本
は
官
長
穂
伏
天
。
金
は
欠
落
部
で
八
九
詞
書
以
下
と

〈

7
)

勘
物
の
一
部
を
存
す
)
。
ま
た
、
宮
本
家
本
と
欠
落
部
に
当
る
金
を
除
き
、

本
書
を
合
め
て
諸
本
、
御
木
は
八
八
、
八
七
の
顕
で
あ
る
旨
注
記
が
あ
る
他
、

ヨ
メ
リ
ケ
ル
(
朱
)

本
書
を
除
く
諸
本
は
八
七
詞
書
の
本
行
と
朱
注
が
逆
転
し
て
「
よ
め
る
」
と

ゐのる。次
に
'
参
考
ま
で
に
定
家
本
ハ
伊
達
家
本
)
を
掲
げ
る
。

ひ
え
に
の
ぼ
り
て
か
へ
り
ま
う
で
き
て
よ
め
る
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つ
ら
ゆ
き

八
七
山
た
か
み
'
A

つ
ふ
わ
が
こ
し
さ
く
ら
花
風
は
心
に
ま
か
す
べ
ら
也

一
本大
伴
く
ろ
ぬ
し

題
し
ら
ず

八
八
春
雨
の
ふ
る
は
涙
か
さ
く
ら
花
ち
る
を
お
し
ま
ぬ
人
し
な
け
れ
ば

亭
子
院
寄
合
寄

つ
ら
ゆ
き

八
九
さ
く
ら
花
ち
り
ぬ
る
風
の
な
ご
り
に
は
水
な
き
そ
ら
に
浪
ぞ
た
ち
け
る

定
家
本
に
お
け
る
八
九
作
者
「
つ
ら
ゆ
き
」
は
定
家
が
昭
和
切
に
お
い
て

一
本

書
き
加
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
俊
成
本
に
は
な
く
、
八
八
作
者
「
大
伴
く
ろ

ぬ
し
」
も
恐
ら
く
俊
成
が
校
合
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い

る
。
と
す
る
な
ら
、
会
|
八
九
は
本
来
全
て
「
つ
ら
ゆ
き
」
の
歌
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
古
今
集
諸
本
に
お
け

る
本
文
の
異
同
で
は
な
く
、
清
輔
本
内
部
の
異
同
で
あ
る
。

ま
ず
、
宮
本
家
本
の
み
が
、
清
輔
本
注
記
の
御
本
の
歌
序
と
同
じ
く
八
八
九

令
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
亭
子
院
歌
合
の
歌
で
あ
る
会
「
さ
く
ら
ば

な
」
歌
の
作
者
が
大
伴
里
山
主
で
は
不
審
で
あ
る
こ
と
を
避
け
る
歌
序
で
あ

る
(
雅
経
本
は
八
七
、
八
六
、
八
八
、
八
九
で
定
家
本
と
も
清
輔
本
注
記
と
も
一
致

せ
ず
、
「
さ
く
ら
ば
な
」
歌
は
や
は
り
寸
く
ろ
ぬ
し
」
の
歌
と
な
る
〉
。

ま
た
、
注
ハ
7
〉
に
言
及
し
た
よ
う
に
建
久
五
年
奥
書
本
も
宮
本
家
本
よ

同
一
の
歌
序
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
八
八
、
八
九
歌
の
勘
物
で
あ
る
。

宮〔
《
脚
注
〕
目
六
云
、
大
伴
黒
主
、
貞
観
之
比
人
、
又
、
延
喜
九
配
ダ
寄

ヨ
メ
リ
、
三
首

〔
八
七
頭
注
〕
別
紙

〔
八
九
頭
注
〕
此
奇
如
=
彼
膏
合
-
貫
之
寄
也
、
叉
黒
主
件
寄
合
非
=
作
者
一
、

ハ
如
)

又
件
寄
合
延
喜
十
一
年
四
月
十
八
日
也
、
女
何

こ
の
宮
本
家
本
に
お
け
る
〔
八
九
頭
注
〕
は
矛
盾
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

八
八
、
合
と
他
の
清
輔
本
と
排
列
を
逆
に
す
れ
ば
、
八
九
歌
の
作
者
は
「
つ
ら

ゆ
き
」
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
頭
注
は
不
要
の
筈
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

こ
の
頭
注
は
、
八
七
、
八
八
の
排
列
を
前
提
に
し
た
注
で
あ
り
、
宮
本
家
本
の

排
列
は
、
八
九
歌
の
作
者
の
不
審
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
後
次
の
も
の
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、

一
見
、
宮
本
家
本
の
排
列

が
後
の
形
態
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

畏〔
八
八
頭
注
〕
後
撰
云
、
シ
ガ
ノ
カ
ラ
サ
キ
ニ
ハ
ラ
ヘ
シ
ケ
ル
人
ノ
モ
ト

ニ
ミ
ル
ト
イ
フ
モ
ノ
ア
リ
ケ
リ
、
黒
主
ソ
コ
ニ
キ
ア
ヒ
テ
カ
ノ
ミ
ル
ニ
コ

ハ
ラ
ヘ
ハ
テ
、
東
ヨ
リ
黒
主
ニ
カ
ヅ

、
ロ
ヲ
カ
ケ
テ
タ
ハ
ブ
レ
シ
ケ
リ
、
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ケ
物
セ
リ
、
黒
主
ソ
ノ
モ
ノ
ゴ
シ
ニ
カ
キ
テ
ミ
ル
ニ
ヲ
ク
リ
ケ
ル
、
ナ
ニ

セ
ム
ニ
ツ
タ
ノ
ミ
ル
メ
ヲ
田
山
ケ
ム
ヲ
キ
ツ
タ
マ
モ
ヲ
カ
ヅ
ク
ミ
ニ
シ
テ
、

黒
主
若
陰
陽
師
欺

〔
八
八
脚
注
〕
大
伴
黒
主
、
貞
観
之
比
人
、
又
延
喜
大
嘗
会
奇
読
ν
之
、
一
ニ

首
、
又
着
ν
注
一
首
、
先
祖
不
ν
詳
、
又
寛
平
法
皇
宰
ニ
石
山
一
之
時
近
江
守

打
出
浜
御
儲
所
-
一
居
ニ
黒
主
一
之
由
見
=
大
和
物
語
一
、
黒
主
菌
城
寺
本
主
敗
、

彼
縁
記
云
、
大
伴
黒
主
村
主
等
以
一
一
氏
寺
一
デ
一
智
詑
大
師
一
寄
二
九

ι一木寺一、

是
為
v
免
ニ
国
役
二
で

〔
八
九
頭
注
〕
此
奇
如
ニ
彼
寄
合
一
貫
之
寄
也
、
叉
黒
主
件
寄
合
非
一
一
作
者
一
、

此
苛
延
喜
十
一
年
四
月
十
八
日
也
、
花
薗
本
次
第
ノ
ゴ
ト
ク
ハ
当
-
一
貫
之

寄
一
敗目

究
殊
院
本
は
注
が
大
き
く
増
加
し
、
ほ
ぼ
保
元
二
年
本
と
同
一
で
あ
る
。

但
し
、
〔
八
八
脚
注
〕
の
中
、
「
又
着
ν
注
一
首
、
先
祖
不
レ
詳
」
の
部
分
の
み

が
本
書
独
自
で
、
保
一
五
二
年
本
に
存
在
し
な
い
。

次
に
尊
経
閣
本
で
あ
る
。

尊〔
八
七
一
期
注
〕
別
紙

〔
八
む
脚
注
H
実
ハ
八
八
脚
注
末
尾
部
分
〕
み
る
め
に
を
く
り
け
る
、

せ
ん
に
っ
た
の
み
る
め
を
思
け
む
お
き
っ
た
ま
も
を
か
づ
く
み
に
し
て
、
な

然
者
黒
主
陰
陽
師
欺

〔
八
八
頭
注
〕
黒
主
寛
平
法
皇
宰
ニ
石
山
一
之
時
近
江
守
打
出
浜
御
儲
所

居
ニ
黒
主
一
之
由
見
一
一
大
和
物
語
一
、
黒
主
薗
城
寺
本
主
敗
、
彼
縁
記
云
、
大

伴
黒
主
村
主
等
以
=
氏
寺
一
申
-
一
智
読
大
師
一
寄
一
一
天
台
末
寺
二
是
為
ν
免
ニ
国

役
三
京
与

〔
八
八
脚
注
〕
三
首
、
日
云
、
大
伴
黒
主
、
貞
観
之
比
人
、
又
読
=
延
木
大

嘗
会
一
敗

後
撰
云
、
し
が
の
か
ら
さ
き
に
は
ら
へ
し
け
る
人
の
も
と
に
、
み
る
と

い
ふ
も
の
あ
り
け
り
、
黒
主
そ
こ
に
き
あ
ひ
て
か
の
み
る
に
こ
ふ
ろ
を
か

け
て
た
は
ぶ
れ
け
り
、
は
ら
へ
は
て
ふ
車
よ
り
く
ろ
ぬ
し
に
か
づ
け
も
の

せ
り
、
黒
主
そ
の
も
の
ご
し
に
か
き
て

〔
八
九
頭
注
〕
比
奇
如
=
彼
奇
合
一
貫
之
歌
也
、
叉
黒
主
非
ニ
件
寄
合
作
者
目
、

又
彼
寄
合
延
木
十
一
年
四
月
十
八
日
也
、
如
何
、
如
=
御
本
次
第
一
ハ
当
ニ
貫

之
可
可
一
欺

回
究
殊
院
本
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
〔
八
八
脚
注
〕

で
あ
る
。
畏
殊
院
本
の
〔
八
八
頭
注
〕
と
比
較
す
れ
ば
容
易
に
わ
か
る
よ
う

に
、
末
尾
で
文
が
中
断
し
、
続
く
文
は
〔
八
七
脚
注
〕
の
位
置
に
存
在
す
る
。

し
か
も
、
〔
八
七
脚
注
〕
で
丁
オ
モ
テ
が
終
わ
り
、
ウ
ラ
の
初
め
に
〔
八
八
脚

注
〕
冒
頭
の
コ
一
一
首
」
以
下
が
書
か
れ
て
い
る
。



何
故
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
同
じ
保
元
二
年
本
で
あ
る
穂
久
適
文
庫
本
に
は
こ
の
よ
う

な
乱
れ
は
な
く
、
金
沢
文
庫
本
は
こ
の
注
は
一
部
し
か
残
存
し
な
い
が
、

や
は
り
混
乱
は
認
め
ら
れ
な
い
。
更
に
、
顕
昭
本
は
注
に
増
補
が
加
え
ら

れ
て
い
る
が
乱
れ
は
な
い
(
何
れ
も
後
述
す
る
)
。

尊
経
閣
文
庫
本
の
注
の
誤
り
の
原
因
は
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
注

を
加
え
た
後
に
、
八
八
、
八
七
の
排
列
を
八
七
、
八
八
に
改
め
た
た
め
と
し
か
考
え

ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
宮
本
家
本
(
建
久
五
年
奥
書
本
も
)
の
如
く
、
八
八
、
八
七
の
排

列
を
持
ち
、
し
か
も
、
「
く
ろ
ぬ
し
」
に
保
元
二
年
本
の
よ
う
に
、
後
撰

集
を
引
用
し
た
長
い
注
が
付
さ
れ
、
そ
れ
が
次
の
歌
で
あ
る
八
七
に
ま
で
、

恐
ら
く
、
丁
や
面
に
ま
た
が
っ
て
続
い
て
い
る
本
が
存
在
し
た
の
で
あ
る

ぅ
。
そ
の
本
を
も
と
に
、
八
八
と
八
七
の
歌
順
を
入
れ
換
え
た
際
、
歌
に
伴
う

勘
物
の
所
属
を
誤
り
、
八
八
の
勘
物
の
末
尾
部
分
を
八
七
歌
と
一
緒
に
前
へ
移

動
し
た
の
が
、
こ
の
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
八
八
、
八
七
の
排
列
を
有
す
る
本
が
尊
経
閣
文
庫

本
以
前
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
に
宮
本
家
本
の
勘
物
を
検
討
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、

宮
本
家
本
の
勘
物
は
、
八
七
、
八
八
の
排
列
を
前
提
に
し
て
付
さ
れ
て
お
り
、

長
殊
院
本
の
存
在
も
考
慮
す
る
と
、
論
理
的
に
相
矛
盾
し
、
解
決
す
る
の

は
不
可
能
で
あ
る
。

勿
論
、
以
上
は
現
存
伝
本
が
清
輔
本
の
各
発
展
段
階
を
忠
実
に
留
め
て

お
り
、
i

し
か
も
そ
の
変
化
が
一
筋
道
で
あ
る
と
す
る
仮
定
に
基
づ
い
て
の

論
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
現
実
に
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
余
り
論
理
を
詰
め
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。

田
中
氏
論
文
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
会
ー
八
九
の
箇
所
は
古
今
集
本
文

そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
り
、
殊
に
八
九
「
さ
く
ら
ば
な
」
歌
は
延
喜
十
一
年

披
講
の
亭
子
院
歌
合
の
貫
之
歌
で
あ
る
の
で
、
後
に
挿
入
さ
れ
た
と
も
考

え
ら
れ
、
挿
入
、
さ
し
替
え
の
際
の
手
違
い
が
、
詞
書
、
作
者
、
歌
相
互

の
魁
離
を
生
み
、
古
今
集
諸
本
の
異
同
を
惹
き
起
し
た
可
能
性
が
高
い
。

事
を
清
輔
本
に
限
る
と
、
通
宗
本
以
来
の
本
来
の
清
輔
本
の
歌
序
が
ど

の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
、
宮
本
家
本
や
建
一
久
五
年
奥
書
本
が
、
八
八
、
八
七
で

あ
り
、
尊
経
閣
文
庫
本
の
前
段
階
に
も
そ
れ
と
同
じ
排
列
の
伝
本
が
存
在

し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
初
期
段
階
で
は
八
八
、
八
七
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
宮
本
家
本
、
建
久
五
年
奥
書
本
、
更
に
は
寂
恵
本

所
引
清
輔
本
の
頭
注
は
、
八
七
、
八
八
の
排
列
を
前
提
に
し
て
付
さ
れ
て
お
り
、

結
局
何
れ
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
清
輔
本
内
部
に
お
い
て
、
こ
の
二
首
の
排
列
に
関
し

q
u
 



て
は
揺
れ
が
認
め
ら
れ
、
あ
る
段
階
で
歌
序
の
入
れ
替
え
が
試
み
ら
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
、
尊
経
閣
本
の
過
誤
は
そ
れ
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
さ
さ
か
、
記
述
が
脇
道
に
外
れ
た
が
、
尊
経
閣
文
庫
本
勘
物
の
過
誤

が
清
輔
自
身
に
よ
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
、

こ
の
誤
り
が
他
の
何
れ
の
伝
本
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、

」
の
箇
所
は
本
書
が
清
輔
自
筆
で
は
な
い
一
証
と
な
ろ
う
。

以
上
、
既
に
記
述
が
長
す
、
ぎ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
は
伝
木
ご
と

に
住
目
す
べ
き
異
同
が
存
在
す
る
の
で
、
以
下
他
の
諸
本
に
つ
い
て
も
簡

単
に
列
挙
す
る
。

穂
久
適
文
庫
本
は
尊
経
間
文
庫
本
の
誤
り
が
な
い
形
態
で
、
勘
物
内
容

は
全
開
す
る
。

金
沢
文
庫
本
は
、
和
歌
は
八
九
の
み
存
し
、
そ
れ
以
前
が
欠
け
て
お
り
、

勘
物
は
八
八
歌
の
後
半
が
存
在
す
る
。
左
の
如
く
で
あ
る
。

金〔
八
八
、
八
九
頭
注
〕
(
前
欠
〉
語
、

。
此
寄
如
ニ
彼
寄
合
一
貫
之
奇
也
、

叉
黒

主
非
=
件
寄
合
作
者
-
、
叉
彼
苛
合
延
喜
十
一
年
四
月
十
八
日
也
、
如
何
、

如
一
一
御
本
次
第
-
ハ
当
=
貫
之
寄
一
欺

。
黒
主
薗
城
寺
本
主
欺
、
彼
縁
記
一
去
、
大
伴
黒
主
村
主
等
以
=
氏
寺
一
申
ニ

智
鐙
大
師
一
寄
=
天
台
末
寺
-
、
是
為
レ
免
ニ
国
役
一
一
で

(
「
黒
主
」
ノ
頭
ノ

コ
門
川
ド
、
、

，
‘
「
「
ド
ノ

ソ

ν
以
下
ヲ
「
此
寄
」
ノ
前
一
一
移
ス
符
号
デ
ア
ル
》

(
中
欠
)
寺
一
人
口
老
僧
ア
リ
、
所
謂
教
タ
イ
和
尚
一
で
、

件
僧
智
詮

大
師
ニ
奉
=
付
属
一
之
由
ア
リ
、
黒
主
奉
レ
寄
条
如
何
(
「
中
欠
」
以
前
ガ
第

十
四
紙
、
「
中
欠
」
以
下
ガ
第
十
五
紙
、
ソ
ノ
間
欠
落
ア
リ
、
「
中
欠
」
以

下
ノ
記
事
ハ
顕
昭
本
一
一
ア
ル
モ
ノ
ト
一
致
)

(
前
欠
)
フ
モ
ノ
ア
リ
ケ
リ
、
黒
主
ソ
コ
ニ
キ
テ
ア
ヒ
テ

〔
八
八
脚
注
〕

カ
ノ
ミ
カ
ニ
コ
、
ロ
ヲ
カ
ケ
テ
タ
ハ
ブ
レ
ケ
リ
、

ハ
ラ
へ
ハ
テ
テ
ク
ル
マ

ヨ
リ
ク
ロ
ヌ
シ
ニ
カ
ヅ
ケ
モ
ノ
セ
リ
、
黒
主
ソ
ノ
モ
ノ
ゴ
シ
ニ
カ
キ
テ
ミ

ナ
ニ
セ
ム
ニ
ツ
タ
ノ
ミ
ル
メ
ヲ
オ
モ
ヒ
ケ
ム
オ
キ
ツ

ル
ニ
オ
ク
リ
ケ
ル
、

タ
マ
モ
ヲ
カ
ヅ
ク
ミ
ニ
シ
テ
、
然
パ
黒
主
陰
陽
師
欺

伏
(
天
も
同
じ
〉

〔
八
八
頭
注
〕
里
山
主
寛
平
法
皇
幸
ニ
石
山
一
之
時
近
江
守
打
出
浜
一
一
御
儲
所

一
一
居
ニ
里
山
主
一
之
由
見
ニ
大
和
物
語
一
、
後
撰
一
去
、

シ
ガ
ノ
カ
ラ
サ
キ
ニ
ハ
ラ

ヘ
シ
ケ
ル
ヒ
ト
ノ
許
ニ
ミ
ル
ト
イ
フ
物
ア
リ
ケ
リ
、
黒
主
ソ
コ
ニ
キ
ア
ヒ

テ
カ
ノ
ミ
ル
ニ
、
心
ヲ
カ
ケ
テ
タ
ハ
プ

ν
ケ
リ
、

ハ
ラ
ヘ
ハ
テ
、
車
ヨ
リ
ク

ロ
ヌ
シ
ニ
カ
ヅ
ケ
モ
ノ
セ
リ
、
国
一
一
主
ソ
ノ
モ
ノ
ゴ
シ
ニ
カ
キ
テ
ミ
ル
一
一
ヲ

ク
リ
ケ
ル

ナ
ニ
セ
ム
ニ
ヘ
タ
ノ
ミ
ル
メ
ヲ
岡
山
ケ
ム
ヲ
キ
ツ
タ
マ
モ
ヲ
カ
ヅ
ク
ミ
ニ

シ
テ
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然
者
黒
主
陰
陽
師
欺

黒
主
薗
城
寺
本
主
敗
、
彼
縁
記
云
、
大
伴
黒
主
村
主
等
以
=
氏
寺
-
申
ニ
智

謹
大
師
一
寄
=
一
大
台
末
寺
-
、
是
為
ν
免
ニ
国
役
-
云
史
、
豊
主
叉
兄
弟
也
、
件
寺
ハ

大
友
皇
子
建
立
之
由
宇
治
大
納
言
物
語
ニ
見
、
以
v
之
案
ν
之
大
伴
黒
主
ハ

彼
皇
子
之
後
敗
、
件
物
語
-
一
ハ
、
彼
寺
一
人
ノ
老
僧
ア
リ
、

所
謂
教
タ
イ

和
坦
?
、
件
僧
智
詮
大
師
-
一
奉
ν
付
-
一
属
之
由
ア
リ
、
黒
主
奉
ν
寄
条
如
何

〔
八
八
脚
注
〕
如
=
目
六
-
者
先
祖
不
ν
詳
、
貞
観
之
比
人
也

〔
八
九
脚
注
〕
此
帯
如
一
-
彼
寄
合
一
貫
之
寄
也
、
又
黒
主
件
寄
合
非
=
作
者
-
、

又
件
寄
合
延
喜
十
一
年
四
月
十
八
日
也
、
如
何
、
如
=
御
本
次
第
四
者
当
=

貫
之
寄
一
欺

金
沢
文
庫
本
は
保
元
二
年
本
の
中
で
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
穂
久
適

文
庫
本
よ
り
尊
経
閣
文
庫
本
に
近
く
、
ま
た
、
保
元
二
年
木
本
文
の
範
囲

を
逸
脱
す
る
よ
う
な
場
合
は
殆
ん
ど
な
く
、
顕
昭
本
と
一
致
す
る
記
述
が

見
え
る
こ
の
箇
所
は
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。
ま
た
、
頭
注
で
一
段
落
の
位

置
を
移
動
さ
せ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
書
き
落
し
の
訂
正
か
も
し
れ
な
い

が
、
本
文
、
勘
物
と
も
不
安
定
な
箇
所
で
も
あ
り
、
何
ら
か
の
意
味
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

顕
昭
本
は
、
保
元
二
年
本
を
基
に
大
幅
な
増
補
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、

作
者
注
は
例
に
よ
っ
て
入
集
歌
数
を
欠
き
、
記
述
そ
の
も
の
も
簡
略
化
し

て
い
る
。

金
沢
文
庫
本
の
作
者
注
は
あ
い
に
く
欠
落
し
て
い
る
た
め
確
認
で
き
な

い
が
、
他
の
箇
所
か
ら
考
え
て
、
顕
昭
本
の
よ
う
た
入
集
歌
数
を
欠
く
筒

略
型
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
従
っ
て
、
金
沢
文
庫
本
の
こ
の
箇
所
の

勘
物
は
、
保
元
二
年
本
と
顕
昭
本
の
折
衷
型
と
い
う
独
自
の
も
の
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。

以
上
は
本
来
金
沢
文
庫
本
の
項
で
述
べ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
が
、
尊
経

関
本
の
過
誤
の
つ
い
で
を
以
て
言
及
し
た
。

さ
て
、
本
書
ハ
尊
経
閣
文
庫
本
〉
本
文
に
誤
り
が
多
い
こ
と
は
、
西
下

氏
以
来
言
及
さ
れ
て
来
た
が
、
具
体
例
を
次
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

本
文
の
例
に
先
ん
じ
て
、
巻
末
の
作
者
目
録
に
欠
落
が
存
す
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。

以
下
に
示
す
作
者
別
入
集
歌
数
目
録
庶
人
の
項
の
中
、

" 
〕
内
は
本

書
の
欠
落
を
同
じ
保
元
二
年
本
で
あ
る
伏
見
官
旧
蔵
一
本
で
補
っ
た
も
の

で
あ
る
。

ハ首〉

(
前
略
)
貫
之
九
十
九
ミ

関
雄
ニ
ミ

良
香
一
ミ

〔
有
朋
二
ふ

貞
四
ふ

今
道
三
t
A

滋
蔭
一
と

忠
行
一
と
(
後
略
〉

清
樹
一
・
ム

〕
内
は
目
録
と
奥
書
の
み
を
書
写
し
た
彰
考
館
本
に
も
存
し

て
お
り
(
但
L
、
「
有
朋
」
を
「
有
明
」
、
「
利
貞
」
を
「
利
真
」
と
誤
る
)
、

」

の

〔

利



内

8
v

本
書
独
自
の
脱
落
で
あ
る
。

な
お
、
歌
人
別
入
集
歌
数
目
録
の
冒
頭
に
本
書
は
「
作
者
百
廿
四
人

男
入
十
九
人

僧
十
人

女
廿
六
人
」
と
す
る
が
(
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
も
同
じ
、

「
男
八
十
八
人
」
「
女
十
六
人
」
云
々
と
す
る
〉
、

彰
考
館
本
は
、
「
百
二
十
人
」

男
、
僧
、
女
を
加
え
る
と
百
廿
五
人
に
な
り
一
人
多
く
、
計
算
が
合
わ
な

い
。
目
録
本
文
の
実
数
は
〔

〕
内
の
四
人
を
加
算
す
る
と
「
男
八
十
八

人
」
で
計
「
百
廿
四
人
」
に
な
り
、
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
計
算
の
よ
う
で

あ
る
。
何
れ
に
し
ろ
、

〕
内
四
人
は
本
書
の
脱
落
で
あ
る
。

1¥ 

さ
て
、
本
文
の
誤
り
で
あ
る
が
、
単
純
な
誤
り
の
他
、
本
行
に
不
審
な

本
文
が
書
写
さ
れ
、
主
と
し
て
平
仮
名
、
時
と
し
て
片
仮
名
で
穏
当
な
本

文
が
墨
傍
書
さ
れ
る
例
(
こ
の
場
合
、
本
行
は
見
せ
消
ち
さ
れ
ず
そ
の
ま

ま
で
あ
る
〉
、
同
じ
く
木
行
に
不
審
な
本
文
が
書
写
さ
れ
、

墨
で
見
せ
消

ち
の
後
、
片
仮
名
で
墨
傍
書
さ
れ
る
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
前
者
は
上

冊
部
分
に
、
後
者
は
下
冊
部
分
に
多
く
認
め
ら
れ
る
と
い
う
区
分
が
あ
る

が
、
若
干
こ
の
区
分
は
入
り
混
っ
て
お
り
、
上
下
冊
の
書
写
態
度
に
多
少

の
違
い
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
殻
然
た
る
区
別
と
も
一
一
一
口
い
難
い
。

こ
の
よ
う
な
本
文
の
訂
正
は
木
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
域
し
て
乱

暴
な
感
じ
で
、
慎
重
謹
直
と
は
到
底
言
い
難
い
筆
遣
い
で
あ
る
。

前
者
の
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
上
段
が
本
書
、
下
段
が

通
常
の
清
輔
本
本
文
で
あ
る
。
下
段
は
原
則
と
し
て
保
元
二
年
本
を
用
い
、

上
冊
部
分
は
穂
久
適
文
庫
本
、
下
冊
部
分
は
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
に
よ
る
が
、

欠
落
破
損
等
の
場
合
は
宮
本
家
本
以
下
を
用
い
る
。

ぬ

し
ら
す
な
る
へ
し
|
し
ら
ぬ
な
る
へ
し
、
八
一
〈

ぬ
す
め

か
を
た
に
を
く
れ

i
か
を
た
に
ぬ
す
め
、
ご
一
九

あ
き
か
せ
は
l
あ
き
か
せ
に
、
四
一
九

ヲ
モ
ホ
エ
ス

を
ほ
っ
か
な
l
お
も
ほ
え

仮
名
序

の
み

ゆ
き
と
た
に

ー
ゆ
き
と
の
み
、
九
一

る

花
ち
れ
は
ー
は
な
ち
れ
る
、
ニ
一
一
一

打ノ

き
の
あ
き
つ
ね
1

き
の
あ
り
つ
ね
、
一
〈
四
五

ソ

よ
そ
に
で
き
き
ふ
し

l
よ
そ
に
そ
き
ふ
し
、
め
る

よ
み
侍
け

す
〈
官
ニ
ヨ
ル
)
、
八
一
一
四

ば
か
り

い
っ
ほ
と
に
ー
い
っ
は
か
り
(
宮
ニ
ヨ
ル
)
、
一
oz一一

ク

ま
き
も
こ
の
|
ま
き
も
く
の
(
宮
一
一
ヨ
ル
)

九九七
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る
i
よ
め
る
、
一
O
七六

逆
に
傍
書
、
補
入
や
訂
正
が
か
え
っ
て
誤
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

ロ

ノ

、

い
ま
も
か
も

i
い
ま
も
か
も
、
一
三
一
一
一
一
く
さ
も
き
o

も
l
く
さ
も

の

を
の
ふ
o

ち
ふ
る
か
ー
を
の
ふ
ち
ふ
る
か
、
四
一
ニ

よ
e}J 

きも、一一一六八

な
ん

る
と
o

い
ふ
l
よ
め
る
と
な
む
い
ふ
(
尊
独
自
ニ
前
一
一
「
な
ん
」
ア
リ
、

A
M
 

重
複
)
、
八
七
O

い
そ
の
か
み
の
な
む
ま
つ
!
い
そ
の
か
み
の
な
む
ま
っ
、

も

と

、

ノ

八
九
一
も
と
く
た
ち
ゆ
く
i
も
と
く
た
ち
ゆ
く
、
八
九
八
む
へ
も
と
し
と

は
l
む
へ
も
と
し
と
は
、
一
O
美
人
も
み
る
か
ね

i
人
も
み
る
か
ね

(
宮
一
一
ヨ
ル
)

以
上
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。



次
に
、
見
せ
消
ち
訂
正
が
片
仮
名
の
例
を
挙
げ
る
。
こ
の
場
合
、
誤
つ

て
訂
正
し
た
場
合
は
殆
ん
ど
な
い
。

ナ
レ
ト

(
9〉

盟
主
な
へ
さ
れ
は
!
な
へ
な
れ
と
、
さ
一
九

E

-

K

ミ

ツ

ネ

な
き
な
の
、
奈
ニ
よ
み
人
不
知
l
み
つ
ね
(
宮
ニ
ヨ
ル
〉
、
八
二
七

ル

わ

と

h

と

と

と

ぬ
あ
は
と
(
訂
正
不
十
分
〉

l
け
ぬ
る
あ
は
と
も
、
空
列
な
み
か
と
そ

ヲ

思
ミ
ル
!
な
み
か
と
そ
み
る
、
九
七
五
圃
も
ほ
え
す
l
お
も
ほ
え
す

以
上
掲
げ
た
例
を
見
る
と
、
本
書
の
本
文
が
不
安
定
な
こ
と
が
目
に
つ

キ
ナ

ま
た
き
な
o

の
l
ま
た
き

会
」
へ

く
。
そ
れ
は
、
同
じ
保
元
二
年
本
で
あ
る
穂
久
適
文
庫
本
や
伏
見
宮
旧
蔵

一
本
と
比
べ
て
も
著
し
い
(
金
沢
文
庫
本
は
現
存
部
分
が
少
な
い
の
で
除

外
す
る
)
。
ま
た
、
次
頁
に
挙
げ
る
よ
う
な
本
文
誤
謬
も
多
く
、
書
写
態
度

も
い
さ
さ
か
慎
重
さ
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
本
書
は
善

本
と
は
言
い
難
い
と
す
る
見
方
も
当
然
あ
り
う
る
。
清
輔
の
性
格
か
ら
考

え
て
も
、
清
輔
本
古
今
集
は
、
た
と
え
校
合
や
注
記
に
よ
り
書
写
面
が
複

雑
に
な
ろ
う
と
も
、
本
文
の
選
択
や
校
合
の
性
格
は
合
理
的
に
弁
別
し
う

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
く
、
本
書
の
如
く
、
清
輔
本
と
し
て
何

れ
の
本
文
を
採
用
す
べ
き
か
に
も
迷
う
よ
う
な
判
り
に
く
い
書
写
面
を
呈

す
る
の
は
、
書
写
態
度
に
問
題
な
し
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
、
前
稿
三
九

l
四
O
頁
で
述
べ
た
よ
う
に
、

清
輔
本
が
底
本
と
し
た
通
宗
本
が
ど
の
程
度
信
頼
す
る
に
値
す
る
整
然
た

る
本
文
を
有
し
て
い
た
か
は
、
な
お
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
傍
書

や
見
せ
消
ち
、
あ
る
い
は
本
文
不
通
箇
所
を
有
す
る
本
で
あ
っ
た
可
能
性

も
否
定
出
来
な
い
。

清
輔
や
俊
成
が
、
自
家
の
証
本
を
所
謂
三
証
本
の
中
か
ら
選
び
定
め
た

の
は
、
歌
道
家
と
し
て
の
将
来
を
考
え
て
の
選
択
と
い
う
要
素
が
強
い
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
通
宗
本
や
新
院
御
本
の
本
文
が
決
定
的
に

秀
れ
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
一
一
一
一
口
い
難
く
(
と
言
っ
て
劣
っ
て
い
た
と
も
思

わ
れ
な
い
が
て
底
本
を
忠
実
に
書
写
す
る
だ
け
で
は
家
の
証
本
と
は
な

り
難
い
事
情
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
通
宗
本
を
底
本
と
し
て
清
輔
本
が
作
成
さ
れ
る
道
程
も
さ
ほ

ど
簡
単
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
は
全
て
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
清
輔
本
諸
本
間
の
本
文
の
揺
れ
を
、

単
な
る
転
写
、
校
合
上
の
転
批
に
の
み
求
め
る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
と
、

通
宗
本
本
文
の
安
定
性
、
信
頼
性
に
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ

る。
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
と
、
本
書
の
本
文
が
不
安
定
で
誤
り
が
多
い

の
も
、
単
に
本
書
の
書
写
態
度
に
帰
せ
し
め
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
な
お

問
題
は
残
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
下
に
掲
げ
る
誤
り
の
多
く
は
単
純
な
書
写
上
の
誤

向。



り
と
認
め
ら
れ
、
本
書
の
書
写
態
度
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
難
く
、

通
宗
本
本
文
の
問
題
は
問
題
と
し
て
な
お
存
在
す
る
も
、
本
書
を
以
て
そ

の
材
料
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
下
は
本
書
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

仮
名
序

い
に
し
へ
の
よ
ふ
の
か
み
か
と

l
い
に
し
へ
の
よ
与
の
み
か

と
、
二
一
規
注

「
在
金
玉
集
」
(
二
一
頭
注
〉
ヲ
混
入
、
八
一
環
注

戎
御

曹
子
傍
也
、
孝
坊
也
(
後
略
、

コ
ノ
種
ノ
注
ノ
誤
多
シ
、
以
下
略

)
l

式
御
曹
子
傍
也
、
或
人
云
、
以
前
坊
也
(
金
ハ
「
或
人
一
五
、
以
」
ナ
シ
)
、

レ
(
朱
)

あ
ひ
し
o

り
て
は
へ
り
け
る

え』

な
さ
け
な
つ
め
そ
ー
な

一
エ
(
)
包

た
し
ら
す
i
た
い
し
ら
す
、
一
言
八

人
!
あ
ひ
し
り
で
は
へ
り
け
る
人
の
、
四
五
豆

げ
き
な
つ
め
そ
、

す
て
ぬ
も
の
か
は
l
す
て
ぬ
も
の
か
ら
、

同

四一八四

は
な
か
こ
と
に
ー
は
な
こ
と
に
、
豆
一
一
一
五

人
お
し
ら
な
む
|
人
は
し
ら

な
ん
r'、
'宮

し、ヨ

せノレ
。の ¥.J
く、

に異
|さ
し、 可人

せ i

0) 

く

ふ

サ
キ
ツ
ル
花
ヲ
!
ナ
キ
ツ
ル
ハ
ナ

ヲ、](四五

(
官
一
一
ヨ
ル
〉
、
宅
。

な

き
こ
ひ
は
!
な
き
こ
ひ
を
、
八
一
一
一
O

さ
き
の
お
ほ
き
お
ほ
き
ま
う
ち
き
み

ー
さ
き
の
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み
、
八
一
一
一
五

ぬ
る
か
う
ヘ
に
!
ぬ

る
か
う
ち
に
、
八
七
四

き
さ
い
の
み
や
の
か
た
に
!
き
さ
い
の
み
や
の
御

さ
む
あ
り
け
る
ー
さ
な

か
た
に
(
他
本
朱
ミ
セ
ケ
チ
符
号
ナ
ツ
〉
、
同

(
朱
)
む
あ
り
け
る
、
八
七
正

く
さ
き
な
れ

i
く
ち
き
な
れ
、
八
八
O

う
と
く
も

あ
る
か
l
う
と
く
も
あ
る
が
な
(
官
ニ
ヨ
ル
)
、
九
0
0

と
ふ
ら
す
侍
け

れ
は
ー
と
ふ
ら
は
ず
は
へ
り
け
れ
ば
、
九
一
一
也
さ
ふ
ら
ふ
人
/
¥
ー
さ
ふ

ら
ふ
人
/
ヘ
に
〈
宮
ニ
ヨ
ル
〉
、
一
O

一月

う
た
ふ
る
さ
ま
の

l
う
た
ふ

あ
る
さ
ま
の
(
他
本
朱
ミ
セ
ケ
チ
符
号
ナ
シ
)
、
一
O
四也

、
、
(
朱
)ユ
(

朱

)

に

も
よ
お
!
さ
や
く
し
も
よ
を
(
宮
一
一
ヨ
ル
〉
、
二
(
)
Q

い
る
よ
か
は
ら

ば
(
朱
)

し
l
い
ら
よ
か
は
ら
し
(
他
本
「
い
ろ
は
か
は
ら
し
」
)

さ
や
か
く
し

こ
れ
ら
の
中
に
は
本
書
の
単
な
る
誤
り
と
見
な
し
難
い
も
の
も
若
干
合

ま
れ
て
い
る
が
、
先
に
挙
げ
た
傍
書
、
見
せ
消
ち
等
の
例
と
併
せ
る
と
不

審
筒
所
の
多
さ
は
否
ま
れ
な
い
。

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
諸
本
と
同
じ
く
本
書
の
特
色
を
示
す
異
文
を
注

(
日
)
に
掲
げ
る
。

穂
久
適
文
庫
蔵
本

存
仮
名
序
、
巻
一
ー
ー
十

〔
鎌
倉
後
期
〕
写
・
伝
世
尊
寺
経
朝
筆

l恰

綴
葉
装
。
後
補
蔚
黄
色
地
龍
唐
草
文
様
裂
表
紙
(
二
五
・
一
×
一
六

糠
)
、
左
肩
浅
葱
色
地
題
答
「
古
今
和
歌
集
上
」
。
見
返
し
、
布
白
金
紙
。

料
紙
、
斐
紙
。
墨
付
、

一
O
五
了
(
第
四
折
第
三
丁
切
取
り
を
白
紙
で
補

う
〉
。
遊
紙
、
前
な
し
、
後
一
丁
。
字
面
高
さ
、
約
二
ハ
・
六
糎
。
品-

t主主

半

つ
d



葉
十
行
。
和
歌
二
行
書
。
平
仮
名
交
り
。
内
題
、
「
古
今
和
詩
集
巻
第
一

春
膏
上
」
以
下
巻
二
よ
り
巻
十
ま
で
全
て
「
和
寄
」
の
文
字
を
用
い
る
。

部
立
は
「
春
寄
上
」
以
下
、
春
和
寄
下
、
夏
帯
、
秋
膏
上
(
下
)
、
冬
帯
、

賀
歌
、
別
離
帯
、
再
開
旅
帯
、
物
名
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
丁
ウ
に
通
宗
の
識
語
が
あ
り
、

以
=
貫
之
自
筆
本
-
書
写
古
今
也
/
件
本
ハ
於
ニ
皇
太
后
宮
-
焼
失
畢
/
和

歌
等
不
ν
似
=
絵
本
-
、
其
説
頗
違
失

通
宗

と
し
、
二
丁
オ
よ
り
仮
名
序
に
は
い
る
。

他
の
清
輔
本
と
同
じ
く
頭
脚
に
朱
墨
で
勘
物
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る

(
本
文
同
筆
〉
他
、
新
院
御
本
と
の
校
合
を
示
す
朱
傍
書
が
あ
る
。

一
方
、
他
の
清
輔
本
に
付
さ
れ
て
い
る
『
新
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
で
あ

る
こ
と
を
示
す
歌
頭
の
合
点
は
存
し
な
い
。
但
し
、
巻
一
巻
頭
に
は
他
の

諸
本
と
同
じ
く
「
合
点
、
新
撰
集
歌
也
」
と
注
す
る
の
で
、
本
書
は
何
ら

か
の
理
由
で
省
略
し
た
ら
し
い
。

逆
に
、
本
書
は
仮
名
序
に
朱
星
点
で
声
点
を
付
し
て
お
り
、
清
輔
本
中
、

仮
名
序
に
戸
点
が
付
さ
れ
る
の
は
本
書
の
み
で
あ
る
(
詳
細
は
後
述
)
。

ま
た
、
本
書
の
紹
介
者
で
あ
る
久
曽
神
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
(
同

氏
著
書
研
究
編
九
一
一
良
)
、
後
人
の
書
入
注
が
全
巻
に
一
旦
っ
て
施
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
時
期
は
、
室
町
末
近
世
初
こ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
伊
も
と

よ
り
、
本
書
を
清
輔
本
と
し
て
考
察
す
る
に
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
本
文
、

勘
物
と
も
に
こ
の
書
入
注
に
よ
っ
て
改
認
を
被
っ
て
お
り
、
時
と
し
て
本

来
の
本
文
の
復
元
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
書
入
注
の
性
格
と
と
も
に
後
述
す
る
(
本
書
に

つ
い
て
論
ず
る
時
は
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
こ
の
書
入
れ
改
鼠
を
除
去

し
た
形
で
考
察
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
)
。

。.

印
記
は
な
い
が
、
伝
来
に
つ
い
て
は
、
見
返
し
に
「
披
従
五
位
勲
五
等

/
権
大
響
視
修
史
館
副
長
/
丁
野
遠
影
」
の
貼
紙
が
あ
り
、
遠
影
宛
の
岩

倉
具
綱
書
簡
も
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
明
治
二
十
二
年
当

〈

U
)

時
丁
野
遠
影
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

更
に
久
曽
神
氏
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
樋
口
光
義
「
古
正
本
古
今
和
歌
集

考
」
(
「
好
古
叢
誌
」
二
編
巻
十
明
お

-m〉
に
紹
介
さ
れ
た
樋
口
光
義
所

蔵
の
二
種
の
古
今
集
の
中
、
「
六
七
百
年
間
ノ
古
抄
本
欠
本
ニ
テ
上
巻
一

ハ
ロ
〉

冊
十
巻
に
止
ル
」
と
す
る
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
書
は
上
冊
の
み
の
た
め
奥
書
を
確
認
出
来
な
い
が
、
久
曽
神

氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
勘
物
の
比
較
に
よ
り
保
元
二
年
本
で
あ
る
。

例
え
ば
、
作
者
勘
物
に
お
け
る
入
集
歌
数
の
表
示
法
(
前
稿
七
七
頁
参

昭
む
か
ら
も
保
元
二
年
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

円

i



一
方
、
本
文
か
ら
の
み
で
は
諸
本
の
異
同
は
複
雑
で
、
保
元
二
年
本
と

断
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
保
元
二
年
本
と
考

え
る
こ
と
に
何
ら
の
支
障
は
な
い
。

さ
て
、
本
書
に
は
一
丁
切
取
り
が
あ
り
、
巻
三
巻
末
が
欠
け
て
い
る
。

つ
ま
り
、
一
宅
詞
書
中
途
の
「
こ
ひ
に
お
こ
せ
た
り
け
れ
は
を
し
み
」

ま
で
で
ウ
ラ
了
末
に
至
り
、
以
下
巻
末
一
六
八
ま
で
が
欠
け
て
い
る
。

現
在

は
白
紙
で
落
丁
が
示
さ
れ
、
次
丁
は
巻
四
巻
頭
よ
り
存
す
る
。

次
に
異
本
歌
並
び
に
排
列
に
つ
い
て
示
す
。

八O
ノ
次
、
異
本
歌
ー
あ
り
(
本
行
片
仮
名
〉
。
朱
合
点
を
施
し
、
「
見
ニ

合
或
本
一
有
=
此
奇
一

(
墨
〉
、
此
司
可
無
ニ
御
本
一
(
朱
ご
と
頭
注
〈
諸
本
と
同

じ)。

サ
ク
ラ
ノ
ヤ
リ
ミ
ヅ
ニ
チ
リ
ケ
ル
ヲ

貫
之

ユ
ク
ミ
ヅ
ニ
カ
ゼ
ノ
フ
キ
イ
ル
、
サ
ク
ラ
花
キ
エ
ズ
ナ
ガ
ル
、
ユ
キ
カ

ト
ゾ
ミ
ル

八
一
ア
次
、
異
本
歌
2
あ
り
ハ
本
行
平
仮
名
、
本
行
片
仮
名
と
連
続
重

出
〉
。
朱
合
点
を
施
し
、
片
仮
名
書
和
歌
に
「
瑛
本
有
z

比
寄
一
(
墨
)
、

無
一
一
御
本
一
(
朱
)
」
と
頭
詑
(
箇
所
諸
本
と
同
じ
〉
。

雲
林
院
に
ま
か
り
で
さ
く
ら
の
ち
り
け
る
に
よ
め
る

ゆ
き
と
み
て
ぬ
れ
も
や
す
る
と
さ
く
ら
花

ち
る
に
た
も
と
を
か
づ
き
つ
る
か
な

雲
林
院
一
一
マ
カ
リ
テ
サ
ク
ラ
ノ
チ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
メ
ル

ユ
キ
ト
ミ
テ
ヌ
レ
モ
ヤ
ス
ル
ト
サ
グ
ラ
パ
ナ
チ
ル
ニ
タ
モ
ト
ヲ
カ
ヅ
キ

ツ
ル
カ
ナ

八
一
一
一
、
八
六
、
八
四
、
八
五
、
八
七
の
排
列
と
な
り
、
「
御
木
次
第
如
レ
此
(
朱
)
」

と
頭
出
し
、
朱
線
で
御
本
は
、
八
一
ニ
、
八
四
、
八
五
、
八
六
、
八
八
、
八
七
の
排
列
で
あ

る
こ
と
を
示
す
ハ
諸
本
と
同
じ
〉
。

一
五
四
、
一
五
一
一
一
の
排
列
で
、
朱
線
で
一
塁
一
一
、
一
五
回
の
排
列
を
示
す
が
、

」
の
朱

線
は
既
述
の
後
人
の
手
に
よ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
注
記
の
有
無
も
後

人
の
書
入
れ
に
よ
り
不
明
。

ニ
五
四
二
一
吾
一
一
の
排
列
で
、
朱
線
で
一
一
五
一
一
一
、
ニ
五
回
の
排
列
を
一
不
す
が
、
前
項
と

同
じ
く
後
人
の
筆
か
。

一一
一
O

七、
2
0
六
の
排
列
と
な
り
、
「
御
本
此
奇
在
ム
問
、
但
題
不
v

知
奇
相
並

不
審
〈
朱
)
」
と
頭
注
し
、
朱
線
で
御
本
は
、
一
一
己
六
、
一
一
一
O
七
の
排
列
で
あ
る

こ
と
を
示
す
(
諸
本
と
同
じ
〉
。

四
四
六
ノ
次
、
異
本
歌
3
あ
り
(
本
行
片
仮
名
)
、
朱
合
点
を
施
し
、
「
成

本
有
=
此
奇
一
(
墨
)
、
無
ニ
御
本
一
(
朱
ご
と
頭
注
(
諸
本
と
同
じ
〉
。

ク
レ
ノ
ヲ
モ

貫
之

コ
シ
ト
キ
ト
コ
ヒ
ッ
、
ヲ
レ
パ
ユ
フ
グ
レ
ノ
ヲ
モ
カ
ゲ
ニ
ノ
ミ
、
ェ
ヮ
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タ
ル
カ
ナ

四
四
八
を
本
行
片
仮
名
で
書
き
、
「
正
本
-
一
此
奇
書
=
別
紙
一
押
ν
之
(
墨
)
、

有
=
御
本
-
(
朱
)
、
此
寄
大
仮
名
三
ア
可
ν
書
=
入
之
-
(
墨
〉
」
と
頭
注
(
本

室
田
の
み
)
。カ

ラ
ハ
ギ

ヨ
ミ
人
シ
ラ
ズ

ウ
ツ
セ
ミ
ノ
カ
ラ
ハ
キ
ゴ
ト
ニ
ト
マ
ム

νド
タ
マ
ノ
ユ
ク
ヱ
ヲ
ミ
ヌ
ゾ

カ
ナ
シ
キ

四
毘
六
ノ
次
、
異
本
歌
4
あ
り
(
本
行
片
仮
名
〉
。
朱
合
点
を
施
し
、
「
或

本
有
=
此
寄
-
(
墨
〉
、
無
ニ
御
本
-
、
在
=
伊
勢
語
目
(
朱
〉
」
と
頭
注
(
諸
本

と
同
じ
〉
。

小
町

(
「
へ
」
後
人
抹
消
)

ヲ
キ
ノ
ヰ
テ
ミ
ヲ
ヤ
ク
ヨ
リ
モ
ワ
ピ
シ
キ
ハ
ミ
ヤ
コ
ロ
シ
マ
ノ
ワ
カ

ν

ヲ
キ
ノ
牛

ミ
ヤ
コ
シ
マ

ナ
リ
ケ
リ

四
六
一
ア
次
、
異
本
歌
5
あ
り
(
本
行
片
仮
名
〉
。
朱
合
点
を
施
し
、
「
有
=
或

本
-
、
綾
茂
無
=
目
六
回
(
墨
〉
、
無
ニ
御
本
-
ハ
朱
)
」
と
頭
注
(
諸
本
と
同

じ〉。

ソ
メ
ド
ノ

ア
ハ
タ

ヲ
フ
シ
ノ
ア
ヤ
モ
チ

ウ
キ
ヨ
ヲ
パ
ヨ
ソ
メ
ト
ノ
ミ
モ
ノ
ガ
レ
ユ
ク
、
モ
ノ
ア
ハ
ダ
ツ
山
ノ
フ

モ
ト

以
上
の
異
本
歌
の
中
、
注
目
す
べ
き
点
が
て
二
あ
る
。

ま
ず
、
異
本
歌
2
が
平
仮
名
木
行
片
仮
名
本
行
と
重
出
す
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
尊
経
閣
文
庫
本
が
平
仮
名
本
行
と
片
仮
名
書
入
と
重
出
す
る
の
と

類
似
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
保
元
二
年
本
は
異
本
歌
2
が
重
出
す
る
と
い

う
特
徴
を
有
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
く

保
元
二
年
本
と
推
定
さ
れ
る
金
沢
文
庫
本
は
異
本
歌
2
を
片
仮
名
本
行
と

し
て
お
り
(
本
文
も
片
仮
名
書
き
で
あ
る
〉
、
重
出
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

従
っ
て
、
重
出
現
象
は
保
元
二
年
本
の
成
立
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る

と
し
て
も
、
保
元
二
年
本
共
通
の
特
徴
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

次
に
四
四
八
の
扱
い
で
あ
る
。
諸
本
の
頭
脚
注
を
比
較
し
て
示
す
と
次
の

如
く
で
あ
る
。

rよ~

凸〔
頭
注
〕
題
不
=
心
得
-
、
通
宗
自
筆
本
-
一
此
寄
へ
一
宍
別
昏
-
押
ν
之
(
墨
)
、

有
=
御
本
-
(
朱
〉

〔
脚
注
〕
根
本

(
参
考
〉
建
久
五
年
奥
書
本

〔
頭
注
〕
題
字
不
ν
得
ν
心
、
通
宗
自
筆
本
-
一
此
寄
ハ
書
=
別
紙
-
押
ν
之

A
t
i
 

〔
脚
注
〕
根
本

尊



〔
頭
注
〕
正
本
ニ
此
歌
ハ
書
ニ
別
紙
一
押
ν
本
、
片
仮
名
書
也
、

市
大
仮
名

ニ
テ
可
=
書
入
-
一
で
、
白
書
入
了
(
墨
)
、
有
=
御
本
一
(
朱
)

ペ
i
(朱〉

〔
脚
注
〕
根
本

伏
(
天
モ
同
ジ
〉

〔
頭
注
〕
正
本
ニ
此
奇
書
=
別
紙
-
押
ν
之
(
墨
〉
、
有
=
御
本
-
(
朱
)

こ
の
注
記
を
見
る
と
、
四
四
八
は
通
宗
本
で
は
片
仮
名
書
で
押
紙
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
ま
ま
で
は
、
四
四
八
は
本
来
通
宗
本
に
あ
る
べ
き

歌
で
あ
る
の
か
、
何
ら
か
の
事
情
で
加
え
ら
れ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
結
局
、
御
本
に
あ
る
と
い
う
理
由
で
本
文
に
加
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
尊
経
閣
文
庫
本
は
「
白
書
入
了
」
と
本
行
化
の
経

緯
を
記
し
て
お
り
、
他
の
諸
本
〈
建
久
五
年
奥
書
本
も
本
行
平
仮
名
で
あ

っ
た
ら
し
い
)
も
注
記
は
残
す
も
の
の
本
行
化
し
て
区
別
を
な
く
し
て
い

。
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
本
書
の
み
が
片
仮
名
書
を
残
し
て
い
る
の
は
、
久

曽
神
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
尊
経
閣
本
よ
り
原
形
を
伝
え
て
い
る
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
(
研
究
編
九

O
頁)。

ま
た
、
異
本
歌
の
扱
い
を
考
え
て
も
、
全
弥
と
し
て
木
行
l
書
入
i
頭

書
の
方
向
を
辿
っ
た
と
忠
わ
れ
る
の
で
、
書
人
形
式
が
多
い
噂
経
間
文
山

木
よ
り
、
本
行
ハ
片
仮
名
〉
形
式
の
本
書
の
方
が
原
型
に
近
い
と
も
一
一
↑
一
口
い

う
る
。し
か
し
な
が
ら
、
静
経
閣
文
庫
本
の
上
冊
部
分
に
は
、
異
本
歌
を
本
行

平
仮
名
と
し
た
箇
所
も
多
く
、
本
文
の
異
同
も
画
然
と
せ
ず
、
全
て
の
点

で
穂
久
適
文
庫
本
の
方
が
原
型
に
近
い
と
言
い
き
れ
る
か
否
か
は
猶
検
討

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

事
実
、
穂
久
適
文
庫
本
に
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
独
自
な
要
素
が
あ

『
ハ

V

。ま
ず
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
仮
名
序
に
声
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。

戸
点
が
施
さ
れ
て
い
る
清
輔
本
と
し
て
は
、
宮
本
家
本
(
永
治
二
年
本
)

が
あ
り
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
系
統
と
思
わ
れ
る
寂
恵
所
引
本
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
付
さ
れ
た
芦
点
は
本
文
の
み
で
あ
り
、
仮

名
序
に
及
ん
で
い
な
い
(
顕
昭
本
は
全
巻
に
付
さ
れ
て
い
る
)
。

と
こ
ろ
が
、
本
書
は
仮
名
序
に
の
み
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
本
文
に
も
戸
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
人
に
よ
る
注
の
書
入

れ
に
伴
つ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
対
象
と
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
次
に
声
点
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
稿

者
は
全
く
の
門
外
漢
ゆ
え
、
思
わ
ぬ
過
誤
を
犯
さ
ぬ
か
と
不
安
を
覚
え
る

が
、
本
書
の
声
点
は
従
来
未
紹
介
で
あ
る
の
で
左
記
に
一
覧
す
る
。

記
述
は
秩
、
水
一
枝
氏
が
『
古
今
和
歌
集
戸
点
本
の
研
究
』
以
下
で
用
い
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ら
れ
て
い
る
方
法
に
従
い
、
芦
点
の
付
さ
れ
て
い
る
語
を
示
し
、
そ
の
下

に
声
点
を
一
字
、
ず
つ
示
す
こ
と
に
す
る
。
平
は
平
戸
、
上
は
上
戸
、

O
は

声
点
な
し
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
濁
声
点
を
示
す
。

な
お
、
本
書
の
声
点
は
顕
昭
本
ハ
伏
見
宮
旧
蔵
本
、
天
理
家
隆
本
〉
よ

り
少
な
い
が
、

一
致
の
度
合
が
高
い
の
で
、
両
本
と
一
致
、
も
し
く
は
矛

盾
し
な
い
場
合
、
語
頭
に
発
印
を
付
す
こ
と
に
す
る
。

*
し
か
あ
れ
と
も

0
0平
上

0
0

*
ょ
に
っ
た
は
れ
る
こ
と
は

0
0
0
0
0
0
0平
平
上

*
心
わ
き
か
た
か
り
け
ら
し

0
0
0平
上

0
0
0
0
0

発
ち
り
ひ
ち
よ
り

0
0上
上

0
0

*
(
む
つ
に
は
い
は
ひ
う
た
:
:
:
〉
と
い
へ
る
こ
と
の

0
0
0
0平
平

。
は
な
を
そ
ふ
と
て

0
0
0平
上
上

O

*
つ
く
は
や
ま
に
か
け
て

O
上
上

0
0
0平
上
上

*
あ
ひ
を
ひ

平
上

0
0

*
さ
か
え
お
こ
り
て

0
0
0上
上
上

O

*
と
き
を
う
し
な
ひ

0
0
0
0
0上
平

*
ょ
に
わ
ひ

上
上
上
平

*
し
た
し
か
り
し
も

0
0
0平
平

0
0

*
か
の
お
ほ
む
よ
や

*
み
を
あ
は
せ
た
り

ノ
(
朱
)

山
o

へ
の
あ
か
ひ
と

*
こ
t
A

の
か
へ
り

0
0平
平

0
0
0

上
上

0
0
0
0
0

。
平
上
0
0
0
0

平
平
上

0
0
0

* * みみ
っそ
かな
らは
のし

をよ上
もき上
0 
0 
0 

*
あ
す
か
t
A

は

0
0
0
0
0
0平

平
上
上
上
上

*
そ
れ
ま
く
ら
こ
と
は
に

上
上
平
上

0
0
0
0
O
Qま
く
ら
」
の
下

に
朱
句
点
を
有
す
る
点
も
一
致
)

グ
〈
朱
〉

*
か
こ
て
れ
は

0
0平
上
平

*
こ
ふ
ろ
に
は
ち
お
も
へ
と

0
0
0
0
0上
0
0
0
0

*
た
な
ひ
く
雲
の

*
な
く
し
か
の

*
う
た
の
も
し

*
ま
さ
き
の
か
つ
ら

上
上
上
上

0
0

上
上

0
0
0

0
0
0
0平

上
平
平

0
0
0
0

以
上
、
比
較
の
対
象
と
す
る
顕
昭
本
の
声
点
は
秋
永
一
枝
氏
『
古
今
集

資
料
篇
』
(
昭
訂
刊
〉
の
調
査
結
果
に
よ
っ
た
。

声
点
本
の
研
究

本
書
の
声
点
は
右
に
示
し
た
よ
う
に
、
顕
昭
本
二
本
と
か
な
り
よ
く

致
す
る
が
、
特
に
伏
見
宮
旧
蔵
本
と
は
、
本
書
の
方
が
差
芦
筒
所
が
一
方
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的
に
少
な
い
も
の
の
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
(
但
し
、
最
初
の
二
項
は

伏
見
宮
旧
蔵
本
は
欠
了
部
分
)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
天
理
家
隆
本
は
差
声
箇
所
が
共
通
す
る
場
合
は
ほ
と

ん
ど
一
致
す
る
が
、
天
理
家
隆
本
の
方
が
差
声
を
欠
く
筒
所
が
少
な
か
ら

ず
あ
り
、
本
書
と
差
声
箇
所
に
か
な
り
出
入
り
が
あ
り
、
や
や
距
り
を
感

じ
さ
せ
る
。

天
理
家
隆
本
が
本
書
に
比
べ
て
差
声
が
な
い
の
は
、
右
の
挙
例
の
中
、

「
か
の
お
ほ
む
よ
や
」
「
山
へ
の
あ
か
ひ
と
」
?
」
ぶ
の
か
へ
り
」
「
み
つ
か

ら
の
を
も
」
「
あ
す
か
ふ
は
」
「
か
こ
て
れ
は
」
「
こ
a

ふ
ろ
に
は
ち
お
も
へ

と
」
「
な
く
し
か
の
」
「
う
た
の
も
し
」
「
ま
さ
き
の
か
つ
ら
」
と
主
と
し

ハ
臼
)

て
仮
名
序
後
半
に
集
中
し
、
十
箇
所
に
も
及
ん
で
い
る
。

な
お
、
右
の
一
覧
で
、

一
致
す
る
と
し
て
*
印
を
付
し
た
の
は
、
本
書

の
差
声
が
、
顕
昭
本
の
そ
れ
と
矛
盾
せ
ず
一
致
す
る
と
い
う
意
味
で
、
差

声
字
数
の
出
入
り
は
相
違
と
見
な
さ
な
い
。

一
致
し
な
い
筒
所
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

「
は
な
を
そ
ふ
と
て
」
は
伏
見
宮
旧
蔵
本
は
一
致
す
る
が
、
天
理
家
隆

本
は
「

0
0
0平
上
平
上
」
と
異
な
る
。

「
山
へ
の
あ
か
ひ
と
」
は
伏
見
宮
旧
蔵
本
は
「

O
上
上

0
0
0
0」
で

異
な
り
、
一
天
理
家
隆
本
は
芦
点
が
な
い
。
他
の
諸
本
も
「
へ
」
は
「
上
」

ま
た
は
「
上
」
で
「
平
」
と
す
る
も
の
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
本
書
の
声
点
は
一
部
顕
昭
本
に
一
致
し
な
い
点
が
あ
る

が
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
か
な
り
よ
く
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

秋
永
氏
の
校
本
を
見
る
限
り
で
は
顕
昭
本
二
本
間
で
声
点
は
か
な
り
符
合

し
て
お
り
、
し
か
も
他
の
諸
本
と
は
差
声
筒
所
、
差
声
内
容
と
も
に
異
つ

て
、
独
自
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
本
書
が
そ
れ
ら
に
極
め
て
よ
く
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
差
声
の
点
で
顕
昭
本
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な

し、。
こ
の
点
は
宮
本
家
本
の
声
点
が
顕
昭
本
の
そ
れ
と
さ
し
て
一
致
を
見
ず
、

両
者
の
間
に
関
係
を
見
出
し
難
い
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

一
つ
の
考
え
方
は
、
本
書
の
仮
名
序
の
声
点
は
清
輔
に
よ
る
差
声
で
あ

り
、
顕
昭
本
の
差
声
は
顕
昭
が
そ
れ
を
増
補
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
、
前
稿
六
五

l
七
頁
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
理
片

仮
名
零
本
の
場
合
の
如
く
、
伝
本
そ
の
も
の
は
、
全
体
と
し
て
初
期
の
清

輔
本
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
戸
点
は
む
し
ろ
逆
に
何
ら
か
の
形
で
顕
昭
本
の

影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
場
合
も
あ
り
、
本

書
の
芦
点
も
逆
に
顕
昭
本
の
影
響
下
に
付
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
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る
。
清
輔
本
諸
本
間
で
差
声
が
そ
の
有
無
か
ら
し
て
一
定
し
な
い
の
も
、

そ
の
疑
い
を
抱
か
せ
る
一
要
素
と
な
ろ
う
。

そ
の
何
れ
で
あ
る
か
は
に
わ
か
に
決
し
難
い
。

稿
者
は
こ
の
問
題
を
こ
れ
以
上
論
ず
る
能
力
を
欠
い
て
い
る
が
、
本
書

の
芦
点
は
、
清
輔
本
に
付
さ
れ
た
声
点
が
、
清
輔
の
手
に
な
る
か
否
か
、

あ
る
い
は
顕
昭
の
差
声
に
清
輔
の
差
声
が
影
響
を
与
え
て
い
る
か
否
か
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
何
ら
か
の
手
が
か
り
!
を
与
え
る
可
能
性
を
有
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
本
書
の
特
徴
と
し
て
指
摘
す
べ
き
は
、
新
院
御
本
と
の
校
異
を
示

す
朱
傍
書
が
他
の
諸
本
に
比
べ
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
本
書
に
は
室
町
末
乃
至
近
世
初
こ
ろ
の
清
輔
本
と
は

無
関
係
の
後
人
の
書
入
注
が
あ
り
、
更
に
、
そ
の
注
は
本
文
も
伴
っ
て
い

た
と
覚
し
く
、
本
文
の
校
異
も
併
せ
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
ハ
こ
の
書
入

注
は
本
稿
の
題
目
と
は
直
接
関
係
が
な
い
が
、
い
か
な
る
性
格
の
注
で
あ

る
か
は
、
後
述
す
る
〉
。

こ
の
た
め
、
本
書
の
本
行
、
傍
注
共
に
手
が
加
え
ら
れ
、
原
態
が
伺
え

な
く
な
っ
た
箇
所
が
あ
る
。

ま
た
、
書
入
注
は
朱
も
使
用
し
て
お
り
、
本
書
は
本
来
仮
名
序
の
み
の

差
声
で
あ
っ
た
が
、
本
文
に
朱
点
で
芦
を
差
L
、
そ
の
他
朱
線
や
朱
の
囲

み
を
加
え
る
等
、
本
来
の
朱
書
と
交
錯
す
る
場
合
も
あ
る
。

更
に
、
本
来
の
朱
は
槌
色
著
し
く
、
改
鼠
の
手
を
加
え
ら
れ
て
い
な
い

場
合
で
も
肉
眼
で
判
読
に
困
難
を
覚
え
る
点
が
少
な
く
な
い
。

稿
者
は
前
稿
執
筆
後
、
御
所
蔵
者
の
御
好
意
に
よ
り
再
度
の
調
査
を
許

さ
れ
、
疑
問
の
箇
所
を
点
検
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
判
読
可
能
に
な
っ
た

朱
書
も
あ
る
が
、
や
は
り
最
初
か
ら
朱
書
は
他
の
諸
本
に
比
し
て
や
や
少

な
か
っ
た
と
考
え
る
に
至
っ
た
ハ
朱
書
の
有
無
に
つ
き
前
稿
と
一
、
二
相

違
が
生
じ
た
点
を
許
さ
れ
た
い
〉
。

左
記
に
、
他
の
多
く
の
諸
本
に
あ
る
朱
書
で
、
本
書
に
は
見
え
な
い
箇

所
を
幾
っ
か
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
朱
書
は
諸
本
に
よ
り
異
同
が
多
い
の

で
、
尊
経
閣
文
庫
本
を
下
段
に
参
考
の
た
め
掲
げ
る
に
止
め
る
。

御
(
朱
)

仮
名
序
か
の
お
ほ
む
よ
や
!
か
の
お
ほ
ん
よ
や

オ
ホ
ソ
(
朱
〉

御
か
と
の
御
め
に
|
み
か
と
の
御
め
に勢
キ
(
朱
)

う
ち
の
そ
う
き
せ
は
1

う
ち
の
そ
う
き
せ
は

ナ
シ
|
己
上
未
合
点
注
ハ
序
本
注
也
、
或
人
云
、
四
条
大

同同同
朱
頭
注

納
言
注
云
、
通
俊
卿
古
今
-
一
其
由
被
=
記
付
二
広
々
、
但
不
ν
得
ν
心
事
有
一
-

少
と
-
、
不
ν
被
ν
信
-
-
受
之
-

Tこ Tこ
てち
るけ
やる
し、 kこ
っ|
こ立
|け
ずこ る
てえにヒ
るさ宗
や〉

L、
つ
ーク

朱
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才、

ノ
会

5

み
や
こ
は
の
へ
に
i
み
や
こ
は
の
へ
に

ト
キ
(
朱
)

ふ
る
こ
と
に

i
ふ
る
こ
と
に
γ
(朱
)

し
る
人
そ
し
る

i
し
る
人
そ
み
る

ウ
(
朱
〉

む
め
の
は
な

i
む
め
の
は
な
ノ
(
朱
〉

ふ
る
き
み
や
こ
の

i
ふ
る
き
み
や
こ
の

フ
キ
(
朱
)

う
ち
ょ
す
る
|
う
ち
ょ
す
る-
一
(
朱
)

も
み
ち
は
ふ
|
も
み
ち
は
ふ

ソ
レ
〈
朱
)

は
な
か
あ
ら
ぬ
か
ー
は
な
か
あ
ら
ぬ
か

ミ
(
朱
〉

に
ふ
の
た
ふ
み
ね
ー
に
ふ
の
た
E-A

み
ね

ナ
タ
テ
(
朱
)

あ
と
は
か
も
な
く

i
あ
と
は
か
も
な
く

ソ
チ
〈
朱
〉

君
か
や
ち
ょ
に

i
き
み
か
や
ち
ょ
に
ヲ
〈
朱
)

み
か
さ
の
山
に
|
み
か
さ
の
山
に

ヨヨιf¥. 才U一四四
一
七
(
)

五
四

tコ
-t::; ;/u 

一一一四六
四

O
一ハ

四
O
七

ノ
ア
ソ
ム
(
朱
)

を
の
t
A

た
か
む
ら
ー
を
の
ふ
た
か
む
ら

ウ
〈
朱
)

り
う
た
む
の
花

l
り
う
た
む
の
は
な

ウ
(
朱
)

む
は
た
ま
の

i
む
ま
た
ま
の

区ヨ
tZ:Q 四四九

に
限
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
尊
経
閣
文
庫
本
独
自
の
朱
傍

右
は
、
本
書
が
後
人
に
よ
り
擦
り
消
し
ゃ
改
鼠
を
被
っ
て
い
な
い
箇
所

書
も
若
干
あ
り
、
同
系
統
本
と
見
な
せ
る
に
し
て
も
、
本
書
の
朱
書
が
い

さ
さ
か
少
な
い
感
は
否
め
な
い
。

こ
の
点
が
、
本
書
と
尊
経
鴎
文
庫
本
の
関
係
を
考
え
る
上
で
何
ら
か
の

意
味
を
持
っ
か
否
か
は
微
妙
で
あ
り
、
判
然
と
し
な
い
。

仮
に
意
味
を
有
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
朱
傍
書
は
、
概
し
て
初
期
の

清
輔
本
に
少
な
く
、
顕
昭
本
に
多
い
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

保
元
二
年
本
内
部
で
も
、
朱
傍
書
の
少
な
い
本
書
は
尊
経
関
文
庫
本
よ
り

以
前
の
段
階
の
面
影
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

既
述
の
如
く
、
四
四
八
を
片
仮
名
書
の
ま
ま
残
し
て
い
る
点
や
、
異
本
歌

を
本
行
に
置
い
て
い
る
点
か
ら
、
本
書
は
尊
経
関
文
庫
本
よ
り
以
前
の
段

階
の
伝
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
従
っ
て
本
書
の
朱
傍
書
一
の
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少
な
さ
(
そ
の
一
部
は
宮
本
家
本
、
畏
殊
院
本
と
一
致
す
る
)
を
そ
の
推

定
を
支
持
す
る
一
要
素
と
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

た
だ
、
現
存
の
資
料
か
ら
そ
こ
ま
で
言
い
切
る
に
は
不
安
が
あ
り
注

(

M

)

に
掲
げ
た
本
書
の
異
文
か
ら
見
て
も
、
顕
昭
本
に
一
致
す
る
例
が

比
較
的
多
い
他
、
定
家
本
と
一
致
す
る
場
合
、
更
に
六
条
家
本
と
一
致
す

る
例
も
他
の
清
輔
本
に
比
し
目
立
つ
等
、
到
底
本
書
の
性
格
を
二
一
一
口
に
示

す
こ
と
は
不
可
能
で
、
今
後
更
に
保
元
二
年
本
に
新
た
な
伝
本
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
後
考
を
倹
ち
た
い
。

次
に
、
他
の
諸
本
と
同
じ
く
、
注
(
日
)
に
本
書
の
特
徴
あ
る
異
文
を

掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。



最
後
に
、
本
書
に
後
人
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
注
の
性
格
に
つ
い

て
述
べ
る
。

」
の
注
は
、
仮
名
序
に
は
な
く
、
巻
一

l
十
全
巻
に
わ
た
り
、
か
な
り

詳
細
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
本
文
に
も
校
合
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
一
首
全
体
の
注
と
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
が
、
本
文
の
字
句
に
傍
注
と
し
て
「
:
:
:
也
」
と
付
注
す
る
場
合
も
多

く
見
ら
れ
る
。
書
き
入
れ
の
時
期
は
前
述
の
如
く
、
室
町
末
近
世
初
こ
ろ

と
思
わ
れ
る
。
右
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
受
講
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
書

き
入
れ
た
か
の
如
く
に
も
見
え
る
が
、
実
は
、
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
古

今
集
注
の
中
に
か
な
り
よ
く
一
致
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、
片
桐
洋
一
氏
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
第
三
巻
(
昭
日

刊
)
I五
(
八

O
l
一
一
一
一
一
頁
)
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
閣
文
庫
蔵
『
古

今
和
歌
集
註
』
(
二

O
O
l
一
四
〉
及
び
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
十
吟
抄
』
(
五

一
八

l
一
五

l
二
二

O
二
八
)
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
十
吟
抄
』
は
片
桐

氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
仮
名
序
、
巻
一

l
十
ま
で
と
巻
十
一
以
下
と

は
別
の
注
で
、
前
者
が
真
の
『
十
吟
抄
』
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
面
問
題

と
す
る
穂
久
適
文
庫
本
は
、
仮
名
序
と
巻
一

l
十
の
み
で
あ
る
か
ら
比
較

に
支
障
は
な
い
。

本
書
の
注
を
こ
の
二
者
と
比
較
す
る
と
、
何
れ
と
も
完
全
に
は
一
致
し

な
い
が
、
内
閣
文
庫
本
『
古
今
和
歌
集
註
』
に
よ
り
近
い
と
認
め
ら
れ
る
。

比
較
の
結
果
は
、
直
接
本
書
本
文
と
関
わ
ら
な
い
の
で
注
ハ
日
)
に
示
し

fこ金
沢
文
庫
蔵
本

存
巻
一
、
二
(
有
欠
〉

〔
鎌
倉
後
期
〕
写

紙
背
、
応
永
三
年
(
二
ニ
九
六
)
英
賢
写
『
胎
蔵
法
聞
書
』

軸

巻
子
本
。
新
補
濃
緑
色
裂
表
紙
。
ニ

0
・
コ
支
二
七
・
二
糎
)
、
外
題

な
し
。
見
返
し
、
新
補
浅
葱
色
地
銀
砂
子
散
し
鳥
の
子
紙
。
料
紙
、
斐
紙
。

一
紙
二
九
・
四
三
二
・

O
糎
内
外
(
現
状
〉
。
横
回
線
の
墨
界
を
そ
れ

ぞ
れ
上
端
よ
り
約
五
・
三
、
九
・
一
、

一
六
・
六
、
二
三
・
七
糎
に
引
き
、

和
歌
本
文
は
第
一
線
と
第
四
線
の
聞
に
、
調
書
は
第
二
線
、
作
者
は
第
三

線
よ
り
書
写
し
、
頭
脚
欄
に
勘
物
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
有
界
九
行
(
現

状
)
、
界
幅
二
・
三
糎
。
和
歌
二
行
書
。
片
仮
名
交
り
。

墨
付
、
全
三

O

紙
分
残
存
。
但
し
、
末
尾
一
紙
は
紙
背
の
み
書
写
、
第
九
、
二
七
紙
は
途

中
紙
継
ぎ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
紙
と
計
算
す
れ
ば
、
全
三
二
紙
と
な
る
。

内
題
、
巻
一
巻
首
欠
、
巻
二
は
「
古
今
和
歌
集
巻
第
二
春
歌
下
」
。

奥
書
、
印
記
等
な
し
。
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他
の
清
輔
本
と
同
じ
く
頭
脚
に
朱
墨
で
勘
物
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る

他
、
新
院
御
本
と
の
校
合
を
示
す
朱
傍
書
が
あ
る
。
こ
の
勘
物
の
比
較
か

ら
、
本
書
は
保
元
二
年
奥
書
本
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
『
新
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
墨
合
点
を
歌
頭

に
付
し
て
い
る
。

さ
て
、
本
書
が
現
状
と
な
る
ま
で
の
経
緯
は
複
雑
で
、
現
在
の
形
態
と

な
っ
た
の
は
近
時
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

元
来
、
古
今
集
を
概
ね
一
紙
十
行
余
り
ず
っ
書
写
し
た
巻
子
本
で
あ
っ

た
も
の
を
、
後
代
、
紙
背
に
『
胎
蔵
法
問
書
』
を
書
写
し
て
冊
子
本
に
改

め
、
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
方
法
を
採
っ
た
た
め
、
古
今
集
本
文
の
多
く

が
失
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
巻
子
本
を
適
宜
九
行
ず
つ
に
載
断
し
、
紙
背
を
表
に
し
、
こ
れ

を
横
に
二
ツ
折
に
し
て
一
丁
と
し
て
『
胎
蔵
法
問
書
』
を
書
写
し
、
冊
子

本
と
し
た
の
で
あ
る
。

九
行
分
、
ず
つ
裁
断
す
る
に
際
し
て
は
、
多
く
一
紙
十
行
余
り
あ
る
も
の

の
左
右
何
れ
か
の
余
分
を
裁
ち
落
し
て
蕗
棄
し
た
た
め
、
表
の
古
今
集
は

所
々
に
不
連
続
の
箇
所
が
生
ず
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
九
行
裁
断
す
る
方

法
は
無
雑
作
で
、
巻
子
装
の
紙
継
ぎ
を
ま
た
い
で
九
行
切
っ
た
場
合
も
あ

る
(
前
述
の
第
九
、
第
二
七
紙
)
。
ま
た
こ
の
紙
継
ぎ
に
古
今
集
の
文
字

が
載
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
巻
子
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る。
以
上
の
如
く
、
九
行
ず
つ
裁
断
し
て
大
き
さ
を
そ
ろ
え
た
料
紙
を
、
紙

背
を
表
に
し
、
横
に
(
古
今
集
書
写
の
行
と
直
角
方
向
に
〉
折
っ
て
冊
子

本
と
し
て
『
胎
蔵
法
問
書
』
を
書
写
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
今
集
と
吋
胎

蔵
法
問
書
』
(
表
と
裏
〉
の
行
が
直
角
に
交
わ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

更
に
、
こ
の
冊
子
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
、
古
今
集
の
書
写
順
序
は
念

頭
に
容
れ
ず
、
単
な
る
料
紙
と
し
て
の
み
利
用
し
た
た
め
、
表
と
裏
の
書

写
順
序
は
全
く
ば
ら
ば
ら
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

近
時
、
こ
の
冊
子
本
に
書
写
さ
れ
た
『
胎
蔵
法
聞
書
』
よ
り
、
一
哀
の
古

今
集
の
方
が
価
値
が
高
い
と
見
倣
さ
れ
た
た
め
か
、
冊
子
を
解
体
し
て
古

今
集
を
表
に
、
そ
の
順
序
に
従
っ
て
巻
子
本
に
復
元
し
た
の
が
現
状
で
あ

る。
こ
の
た
め
、
表
の
古
今
集
は
歌
順
を
逐
っ
て
い
る
が
、
巻
一
巻
頭
よ
り

宜
一
一
作
者
ま
で
を
欠
き
、
「
ト
シ
フ

νパ
」
よ
り
存
し
、
以
下
巻
二
巻
末
ま

で
断
続
的
に
存
し
て
い
る
。

左
に
現
存
状
況
を
記
す
。
詳
細
に
列
記
す
る
の
は
煩
雑
で
あ
る
の
で
、

歌
本
文
が
一
部
で
も
存
す
る
も
の
は
現
存
と
認
め
、
新
一
編
国
歌
大
観
番
号

で
一
部
す
こ
と
と
す
る
ο



五ニ

1
美
ハ
以
上
第
一
、
二
紙
)
、
天
1
六
一
(
第
三
、
四
紙
〉
、
六
一
一
一
1
主一

(
第
五
、
六
、
七
、
八
紙
)
、
七
回
1
若
(
第
九
、
十
紙
)
、
完
1
異
本
歌
1
(第

十
一
、
十
二
紙
)
、
八
ニ
1
八
一
一
一
〈
異
本
歌
2
を
含
む
、
第
十
三
紙
)
、
八
九
1
九一

(
第
十
四
紙
て
き
て
宍
(
第
十
五
、
十
六
紙
)
、
一
o
o
i
一
室
〈
第
十
七
、

十
八
紙
〉
、
一
O

ハ
1
二
回
ハ
第
十
九
、
二
十
、
二
十
一
紙
)
、

一
一
一
千
よ
一
七
(
第

二
十
二
紙
〉
、
二
九
f-3

喜
一
(
第
二
十
三
、
二
十
四
紙
)
、
一
ニ
四
i
一
一
三
(
第
二

十
五
、
二
十
六
、
二
十
七
、
二
十
八
紙
)
、
一
一
一
一
一
一
7
3
一
一
一
一
回
(
第
二
十
九
紙
〉
、

白
紙
〈
第
三
十
紙
〉

先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
胎
蔵
法
聞
書
』
の
冊
子
本
を
作
成
す
る
際
、
古

今
集
本
文
を
全
く
顧
慮
せ
ず
、
順
不
同
で
利
用
し
た
た
め
、
古
今
集
本
文

を
表
と
し
て
巻
子
本
に
復
元
す
る
と
、
今
度
は
紙
背
『
胎
蔵
法
問
書
』
が

順
不
同
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
現
在
の
第
二
十
紙
裏
が
『
胎
蔵
法
聞
書
』
の
本
文
共
紙
表

紙
で
あ
り
、
中
央
に
党
字
で
書
名
が
記
さ
れ
、
左
に
「
胎
蔵
法
」
、
右
に

ハ

キ

)

ハ

シ

〉

(

マ

一

v

「
ロ
ヤ
ラ
ハ
グ
ロ
ヤ
タ
ラ
口
聞
書
」
と
し
、
右
下
に
「
英
賢
」
と
同
じ
く

墨
書
す
る
。

と応ま
あ永た
る三
。年第
子丙二

十十
月七
七紙
日裏
令に

言書
了が
了あ
/り

英
賢

本
文
が
順
不
同
の
た
め
、
『
胎
蔵
法
聞
書
』
が
完
好
か
否
か
は
、
専
門

外
の
稿
者
に
は
判
ら
な
い
。

ま
た
、
書
写
者
の
英
賢
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
り
、
本
書
が
い
つ
の
時

点
か
ら
い
か
な
る
事
情
で
金
沢
文
庫
(
正
確
に
は
称
名
寺
蔵
金
沢
文
庫
保

管
)
に
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
も
明
ら
か
で
な
い
。

さ
て
、
以
下
古
今
集
本
文
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
本
書
は
先
に
述
べ
た
如
く
、
全
巻
片
仮
名
書
で
あ
る
。
ま
た
勘

物
の
特
徴
か
ら
保
元
二
年
本
と
推
定
さ
れ
、
従
っ
て
、
天
理
図
書
館
蔵
零

本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
榎
本
寛
親
模
写
本
の
い
ず
れ
の
片
仮
名
本
と
も
系
統

を
異
に
し
、
何
ら
の
関
係
も
有
し
な
い
。

次
い
で
、
異
本
歌
は
本
行
に
他
の
歌
と
同
じ
く
片
仮
名
書
さ
れ
て
い
る
。

左
に
現
存
部
分
の
異
本
歌
並
び
に
排
列
を
一
応
す
。

八O
ノ
次
、
異
本
歌
ー
あ
り
。
詞
書
並
に
歌
頭
に
朱
合
点
を
施
し
、
「
見
ニ

合
瑛
本
-
有
=
此
奇
-
〈
墨
)
、
此
寄
無
=
御
本
-
(
朱
)
」
と
頭
注
(
諸
本
と

同
じ
〉
。

サ
ク
ラ
ノ
ヤ
リ
ミ
ヅ
ニ
チ
リ
ケ
ル
ヲ

貫
之

ユ
ク
ミ
ヅ
ユ
カ
ゼ
ノ
フ
キ
イ
ル
、
サ
ク
ラ
バ
ナ

キ
エ
ズ
ナ
ガ
ル
、
ュ
キ
カ
ト
ゾ
ミ
ル

八
一
プ
次
、
異
本
歌
2
あ
り
。
詞
書
並
に
歌
頭
に
朱
合
点
を
施
し
、
「
無
=
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御
本
一
(
朱
)
、
或
本
有
一
一
此
奇
一
(
墨
ご
と
頭
法
(
諸
本
と
同
じ
)
。

雲
林
院
ニ
マ
カ
リ
テ
サ
ク
ラ
ノ
チ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
メ
ル

チユ
ノレ キ
。ュト

タミ

モテ
トヌ
ヲレ
カモ
ヅヤ
キス
ツ ノレ
ノレ ト
カサ
ナク
フ

7E 

八ニ

1
八
八
の
排
列
は
欠
落
部
分
に
当
る
た
め
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
本
文
内
容
に
つ
い
て
は
、
巻
一
、
こ
の
み
の
零
本
で
あ
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
れ
と
い
っ
た
特
徴
は
見
当
ら
な
い
。

僅
か
に
、
異
本
歌
2
「
ユ
キ
ト
ミ
テ
」
歌
を
、
同
じ
保
元
二
年
本
で
あ

る
尊
経
閣
文
庫
本
、
穂
久
適
文
庫
本
と
異
な
り
、
二
度
書
写
し
な
い
点
が

注
目
さ
れ
る
他
、
八
八
、
八
九
歌
の
勘
物
が
一
部
し
か
存
し
な
い
も
の
の
、
他

の
二
本
の
保
元
二
年
本
と
異
な
り
、
む
し
ろ
顕
昭
本
と
一
致
す
る
点
に
特

色
を
見
る
く
ら
い
で
あ
る
(
尊
経
関
文
庫
本
の
項
に
勘
物
を
引
用
し
、
比

較
し
た
)
。

む
し
ろ
、
本
書
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
擦

り
消
し
に
よ
る
本
文
訂
正
の
痕
跡
で
あ
る
。
擦
り
消
し
訂
正
は
全
て
同
筆

と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
行
の
字
句
を
擦
り
消
し
て
そ
の
上
か
ら
別
の
本
文

を
書
写
し
、
一
五
の
字
句
を
傍
書
に
し
た
か
と
疑
わ
れ
る
箇
所
が
多
い
。
勿

論
、
消
さ
れ
た
字
句
が
読
み
え
な
い
場
合
も
多
い
。
左
に
例
を
挙
、
げ
、
説

明
を
加
え
る
。

八
O

ワ
ツ
ラ
ヒ
〔
ハ
ヘ
リ
〕
ケ
ル
時

「
ハ
ヘ
リ
」
は
墨
本
行
で
あ
っ
た
の
を
擦
消
し
、
そ
の
上
か
ら
朱
で
同

じ
く
「
ハ
ヘ
リ
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
。
「
ハ
ヘ
リ
」
は
愛
定
は
な
く
、

穂、
本企伏
来は
「ト朱
雅ウ傍
」ク書

でノ補
あえ関整入
つ民院朱す
Tこ)ニ)る
がテ。

擦
り
消
し
て
一寸

関
Lー

改
め

そ
れ
を
更

に
朱
ミ
セ
ケ
チ
で
「
雅
」
に
再
訂
正
。
諸
本
、
宮
天
定
は
「
雅
」
、

長
穂

伏
は
本
書
の
現
状
と
同
じ
、
尊
は
本
行
「
雅
」
、
傍
書
「
閑
」
、
傍
書
に
朱

の

セ
ウケ
ツチ

ロ符
フ号
イを
ロ付
ヲスす
品 υ

"、Ji 
L 

アじ

一
塁
合
点
)

「
ヲ
」
は
擦
り
消
し
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
?
こ
と
あ

ニ

(

朱

〉

ニ

〈

朱

)

っ
た
か
。
諸
本
、
目
見
「
ヲ
」
、
定
「
に
」
の
他
は
「
お
」
叉
は
「
を
」
で
あ

可。。フu
-主主

レ
ハ
朱
、
マ
マ
〉

マ
o

カ
リ
ケ
ル
ト
キ

朱
補
入
の
箇
所
を
誤
る
が
、
木
行
「
カ
リ
ケ
ル
」
は
擦
り
消
し
の
上
よ

り
書
い
て
い
る
。
諸
本
「
ま
か
れ
り
け
る
と
き
に
」
、
但
し
、

」
に
朱
ミ
セ
ケ
チ
、
穂
は
「
ま
か
り
け
る
と
き
」
、

周
回
又
は
「
レ

レ
(
朱
)

「
マ
カ
リ
ケ
ル

伏
』土

時
」
(
「
レ
」
に
墨
合
点
)
。

ア
リ
ハ
ラ
ノ
(
朱
〉

。
モ
ト
カ
タ

一O
一一一

-328-



本
行
「
モ
ト
カ
タ
」
は
擦
り
消
し
の
上
に
書
か
れ
て
お
り
、
本
来
、
姓

も
書
か
れ
て
い
た
如
し
。
回
史
穂
伏
原
状
と
同
じ
、
他
の
諸
本
姓
を
伴
う
。

ミ
ケ
ル
(
朱
)

ヨ
メ
ル

一O八本行
に
擦
り
消
し
跡
あ
り
。
本
来
「
ヨ
ミ
ケ
ル
」
と
あ
っ
た
か
。
宮
支

ヨ

ミ

ケ

ル

(

朱

〉

ヨ

メ

ル

(

朱

〉

穂
伏
天
「
よ
め
る
」
、
尊
「
よ
み
け
る
」
。

ノ
(
朱
)

ウ
ク
ヒ
ス
モ

=
一
八
第
三
句

「
モ
」
は
擦
り
消
し
上
に
書
写
。
諸
本
「
う
く
ひ
す
も
」
。

右
に
挙
げ
た
擦
り
消
し
訂
正
が
何
を
意
味
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ

の
多
く
が
本
文
に
異
同
の
あ
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
書
き
誤

り
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
本
書
の
書
写
年
代
か
ら
し
て
、
清
輔
本

作
成
の
際
の
推
敵
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

し
か
も
、
本
行
本
文
を
改
め
て
、
消
さ
れ
た
本
文
を
朱
傍
書
に
し
た
と

覚
し
き
箇
所
も
あ
り
、
も
し
、
こ
の
よ
う
な
訂
正
が
、
清
輔
や
顕
昭
の
与

り
知
ら
ぬ
場
で
後
代
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
前
稿
一
一
頁
以
下
で

取
り
上
げ
た
本
行
本
文
と
朱
校
本
文
と
の
入
れ
替
り
現
象
な
ど
と
の
関
連

で
、
現
存
諸
本
の
本
文
の
信
愚
性
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
こ
と
と
も
な
る
。

本
書
の
本
文
訂
正
に
つ
い
て
、
本
来
本
書
は
清
輔
本
本
文
を
有
し
て
お

ら
ず
、
清
輔
本
と
の
校
合
で
本
文
を
改
め
、
勘
物
も
記
入
さ
れ
た
と
す
る

考
え
は
、
異
本
歌
ニ
首
が
本
行
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
り
立
つ

と
は
思
え
ず
、
結
局
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

強
い
て
可
能
性
を
考
え
れ
ば
、
別
の
清
輔
本
と
の
校
合
に
よ
る
本
文
訂

正
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
も
単
な
る
可
能
性
に
過
ぎ
な
い
。

た
だ
、
朱
校
の
揺
れ
に
、
本
書
に
な
さ
れ
た
よ
う
な
本
文
訂
正
が
何
ら

か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

付

こ
こ
で
注
(
1
〉
に
言
及
し
た
保
元
二
年
本
の
作
者
目
録
と
奥
書
を
抄
写

し
た
彰
考
館
蔵
本
に
つ
い
て
付
記
す
る
。

彰
考
館
蔵
本
(
巳
二

O
l
O七
五
六
九
〉

古
今
目
録
以
下
之
事

〔
江
戸
中
期
〕
写

合
一
冊

題
会
之
庭
訓
・
和
寄
会
次
第
と
合
綴

袋
綴
。
茶
色
表
紙
(
二
一
ニ
・
コ
マ
〈
一
七
・
五
糎
〉
。
左
肩
題
鑑
「
題
会

庭
訓
/
古
今
日
録
以
下
之
事
」
。
表
紙
、
題
筆
は
後
補
で
恐
ら
く
合
綴
に

際
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
料
紙
、
薄
葉
斐
紙
。
墨
付
、
三
一

T

ハ
扉
も
含
む
)
。
内
訳
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
一
オ
左
肩
に
「
題
会
之
庭

訓
」
と
し
、
扉
と
な
る
(
本
来
は
元
表
紙
か
〉
。
内
題
な
く
、
ニ
オ
よ
勺
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本
文
に
入
り
、
一
二
ウ
に
て
終
り
、
末
尾
に
「
為
和
/
明
融
」
と
署
名
。

一
三
ウ
に
「
和
帯
会
次
第
」
と
内
題
し
て
本
文
に
入
り
、
一
一
一
オ
に
て
終

り
、
「
此
一
巻
乍
=
掛
酌
一
御
懇
望
之
間
以
ニ
/
庭
訓
之
旨
一
具
注
=
進
之
-
、

家
明
鏡
/
深
可
ν
被
ν
禁
ニ
外
見
-
者
也
/
為
和
/
相
伝
忍
雅
」
と
奥
書
す
る
。

一
丁
の
遊
紙
を
隔
て
て
、
墨
付
二
二
オ
左
肩
に
「
古
今
日
録
以
下
ノ
事
清

繍
一
朝
一
民
筆
写
也
」
と
墨
書
。
合
綴
以
前
の
表
紙
か
。
二
三
オ
よ
り
二
九
ウ
中
途

ま
で
保
元
二
年
本
巻
尾
の
部
立
別
歌
数
、
出
典
別
歌
数
、
作
者
別
歌
数
百

録
を
記
し
、
続
い
て
コ
二
オ
ま
で
次
の
如
く
奥
書
を
記
す
。

此
本
従
一
一
坊
御
時
-
召
一
一
龍
内
裏
一
数
年
之
後
平
治
/
元
年
七
月
九
日
返
預
、

仰
云
、
此
本
披
露
無
ν
由
/
思
召
、
の
合
=
三
帖
-
賜
ν
之
、
夢
不
v
可
ν
借ニ

与
他
人
一
之
由
」
一
子
、
の
弥
紅
一
之
、
以
ニ
若
狭
守
通
宗
朝
臣
自
筆
本
一

/
書
写
古
今
也
、
文
字
仕
不
ν
透
z
彼
本
一
、
僧
隆
縁
/
為
=
彼
朝
臣
外
孫
一

所
=
相
伝
一
也
、
端
書
文
彼
朝
臣
/
筆
也
、
以
ニ
片
仮
名
一
書
入
寄
等
間
彼

入
所
=
考
人
一
也
/
件
古
今
貫
之
自
筆
小
野
皇
大
后
宮
御
本
之
/
流
也
、

於
=
上
下
考
物
一
管
見
所
ν
及
予
所
=
記
付
一
也
/
真
名
序
又
以
同
前
、
後

筆

日
校
=
合
新
院
御
木
-
/
/
朱
雀
院
御
木
説
也
、
件
御
本
以
ニ
貫
之
自
筆
」

円

マ

マ

〉

説

、

、

本
一
書
写
古
今
一
五
、
或
院
件
御
本
貫
之
妹
自
/
筆
一
ご
、
但
有
ニ
序
注
一
、
少

と

す

り

き

え

ず

り

有
ニ
疑
殆
一
、
件
正
木
ハ
関
院
/
贈
太
政
大
臣
木
、
と
転
と
有
一
一
故
花
薗
左

き

え

ず

り

き

え

府
御
許
三
叉
/
陽
明
門
院
御
本
説
注
ν
之
、
大
略
不
レ
法
ニ
此
本
一

御

/
件
本
貫
之
自
筆
延
喜
。
本
一
五
¥
後
顕
綱
朝
臣
/
給
預
、
其
後
転
ミ

於
ニ
公
信
許
-
焼
失
了
、
五
昨
す
一
/
讃
岐
入
道
本
一
此
本
也
、
如
レ
比
古

今
二
ヶ
度
書
写
也
、
而
/
為
ニ
難
古
人
-
被
=
収
公
一
了
、
の
保
元
二
年
五

月
比
更
以
」
書
=
写
之

-
1
5
F度
深
秘
以
都
市
、
死
後
可
=
左
右
-
/
而

巳

和
歌
得
業
生
清
輔

弘
安
八
年
三
月
十
八
日

す
り
き
え

但
雄
日
本
第
一
恵
と
為
末
ミ
如
書
ν
之

保
一
万
二
年
奥
書
部
分
は
損
傷
し
て
い
た
ら
し
く
、
文
字
の
読
み
誤
り
や

「
す
り
き
え
」
の
注
記
が
あ
る
が
、
既
述
の
如
く
、
字
句
の
特
徴
か
ら
尊

経
閣
文
庫
本
等
と
同
一
系
統
の
奥
書
で
あ
る
。

ま
た
、
弘
安
八
年
三
二
八
五
〉
奥
書
は
本
書
独
自
の
も
の
で
、
保
元

二
年
奥
書
に
直
接
係
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

字
面
高
さ
、
約
一
九
・
四
糎
。
毎
半
葉
、
題
会
之
庭
訓
、
和
司
会
次
第

は
九
行
、
古
今
日
録
以
下
ノ
事
は
八
行
。

題
会
之
庭
訓
、
和
苛
会
次
第
は
藤
原
定
家
原
撰
、
冷
泉
為
和
改
編
の
和

歌
作
法
書
で
あ
り
、
既
に
川
平
ひ
と
し
氏
の
詳
細
な
研
究
が
具
わ
り
、
本

(
官
山
〉

彰
考
館
蔵
本
も
伝
本
一
覧
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

再
審
は
多
く
合
写
し
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

一
方
、
古
今
目
録
以
下
ノ
事

-330ー



を
合
写
も
し
く
は
合
綴
し
た
伝
本
は
本
書
の
み
で
あ
る
。
更
に
古
今
日
録

以
下
ノ
事
の
前
に
の
み
遊
紙
一

T
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
、
前
二
書
と
古

今
目
録
以
下
ノ
事
に
は
何
ら
関
係
が
な
く
、
本
書
に
お
い
て
合
綴
さ
れ
て

い
る
の
は
偶
然
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
三
書
は
何
れ
も
臨
模
と
言
う
程
で
は
な
い
が
、
底
本
の
筆
跡
を

真
似
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
前
二
書
と
古
今
日
録
以
下
ノ
事
が
同
筆
か
別

筆
か
は
判
断
し
に
く
い
(
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
〉
。

b 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
(
伏

l
六
五
一
〉

存
巻
十
一
ー
ー
二
十
、
真
名
序
(
有
欠
)

二
軸

〔
鎌
倉
中
期
〕
写

巻
子
本
(
近
時
綴
葉
装
を
改
装
)
。
新
補
紫
色
絹
表
紙
(
二
三
・
九
×

二
五
・
一
糎
)
。
左
肩
題
鑑
「
古
今
和
歌
集
下

一
(
二
と
。
こ
れ

情
締
本

ら
は
何
れ
も
改
装
時
の
も
の
で
あ
る
。
料
紙
、
雲
母
引
鳥
の
子
紙
。
後
述

す
る
如
く
、
両
面
書
を
表
裏
に
剥
ぎ
裏
打
ち
し
た
も
の
で
あ
る
。
紙
数
、

第
一
軸
一

O
六
紙
、
第
二
軸
一
二
九
紙
ハ
更
に
享
保
十
七
年
の
添
状
二
紙

を
末
尾
に
貼
り
継
ぐ
。
後
述
)
。
大
半
の
料
紙
の
左
右
が
破
損
載
断
さ
れ
て

い
る
が
、
本
来
一
紙
二
三
・
五
×
一
五
・

O
糎
程
度
の
大
き
さ
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
〈
綴
葉
装
時
の
寸
法
で
も
あ
る
)
。
字
面
高
さ
、
約
一
七
・

O
糎。

一
紙
(
毎
半
葉
〉
本
来
九
行
書
(
巻
末
目
録
、
奥
書
八
行
書
)
。

和
歌
二
行
書
。
平
仮
名
交
り
(
朱
校
は
平
仮
名
書
と
片
仮
名
書
を
混
ず

る
〉
。
内
題
、
「
古
今
和
詩
集
巻
第
十

(
巻
十
一
は
首
欠
)
、

恋
二
一
」

寄
〈
朱
)

以
下
巻
十
八
、
十
九
は
「
歌
」
字
を
用
い
、
巻
二
十
は
内
題
破
損
。
部
立

は
、
恋
町
吋
一
寸
一
円
恋
歌
四
(
五
〉
、
哀
傷
奇
(
「
寄
」
朱
補
)
、
雑
奇
上
(
「
上
」

朱
補
)
、
雑
下
、
短
寄
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
『
新
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
を
示
す
墨
合
点
を
歌
頭
に
付
す
他
、

新
院
御
本
と
の
校
異
を
示
す
朱
校
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
過
去
に
著
し
く

保
管
状
況
が
悪
化
し
た
時
期
が
あ
っ
た
と
覚
し
く
、
料
紙
が
茶
褐
色
に
変

色
し
、
改
装
時
の
水
洗
い
等
の
た
め
か
、
朱
は
薄
れ
読
み
に
く
い
。

ま
た
、
真
名
序
に
朱
で
句
点
、
返
点
、
振
仮
名
、
送
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点

が
詳
細
に
施
さ
れ
て
い
る
。

奥
書
は
、
保
元
二
年
本
の
項
の
冒
頭
に
尊
経
閣
文
庫
本
と
比
較
し
て
掲

げ
た
の
で
再
記
し
な
い
が
、
通
常
の
保
元
二
年
本
の
奥
書
と
趣
旨
は
同
じ

で
あ
る
が
字
句
が
異
な
り
、
嘉
応
元
年
(
一
一
六
九
)
に
再
び
書
写
す
る

ハ
ロ
〉

に
際
し
て
改
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

印
記
は
な
い
が
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
が
現
在
の
よ
う
に
巻
子
本
に
な
る
以
前
を
推
測
さ
せ
る
も
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の
と
し
て
、
第
二
軸
末
尾
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
こ
紙
の
添
紙
が
参
考
と

な
る
。二
紙
の
添
紙
は
何
れ
も
覚
書
風
で
脈
絡
な
く
語
句
が
書
き
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
第
一
紙
に
は
「
物
数
弐
百
四
拾
弐
枚
」
「
一
枚
メ
手
鏡
ニ
ヲ
ス
」

「
但
」
「
四
拾
八

弐
百
十

弐
百
十
二

弐
百
弐
拾

七
十

百

弐
百
廿
四
」
と
書
か
れ
、
第
二
紙
に
は
「
清
輔
自
筆
を
」
「
従
二
位

ハ
一
七
三
二
〉

2

家
隆
筆
写
」
「
享
保
十
七
日
之
九
月
廿
九
日
改
古
今
切
二
百
四
十
一
枚
」

一
一
一
六

「
古
今
之
切
二
百
四
十
弐
枚
(
コ
ノ
一
行
墨
デ
塗
抹
〉
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

弐恐
ら
く
第
一
紙
が
先
に
、
第
二
紙
が
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
本
書
は
こ

の
時
点
で
古
筆
切
の
束
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
紙
に
よ
れ

ば
二
四
二
枚
存
し
、

一
枚
目
を
手
鏡
に
押
し
た
と
い
う
。
事
実
、
巻
十

内
題
を
含
む
巻
首
一
枚
は
現
存
し
な
い
。
第
二
紙
に
二
四
一
枚
と
あ
る
の

は
手
鏡
に
押
し
た
残
り
の
枚
数
で
あ
ろ
う
。
抹
消
さ
れ
た
部
分
に
二
一
一
一
六

枚
と
あ
る
の
は
、
現
存
二
三
五
枚
に
近
い
枚
数
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
添
紙
の
記
述
と
現
状
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
ろ
う
。

本
書
は
元
来
綴
葉
装
二
帖
本
の
下
帖
で
あ
る
が
、
あ
る
時
期
保
管
が
悪

く
、
料
紙
が
朽
損
変
色
し
、
殊
に
左
右
の
痛
み
が
甚
し
く
、
機
糸
も
切
れ

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
と
思
し
い
。
こ
れ
を
近
世
一
葉
、
ず
つ
表
裏
に
剥
が
し

て
一
畏
打
ち
し
、
古
筆
切
に
仕
立
て
、
手
鑑
に
は
貼
ら
ず
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
が
添
紙
の
時
点
で
あ
る
。

更
に
、
近
時
順
を
逐
っ
て
、
切
の
一
枚
一
枚
を
貼
り
継
い
で
巻
子
装
に

仕
立
て
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

従
っ
て
、
欠
葉
も
所
々
に
存
す
る
が
、

一
葉
の
左
右
が
一
、
二
行
程
欠

損
し
、
毎
半
葉
九
行
書
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
葉
が
九
行
に
及
ば

な
い
箇
所
が
随
所
に
あ
り
、
下
帖
全
体
か
ら
見
る
と
、
本
文
の
現
存
す
る

割
合
は
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
単
位
の
欠
落
箇
所
が
非
常
に
多
い
。

以
下
に
欠
落
状
況
を
示
す
が
、
二
百
三
十
余
箇
所
の
継
ぎ
目
の
大
半
が
、

欠
葉
も
し
く
は
欠
行
の
た
め
連
続
し
て
い
な
い
現
状
で
は
、
詳
細
に
述
べ

る
の
は
余
り
に
煩
雑
で
あ
る
の
で
、
先
の
金
沢
文
庫
本
に
な
ら
っ
て
、
次

の
よ
う
な
方
法
を
と
る
。

歌
本
文
が
一
部
で
も
存
す
れ
ば
現
存
と
し
て
扱
い
、
新
編
国
歌
大
観
番

号
で
示
す
こ
と
と
す
る
。

そ
の
場
合
、
一
f
F
一
一
と
あ
れ
ば
、
一
番
歌
、
一
審
歌
い
ず
れ
も
歌
本
文
が
少

な
く
と
も
一
部
は
存
し
、
し
か
も
一
か
ら
ニ
ま
で
は
連
続
し
て
残
存
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
一
、
=
と
あ
れ
ば
、
向
じ
く
共
に
歌
本
文
の
一
部
は
存
す

る
が
、
一
と
乙
の
間
に
、
詞
書
、
作
者
、
歌
句
の
一
部
等
何
ら
か
の
欠
損
が

あ
る
こ
と
を
示
す
。
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
が
第
何
紙
に
あ
る
か
は
省
略
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す
る
島第
一
軸

首
欠
、
四
七
一
一
す
四
昌
、
四
七
六
、
四
七
七

1
四
七
八
、
四
七
九
1
四
台
、
四
九
0
1四
九
七
、
四
九
九

五一一九
1
五呉、

1
E
C穴、
R
O
八
1
五
一
五
、
豆
七

1
5
一
九
、
雲
一

1
吾一四、

宜四八

1
差
回
、
宜
五
五

i
Eさ
て
五
六
四

1
五
六
六
、
実
U
1
5七一ニ、

E完
、
天
一

1
百円。一、

E八六
1
5八
八
、
五
八
九
1
5
8、

穴O
九
1
さ
一
、
さ
一
一
ア
ム
〈
一
回
、
穴
一
六
1
穴一ハ、穴ニ
0
1一ハ三、

さ
宅
、
穴
ニ
九

1
3一O
、六

ZE--一(一言、穴一一豆
i
異
本
歌
7
、

穴
四
苅
〉
異
本
歌

8
1歪八、一(一
(03穴
六
一
、
芸
一
一
土
尖
四
、

宅
O
、
歪
丁
穴
八
五
、
穴
八
六
1
完
八
、
交
九
1
七三、

七一九
i
圭一、七一一ニ

1
吉
一
回
、
ぢ
一
五

1
吉
右
、
当
一
九
1
吉一四、

主一九
f
、
，
異
本
歌
山
、
甘
四
0
1甘豆、

七四一一一
f
h
七四八、

異
本
歌

u
i
u売
、
七
六
一

i
七六一一一、七歪
1
七宅、

八O
一f
人
O
ニ
、
合
同

1
八O
八、八一

0
1八一五、八一七
1
八ニゴ一、

八ニハ
第
二
軸

喜一六
1
芸一九、

宜七五

1
5七六、

{(O
一一ア}穴
O
八、
一〈ニ一〈

i

売
ニ

1
8一、
一(ニ一一ア}穴一一回、

一(一毛
1
一ハ一一一九、

き一一ア}七
O
回、
七一呈、

七六九
i
七八五、

七四九
i
七五一ニ、

(一(五

1
穴六七、
七O
干
3
主一、
穴六九

i

豆
七
八

i

(
四
日

]i

主一六

1
2一七、

星回
i
七五六、

ろ一回

1
八ニ穴、
七八六
f
・3
克也、

会一七

i

八元、八一ニ一、八一一一一一一、八三回
1
八
一
霊
、
八
一
毛
1
八一一一九、八四一、

九四八
1
八五
O
、八五一

1
八
五
七
、
八
五
八
、
八
六
0
1八六五、

八七六、八八一一
73八八四、八八五
1
八九八、

8
0
1九O
一、

八
六
七
、
八
六
九
1
八茜、

八四一一ア人皇、

喜一
1
8九、

八四七、

八七五

i

空プ・・、，九=一、

九一回
f
ん
ニ
ニ
、
き
一
一
手
1
些
一
回
、
在
一
七
14A一三、九一号一
1
九一一室、

九一一一六
1
号一七、

告一人

i

九四一ニ、九四五
1
九
四
六
、
九
四
八
t'九五
C
、

九五五
1
九
五
六
、
九
五
八
1
九五九、

九五ニ

1
九五回、

九
六
一
、
九
六
ニ
、
九
六
四

1
九
六
五
、
九
穴
九
1
九七一、九七一一丁九七五、

九八六

i

九七七
1
九克、

九九六、

一0
0
7
3
5
0穴、

一O
三
1
一O
一六、

一O
一七

i
一O
一九、一
O
三、

一Q
一一手
3
一Q
三一、

一o
g
i
一O豆、

一O回一
73
一O呉、

一室一

1
5至、

。
五
回

i

一O四八
s
一O見、

一O歪、

2
2
1
一O交、
一O
七一

1
一O
七一一一、

一O七八
1
5
8、
一O
八九
i
一O
九五、

一O九七
1
ご

00

真
名
序
は
官
頭
「
夫
倭
歌
」
よ
り
六
歌
仙
評
の
「
在
原
」
ま
で
存
し
以

下
欠
。次
い
で
、
部
立
別
歌
数
目
録
よ
り
作
者
別
入
集
歌
数
目
録
ま
で
完
存
。

末
尾
に
保
元
二
年
奥
書
並
び
に
嘉
応
元
年
奥
書
を
存
す
(
前
掲
二
九
九

頁
参
照
)
。

奥
書
部
分
は
、
保
元
二
年
奥
書
の
前
後
そ
れ
ぞ
れ
に
紙
継
ぎ
が
あ
る
た

め
、
何
ら
か
の
記
述
、
が
失
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
存
す
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
尊
経
閣
文
庫
本
等
で
は
「
此
本
従
ニ
坊
御
時
一
召
ニ

龍
内
裏
-
云
々
」

の
平
治
元
年
の
追
記
が
あ
り
、
本
書
に
お
け
る
存
否
が

問
題
と
な
る
。

本
書
の
紙
継
ぎ
を
検
す
る
に
、
作
者
別
入
集
歌
数
目
録
と
保
元
二
年
奥

書
の
間
六
行
分
が
載
除
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
白
紙
の
た
め
の
蔵
除
か
、
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平
治
元
年
の
追
記
(
四
行
分
程
の
長
さ
)
が
破
損
し
て
失
わ
れ
た
も
の
か

そ
の
何
れ
か
で
あ
る
。
何
れ
の
可
能
性
も
存
す
る
が
、
こ
の
前
後
、
本
文

の
残
存
状
態
は
良
好
で
破
損
が
殆
ん
ど
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
四
行
に

も
及
ぶ
平
治
元
年
の
追
記
が
全
て
失
わ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
最
初
か

ら
存
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
う
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
本
書
の
奥
書
は
そ
の
点
で
も
、
他
の
保
一
万
二
年
本
に
対
し
て
独
自
性

を
有
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
方
、
保
元
二
年
奥
書
の
後
に
は
他
の
諸
本
で
は
、
「
和
歌
得
業
生
清

輔
L

の
署
名
と
「
書
写
校
合
不
ν
交
ニ
他
人
之
功
一
一
で
」
の
一
行
が
存
す
る

(
彰
考
館
抄
出
本
こ
の
一
行
な
し
)
。

こ
ち
ら
は
字
数
が
少
な
い
た
め
存
否
の
判
定
が
難
し
い
。
本
書
の
保
一
五

二
年
奥
書
は
、
丁
度
紙
面
末
行
で
終
わ
っ
て
お
り
、
次
紙
の
嘉
応
一
五
年
奥

書
は
短
か
い
た
め
紙
面
に
余
裕
が
あ
り
、
左
右
が
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
そ
の
部
分
に
署
名
そ
の
他
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
出
来

h

h

、。

手人、

1
u
vし

か
し
な
が
ら
、
平
治
元
年
の
追
記
の
存
在
を
否
定
し
た
の
と
同
じ
理

由
で
、
や
は
り
そ
れ
ら
も
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

署
名
に
つ
い
て
は
、
嘉
応
元
年
奥
書
に
「
散
班
清
輔
」
と
あ
る
た
め
、
保

万
二
年
奥
書
に
は
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
り
、
本
書
の
奥
書
に
は
失
わ
れ
た
字
句
は
恐
ら
く
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

次
に
排
列
並
び
に
異
本
歌
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

下
冊
部
分
に
は
排
列
の
異
同
は
な
く
、
異
本
歌
の
み
存
す
る
。
異
本
歌

は
全
て
片
仮
名
書
入
〈
一
行
書
)
で
あ
る
。

異
本
歌
6
、
欠
落
部
分
。

六
一
一
一
六
ノ
次
、
異
本
歌
7
あ
り
。
歌
頭
に
朱
合
点
を
施
し
、
「
有
ニ
或
本
-

(
墨
)
、
無
ニ
御
本
一
〈
朱
〉
」
と
頭
注
(
諸
本
と
同
じ
〉
。

マ
ツ
人
モ
コ
ヌ
モ
ノ
ユ
へ
ニ
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
ナ
キ
ツ
ル
ハ
ナ
ヲ
オ
リ
テ
ケ

ル
カ
ナ

(
究
ノ
次
、
異
本
歌
8
あ
り
。
歌
頭
に
朱
合
点
を
施
し
、

「
有
ニ
或
木
-

(
墨
)
、
無
ニ
御
木
一
(
朱
)
」
と
頭
注
(
諸
本
と
同
じ
)
。

ス
マ
ノ
ア
マ
ノ
シ
ホ
ヤ
キ
ゴ
ロ
モ
ナ
レ
ヌ
レ
バ
ウ
ト
ク
ノ
ミ
コ
ソ
ミ
ユ

ワ
タ
リ
ケ

ν

こ
の
箇
所
、
一
ハ
四
九
と
異
本
歌
8
の
間
に
紙
継
ぎ
が
あ
る
が
、
他
の
清
輔

本
諸
本
〈
顕
昭
木
も
)
は
異
本
歌
8
の
前
に
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
あ
る
。

木
章
一
自
に
そ
の
一
行
が
存
し
た
か
否
か
は
判
断
が
難
し
い
。

元
来
こ
の

「
よ
み
人
し
ら
ず
」
は
六
四
七
の
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
重
複
し
て
お
り
、

尊
伏
天
の
諸
本
に
は
「
読
人
不
知
字
重
畳
、
如
何
」
と
注
記
が
あ
る
。
従
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っ
て
、
本
書
が
重
複
を
嫌
っ
て
省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
し
か
も
、
異

本
歌
は
細
字
と
な
っ
て
い
る
の
で
紙
幅
は
僅
か
し
か
必
要
と
せ
ず
、
尚
更

判
断
に
迷
う
。
零
静
宮
の
比
較
的
初
期
の
伝
本
は
、
「
よ
み
人
し
ら
ず
」

を
重
出
さ
せ
な
が
ら
も
「
読
人
不
知
字
重
畳
、
如
何
」
の
注
は
な
く
、
保

元
二
年
本
以
後
、
注
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
、
本
書
に
こ
の
注
が
存
在
し
な
い
の
は
、
余
白
等
に
よ
り
ほ
ぼ

確
実
な
の
で
、
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
の
重
出
が
削
ら
れ
た
証
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
、
こ
の
箇
所
に
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
あ
っ
た

の
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

六
月
七
ノ
次
、
異
本
歌
9
あ
り
。
歌
頭
に
朱
合
点
を
施
し
、
「
或
本
此
寄
違

(
墨
)
、
無
=
御
本
-
(
朱
)
」
ー
と
頭
注
(
静
は
五
六
回
ノ
次
に
あ
り
。
伏
天
皇
小

は
一
八
九
八
ノ
次
を
指
示
。
又
、
「
或
本
此
寄
違
」
の
字
句
は
宮
尊
と
同
一
で
あ

る
が
、
意
味
不
明
。
こ
の
点
は
前
稿
八
八
頁
で
言
及
し
た
〉
。

ミ
チ
シ
ラ
パ
ツ
ミ
ニ
モ
ユ
カ
ム
ス
ミ
ヨ
シ
ノ
キ
シ
ニ
オ
フ
テ
フ
コ
ヒ
ワ

ス
レ
グ
サ

主
一
九
ノ
次
、
異
本
歌
山
あ
り
。
歌
頭
に
朱
合
点
を
施
し
、
「
有
=
他
本
-

(
墨
〉
、
無
ニ
御
本
-
(
朱
〉
」
と
頭
注
(
諸
本
と
同
じ
〉
。

マ
ナ
ヅ
ル
ノ
ア
シ
ゲ
ノ
コ
マ
ヤ
ナ
ガ
ヌ
シ
ノ
ワ
ガ
マ
へ
ユ
カ
パ
ア
ユ
ミ

ト
マ
マ
レ

七
五
一
ノ
次
、
異
本
歌
口
あ
り
。
詞
書
、
歌
頭
に
朱
合
点
を
施
し
、
「
或
本

有
-
一
此
寄
-
(
墨
)
」
と
頭
注
(
諸
本
と
同
じ
)
。

ア
メ
ノ
ミ
カ
ド
ノ
ア
フ
ミ
ノ
ウ
ネ
ベ
ニ
タ
マ
ヒ
ケ
ル

イ
ヌ
ガ
ミ
ヤ
ト
コ
ノ
ヤ
マ
ナ
ル
イ
サ
ラ
ガ
ハ
イ
サ
ト
コ
タ
ヘ
ヨ
ワ
ガ
ナ

モ
ラ
ス
ナ

異
本
歌
口
ノ
次
、
異
本
歌
ロ
あ
り
。
詞
書
、
歌
頭
に
朱
合
点
を
施
し
、

「
両
首
無
=
御
本
-
(
朱
)
」
と
頭
注
(
諸
本
と
同
じ
〉
。

ウ
ネ
メ
ノ
カ
ヘ
シ

ヤ
マ
シ
ナ
ノ
オ
ト
ハ
ノ
ヤ
マ
ノ
オ
ト
ニ
ダ
ニ
人
ノ
シ
ル
ベ
ク
ワ
ガ
コ
ヒ

メ
ヤ
ハ

七
五
七
(
但
、
本
書
破
損
)
ノ
次
、
異
本
歌
日
あ
り
。
詞
書
、
歌
頭
に
朱

合
点
を
施
し
、
「
有
=
或
本
目
〈
墨
)
、
無
=
御
本
目
(
朱
〉
」
と
頭
注
(
諸
本

と
同
じ
)
。ソ

ト
ロ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
カ
ド
ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
ウ
タ

ト
コ
シ
へ
ニ
キ
ミ
モ
ア
ヘ
ム
ヤ
イ
ソ
ナ
ト
リ
オ
キ
ノ
タ
マ
モ
、
ヨ
ル
ト

主
八
ノ
次
、
異
本
歌
U
あ
り
。
歌
頭
に
朱
合
点
を
施
し
、

(
朱
〉
、
有
=
或
本
-
(
墨
)
」
と
頭
注
(
諸
本
と
同
じ
。

「
無
一
一
御
本

伏
天
は
七
完
ノ
次

を
指
示
)
。
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ゴ
ト
円
川

U
タ

ν
ナ
ラ
ロ
ク
ニ
ヲ
ヤ
マ
ダ
ノ
ナ
ハ
シ
ロ
ミ
ヅ
ノ
ナ
カ
ヨ

ド
ミ
ス
ル

七
穴
ニ
ノ
次
、
異
本
歌
日
あ
り
。
歌
頭
に
朱
合
点
を
施
し
、
「
有
ニ
或
本
一

(
墨
〉
、
無
ニ
御
本
-
〈
朱
ご
と
頭
記
(
諸
本
と
同
じ
)
。

ト
シ
ブ

νパ
コ
、
ロ
ヤ
カ
ハ
ル
ア
キ
ノ
ヨ
ノ
ナ
ガ
キ
モ
シ
ラ
ズ
ネ
シ
ハ

ナ
ニ
ド
キ

以
上
異
本
歌
に
つ
い
て
は
、
異
本
歌
8
に
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
が
あ
っ

た
か
否
か
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
他
の
諸
本
と
同
じ
で
問
題
は
な
い
。

さ
て
、
本
書
の
本
文
で
あ
る
が
、
奥
書
の
字
句
に
手
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
じ
保
元
二
年
本
で
も
、
尊
経
閣
文
庫
本
よ
り
も
後
の
成

立
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
文
に
よ
り
そ
れ
を
立
証

す
る
の
は
容
易
で
な
い
。

ま
ず
、
異
本
歌
が
片
仮
名
書
入
で
あ
る
の
は
、
後
出
の
証
と
も
見
ら
れ

る
が
、
尊
経
閣
文
庫
本
も
下
冊
を
中
心
に
そ
の
よ
う
な
形
態
を
と
っ
て
お

り
、
そ
う
言
い
切
れ
る
か
否
か
確
か
で
は
な
い
。

最
も
問
題
と
な
る
の
は
尊
経
閣
文
庫
本
の
項
〈
一
一
…

0
0頁
〉
で
述
べ
た

朱
校
の
点
で
あ
る
。

本
書
は
概
し
て
特
異
な
本
文
は
少
な
い
が
、
朱
校
の
箇
一
併
に
限
る
と
朱

校
箇
所
数
が
尊
経
閣
文
庫
本
よ
り
や
や
多
く
、
し
か
も
、
本
行
、
朱
校
共

に
顕
昭
本
(
殊
に
伏
見
宮
旧
蔵
本
〉
に
一
致
す
る
例
が
多
い
。

」
の
朱
校

部
分
の
異
同
が
、
保
元
二
年
奥
書
の
字
句
の
異
同
と
関
連
が
あ
る
か
否
か

は
と
も
か
く
、
本
書
と
伏
見
宮
旧
蔵
本
と
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ぎ

れ
も
な
い
。

以
下
朱
校
箇
所
を
中
心
に
、
本
書
の
特
色
あ
る
本
文
を
一
部
す
こ
と
と
す

スV

。本
来
な
ら
左
に
一
部
す
べ
き
で
あ
る
が
、
朱
傍
書
の
比
較
が
多
く
、
組
版

が
煩
雑
で
あ
る
の
で
、
末
尾
の
住
(
悶
〉
に
一
記
し
た
の
で
、
参
照
し
て
頂

，
l

・4

、。

き
土
L
4

こ
れ
を
見
る
と
、
本
書
の
独
自
異
文
に
は
さ
し
て
住
自
に
値
す
る
も
の

が
な
く
、
や
は
り
問
題
と
な
る
の
は
朱
校
部
分
で
あ
ろ
う
。

朱
校
部
分
は
目
立
っ
て
伏
見
官
旧
蔵
顕
昭
本
に
一
致
し
て
お
り
、

一方、

天
理
蔵
顕
昭
本
と
は
さ
し
て
一
致
を
見
な
い
。

こ
れ
ら
の
朱
校
に
つ
い
て
は
既
に
前
稿
二
八
頁
及
び
そ
の
筒
所
に
付
し

た
注
(
日
〉
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
当
時
に
お
い
て
も
、
現
在
に
お

い
て
も
、
稿
者
は
明
確
な
見
通
し
を
持
ち
合
せ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
あ
る
。

問
題
を
本
書
に
限
れ
ば
、
本
書
の
現
存
し
て
い
る
下
冊
部
分
と
比
較
可

能
な
保
元
二
年
本
は
尊
経
関
文
庫
本
の
み
で
あ
る
が
、
本
書
の
方
が
朱
校
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箇
所
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
新
た
な
朱

校
箇
所
を
見
る
と
、
例
外
も
多
い
が
、
大
半
が
、
本
書
の
本
行
本
文
が
従

来
の
清
輔
本
本
文
と
異
っ
て
お
り
、
従
来
の
本
文
が
朱
傍
書
さ
れ
た
形
と

な
っ
て
い
る
。

注
(
叩
)
に
掲
げ
た
中
で
は
、
四
七
六
、
豆
O

一
、
巻
十
二
部
立
、
豆
七
=
一
、
巻

十
三
部
立
、
き
五
、
七
O

六
、
主
百
、
七
一
一
室
、
七
四
七
、
七
七
六
、
巻
十
六
部
立
、
会
一
九
、

八
四
包
(
三
箇
所
)
、
八
五
回
、
八
五
七
、
巻
十
七
部
立
、
八
七
一
号
八
七
五
、
九
一
八
、
九
一
色
、

九
一
三
ハ
、
九
三
八
、
主
主
、
九
九
百
一
、
九
九
回
、
一
O
O
ニ、一
0
0
2
一、一
O
ニ一、

一O
ニニ、

一O
一三一、

一O
見
、
一
O
歪
、
一
O
歪
、
一
O
六六、一
O
交
、
一
O
売
が
そ
れ
に
当
る
。
し
か
も
そ

の
過
半
の
本
行
、
朱
書
の
形
態
が
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
に
一
致
し
て
い
る
。

新
院
御
本
と
の
対
校
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
本
書
と
伏
見
宮
旧
蔵

顕
昭
本
の
朱
校
本
文
は
他
の
清
輔
本
の
指
示
す
る
本
文
と
結
果
的
に
同

に
な
る
場
合
が
多
く
、
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
な
矛
盾
は
認
め
ら
れ

な
い
よ
う
で
あ
る
。

す
る
と
、
問
題
は
、
本
書
の
段
階
に
至
っ
て
、
本
行
本
文
が
し
ば
し
ば

変
え
ら
れ
て
い
る
の
は
何
故
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

清
輔
本
の
底
本
は
通
宗
本
で
あ
る
か
ら
、
本
行
本
文
は
本
来
動
か
な
い

筈
で
あ
る
の
に
、
し
ば
し
ば
本
文
に
揺
れ
を
生
じ
、
そ
の
原
因
が
不
明
な

の
は
、
く
り
返
し
述
べ
来
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
を
後
代
の
転
写
や
、
他
本
も
し
く
は
他
系
統
本
と
の
校
合
の
所
為

に
帰
す
る
の
は
簡
単
で
あ
る
が
、
原
因
を
本
文
の
転
試
の
み
と
す
る
に
は
、

余
り
に
も
各
系
統
間
相
互
に
本
文
の
類
似
性
や
一
貫
性
が
認
め
ら
れ
、
細

部
に
亘
れ
ば
と
も
か
く
、
全
体
と
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
、
現
存
伝
本
間

の
異
同
に
は
、
清
輔
木
、
顕
昭
本
の
成
立
と
展
開
の
跡
が
反
映
し
て
い
る

と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
で
は
、
本
書
に
お
け
る
本
文
の
変
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
新
院
御
本

本
文
の
再
校
合
は
何
人
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
が
清
輔
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
も
、
そ
う
で
な
い
と
も
、
何
れ

と
も
決
し
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

仮
に
、
本
書
の
本
文
が
、
あ
る
段
階
で
の
清
輔
本
の
姿
を
比
較
的
忠
実

に
保
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
奥
書
か
ら
言
っ
て
も
、
保
元
二
年
本
と

し
て
最
終
段
階
の
伝
本
と
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
本
文
的
に
は
伏

見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
本
書

の
段
階
か
ら
顕
昭
本
へ
進
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
奥
書
の
字

句
の
改
訂
と
本
文
の
変
化
、
更
に
そ
れ
に
伴
う
新
院
御
本
と
の
校
合
を
示

す
朱
傍
書
の
手
直
し
が
、
相
互
に
関
連
し
て
清
輔
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と

す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
一
連
の
作
業
が
清
輔
以
後
、
顕

昭
以
前
の
六
条
藤
家
の
誰
か
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
可
能
性
も
勿
論
存
在
す
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る
が
(
そ
の
場
合
は
奥
書
一
の
字
句
の
改
訂
の
み
が
清
輔
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
他
の
事
項
と
は
関
連
し
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
〉
、
現
存
伝
本
の
範
囲

で
は
痕
跡
を
見
出
せ
な
い
仮
定
を
立
て
る
こ
と
は
現
在
の
段
階
で
は
避
け

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
さ
し
当
り
考

慮
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

そ
こ
で
右
の
如
く
、
本
書
か
ら
伏
見
官
旧
蔵
顕
昭
本
へ
と
い
う
流
れ
を

考
え
た
場
合
、

一
つ
の
障
害
は
、
ま
た
し
て
も
奥
書
で
あ
る
。
本
書
の
奥

書
が
、
字
句
の
改
訂
さ
れ
た
b
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭

本
、
ノ
l
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
黒
川
本
の
保
元
ニ
年
奥
書
は
い
ず
れ

も

a
型
で
あ
っ
て
、
尊
経
閣
文
庫
本
と
同
一
型
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
先
に
述
べ
た
想
定
は
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

従
っ
て
、
奥
書
の
字
句
の
改
訂
と
、
本
文
の
字
句
並
に
朱
校
の
異
同
が

果
た
し
て
連
動
し
て
い
る
も
の
か
と
の
問
題
と
も
関
わ
り
、
結
論
を
出
す

」
と
は
困
難
と
な
る
。

な
お
、
本
書
と
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
は
共
に
伏
見
官
に
伝
来
し
た
古
写

本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
本
に
何
ら
か
の
関
係
、
例
え
ば
本
文
の
接
触
、

影
響
等
が
生
じ
て
い
な
い
か
と
い
う
危
倶
も
ま
た
存
在
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
点
は
、
現
存
二
本
に
限
つ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。

伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
は
奥
書
が
顕
昭
自
筆
か
と
疑
わ
れ
る
程
の
古
写
本

で
、
し
か
も
真
名
序
本
文
と
奥
書
以
外
は
全
巻
一
筆
で
あ
る
。

一
方
、
本
書
は
書
写
年
代
は
顕
昭
本
よ
り
は
下
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、

前
者
と
比
較
し
て
左
程
遜
色
な
い
程
の
古
写
本
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
ま
た
、

朱
書
を
含
め
て
全
巻
一
筆
と
認
め
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
両
者
に
影
響
関
係
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
顕
昭
本
が
本
書

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
て
も
、

現
存
二
本
に
お
け
る
よ
う
な
本
文
関
係
を
生
じ
そ
う
に
な
い
。

勿
論
、
第
コ
ゴ
り
伝
本
を
介
在
さ
せ
る
等
、
別
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ

う
が
、
二
本
本
文
の
比
較
か
ら
考
え
て
余
り
現
実
的
で
は
な
く
、
結
局
、

本
書
と
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
と
の
関
係
は
後
代
的
な
も
の
で
は
な
く
、
本

文
系
統
上
の
関
係
で
あ
ろ
う
と
す
る
点
に
一
民
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

現
存
伝
木
、
現
存
資
料
の
範
聞
で
は
、
右
の
問
題
に
判
断
を
下
す
こ
と

は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
考
え
の
糸
口
と
い
う

点
か
ら
す
る
と
、
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
は
、
そ
の
書
写
年
代
の
古
さ
、
本

文
の
確
か
さ
か
ら
考
え
て
、
後
代
的
転
批
を
殆
ん
ど
考
慮
せ
ず
と
も
差
支

え
な
い
基
軸
と
な
る
伝
本
で
あ
る
。

更
に
次
に
述
べ
る
如
く
、
そ
の
よ
う
な
本
文
を
有
す
る
顕
昭
本
に
、
既

に
複
数
の
清
輔
本
を
合
成
し
た
と
思
し
き
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
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本
来
顕
昭
本
は
集
成
本
的
性
格
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

ζ

の
点
は
、
次
に
再
度
考
察
す
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
保

元
二
年
奥
書
の

a
型
b
型
の
問
題
も
、
絶
対
的
障
害
と
は
な
り
え
な
い
と

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
以
上
は
多
分
に
希
望
的
観
測
を
も
混
え
て
い
る
こ
と
は
否
定
し

h
k

、0
・Z
L本
書
に
お
け
る
本
文
の
独
自
性
が
清
輔
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
顕
昭

本
に
反
映
さ
れ
た
と
言
い
得
る
ま
で
に
は
、
な
お
、
検
討
を
要
す
る
点
が

あ
る
が
、
本
書
が
清
輔
本
か
ら
顕
昭
本
へ
の
変
化
と
い
う
点
を
考
え
る
上

で
鍵
を
握
る
伝
本
で
あ
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。

而岨

顕
昭
本

顕
昭
本
と
し
て
は
冒
頭
に
五
本
を
掲
げ
た
が
、

ωノ
!
ト
ル
ダ
ム
清
心

女
子
大
学
蔵
黒
川
本
は
未
見
、
助
内
裏
切
第
一
種
は
比
較
的
多
く
集
成
さ

れ
て
い
る
も
の
の
古
筆
切
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
他
の
諸
本
と
同
列
に
扱

え
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
切
の
三
本
を
中
心
に
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

け)

ま
ず
、
切
に
分
類
し
た
三
本
の
関
係
に
つ
い
て
概
説
す
る
と
、
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
鷹
司
本
は
天
理
図
書
館
蔵
伝
家
隆
筆
本
の
江
戸
中
期
に
お
け
る

臨
写
本
で
、
字
詰
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
実
際
は
、
伏
見
宮
旧

蔵
顕
昭
本
と
、
天
理
蔵
伝
家
隆
筆
本
が
対
象
と
な
る
。
二
本
は
頭
脚
欄
の

勘
物
が
酷
似
し
て
お
り
、
字
句
は
も
ち
ろ
ん
、
用
字
ま
で
ほ
ぼ
一
致
し
て

お
り
、
直
接
の
転
写
関
係
を
疑
い
た
く
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
仔
細
に
見
れ
ば
直
接
の
転
写
関
係
は
認
め
ら
れ
ず
、

更
に
、
本
文
の
比
較
か
ら
そ
の
点
は
否
定
さ
れ
る
。

詳
細
は
後
述
す
る
が
、
二
本
の
本
文
は
、
勘
物
の
酷
似
に
よ
っ
て
、
あ

ら
か
じ
め
予
想
さ
れ
る
も
の
と
は
異
な
り
、
か
な
り
隔
っ
て
い
る
。
但
し
、

別
系
統
本
文
で
は
な
く
、
異
同
は
朱
校
部
分
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
り
、

天
理
本
が
朱
校
の
意
味
を
十
分
認
識
し
な
い
ま
ま
、
本
文
を
改
訂
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
点
が
多
い
。
ま
た
、
天
理
本
に
は
誤
写
も
や
や

目
立
つ
。

細
部
に
亘
れ
ば
問
題
も
存
す
る
が
、
全
体
と
し
て
、
天
理
本
は
伏
見
宮

旧
蔵
本
に
極
め
て
近
い
伝
本
に
発
し
、
そ
れ
が
後
代
的
改
変
を
被
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
こ
の
点
は
、
声
点
の
比
較
を
さ
れ
た
秋
永
一
枝
氏
の
結
論
と

(
加
)

矛
盾
し
な
い
。

従
っ
て
、
天
理
本
は
伏
見
宮
旧
蔵
本
の
落
丁
箇
所
や
若
干
の
誤
写
を
補

正
す
る
意
味
を
持
つ
が
、
本
文
的
価
値
は
伏
見
宮
旧
蔵
本
に
及
ば
な
い
。
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こ
こ
で
、
本
項
に
所
属
す
る
三
本
を
中
心
と
し
て
顕
昭
本
の
特
徴
を
示

す
こ
と
と
す
る
。

第
一
に
異
本
歌
は
頭
書
さ
れ
、
排
列
当
該
筒
所
は
符
号
で
指
示
さ
れ
て

い
る
。清
輔
本
で
は
、
長
殊
院
本
を
除
い
て
、
異
本
歌
は
当
該
箇
所
に
本
行
も

し
く
は
書
入
の
形
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
初
期
伝
本
で
は
本
行
、
後
期
伝

本
で
は
書
入
の
形
式
を
と
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

一
方
顕
昭
本
で
は
、
頭
書
形
式
と
な
り
、
し
か
も
、
指
示
さ
れ
た
箇
所

が
本
項
三
伝
本
に
お
い
て
は
、
異
本
歌
6
9
U
三
首
に
つ
い
て
、
的
黒
川

本
は
異
本
歌
9
一
首
に
つ
い
て
、
清
輔
本
と
位
置
が
異
っ
て
い
る
。
何
れ

ハ
幻
)

に
せ
よ
、
異
本
歌
を
頭
書
す
る
の
は
顕
昭
本
の
特
徴
で
あ
る
。

第
二
に
『
新
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
歌
頭
の
合
点
を

有
し
な
い
。
こ
れ
に
伴
い
、
巻
一
第
二
首
目
に
付
さ
れ
て
い
る
(
宮
本
家

本
は
巻
二
十
巻
末
〉
「
合
点
新
撰
集
歌
也
」
の
注
記
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、

ω黒
川
本
は
合
点
を
有
す
る
と
覚
し
く
(
久
曽
神
氏
著
書
研
究

編
二
八
頁
書
影
)
、
こ
の
特
色
は
顕
昭
本
全
て
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
助
内
裏
切
第
一
種
に
は
合
点
は
な
い
。

第
三
に
、
例
伏
見
宮
旧
蔵
本
、

ω黒
川
本
が
保
一
万
二
年
清
輔
奥
書
を
有

す
る
(
何
れ
も

a
型
)
こ
と
か
ら
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
頭
脚
の
勘
物
は

保
元
二
年
本
を
基
本
と
し
て
い
る
。
但
し
、
顕
昭
が
増
補
訂
正
を
行
い
、

よ
り
詳
細
に
な
っ
て
い
る
場
合
と
、
作
者
注
記
の
よ
う
に
、
入
集
歌
数
が

省
略
さ
れ
た
り
、
注
記
そ
の
も
の
が
削
除
さ
れ
た
り
し
て
、
簡
略
に
な
っ

て
い
る
場
合
と
両
者
が
あ
り
、
顕
昭
本
の
勘
物
は
保
元
二
年
本
に
比
べ
て

よ
り
詳
細
に
な
っ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。

特
に
、
省
略
、
削
除
の
場
合
、
そ
の
理
由
が
全
く
不
明
な
場
合
が
大
部

分
で
あ
る
(
勘
物
に
つ
い
て
は
な
お
言
う
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
後
述
〉
。

第
四
に
、
怖
の
三
本
に
は
声
点
が
付
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
顕
昭
の
差
声
と

認
め
ら
れ
、
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
な
お
、

ω黒
川
本
に
声
点
が
存

す
る
か
否
か
は
不
明
。
ゆ
内
裏
切
第
一
種
に
は
な
い
。

第
五
に
、
真
名
序
は
保
元
二
年
本
(
尊
経
閣
文
庫
本
、
伏
見
宮
旧
蔵
一

本
〉
と
は
本
文
が
異
な
る
?
」
の
点
も
後
述
す
る
)
。

大
体
以
上
が
、
∞
系
統
一
二
本
を
中
心
と
し
た
顕
昭
本
の
特
色
と
言
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、
伏
見
宮
田
蔵
一
本
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
朱
校
の
箇
所
に

お
い
て
、
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
と
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
が
近
し
い
関
係
に
あ

る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
仮
名
序
の
声
点
に
関
し
て
、
穂
久
適
文
庫
本
と
伏
見
官
旧
蔵
顕

沼
本
、
が
近
し
い
こ
と
、
真
名
序
の
本
文
訓
点
に
お
い
て
、
天
理
図
書
館
蔵
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零
本
、
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
、
天
理
図
書
館
蔵
顕
昭
本
の
三
本
が
酷
似
し

て
い
る
こ
と
も
既
に
述
べ
た
(
前
稿
六
六
|
七
頁
、
真
名
序
の
本
文
訓
点

に
つ
い
て
は
、
天
理
零
本
が
顕
昭
本
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、
後
の
も

の
で
あ
ろ
う
こ
と
も
述
べ
た
)
。

顕
昭
本
に
つ
い
て
は
、
右
に
挙
げ
た
第
三
、
勘
物
、
第
五
、
真
名
序
を

初
め
検
討
す
べ
き
点
が
多
い
が
、
最
も
信
拠
す
べ
き
伝
本
は
伏
見
宮
旧
蔵

顕
昭
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
該
本
の
検
討
中
に
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
(
伏

i
二
三

O〉

〔
鎌
倉
初
期
〕
写
・
建
永
元
年
顕
昭
令
写
ヵ

帖

綴
葉
装
。
本
文
共
紙
表
紙
(
一
ニ
ハ
・
八
×
一
五
・
九
糎
)
。
こ
れ
は
遊

紙
が
表
紙
代
り
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
外
題
な
し
。
料
紙
、
雲
母

引
鳥
の
子
紙
。
押
界
が
横
に
回
線
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
料
紙
上
端
よ
り
、

約
四
・
六
糎
、
六
・
六
艦
、

一
四
・
九
糎
、
二
二
・

O
糎
に
引
か
れ
、
第

回
線
よ
り
下
端
ま
で
は
約
四
・
七
糎
を
余
し
て
い
る
。

一
方
、
左
右
小
口

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
約
一
・
四
糎
に
縦
の
押
界
が
引
か
れ
、
行
の
界
線
は
な
い
。

内
題
は
第
一
線
よ
り
、
歌
本
文
は
第
一
線
よ
り
第
四
線
ま
で
、
詞
書
は
第

二
線
よ
り
第
四
線
ま
で
、
作
者
は
第
三
線
よ
り
第
四
線
ま
で
の
各
欄
に
書

か
れ
、
頭
脚
欄
に
勘
物
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
墨
付
、

一八一二

T
。

但
し
、
落

T
が
あ
り
、
計
十
折
の
中
、
第
一
折
の
一
番
外
側
と
外
側
よ
り

三
枚
目
の
二
枚
四
丁
、
第
二
折
の
外
側
二
枚
四
丁
、
第
十
折
の
末
尾
一
丁

(
本
文
共
紙
一
裏
表
紙
)
が
欠
け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
白
紙
で
補
い
、
そ
れ

と
示
し
て
い
る
(
複
製
本
は
折
数
、

T
数
と
も
に
原
本
を
再
現
し
て
い

る
)
。
毎
半
葉
十
一

l
二
行
書
(
真
名
序
七
行
書
)
。
和
歌
二
行
書
。
片
仮

名
交
り
。
内
題
、
「
古
今
和
寄
集
巻
第
一

寄
(
朱
〉

寄
下
、
秋
上
、
秋
o

下
、
冬
寄
、
賀
寄
、
別
離
寄
、
罷
旅
寄
、
物
名
、
恋

寄
(
朱
)

歌
、
恋
。
二
、
恋
三
、
恋
寄
四
(
五
)
、
哀
惜
賜
傷
一
骨
(
朱
)
、
雑
寄
上
(
「
上
」

ヒ
(
朱
)

朱
補
)
、
雑
下
、
短
寄
、
大
歌
所
御
寄
と
な
っ
て
い
る
(
巻
三
内
題
は
落

春
豆
町
上
」
。
以
下
部
立
は
、
春

丁
箇
所
)
。
ま
た
、
前
巻
末
に
続
い
て
内
題
を
書
き
、
頁
を
改
め
ず
次
巻

を
書
写
す
る
場
合
が
あ
り
、
巻
八
、
十
、
十
四
、
十
五
、
十
六
、
廿
が
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
真
名
序
は
、
「
古
今
倭
歌
し
集
序

紀
淑

望
」
と
す
る
。

新
院
御
本
と
の
校
異
を
示
す
朱
校
は
あ
る
が
、
『
新
撰
和
歌
集
』
入
集

歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
歌
頭
の
合
点
は
存
し
な
い
。
ま
た
、
仮
名
序
、
本

文
に
は
朱
点
、
真
名
序
に
は
墨
圏
点
で
芦
点
を
付
す
。
仮
名
序
古
注
は
本

行
、
二
l
三
字
下
げ
や
や
小
字
で
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
頭
脚

注
と
し
、
朱
合
点
を
付
し
、
勘
物
と
区
別
し
て
い
る
清
輔
本
と
形
態
を
異
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に
す
る
。
更
に
、
仮
名
序
、
本
文
の
主
と
し
て
朱
校
の
あ
る
箇
所
に
本
行
、

傍
書
そ
れ
ぞ
れ
に
朱
墨
で
左
右
の
合
点
が
付
さ
れ
る
が
(
最
多
一
箇
所
に

計
三
本
〉
、
何
ら
か
の
校
合
の
印
と
は
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
具
体
的
に

は
意
味
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
真
名
序
に
は
前
述
の
声
点
の
他
、
墨
に
て

振
仮
名
、
送
仮
名
、
返
点
、
縦
点
等
が
付
さ
れ
て
い
る
。

巻
頭
に

以
…
一
貫
之
自
筆
本
一
書
写
古
今
也
/
件
本
ハ
於
ニ
皇
太
后
宮
一
焼
失
畢
一
司
/

和
歌
等
不
ν
似
一
一
絵
本
一
、
其
説
頗
遼
/
失

通
宗

と
清
輔
本
と
同
じ
く
通
宗
の
識
語
が
あ
る
。

奥
書
、
巻
二
十
巻
末
に
や
や
小
字
で
朱
書
し
て
、

号
一
一
御
本
一
新
院
御
本
、
貫
之
自
筆
之
流
也
/
文
字
仕
正
本
ニ
不
v
遣

で

と
あ
り
、
又
、
真
名
序
末
に
同
じ
く
や
や
小
字
朱
書
、

或
本
云
、
花
山
法
皇
御
本
也
、
於
ニ
関
白
殿
撲
/
和
寄
所
-
校
ニ
貫
之

自
筆
本
一
畢
、
子
ν
時
長
一
瓦
第
/
八
秋
也
字
、

以
=
書
写
本
二
校
了
、
考
物
朱
付
井
注
等
間
以
校
z

合
之
一
僧
印
雅

と
あ
る
。
「
或
本
云
」
以
下
の
朱
書
は
清
輔
本
に
は
な
く
本
書
と
黒
川

本
の
み
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
墨
書
で
保
元
二
年
本
の
奥
畳
一
聞
が
あ
る
。

以
一
一
若
狭
守
通
宗
朝
臣
自
筆
本
一
書
写
古
今
/
也
、
文
字
仕
事
一
彼
件
本
一
、

僧
隆
縁
為
ニ
彼
朝
臣
/
外
孫
一
所
-
一
相
伝
一
也
、
端
書
文
彼
朝
臣
筆
也
、
以
ニ
」

片
仮
名
-
書
入
歌
等
同
彼
人
所
=
考
人
目
也
、
件
古
/
今
貫
之
自
筆
小
野

皇
太
后
宮
御
本
之
/
流
也
、
於
=
上
下
考
物
一
者
管
見
之
所
ν
及
予
所
=
/

記
付
戸
也
、
真
名
序
叉
以
同
前
、
後
日
校
ニ
合
/
新
院
御
本
-
一
千
、
、
朱
筆

彼
御
本
説
也
、
件
御
/
本
以
一
一
貫
之
自
筆
本
一
書
写
古
今
云
t

」
但
有
=
序

注
一
、
少
以
有
一
一
疑
殆
一
、
件
正
本
者
閑
/
院
贈
太
政
大
臣
本
云
t
、
転
と

在
=
故
花
薗
左
/
府
御
許
一
、
叉
陽
明
門
院
御
本
説
間
と
注
=
/
/
付
之
一
、

大
略
不
ν

遠
=
比
本
目
、
件
本
貫
之
自
筆
/
延
喜
御
本
一
で
、
後
顕
綱
朝
臣

給
預
、
其
後
/
転
と
於
ニ
公
信
朝
臣
許
一
焼
失
了
、
若
州
号
ニ
/
/
讃
州
入
道

本
一
此
本
也
、
如
ν
此
古
今
二
箇
度
」
書
-
一
写
之
-
、
而
為
一
一
難
ν
去
人
一
被
=

収
公
一
了
、
の
保
元
/
二
年
五
月
比
吏
以
書
=
写
之
一
、
至
一
一
今
度
一
深
/

秘
z

苔
中
-
死
後
可
一
一
左
右
一
而
巳

書
写
校
合
不
ν
交
=
他
人
之
功
一

此
本
従
ニ
坊
御
時
目
召
ニ
舘
内
裏
一
数
年
之
/
後
平
治
元
年
七
月
九
日
返
ニ

預
之
一
、
仰
一
五
/
此
本
披
露
無
ν
由
思
食
、
の
合
一
一
三
帖
一
賜
ν

〔
之
〕
」
夢

不
ν
可
ν
借
一
一
与
他
人
一
之
由
一
千
、
、
の
弥
秘
〔
也
〕

次
に
、
出
典
別
の
歌
数
が
列
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
と
共
に
保
元
二
年
本

に
付
さ
れ
て
い
た
巻
別
歌
数
、
作
者
別
入
集
歌
数
の
目
録
は
存
在
し
な
い
。
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そ
も
そ
も
、
こ
れ
ら
の
目
録
は
保
元
二
年
奥
書
の
前
に
存
し
て
い
た
。

最
後
に
、

建
永
元
年
五
月
廿
三
日
以
=
顕
昭
闇
梨
本
-
/
口
令
ニ
書
写
-
了
円

l
U」

建
永
元
年
九
月
廿
八
日
目
一
始
テ
/
同
十
月
二
日
奉
ν
授
=
古
今
集
廿
巻
-
/

阿
闇
梨
伝
灯
大
法
師

了

(
花
押
)

此
本
詮
本
也
、
尤
可
ν
令
=
秘
蔵
-
t
A

ふ」

建
永
元
年
十
月
二
日
奉
ν
授
ニ
同
権
/
別
当
法
印
-
了

阿
闇
梨
顕
昭

と
書
か
れ
て
い
る
。

本
書
が
顕
昭
本
と
さ
れ
る
の
は
こ
の
奥
書
の
故
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
奥
書
に
は
問
題
が
多
い
。

ま
ず
本
書
の
保
元
二
年
奥
書
は
、
平
治
元
年
の
追
識
語
の
方
が
後
に
書

か
れ
て
い
る
点
が
尊
経
閣
文
庫
本
、
彰
考
館
蔵
抄
出
本
と
は
異
っ
て
お
り
、

黒
川
本
と
同
じ
形
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も

a
型
で
あ
り
、
伏
見
宮
旧

蔵
一
本
と
は
字
句
を
異
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
奥
書
中
、
(
マ
マ
)
を
付
し
た
「
文
字
住
遠
=
彼
件
本
一
」

tま
他

の
諸
本
何
れ
も
「
文
字
仕
不
ν
遠
=
彼
件
本
-
」
と
あ
る
。
「
彼
件
本
」
は
通

宗
本
を
さ
す
の
で
、
本
書
の
「
文
字
住
遠
=
彼
件
本
-
」
は
不
審
で
誤
り
と

考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
本
文
の
誤
り
が
極
め
て
少
な
い
本
で
あ
る
の
で
、

こ
の
箇
所
も
誤
写
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
と
疑
え
な
く
も
な

い
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
見
て
、
や
は
り
単
純
に
「
不
」
字
の
脱
落
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
平
治
元
年
の
追
識
語
の
位
置
で
あ
る
が
、
保
元
二
年
清
輔
本
で

あ
る
尊
経
閣
文
庫
本
や
彰
考
館
蔵
抄
出
本
で
は
、
保
元
二
年
奥
書
の
前
に

あ
り
、
本
書
と
黒
川
本
で
は
後
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
顕
昭
に
よ
っ
て
移
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。
年
次
の
順
を
逐
う
た
め
に
そ
の
よ
う
な
措
置
が
採

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

平
治
の
追
識
語
は
清
輔
本
古
今
集
と
注
古
今
の
二
条
天
皇
へ
の
奏
覧
と

返
預
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
稿
回
目
見
殊
院
本
の
項
で
述
べ
た
よ
う

に
、
稿
者
は
二
条
天
皇
に
奏
覧
さ
れ
た
清
輔
本
古
今
集
は
仁
平
四
年
本
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
、
永
治
二
年
本
(
宮
本
家
本
)
や
保
元
二
年
本
に

書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
二
条
天
皇
へ
の
奏
覧
に
関
す
る
識
語
は
、
返
却
さ

れ
た
本
そ
の
も
の
に
記
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
伝
授
そ
の
他
の
際
に
、
過

去
の
事
実
と
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
と
解
す
る
。
従
っ
て
追
識
語
は
必
ず

し
も
保
元
二
年
奥
書
の
次
に
年
次
を
逐
っ
て
置
か
れ
な
く
て
も
よ
い
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
顕
昭
本
の
形
態
は
解
り
易
さ
を
重
ん
じ
た
顕
昭
の
所
為

で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

さ
て
、
本
書
の
奥
書
で
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
最
後
の
建
永
元
年
の
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年
記
を
持
つ
本
書
一
独
自
の
奥
書
群
で
あ
る
G

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
刊
行
の
複
製
本
の
解
題
(
昭
部

刊
、
無
署
名
〉
に
筆
跡
の
分
析
を
は
じ
め
詳
細
に
論
じ
ら
れ
、
次
い
で
、

西
村
加
代
子
氏
「
顕
昭
の
古
今
伝
授
と
和
歌
文
書
」
(
神
戸
大
学
「
国
文

論
叢
」
幻
昭

ω
・
3
)
が
更
に
一
歩
を
進
め
ら
れ
た
。
本
稿
は
そ
れ
ら
に

導
か
れ
て
い
る
が
、

な
お
不
明
の
点
も
存
す
る
。

「
解
題
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
稿
者
な
り
に
ま
と
め
る
と
ほ
ぼ

左
の
如
く
に
な
ろ
う
。

ま
ず
、
本
書
は
全
巻
一
筆
で
、
真
名
序
本
文
の
み
が
別
筆
と
認
め
ら
れ

る
(
真
名
序
の
勘
物
や
訓
点
は
他
の
部
分
の
書
写
者
と
同
筆
)
。

書
写
態
度
は
謹
直
そ
の
も
の
で
、
不
注
意
に
よ
る
書
き
落
し
ゃ
誤
写
は

極
め
て
少
な
い
。

一
方
、
建
、
氷
一
万
年
の
三
種
の
奥
書
の
み
は
さ
し
て
丁
寧
な
書
き
方
で
は

な
く
、
白
由
に
崩
し
た
書
き
振
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
本
文
と
同
筆
で
あ

る
か
否
か
が
問
題
で
あ
る
。

一
見
、
三
種
の
奥
書
は
一
筆
で
、
本
文
と
は
別
筆
と
思
え
る
が
、
「
解

題
」
に
詳
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
一
番
目
の
奥
書
は
本
文
と
同
筆
、
第
二
、

二
一
番
目
は
よ
く
似
て
い
る
が
本
文
と
は
別
筆
の
よ
う
で
あ
る
Q

更
に
第
二
番
目
の
奥
書
に
印
さ
れ
た
花
押
は
模
写
と
は
思
え
な
い
。

ま
た
、
第
一
の
奥
書
に
あ
る
抹
消
箇
所
の
内
、
二
行
自
第
一
字
は
一
行

自
末
尾
「
本
」
{
干
の
釘
、
二
行
目
下
部
は
署
名
の
抹
消
か
と
思
え
る
。

「
解
題
」
は
右
の
諸
点
を
論
じ
ら
れ
た
後
、
断
定
は
避
け
ら
れ
な
が
ら

も
、
第
一
の
奥
書
を
顕
昭
か
ら
伝
授
を
受
け
た
某
の
書
写
奥
書
、
第
二
、

第
三
の
奥
書
を
顕
昭
の
花
押
と
加
証
と
し
、
本
書
を
そ
の
原
本
と
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
第
一
の
奥
書
と
、
第
二
、
第
三
の
奥

書
の
筆
蹟
が
極
め
て
近
く
一
見
同
筆
と
思
え
る
の
も
、
両
者
が
師
弟
で
あ

れ
ば
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

但
し
、
第
二
、
第
コ
万
奥
書
を
顕
昭
自
筆
の
可
能
性
あ
り
と
し
て
も
、

「
解
題
」
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
確
実
に
顕
昭
自
筆
と
さ
れ
る
筆
蹟
も

花
押
も
他
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
比
較
す
べ
き
対
象
が
な
い
の
で
断
定
す

(

怨

)

る
こ
と
は
出
来
な
い
。

以
上
が
「
解
題
」
に
お
け
る
筆
跡
に
か
か
わ
る
分
析
で
あ
る
が
、

解

題
」
は
更
に
奥
書
の
訓
み
に
つ
い
て
、
第
コ
コ
り
奥
書
の
「
同
」
の
意
味
と

し
て
、

「
同
じ
く
」
授
け
奉
る
の
か
、
「
同
じ
」
権
別
当
法
印
に
授
け
奉

る
の
か
と
間
わ
れ
、
恐
ら
く
は
前
者
で
、
顕
昭
は
建
永
元
年
十
月
二
日
、

第
一
の
奥
書
(
署
名
抹
消
〉
の
人
物
と
、
第
三
の
奥
書
の
「
権
別
当
法

印
」
と
二
人
に
同
時
に
伝
授
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。

も
し
、
本
書
の
建
永
元
年
の
三
つ
の
奥
書
が
全
て
自
署
で
し
か
も
右
の
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想
定
に
よ
る
な
ら
ば
、
本
書
は
顕
昭
か
ら
第
一
の
奥
書
の
人
物
に
相
伝
さ

れ
た
古
今
集
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
仮
に
後
者
が
正

し
く
、

「
同
じ
」
権
別
当
法
印
と
訓
む
べ
き
と
し
て
も
、
本
書
は
や
は
り

第
一
奥
書
の
署
名
者
に
相
伝
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。

次
い
で
西
村
氏
は
前
者
の
推
定
に
よ
り
つ
つ
、

一
歩
を
進
め
ら
れ
、
こ

の
奥
書
中
の
「
権
別
当
法
印
」
を
、
顕
昭
の
弟
子
で
あ
り
、
顕
昭
か
ら
古

今
集
を
譲
ら
れ
、
あ
る
い
は
、
顕
昭
の
文
書
を
顕
昭
の
弟
子
印
雅
か
ら
そ

の
死
後
譲
ら
れ
た
石
清
水
第
三
十
三
代
別
当
宰
清
と
断
ぜ
ら
れ
、
幸
清
と

共
に
伝
授
さ
れ
た
人
物
は
、
本
書
真
名
序
末
の
奥
書
に
名
の
見
え
る
印
雅

で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。

西
村
氏
に
よ
り
、
奥
書
中
の
「
権
別
当
法
印
」
が
幸
清
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
く
、
更
に
、
前
者
の
推
定
に
よ
る
限
り
に

お
い
て
、
第
一
奥
書
の
署
名
が
印
雅
で
あ
る
可
能
性
も
高
く
な
ろ
う
。

す
る
と
、
本
書
の
書
写
者
は
印
雅
で
、
本
書
は
顕
昭
が
印
雅
に
授
け
た

原
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
(
人
間
関
係
、
伝
記
の
詳
細
は
西
村
氏
論
文

に
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
〉
。

但
し
、
右
の
推
定
に
は
、
果
た
し
て
奥
書
は
全
て
自
筆
か
と
い
う
疑
問

を
除
い
て
も
、
ま
だ
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
第
一
奥
書
が
印
雅
(
も
し
く
は
他
の
某
で
あ
っ
て
も
同
じ
〉
、

第
二
奥
書
が
顕
昭
と
す
れ
ぽ
、
何
故
第
三
奥
書
を
更
め
て
書
く
必
要
が
あ

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
体
い
か
な
る
理
由
で
、
同
時
に
他
の

人
物
に
も
伝
授
し
た
こ
と
を
書
き
加
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
も
右
の
推
定
に
よ
る
限
り
、
幸
清
の
名
は
ど
こ
に
も
表
わ
れ
て
い
な

い
の
で
「
権
別
当
法
印
」
と
名
を
記
さ
ぬ
の
も
唐
突
と
い
え
ば
唐
突
で
あ

る

こ
の
よ
う
な
書
き
方
が
あ
り
う
る
の
か
否
か
、
正
直
な
所
、
稿
者
に
は

判
断
が
つ
か
な
い
。

ま
た
、
同
時
に
伝
授
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
後
代
に
は
、
同
席

(
同
聴
〉
し
て
伝
授
を
受
け
る
と
い
う
形
式
が
あ
る
が
、
顕
昭
当
時
の
伝

授
形
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
推
測
の
限
り
で
は
な
く
、

し
か
も
、
こ
の
場
合
、
伝
授
さ
れ
る
古
今
集
は
二
部
必
要
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
同
時
の
伝
受
者
が
あ
る
こ
と
を
記
し
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、

第
三
奥
書
の
字
句
解
釈
の
疑
問
と
相
侯
っ
て
、
今
一
つ
不
審
な
し
と
し
な

い
点
が
あ
る
。

従
っ
て
、
稿
者
と
し
て
は
、
第
一
奥
書
の
署
名
を
印
雅
と
す
る
推
定
の

他
に
、
「
同
じ
」
権
別
当
法
印
に
授
け
奉
る
と
訓
む
後
者
の
場
合
に
よ
り
、

第
一
奥
書
の
抹
消
さ
れ
た
署
名
を
幸
清
と
す
る
可
能
性
を
も
留
保
し
た
い
。

こ
の
場
合
、
本
書
は
顕
昭
が
幸
清
に
伝
授
し
た
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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ま
た
、

一
歩
譲
っ
て
本
書
の
三
奥
書
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
筆
自
署
で
あ
る

こ
と
を
否
定
し
、
本
書
が
原
本
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
立
場
を
と
っ
た

と
し
て
も
、
本
書
の
書
写
年
代
の
古
さ
、
本
文
、
注
記
の
確
か
さ
か
ら
、

右
に
推
定
し
た
事
情
に
よ
り
成
立
し
た
原
本
に
極
め
て
追
い
関
係
に
あ
る

伝
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
ず
、
本
書
を
軸
に
顕
昭
本
本
文
を
考
え
る
こ
と

(
お
〉

に
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

な
お
、
真
名
序
末
の
奥
書
は
、
真
名
序
の
検
討
と
共
に
後
述
す
る
。

次
に
、
落
了
に
よ
る
本
文
の
欠
落
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

仮
名
序
冒
頭
よ
り
、
「
す
さ
の
お
の
み
F

こ
ま
で
一
了
欠
、
「
ト
ヨ
リ
ゾ
」

よ
り
存
。

巻
一
、
四
詞
書
冒
頭
よ
り
、
八
上
の
句
ま
で
一
丁
欠
、

「
カ
シ
一
フ
ノ
ユ
キ

ト
」
よ
り
存
。
こ
の
欠
丁
は
仮
名
序
の
欠
丁
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

巻
一
、
一
五
和
歌
冒
頭
よ
り
、
一
一
一
八
詞
書
ま
で
三
丁
欠
。
「
ト
モ
ノ
リ
」

よ

り
存
。
一
ニ
了
の
欠
落
の
中
、
最
初
の
一
丁
は
本
文
共
紙
表
紙
の
欠
落
に
対

応
、
次
の
二
了
は
左
の
欠
落
に
対
応
。

巻
二
、
一
一
一
一
一
一
下
の
句
よ
り
、
巻
三
、

一
四
国
上
の
句
ま
で
二
了
欠
、
「
コ

ハ
カ
リ
コ
ソ
」
よ
り
存
。

巻
末
一
裏
表
紙
二
J

欠。

次
に
排
列
と
異
本
歌
を
一
部
す
。
異
本
歌
は
朱
頭
書
し
て
、
入
る
べ
き
笛

所
を
示
し
て
い
る
。

異
本
歌
1
、
朱
頭
書
、
朱
線
朱
丸
で
八
O

ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同

じ)。見
ニ
合
或
本
-
有
一
一
此
苛
一

(墨〉

サ
ク
ラ
ノ
ハ
ナ
ノ
ヤ
リ
ミ
ヅ
ニ
チ
リ
ケ
ル
ヲ

貫
之

ユ
ク
ミ
ヅ
ニ
カ
ゼ
ノ
フ
キ
ク
ル
サ
ク
ラ
パ
ナ
キ
エ
ズ
ナ
ガ
ル
、
ユ
キ
カ

ト
ゾ
ミ
ル

此
奇
無
一
一
御
本
一
(
朱
)

異
本
歌
2
、
朱
脚
書
、
朱
線
朱
丸
で
八
一
ア
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同

じ)。或
本
有
ニ
此
帯
一
(
墨
)

ノ
ヒ
ム
ガ
シ
ノ
(
愚
一
)
(
剖
)

雲
林
院
一
一
マ
カ
リ
テ
サ
ク
ラ
ノ
チ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
メ
ル

ユ
キ
ト
ミ
テ
ヌ
レ
モ
ヤ
ス
ル
ト
サ
ク
ラ
パ
ナ
チ
チ
ル
ニ
タ
モ
ト
ヲ
カ
ヅ

キ
ツ
ル
カ
ナ

御
本
-
一
無
ハ
朱
)

=乙

八
一
一
一
、
八
六
、
八
四
、
八
五
、
八
台
の
排
列
と
な
り
、
「
御
木
次
第
如
ν
此
(
朱
ご
と

し
て
、
御
本
は
、
八
一
一
一
、
八
四
、
八
五
、
八
六
、
八
八
、
八
七
の
排
列
と
朱
線
朱
丸
で
指

一
部
(
諸
本
と
同
じ
)
。

一
五
月
五
一
一
一
の
排
列
と
な
る
(
諸
本
と
同
じ
)
。
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霊
園
、
一
一
吾
一
の
排
列
と
な
る
(
諸
本
と
同
じ
)
。

一一一宕、一一
5
穴
の
排
列
と
な
り
、
朱
線
朱
丸
で
御
本
は
、
一
一
一
史
、
一
2
0
七
の
排
列

で
あ
る
こ
と
を
指
示
、
一
一
百
六
に
「
御
本
此
奇
前
也
、
但
題
不
知
ト
並
ル
不
ν

得
ν
心
(
朱
〉
」
と
頭
書
(
諸
本
と
同
じ
〉
。

異
本
歌
3
、
朱
頭
書
、
四
四
六
ノ
次
を
朱
墨
重
書
の
丸
で
指
示
(
位
置
諸

本
と
同
じ
)
。

或
本
有
ニ
此
寄
-
(
墨
)

ク
レ
ノ
オ
モ

ツ
ラ
ユ
キ

コ
シ
ト
キ
ト
コ
ヒ
ッ
、
ヲ
レ
パ
ユ
フ
グ
レ
ノ
オ
モ
カ
ゲ
ニ
ノ
ミ
、
エ
ワ

タ
ル
カ
ナ

無
=
御
本
-
(
朱
)

異
本
歌
4
、
朱
頭
書
、
朱
線
朱
丸
で
四
五
六
ノ
次
を
指
示
〈
位
置
諸
本
と

同
じ
)
。
或
本
有
=
此
寄
-
(
墨
〉ミ
ヤ
コ
ベ
シ
マ

野

町

ヲ
キ
ノ
ヰ

伊
勢
語
(
墨
〉

オ
キ
ノ
ヰ
テ
ミ
ヲ
ヤ
ク
ヨ
リ
モ
ワ
ピ
シ
キ
ハ
ミ
ヤ
コ
ヘ
シ
マ
ノ
ワ
カ

ν

ナ
リ
ケ
リ

無
=
御
本
-
(
朱
)

異
本
歌
5
、
朱
頭
書
、
朱
線
朱
丸
で
四
六
一
ア
次
と
呉
一
一
ア
次
と
二
箇
所
を

指
示
、
異
一
プ
次
に
は
墨
左
合
点
、
四
六
古
ア
次
に
は
墨
右
合
点
を
付
す
(
諸

本
四
さ
プ
次
、
天
は
二
箇
所
を
指
示
、
合
点
な
し
)
。

或
本
有
(
墨
〉

ソ
メ
ド
ノ

オ
フ
シ
ノ
ア
ヤ
モ
チ

ア
ハ
タ

ウ
キ
ヨ
ヲ
パ
ヨ
ソ
メ
ト
ノ
ミ
モ
ノ
ガ
レ
ユ
ク
ク
モ
ノ
ア
ハ
タ
ツ
ヤ
マ
ノ

ブ
モ
ト
ニ

無
=
御
本
一
(
朱
)

こ
の
箇
所
、
前
稿
三
二
ー
一
一
一
頁
に
掲
げ
た
異
本
歌
一
覧
で
は
、
伏
天
と

も
に
他
の
諸
本
と
同
じ
く
、
四
六
一
プ
次
と
し
た
の
は
、
挿
入
記
号
の
見
落

し
で
、
右
の
如
く
、
空
ハ
ニ
ノ
次
、
四
六
一
一
ア
次
と
二
箇
所
を
示
し
て
い
る
。

特
に
本
書
は
、
四
六
エ
ノ
次
の
指
示
(
朱
丸
)
に
左
合
点
、
四
六
一
一
ア
次
の
指

示
(
同
じ
く
朱
丸
)
に
右
合
点
を
付
し
、
あ
る
本
で
は
四
穴
一
ア
次
、

あ
る

本
で
は
四
六
一
一
ア
次
に
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
覚
し
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
点
が
示
す
伝
本
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
知
る
よ

し
も
な
く
不
明
で
あ
る
。
「
ウ
キ
ヨ
ヲ
パ
」
は
清
輔
本
で
は
四
六
一
ア
次
、
俊

成
本
で
は
呉
一
一
ア
次
に
あ
る
が
、
本
文
に
付
さ
れ
た
合
点
の
比
較
か
ら
は
、

両
合
点
が
両
本
を
示
す
と
は
言
い
難
い
よ
う
で
あ
る
〈
右
合
点
は
俊
成
本

に
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
関
係
を
云
々
す
る
程
で
は
な
い
)
。

こ
の
排
列
に
付
さ
れ
た
両
合
点
に
注
目
す
る
と
、
先
の
一
一
5
六
、
一
色
包
の
御
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本
の
排
列
を
示
す
朱
丸
に
も
左
右
の
墨
合
点
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も

意
味
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
右
合
点
、
左
合
点
の

木
も
共
に
御
本
と
同
排
列
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

し
か
し
、

い
か
な
る
本
な
の
か
は
判
ら
な
い
。

異
本
歌
6
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
豆
一
三
ノ
次
を
指
示
(
位
置
天
理
顕
昭
本

と
の
み
一
致
、
清
報
本
、
里
山
川
本
は
五
一
ニ
一
プ
次
〉
。

有
ニ
他
本
一
(
墨
〉

オ
チ
夕
、
ギ
ツ
カ
ハ
セ
ニ
ナ
ピ
ク
ウ
タ
カ
タ
モ
オ
モ
ハ
ザ
ラ
メ
ヤ
コ
と
シ

キ
コ
ト
ヲ

無
=
御
本
一
(
朱
)

異
本
歌
7
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
穴
一
一
一
六
ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同
じ
)
。

有
-
一
他
本
一
(
墨
)

マ
ツ
ヒ
ト
モ
コ
ヌ
モ
ノ
ユ
ヱ
ニ
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
ナ
キ
ツ
ル
ハ
ナ
ヲ
、
リ
テ

ケ
ル
カ
ナ

無
z
御
本

(
朱
)

異
本
歌
8
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
六
四
九
ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同
じ
)
。

有
エ
或
本
一
(
墨
〉

ヨ
ミ
人
シ
ラ
ズ

ス
マ
ノ
ア
マ
ノ
シ
ホ
ヤ
キ
ゴ
ロ
モ
ナ
レ
ヌ
レ
パ
ウ
ト
ク
ノ
ミ
コ
ソ
ミ
エ

ワ
タ
リ
ケ

ν

無
=
御
本
一
ハ
朱
)

六
九
五
、
六
九
四
の
排
列
と
な
り
、
朱
線
朱
丸
で
御
本
は
、
六
九
四
、
完
耳
の
排
列

で
あ
る
こ
と
を
示
す
(
こ
の
排
列
、
清
輔
本
、
顕
昭
本
中
本
書
の
み
)
。

こ
の
排
列
は
本
書
の
み
で
あ
り
、
本
書
と
近
し
い
関
係
に
あ
る
天
理
顕

昭
本
も
、
穴
九
回
、
六
九
五
の
排
列
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
書
き
誤
っ
て
、

正
し
い
排
列
に
訂
正
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
訂
正
が
朱

線
で
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、

一
概
に
書
き
誤
り
の
訂
正
と
も
言
い
難
い
。

し
か
も
、
六
九
五
、
交
四
の
排
列
は
花
山
法
皇
御
本
(
志
香
須
賀
文
庫
本
〉
、

基
俊
本
に
も
見
え
て
お
り
、
必
ず
し
も
誤
り
と
は
言
え
な
い
。
本
書
の
み

こ
の
排
列
を
と
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

異
本
歌
9
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
六
九
八
ノ
次
を
指
示
(
位
置
、
天
理
顕
昭

本
、
黒
川
本
と
一
致
、
他
の
諸
本
は
六
九
七
ノ
次
、
但
、
静
嘉
堂
寛
親
木
は

五
六
四
ノ
次
)
。

ツ
ラ
ユ
キ

ミ
チ
シ
ラ
パ
ツ
ミ
ニ
モ
ユ
カ
ム
ス
ミ
ノ
エ
ノ
キ
シ
ニ
オ
フ
テ
フ
コ
ヒ
ワ

ス
レ
グ
サ

無
=
御
木
-
(
朱
)

七
一
九
書
き
落
し
、
小
字
補
入
。

具
本
歌
山
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
喜
一
九
ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同
じ
〉
。
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別
(
墨
〉

マ
ナ
ヅ
ル
ノ
ア
シ
ゲ
ノ
コ
マ
ヤ
ナ
ガ
ヌ
シ
ノ
ワ
ガ
マ
ヘ
ユ
カ
パ
ア
ユ
ミ

ト
ご
マ

ν

無
=
御
本
自

(
朱
)

七
五
一
重
複
書
写
。
後
の
方
に
墨
合
点
を
付
し
、
抹
消
の
意
を
表
わ
す
。

異
本
歌
口
、

ロ
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
韮
一
ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と

同
じ
〉
。

ア
メ
ノ
ミ
カ
ド
ノ
ア
フ
ミ
ノ
ウ
ネ
ベ
ニ
タ
マ
ヒ
ケ
ル

イ
ヌ
ガ
ミ
ヤ
ト
コ
ノ
ヤ
マ
ナ
ル
イ
サ
ラ
ガ
ハ
イ
サ
ト
コ
タ
ヘ
ヨ
ワ
ガ
ナ

モ
ラ
ス
ナ

ウ
ネ
ベ
御
カ
ヘ
シ

ヤ
マ
シ
ナ
ノ
オ
ト
ハ
ノ
ヤ
マ
ノ
オ
ト
ニ
ダ
ニ
ヒ
ト
ノ
シ
ル
ベ
ク
ワ
ガ
コ

ヒ
メ
ヤ
ハ

両
首
無
=
御
本
-
(
朱
)

異
本
歌
目
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
七
五
包
ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同
じ
〉
。

有
=
或
本
-
(
墨
)

ソ
ト
ホ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
カ
ド
ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
ウ
タ

ト
コ
シ
へ
ニ
キ
ミ
モ
ア
へ
ム
ヤ
イ
ソ
ナ
ト
リ
オ
キ
ノ
タ
マ
モ
、
ヨ
ル
ト

無
=
御
本
-
〈
朱
)

異
本
歌
M
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
七
五
九
ノ
次
を
指
示
(
天
理
顕
昭
本
と

致
、
他
の
諸
本
は
皇
八
ノ
次
)
。

有
=
或
本
-
(
墨
)

コ
ト
デ
シ
ハ
タ
レ
ナ
ク
ニ
ヲ
ヤ
マ
ダ
ノ
ナ
ハ
シ
ロ
ミ
ヅ
ノ
ナ
カ
ヨ
ド
ミ

ス
ル

異
本
歌
目
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
七
さ
で
ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
木
と
同
じ
)
。

有
=
或
本
-
(
墨
)

ト
シ
フ
レ
パ
コ
、
ロ
ヤ
カ
ハ
ル
ア
キ
ノ
ヨ
ノ
ナ
ガ
キ
モ
シ
ラ
ズ
ワ
レ
ハ

ナ
ニ
ド
キ

無
-
一
御
本
-
(
朱
〉

以
上
の
排
列
並
に
異
本
歌
の
中
、
六
九
五
、
六
九
四
の
排
列
の
よ
う
に
、
本
書

独
自
で
必
ず
し
も
誤
り
と
は
言
え
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
何
と
言
っ
て
も

注
目
す
べ
き
は
、
異
本
歌
6
、
9
、
凶
と
三
首
も
そ
の
指
示
す
る
箇
所
が

清
輔
本
諸
本
と
異
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
位
置
が
一
首
前
後
す
る
の
み
で
あ
る
の
で
、
異
本

歌
を
頭
書
形
式
に
改
め
た
際
の
単
純
な
誤
り
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
が
、

六
九
五
、
六
九
四
の
排
列
が
花
山
法
皇
御
本
(
志
香
須
賀
文
庫
本
〉
、
基
俊
本
と

一
致
す
る
他
、
異
本
歌
6
を
五
一
一
一
一
ノ
次
に
置
く
伝
本
と
し
て
は
関
戸
家
本

が
、
異
本
歌
9
を
六
九
八
ノ
次
に
置
く
伝
本
と
し
て
は
基
俊
本
、

永
暦
二
年
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俊
成
本
(
墨
滅
歌
〉
が
あ
り
、
異
本
歌
け
は
を
除
い
て
他
の
諸
本
に
同
様
の

例
が
見
出
せ
る
点
、
単
な
る
誤
り
と
は
一
概
に
断
ぜ
ら
れ
な
い
。

更
に
、
異
本
歌
5
に
四
六
一
ア
次
、
四
六
一
一
ア
次
の
二
箇
所
の
位
置
が
指
示
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
左
合
点
、
右
合
点
が
付
さ
れ
、
伝
本
に
よ
り
位
置
が

異
な
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
点
を
示
唆
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
顕
昭
は
異
本
歌
の
位
置
に
つ
い
て
、
清
輔
本
を
そ
の
ま
ま
踏

襲
せ
ず
に
別
の
資
料
も
用
い
、
複
数
伝
本
の
比
校
を
行
っ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

顕
昭
が
そ
の
際
資
料
と
し
て
用
い
た
伝
本
に
つ
い
て
は
、
本
文
、
傍
書

に
加
え
ら
れ
た
合
点
の
依
拠
し
た
伝
本
と
と
も
に
、
現
在
で
は
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
得
な
い
が
、
何
れ
に
せ
よ
、
顕
昭
が
清
輔
本
に
増
注
し
た
り
、

誤
り
を
訂
正
す
る
の
み
で
は
な
く
、
他
の
伝
本
も
参
考
に
し
て
、
自
ら
の

判
断
で
手
直
し
を
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

右
の
点
が
一
段
と
明
瞭
に
な
る
の
は
真
名
序
本
文
で
あ
る
。

顕
昭
は
保
元
二
年
本
の
真
名
序
と
そ
れ
に
付
さ
れ
て
い
た
勘
物
は
採
用

せ
ず
、
本
文
、
注
と
も
に
新
た
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
真
名
序
本
文
の

比
較
は
後
に
す
る
と
し
て
、
本
書
の
奥
書
中
、
ま
だ
言
及
し
て
い
な
か
っ

た
真
名
序
末
に
あ
る
朱
書
奥
書
に
注
目
し
た
い
。
念
の
た
め
再
記
す
る
と

左
記
の
如
く
で
あ
る
。

或
本
云
、
花
山
法
皇
御
本
也
、
於
一
一
関
向
殿
撰
和
寄
所
一
校
ニ
貫
之
自

筆
本
一
畢
、
子
ν
時
長
元
第
八
秋
也
一
訟
を
、

以
一
一
書
写
本
二
校
了
、
考
物
朱
付
井
注
等
同
以
校
ニ
合
之
一

僧
印
雅

前
半
、
長
一
万
八
年
の
奥
書
は
基
俊
本
の
元
奥
書
と
さ
れ
る
も
の
と
ほ
ぼ

同
一
で
あ
り
、
後
半
の
奥
書
の
署
名
者
印
雅
は
既
述
の
如
く
、
顕
昭
の
弟

子
で
そ
の
死
後
、
文
書
を
相
続
し
た
人
物
で
あ
り
、
更
に
本
書
そ
の
も
の

を
顕
昭
か
ら
伝
授
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば

書
写
者
で
も
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

さ
て
、
長
元
八
年
の
奥
書
は
恐
ら
く
基
俊
本
よ
り
転
記
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
奥
書
は
、
真
名
序
の
み
に
係
わ
る
と
す
る

の
が
順
当
で
あ
ろ
う
(
こ
の
考
え
方
は
、
既
に
「
解
題
」
に
示
唆
さ
れ
て

い
る
)
。
真
名
序
を
有
す
る
古
今
集
は
平
安
時
代
に
於
て
は
必
ず
し
も
多
く
は
な

く
、
俊
成
本
が
基
俊
本
に
よ
っ
て
真
名
序
を
加
え
、
そ
れ
が
定
家
本
に
引

き
継
が
れ
た
こ
と
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
顕
昭
が
同
じ
く
基
俊
本
よ
り
真
名

序
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
次
の
印
雅
の
奥
書
は
、
真
名
序
の
み
に
係
わ
る
と
考
え

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
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何
故
な
ら
ば
、
「
考
物
朱
付
井
注
等
同
以
校
=
合
之
乙
と
あ
る
が
、
真
名

序
に
は
朱
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
仮
名
序
や
本
文
も
含
む
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
場
合
、
真
名
序
と
長
元
八
年
の
奥
書
が
一
具
で
、
印
雅

の
奥
書
は
真
名
序
を
含
め
、
古
今
集
全
体
の
勘
物
や
注
記
に
係
っ
て
い
る

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

印
雅
の
奥
書
が
こ
こ
に
存
す
る
の
は
、
注
を
必
要
と
す
る
古
今
集
本
体

は
こ
こ
ま
で
で
、
以
下
は
奥
書
や
目
録
の
み
と
い
う
意
味
な
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
勿
論
、
書
写
と
伝
授
に
関
わ
る
建
永
元
年
の
奥
書
は
末
尾
に
改

め
て
書
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
右
の
よ
う
に
考
え
来
る
と
、
本
書
の
真
名
序
本
文
は
基
俊
本
に

よ
っ
て
お
り
、
保
元
二
年
清
輔
本
の
真
名
序
と
は
本
文
を
異
に
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
予
測
が
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
比
較
の
結
果
は
、
後

に
示
す
よ
う
に
、
本
書
の
真
名
序
は
保
元
二
年
本
の
真
名
序
本
文
と
異
同

が
多
く
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
本
書
の
真
名
序
本
文
は
、
果
た
し
て
先
に
推
測
し
た

よ
う
に
、
基
俊
本
よ
り
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問

が
生
ず
る
。

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
実
は
困
難
で
あ
る
。
何
故
な
ら
本
書
と

比
較
す
べ
き
基
俊
本
の
真
名
序
本
文
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
基
俊

本
の
真
名
序
を
採
用
し
た
と
す
る
俊
成
本
、
定
家
本
の
真
名
序
が
底
本
本

文
の
原
形
を
ど
の
程
度
保
っ
て
い
る
か
が
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
両
本
の

真
名
序
以
外
の
本
文
が
新
院
御
本
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
俊
成
、

定
家
が
明
言
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
の
忠
実
度
に
は
、
な
お

疑
問
の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
真

名
序
も
同
様
で
な
い
と
い
う
証
拠
は
存
在
し
な
い
。

そ
れ
で
は
、
黒
川
本
の
真
名
序
に
比
校
さ
れ
て
い
る
基
俊
本
(
女
本
〉

の
本
文
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
黒
川
本
は
稿
者
未
見
で
あ
る
が
、
黒
川
本

は
そ
れ
に
校
合
さ
れ
た
基
俊
本
の
本
文
を
示
す
た
め
、
久
曽
神
氏
著
書
資

料
編
上
に
基
俊
本
と
の
校
合
を
本
行
化
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
真

名
序
の
部
分
を
見
る
と
僅
か
一
箇
所
し
か
基
俊
本
と
の
校
合
が
な
さ
れ
て

、:、コ
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従
っ
て
こ
れ
に
よ
っ
て
、

一
応
、
基
俊
本
の
真
名
序
本
文
を
推
定
出
来

る
と
と
も
に
、
顕
昭
本
で
あ
る
黒
川
本
の
真
名
序
本
文
を
も
ほ
ぼ
知
る
こ

と
が
出
来
る
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
如
何
と
も
し
難
い

矛
盾
に
逢
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

実
は
、
稿
者
は
初
め
、
黒
川
本
の
真
名
序
に
僅
か
一
箇
所
の
校
異
し
か

な
い
こ
と
を
以
て
、
顕
昭
本
の
真
名
序
が
基
俊
本
の
真
名
序
に
よ
っ
て
い
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る
証
と
な
る
と
考
え
た
(
前
稿
六
七
頁
)
。

つ
ま
り
、

黒
川
本
に
は
、

末
尾
に
花
山
法
皇
御
本
に
か
か
わ
る
奥
書
が

一
一
つ
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
基
俊
本
か
ら
真
名
序
を
採
用
し
、
別
の
機
会

に
再
校
合
し
た
た
め
、
殆
ん
ど
校
異
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
右
の
想
定
は
崩
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
予
期

に
反
し
て
、
黒
川
本
の
真
名
序
本
文
は
、
本
書
や
天
理
顕
昭
本
の
真
名
序

本
文
(
こ
の
両
者
は
酷
似
し
て
い
る
)
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

そ
の
異
同
の
状
況
は
全
く
系
統
を
異
に
す
る
と
一
一
一
一
口
う
程
で
は
な
い
が
、

や
は
り
微
妙
に
異
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

抽
象
的
な
記
述
が
続
く
が
、
具
体
例
は
後
述
の
校
異
に
譲
る
と
し
て
、

大
き
く
言
っ
て
、
保
元
二
年
本
で
あ
る
尊
経
閣
文
庫
本
と
伏
見
宮
旧
蔵
一

本
(
後
半
欠
)
は
、
や
や
前
者
に
独
自
異
文
が
目
立
つ
も
の
の
明
ら
か
に

同
一
系
統
で
あ
る
。

次
い
で
、
本
書
と
天
理
顕
昭
本
も
極
め
て
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
更
に
、

俊
成
本
(
昭
和
切
を
使
用
〉
と
定
家
本
(
梅
沢
本
を
使
用
)
も
よ
く
似
て

い
る
。こ

の
二
本
ず
つ
の
三
組
を
比
較
す
る
と
三
者
三
様
で
あ
り
、

し
か
も
三

者
が
全
く
別
々
の
本
文
を
有
す
る
と
言
う
よ
り
、
二
組
が
一
致
し
、

子旦

の
み
が
別
本
文
と
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
二
ニ
者
の
真
名
序
本
文
が

何
ら
か
の
形
で
接
触
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
す
ら
起
り
、
こ

れ
を
以
て
何
ら
か
の
結
論
を
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
予
想
し
た
顕
昭
本
と
俊
成
本
、
定
家
本
の
真
名
序
本
文
の
一
致

は
全
く
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
目
立
つ
程
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
判
明

す
る
の
で
あ
る
。

更
に
こ
の
三
者
三
様
の
中
に
、
黒
川
本
の
真
名
序
を
加
え
て
比
較
す
る

と
、
ま
ず
予
想
外
で
あ
る
の
は
、
黒
川
本
の
真
名
序
本
文
が
本
書
や
天
理

顕
昭
本
の
そ
れ
と
余
り
一
致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
一
致
し
な
い
内
訳
は
か
な
り
微
妙
で
あ
り
、
全
然
別
系
統
と
い
う

程
で
も
な
く
、

か
と
一
一
一
一
口
っ
て
、
同
一
系
統
と
は
到
底
認
め
難
い
ほ
ど
異
同

が
あ
り
、
保
元
二
年
本
に
一
致
す
る
場
合
と
本
書
に
一
致
す
る
場
合
が
相

半
ば
し
、
独
自
の
本
文
の
場
合
も
あ
る
と
言
っ
た
具
合
で
あ
る
〈
結
果
的

に
黒
川
本
は
本
書
よ
り
は
保
元
二
年
本
に
や
や
近
い
)
。

以
上
の
よ
う
な
真
名
序
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
先
の
予
想
、

つ
ま
り
、

本
書
の
真
名
序
は
基
俊
本
よ
り
取
り
入
れ
ら
れ
、
従
っ
て
、
同
じ
く
基
俊

本
系
の
真
名
序
を
有
す
る
俊
成
木
、
定
家
本
と
近
し
い
本
文
を
有
す
る
は

ず
で
あ
る
と
す
る
見
方
は
頓
挫
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
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そ
も
そ
も
、
顕
昭
本
の
真
名
序
相
互
に
見
逃
し
難
い
本
文
の
異
同
が
あ

つ
て
は
、
推
論
の
立
て
よ
う
が
な
い
。

た
だ
、
本
書
に
お
い
て
は
、
真
名
序
が
、
巻
二
十
巻
末
に
引
続
き
、
保

元
二
年
奥
書
よ
り
前
に
書
写
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
黒
川
本
は
、
巻
二

十
巻
末
に
保
元
二
年
清
輔
奥
書
・
平
治
二
年
追
識
語
と
出
典
別
目
録
が
あ

り
、
し
か
る
後
に
、
真
名
序
、
長
元
八
年
奥
書
、
顕
昭
識
語
、
康
和
二
年

基
俊
奥
書
、
長
元
八
年
奥
書
と
類
似
の
無
年
記
奥
書
と
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
〈
西
下
氏
著
書
一
五
五
l
八
頁
、
久
曽
神
氏
著
書
研
究

編
二
八
、
九
五
頁
参
照
)
、
明
ら
か
に
両
本
は
真
名
序
の
位
置
が
異
っ
て

お
り
、
顕
昭
本
の
中
で
も
、
少
な
く
と
も
真
名
序
に
関
し
て
は
、
差
し
替

え
や
位
置
の
変
更
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
本
文
の
異
同
も
そ

れ
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
未
見
の
黒
川
本
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
臆
測
を
重
ね
る
の

は
本
意
で
は
な
く
、
以
下
に
異
同
を
示
し
て
後
考
を
侯
ち
た
い
。

し
か
し
、
い
さ
さ
か
未
練
を
こ
め
て
ゴ
一
目
す
れ
ば
、
本
書
の
伝
来
の
確

か
さ
、
本
文
の
善
さ
を
考
慮
す
る
と
本
書
の
真
名
序
本
文
が
基
俊
本
(
も

し
く
は
そ
れ
を
湖
る
花
山
法
皇
御
本
系
の
伝
本
〉
に
依
拠
し
て
い
る
と
す

る
想
定
に
も
依
然
と
し
て
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

以
下
略
号
を
用
い
て
主
要
な
校
異
を
示
す
。
略
号
は
従
来
用
い
て
き
た
、

保
元
二
年
本
(
尊
、
伏
一
)
、
顕
昭
本
(
伏
、
天
、
黒
〉
の
他
に
、
俊
成

本
昭
和
切
(
昭
)
、
定
家
本
梅
沢
本
(
梅
)
を
使
用
す
る
。
黒
、
昭
は
久

曽
神
氏
著
書
資
料
編
に
、
梅
は
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
両
氏
編
『
古
今
集

校
本
』
(
昭
臼
刊
)
に
よ
っ
た
。
な
お
、
久
曽
神
氏
著
書
は
、
「
歌
」
と

「
寄
」
、
「
体
」
と
「
鉢
」
を
区
別
し
て
い
な
い
の
で
、
本
校
異
に
限
り
区

別
し
な
い
。
ま
た
、
訓
点
等
も
省
略
す
る
。

表
題
な
し
(
尊
伏
一
黒

)
i古
今
倭
詩
集
序

紀
淑
望
(
伏
〉

l
古
今

和
詩
集
序

紀
淑
望
(
天
)
!
古
今
和
歌
集
序

紀
淑
望
(
昭
梅
)

夫
倭
歌
(
尊
伏
一
〉

l
夫
倭
歌
者
(
伏
)
|
夫
和
歌
者
(
天
黒
梅
〉
|

夫
倭
詩
者
(
昭
)

彰

欺

彰

或

一
詠
形
於
一
言
(
尊
〉
|
詠
形
於
号
一
口
(
伏
一
)
!
詠
形
於
一
一
一
日
(
伏
天
黒
昭
梅
〉

其
詞
楽
(
尊
伏
一
伏
天
黒
)
|
其
声
楽
(
昭
梅
)

素
謹
烏
尊
(
尊
伏
一
黒
〉

l
素
斐
烏
尊
(
伏
天
昭
梅
)

三
十
一
字
之
詠
(
尊
〉

l
有
三
十
二
子
之
詠
〈
伏
一
伏
天
黒
昭
梅
〉

今
返
歌
〈
尊
伏
一
黒
〉
|
今
反
寄
(
伏
天
昭
梅
)

通
情
者
ハ
尊
伏
一
昭
梅
〉
!
通
情
者
也
〈
伏
天
〉
|
通
情
也
(
黒
)

内
マ
マ
一
v

欝
(
尊
)
|
静
寂
一
〉
『
|
換
頭
(
伏
天
皇
む
|
旋
歌
(
昭
〉
!

旋
頭
(
梅
〉

至
如
(
尊
伏
一
昭
梅

ν
1歪
子
如
ハ
伏
天
黒
)
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難
波
津
込
山
~
(
尊
伏
一

v
i難
波
津
之
什
(
伏
天
黒
昭
梅
〉

上
古
之
歌
(
尊
伏
一
伏
黒

)
i上
古
之
詩
ハ
天

)
l上
古
歌
(
昭
梅
)

諮

歎

語

或

古
質
之
排
!
(
尊
〉
|
古
質
之
斡
(
伏
一
)
|
古
質
之
炉
ハ
伏
〉

l
古
質

之
語
(
天
昭
梅
〉
!
古
質
之
体
〈
黒
)

教
戒
之
端
(
尊
伏
一
昭
梅
〉
!
教
誠
之
端
(
伏
天
黒
)

古
之
天
子
(
尊
伏
一
伏
天
黒
〉
!
古
天
子
(
昭
梅
)

官
邸
之
字
(
尊
伏
一
黒
昭
梅
〉
!
漢
家
之
許
(
伏
天
〉

，
他
我
日
域
之
俗
〈
尊
〉

i
化
我
日
域
之
俗
〈
伏
一
伏
天
黒
昭
梅
〉

(

お

〉

並

或

有
山
辺
赤
人
者
井
倭
歌
之
仙
也
(
尊
〉

l
有
山
辺
赤
入
者
井
倭
歌
之
仙

也
(
伏
一
〉

i
有
山
辺
赤
入
者
弁
和
寄
之
仙
也
(
伏
黒
)
!
有
山
辺
赤
人

者
井
和
詞
之
仙
也
(
天
〉

l
有
山
辺
赤
人
者
並
和
歌
仙
也
〈
昭
梅
〉

薄
或

涜
醜
(
尊
伏
一

)
l漉
醗
(
伏
天
黒
〉

i
漉
滴
(
昭
梅
)

以

皆
以
落
(
尊
伏
一
黒
〉
|
皆
落
(
伏
天
梅
)
!
皆
。
落
(
昭
)

其
華
独
以
栄
〈
尊
伏
一
〉

l
其
花
独
栄
(
伏
天
)
!
其
花
独
以
栄
〈
黒
)

|
其
乾
野
(
昭
〉

l
其
華
孤
栄
(
梅
〉

以
之
(
尊
伏
一
〉

l
以
此
〈
伏
天
黒
昭
梅
〉
持
ニ
箇
所
共
同
じ
。

一
本
而
己

二
三
人
而
己
(
尊
伏
一
伏
天
黒

)
l二
三
人
。
(
昭
)
l一
一
一
一
一
人
(
梅
)

華
山
僧
正
〈
尊
伏
一
昭
梅
〉
!
花
山
僧
正
(
伏
天
黒
)

其
歌
華
而
ハ
尊
伏
一
〉

l
其
詞
甚
華
而
(
伏
天

)
l其
体
花
而
(
黒
〉

ー
然
其
詞
華
而
(
昭
梅
〉

以
下
伏
一
は
落
了
。

「
文
屋
康
秀
詞
物
然
」
J
文
林
巧
詠
物
」
(
尊
〉

i
文
林
巧
詠
物
(
伏
天

黒〉

l
文
琳
巧
詠
物
(
昭
梅
〉

尊
は
二
通
り
の
文
を
連
記
す
る
形
で
あ
る
。

其
体
近
俗
也
ハ
尊
伏
天
〉
|
其
体
近
俗
(
黒
昭
梅
)

詞
長
戦
瞬
静
(
尊
〉
|
其
詞
甚
華
麗
而
(
伏
天
昭
)
!
詞
甚
花
麗
而

(
黒
〉
|
其
詞
華
麗
市
(
梅
〉

大
伴
黒
主
歌
(
尊
黒
)
!
大
伴
黒
主
之
寄
(
伏
梅
)
!
大
伴
黒
主
之
詩

〈
天
昭
)

息
花
前
也
〈
尊
黒
昭
梅
)
!
息
花
前
(
伏
天
)

姓
氏
〈
尊
里
山
)
l氏
姓
(
伏
天
昭
梅
)

為
島
(
尊
〉
|
為
本
(
伏
天
黒
)
i為
基
(
昭
梅
)

不
知
歌
趣
(
尊
伏
黒

)
l不
知
詩
趣
(
天

)
l不
知
歌
之
趣
ハ
昭
〉

i

和

不
知
。
歌
之
趣
ハ
梅
)

和

或

或

不
用
倭
歌
(
尊
黒
)
!
不
用
詠
寄
(
伏

)
i不
用
詠
謂
(
天
)
!
不
用

本
然
詠
字

一
詠
和
帯
ハ
昭
〉
!
不
用
詠
和
歌
(
梅
〉

将
相
ハ
尊
伏
天
黒
〉

i
相
将
〈
昭
梅
)

富
蝕
(
尊
昭
梅
〉

l
富
能
ハ
伏
天
黒
〉
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滅
世
上
ハ
尊
昭
梅
〉
!
滅
於
世
上
ハ
伏
天
黒
)

後
輩
(
尊
伏
天
黒
〉

l
後
世
〈
昭
梅
)
通

義
通
神
明
也
(
尊
伏
天
黒

)
1義
憤
神
明
也
(
昭
〉

l
義
憤
神
明
也

(梅〉其
間
(
尊
伏
天
黒

)
l其
後
(
昭
梅
〉
公
イ

野
相
公
(
尊
伏
天
黒
)
|
野
宰
相
。
(
昭
〉

l
野
宰
相
(
梅
〉

雅
情
(
尊
〉
|
軽
情
(
伏
天
烈
梅

)
l
K時
(
昭
)

以
イ

皆
依
他
才
(
尊
黒
〉

l
皆
依
他
才
(
伏
天
〉

i
皆
以
他
才
(
昭
梅
〉

由
}
・
本

由
斯
道
(
尊
)
!
以
斯
道
(
伏
天
黒
梅
)
l以
斯
道
(
昭
)

階
下
御
宇
九
載
(
尊
)
!
伏
惟
陛
下
御
宇
子
今
九
載
ハ
伏
天
黒
)
|
伏

字

惟
陛
下
御
天
下
子
今
九
載
(
昭
〉
|
陛
下
御
宇
子
今
九
載
〈
梅
〉

秋
津
嶋
(
尊
里
山
)
!
秋
津
洲
(
伏
天
昭
梅
〉

砂
長
巌
(
尊
〉
|
沙
長
為
巌
(
伏
天
)
|
砂
長
為
巌
〈
黒
昭
〉

l
砂
長

為
。
巌
(
梅
)

前
甲
斐
少
目
(
尊
伏
天
黒
梅
)
!
前
甲
斐
小
目
(
昭
)

左
衛
門
府
生
(
尊
)
1右
衛
門
府
生
(
伏
天
黒
昭
梅
)

。
重
有
詔
(
尊
)
l日
続
万
葉
集
於
是
重
有
詔
(
伏
天
昭
梅

)
l於
是

日
続
万
葉
集
於

重
有
詔
(
黒
〉

名
目
古
今
集
(
尊
伏
天
黒
)
1名
目
古
今
和
歌
集
(
昭
梅
〉

況
乎
(
尊
伏
天
黒
〉

1

況
哉
(
昭
梅
〉

人
丸
〈
尊
梅
〉

l
人
麻
呂
〈
伏
天
〉

i
人
麿
〈
黒
昭
〉

四
月
十
八
日
(
尊
伏
天
黒
)
!
四
月
十
五
日
(
昭
梅
〉

真
名
序
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
の
で
く
り
返
さ
な
い
が
、

勘
物
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
本
書
と
天
理
顕
昭
本
の
勘
物
は
保
元
二
年

本
(
尊
経
閣
文
庫
本
、
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
〉
の
勘
物
(
両
本
は
一
致
す
る
〉

と
は
全
く
異
な
り
、
顕
昭
に
よ
っ
て
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
(
訓
み
も
一
致
し
て
い
な
い
〉
。
つ
ま
り
、
仮
名
序
、
本
文
に
お
い
て
、

基
本
的
に
清
輔
本
の
勘
物
に
従
い
、
し
か
る
後
に
手
を
加
え
て
い
る
の
と

は
そ
の
方
法
が
異
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
真
名
序
本
文
が
い
か
な
る
本
よ
り
採
り
入
れ
ら
れ
た
に

せ
よ
、
本
文
を
更
め
た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
次
に
、
真
名
序
以
外
の
本
書
の
勘
物
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

既
に
く
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
(
及
び
里
山
川
本
)
に
は
保

元
二
年
清
輔
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
顕
昭
本
は
保
元
二
年
本

を
底
本
と
し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
見
解
は
基
本
的
に
は
正
し
い

と
認
め
ら
れ
る
。

勘
物
の
比
較
か
ら
も
、
顕
昭
本
が
保
元
二
年
本
の
勘
物
を
発
展
さ
せ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
顕
昭
は
自
ら
古
今
集
の
証
本
を
作
る
に
当
っ
て
、
無

条
件
に
保
元
二
年
本
に
依
拠
せ
ず
、
他
本
も
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

真
名
序
が
、
本
文
、
訓
み
、
勘
物
何
れ
も
保
元
二
年
本
を
踏
襲
せ
ず
、

面
白
を
一
新
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
一
例
で
あ
る
。

一
方
、
比
較
的
忠
実
に
保
元
二
年
本
に
拠
っ
て
い
る
仮
名
序
、
本
文
の

勘
物
に
も
独
自
の
点
が
あ
る
。

作
者
勘
物
に
つ
い
て
は
、
既
に
屡
々
述
べ
て
い
る
の
で
く
り
返
さ
な
い

が
、
入
集
歌
数
が
省
略
さ
れ
て
い
る
他
、
記
述
に
簡
略
化
と
増
補
、
双
方

が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
入
集
歌
数
の
有
無
を
除
け
ば
、
大
き
な
手

直
し
は
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
以
外
の
勘
物
に
つ
い
て
は
、
踏
襲
、
増
補
と
い
う
基
本
は
崩
し
て

、何人、、、冶、

し
ゅ
ん
、

I
V

カ

一
部
に
宮
本
家
本
と
一
致
す
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。
以
下

に
そ
の
例
を
示
す
。

仮
名
序
「
カ
キ
ノ
モ
ト
ノ
ヒ
ト
マ
ロ
」

宮人
丸
大
宝
元
年
文
武
天
皇
幸
一
一
都
町
一
之
時
麗
従
之
出
庇
叫

畏人
丸
大
宝
元
年
文
武
天
皇
宰
ニ
磐
代
一
之
時
庖
従
之
出
見
ニ
或
物
一
、
又
如
ニ

万
葉
集
一
文
武
幸
一
一
吉
野
宮
}
之
時
庖
従
之
由
見
ν
之
、
従
ニ
持
統
御
時
一
至
-
一

聖
武
御
時
一
マ
デ
五
代
之
間
祇
候
之
由
又
見
=
万
葉
一
品
、
此
以
前
以
後
ハ
不

祥
、
赤
人
叉
同
時
之
由
見
云
L

尊人
丸
、
従
ニ
持
統
御
時
一
至
=
聖
武
御
時
二
デ
五
代
之
間
〔
祇
候
〕
之
由

見
ニ
万
葉
集
一
、
此
以
前
以
後
ハ
不
ν
詳
、
赤
人
叉
同
時
由
見
ν
之

伏人
丸
大
宝
元
年
文
武
天
皇
幸
=
石
代
-
之
時
属
従
之
由
見
=
或
物
-
、
人
丸

従
=
持
統
御
時
-
至
一
一
聖
武
御
時
一
五
代
之
聞
紙
候
之
由
見
一
一
万
葉
集
一
、
此
以

前
以
後
ハ
不
レ
詳
、
赤
人
叉
同
時
之
由
見
ν
之

同
「
チ
ウ
タ
ハ
タ
マ
キ
」

宮和
寄
千
一
百
一
首
也
、
付
=
云
吉
-
云
=
千
帯
一
欺
、
但
射
山
御
本
ニ
ハ
千

九
十
五
首
也
、
件
本
貫
之
自
筆
云
ミ

(
以
下
朱
)
此
外
他
本
寄
十
五
首
書
入
ラ
レ
タ
リ

目究凡
和
詩
千
百
首
也
、
而
ヲ
千
奇
廿
巻
之
条
不
審
、
筋
ν
筆
テ
書
レ
之
欺
、

但
或
説
-
一
貫
之
自
寄
ヲ
不
ν

入
テ
千
首
撰
上
、
而
後
貫
之
寄
九
十
九
首
ヲ
依
ニ

勅
点
一
追
ニ
入
之
一
一
で
、
如
-
一
目
録
『
千
九
十
九
首
也
、
恋
第
一
無
名
寄
一
首

過
上

q
u
 



尊凡
歌
千
百
首
也
、
市
ち
う
た
廿
巻
之
条
不
審
、
如
ν
此
事
必
も
不
ν
称
=

定
数
-
敗
、
付
ν
筆
書
欺
、
但
或
説
云
、
貫
之
自
歌
ヲ
不
ν
入
撰
=
上
千
首
-
、

而
後
貫
之
寄
九
十
九
首
ヲ
依
=
勅
点
-
追
=
入
之
二
で
、
如
エ
目
録
-
千
九
十

九
首
也

伏和
歌
千
一
百
一
首
也
、
付
=
云
吉
-
書
=
千
歌
一
敗
、
但
射
山
御
本
二
千

九
十
五
首
也
、
件
本
貫
之
自
筆
云
見
、
但
或
説
云
、
貫
之
自
寄
ヲ
不
ν
入
撰
=

上
千
首
一
、
雨
後
貫
之
寄
九
十
九
首
ヲ
依
二
勅
点
-
追
=
入
之

h
t
、
如
=
目

録
司
千
九
十
九
首
也

〈
以
下
朱
〉
此
外
他
本
寄
十
五
首
書
入
ラ
レ
タ
リ

以
上
が
仮
名
序
の
勘
物
中
、
本
書
が
保
元
二
年
本
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
せ

ず
、
宮
本
家
本
の
勘
物
を
採
用
し
た
り
並
記
し
た
例
で
あ
る
。

本
文
に
お
い
て
も
同
様
の
例
が
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
前
稿
で
も
問
題

と
し
た
、
各
巻
巻
頭
の
歌
数
表
示
に
つ
い
て
も
比
較
検
討
す
る
。

巻
一
巻
頭
の
歌
数
表
示
は
諸
本
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

宮春
上
六
十
八
首

憂

歌
六
十
八
首
、
比
中
返
寄
一
と

尊歌
六
十
八
首
、
此
中
返
歌
一
ふ

天
(
伏
欠
丁
)

春
上
六
十
八
首

次
は
巻
二
の
表
示
で
あ
る
。

宮春
下
六
十
六
首

但
御
本
三
六
十
四
首
也

(
以
下
朱
)
此
外
他
本
寄
二
首
カ
キ
入
ラ
レ
タ
リ

長尊
と
同
じ
。
以
下
尊
と
ほ
ぼ
同
じ
時
は
項
を
立
て
な
い
。

尊歌
六
十
六
首
、
其
外
他
本
寄
二
首
勘
=
入
之
-
、
巳
上
貫
之
寄

(
以
下
朱
)
此
部
如

-h六
一
無
名
寄
七
日
加
す
(
畏
穂
金
「
十
九
首
」
)
、

而
十
八
首
也
、
帰
恒
歌
六
首
也
、
而
七
首
、
若
一
首
ハ
無
名
欺

伏春
下
六
十
六
首

〈
以
下
朱
〉
此
外
他
本
寄
二
首
カ
キ
入
ラ
レ
タ
リ

ウ
'



(
以
下
墨
〉
巳
上
貫
之
寄
、
此
部
如
=
百
六
-
無
名
寄
十
九
首
、
而
十
八

首
也
、
射
恒
寄
六
首
也
、
而
有
ニ
七
首
-
、
若
一
首
ハ
無
名
欺

ま
ず
、
表
示
方
式
を
比
べ
る
と
、
宮
本
家
本
は
「
部
立
名
幾
首
、
他
本

歌
幾
首
カ
キ
入
ラ
レ
タ
リ
」
と
す
る
の
に
対
し
、
目
史
殊
院
本
、
尊
経
閣
文

庫
本
は
「
歌
幾
首
、
他
本
歌
幾
首
勘
ニ
入
之
乙
と
し
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
下
冊
の
み
存
す
る
天
理
図
書
館
零
本
、
静
嘉
堂
文
障
寛
親

本
も
含
め
、
初
期
の
清
輔
本
は
前
者
、
後
期
の
清
輔
本
は
後
者
の
方
式
を

と
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
本
書
は
、
宮
本
家
本
と
一
致
し
、
初
期
の
清
輔
本
の
方
式
を

採
用
し
、
保
元
二
年
本
と
異
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
全
面
的
に
宮
本
家
本

に
依
拠
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
巻
二
で
「
但
御
本
云
々
」
は
な
く
、
逆

に
保
元
二
年
本
の
「
己
上
貫
之
寄
」
以
下
は
採
用
さ
れ
、
折
衷
し
て
い
る
。

更
に
奇
妙
な
の
は
、
本
書
(
勿
論
天
理
顕
昭
本
も
同
じ
〉
が
初
期
方
式

を
採
用
す
る
の
は
、
巻
一
!
l
五
ま
で
(
巻
一
、
三
は
本
書
欠
丁
、
天
に
よ

る
〉
で
、
巻
六
か
ら
は
「
歌
幾
首
、
他
本
歌
幾
首
勘
=
入
之
乙
の
保
元
二

年
本
と
同
じ
後
期
方
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

本
書
の
勘
物
が
、
巻
一
!
五
は
永
治
二
年
本
系
、
巻
六
以
下
が
保
元
二

年
本
系
と
い
う
よ
う
な
徴
証
は
な
く
、
全
巻
保
元
二
年
本
系
を
基
礎
に
し

て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
の
で
、
何
と
も
理
解
し
難
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
唯
一
点
、
こ
れ
に
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
実
が

存
す
る
。
そ
れ
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
〈
天
理
顕
昭
本
も
全
く
同
じ
)

の
勘
物
は
、
保
元
二
年
本
を
基
礎
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

部

に
宮
本
家
本
(
永
治
二
年
本
)
に
よ
っ
た
注
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
混
入
は
、
仮
名
序
と
巻
一

l
四
に
の
み
認
め
ら
れ
る

(
巻
五
に
は
格
別
に
認
め
ら
れ
な
い
)
。

こ
の
点
は
、
猶
後
述
す
る
。

な
お
、
宮
本
家
本
は
巻
十
一
以
降
は
「
部
立
名
幾
首
」
で
は
な
く
、
「
歌

幾
首
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
ヵ
キ
入
ラ
レ
タ
リ
」
方
式
を
と
る
な
ど

や
は
り
以
後
の
伝
本
と
違
い
が
認
め
ら
れ
(
寂
恵
所
引
清
輔
本
も
同
じ
〉
、

更
に
下
冊
部
分
の
み
存
す
る
天
理
図
書
館
零
本
、
静
嘉
堂
文
庫
寛
親
本
は
、

「
部
立
名
幾
首
、
此
外
他
本
歌
幾
首
カ
キ
入
ラ
レ
タ
リ
」
方
式
を
と
っ
て

い
る
。
左
に
例
と
し
て
、
巻
十
四
巻
頭
を
掲
げ
る
。

零恋
四
七
十
首

〈
以
下
朱
)
此
外
他
本
豆
町
二
首
カ
キ
イ
レ
ラ
レ
タ
リ

静
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(

部

〉
恋
寄
四

七
十
首

(
以
下
朱
)
此
外
他
本
帯
二
首
カ
キ
イ
レ
ラ
レ
タ
リ

宮寄
七
十
首

(
以
下
朱
)
此
外
他
本
寄
二
首
カ
キ
入
ラ
レ
タ
リ

尊歌
七
十
首

中
此
外
返
寄
二
、

此
心
絵
本
豆
町
二
首
勘
入
也
、
巳
上
不
ν
知
レ
人
、
但
一
首
貫
之
寄
次
也

伏歌
七
十
首

此
中
返
寄
二
首

(
以
下
朱
)
此
外
他
本
寄
二
首
勘
=
入
之
-
、
己
上
人
不
ν
知
、
但
一
首

貫
之
寄
次
也

返
歌
の
記
述
の
有
無
と
も
ど
も
、
本
書
が
こ
こ
で
は
保
元
二
年
本
に
よ

っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
下
、
本
文
の
勘
物
で
宮
本
家
本
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
を
掲
げ

る
七
左
注
「
さ
き
の
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
」

宮

Z
ハ如〉

前
太
政
大
臣
井
黒
主
等
、
或
所
現
=
作
者
一
也
、
或
所
着
住
、
女
何
、
案

齢
、
其
人
寄
ト
許
口
伝
-
一
聞
伝
天
憶
無
=
所
見
-
寄
以
ν
之
着
ν
注
欺

長前
大
政
大
臣
井
黒
主
等
寄
、
或
所
現
=
作
者
-
也
、
或
所
着
ν
注
、
是
離
=
口

ハ
玄
)

伝
聞
v
之
無
=
憐
所
v
見
寄
欺
、
又
於
=
奈
良
帝
井
人
丸
等
-
者
事
幽
異
之
故
歎

尊前
大
政
大
臣
井
黒
主
等
、
或
所
見
=
作
者
-
也
、
或
所
着
ν
注
、
是
錐
ニ
口

伝
聞
v
之
不
ν
知
=
定
説
-
寄
欺

天
(
本
書
欠
丁
〉

前
太
政
大
臣
井
黒
主
等
、
或
所
現
=
作
者
-
也
、
或
所
著
ν
注
、
如
何
、

案
ν
之
其
人
寄
ト
許
口
伝
-
一
関
伝
テ
憶
無
=
所
見
-
帯
以
ν
之
著
ν
注
欺

ミ
ハ
朱
)

一
ニ
八
「
シ
ル
人
ゾ
シ
ル
」

""" 邑普
通
ニ
ハ
シ
ル
人
ゾ
シ
ル

長
尊

ナ
シ

伏普
通
ハ
シ
ル
ヒ
ト
ゾ
シ
ル
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山
〕
五
「
キ
エ
ガ
テ
ニ
ス
ル
」

消円宮
誰ミ
也v

難
ハ
カ
ヌ
ル
ナ
リ

憂消
難
也
、
難
ハ
カ
ヌ
ル
ナ
リ

尊消
難
也
、
き
え
か
ぬ
る
な
り

伏消
難
也
、
難
ハ
カ
ヌ
ル
ナ
リ
、

キ
エ
カ
ヌ
ル
ナ
リ

九
一
作
者
「
ヨ
シ
ミ
ネ
ノ
ム
ネ
サ
ダ
」

宮遍
照
俗
名
也
、
良
峯
宗
貞
、
蔵
人
頭
従
五
上
左
近
少
将
、
嘉
祥
三
年
三

月
廿
一
日
天
皇
崩
、
の
同
日
出
家

史ナ
、/

尊遍
照
俗
名
也
、
有
=
一
ニ
首
目

伏

嘉
梓
一
ニ
Et--

一
一
一
月
廿
一
日
〈
朱
〉

蔵
人
頭
従
五
位
上
左
少
将
、
天
皇
崩
、
同
月
日
出
家
、

号
=
良
僧
正
司

天
ハ
朱
補
モ
一
致

。
四
詞
室
岡
「
ウ
ツ
ロ
ヘ
ル
ハ
ナ
ヲ
ミ
テ
ヨ
メ
ル
」

宮
*
右
ノ
詞
書
ナ
シ

無
=
彼
帯
合

長
尊

ナ
シ

伏無
=
彼
寄
合

こ
の
箇
所
は
本
書
が
宮
本
家
本
系
統
か
ら
勘
物
を
取
り
入
れ
た
た
め
、

矛
盾
を
生
じ
た
例
で
、
逆
で
は
な
い
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

一O
四
は
、
宮
本
家
本
と
建
久
五
年
奥
書
本
の
み
詞
書
が
な
い
。
こ
の
た

め
、
両
本
に
お
い
て
は
、
一
O
一
の
詞
書
「
寛
平
の
御
時
き
さ
い
の
宮
の
寄

合
の
う
た
」
が
こ
の
歌
ま
で
か
か
る
こ
と
に
な
り
、
「
無
日
一
彼
奇
合

L
の

注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
畏
殊
院
本
以
下
の
諸
本
は
全
て
、
一
O
四
に
詞
書
が
あ
り
、
こ
の

歌
を
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
の
歌
と
考
え
る
必
要
は
な
く
、
注
記
は
無
用
で

削
除
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
本
書
と
天
理
顕
昭
本
に
は
注
記
が
残
っ
て

お
り
、
明
ら
か
に
本
文
と
矛
盾
し
て
い
る
。

」
れ
は
む
し
ろ
残
っ
た
の
で
は
な
く
、
宮
本
家
本
の
よ
う
に
注
記
が
あ
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る
本
に
よ
っ
て
注
を
誤
っ
て
増
補
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一穴
O

「
五
月
雨
ノ
」

宮在
=
家
持
集
二
彼
集
失
敗
、
家
持
家
十
一
首
有
ν
之

自
由
民7.11] 

~ 

在
=
家
持
家
集
-
、
彼
集
失
敗
、
家
持
寄
十
一
首
在
ν
之

尊別
紙
在
=
家
持
集
一
、

ミ
失
敗

伏別在
=
家
持
集
-
、
彼
集
失
敗
、
家
持
寄
十
一
首
有
ν
之

「
家
持
寄
十
一
首
有
ν
之
」
の
記
述
は
一
七
一
に
あ
る
本
も
あ
り
、

一六
O
、
長
と
伏
は
一
さ
、
一
七
一
に
重
複
、
尊
は
一
七
一
に
存
す
る
。

一
七
五
「
モ
ミ
ヂ
ヲ
フ
ネ
ニ
」

，ぜ._.
邑御

本
ニ
ハ
橋
ヲ
直
テ
宗
一
舟
、
件
本
貫
之
自
筆
云
と
、
自
窺
也

宮
は

但
実
方
集
云
¥

ア
マ
ノ
ガ
ハ
カ
ヨ
フ
ウ
キ
、
ニ
コ
ト
、
ハ
ム
モ
ミ
ヂ

ノ
ハ
シ
ハ
チ
ル
ヤ
チ
ラ
ズ
ヤ
、
若
比
寄
本
ュ
テ
ヨ
メ
ル
寄
欺
、
然
者
猶
橋

ト
イ
フ
ベ
キ
ニ
ャ
、
実
方
僻
事
知
哉

長花
薗
本
-
一
橋
直
テ
船
ト
カ
ケ
リ
(
以
上
朱
)

実
方
集
云
、

ア
マ
ノ
ガ
ワ
カ
ヨ
フ
ウ
キ
、
ニ
コ
ト
、
ハ
ム
モ
ミ
ヂ
ノ
ハ

シ
ハ
チ
ル
ヤ
チ
ラ
ズ
ヤ
、
若
此
寄
ヲ
本
ュ
テ
ヨ
メ
ル
敗
、
然
者
猶
橋
敗
、

彼
人
僻
事
知
哉

尊御
本
-
一
橋
ヲ
直
テ
船
ト
カ
ケ
り
(
以
上
朱
〉

実
方
集
一
去
、
あ
ま
の
が
は
か
よ
ふ
う
き
ふ
に
こ
と
ふ
は
ん
も
み
ぢ
の
は

し
は
ち
る
や
ち
ら
ず
や
、
若
此
一
苛
を
本
に
て
よ
め
る
か
、
然
者
猶
橋
と
い

ふ
べ
き
に
や
、
彼
人
僻
事
知
哉

伏御
本
ニ
ハ
橋
ヲ
直
テ
書
ν
舟
、
件
本
貫
之
自
筆
云
と
、
自
窃
見
ν
之
、
但

実
方
集
云
、

ア
マ
ノ
ガ
ハ
カ
ヨ
フ
ウ
キ
、
ニ
コ
ト
、
ハ
ム
モ
ミ
ヂ
ノ
ハ
シ

ハ
チ
ル
ヤ
チ
ラ
ズ
ャ
、
若
此
寄
本
ニ
テ
ヨ
メ
ル
奇
欺
、
然
者
猶
橋
ト
イ
フ

ベ
キ
ニ
ヤ
、
実
方
僻
事
知
哉

ノ
ネ
ゾ
ハ
朱
)

ニ
(
)
七
「
ハ
ッ
カ
リ
ガ
ネ
ゾ
」

宮



此
寄
寛
平
后
宮
寄
合
寄
也

IZY 

御
本
ニ
ハ
ッ
カ
リ
ノ
ネ
ゾ
、
本
文

r品目.
己

尊

昌
泰
元
年
度

此
寄
寛
平
后
官
寄
合
也
、
如
何

尊

別
紙
本
文
也

昌
泰
元
年

ニ
十
六
人
撰
(
コ
ノ
一
行
憂
穂
ナ
シ
)

伏

伏

昌
泰
元
年
度

二
十
六
人
l
、
別

四
回
「
キ
リ
ム
¥
ス
鳴
ユ
フ
グ
レ
ノ
」

此
寄
寛
平
后
宮
寄
合
奇
也

宮

御
本
一
一
ハ
ッ
カ
リ
ノ
ネ
ゾ
、
本
文

無
一
一
件
寄
合
-
、
別
紙

一
二
三
一
一
(
二
首
共
ニ
〉

尊

宮

件
寄
合
ニ
ハ
、

ひ
ぐ
ら
し
の
な
く
ゆ
ふ
ぐ
れ
、
別
紙

同
度

伏

島
文

無
ニ
件
寄
合

後
度
也

ヒ
グ
ラ
シ
ノ
ナ
ク
ユ
フ
グ
レ
、
別

尊

こ
こ
も
折
衷
し
て
矛
盾
を
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。
寛
平
御
時

後
度

后
宮
歌
合
に
は
な
く
、
あ
る
の
は
「
ヒ
グ
ラ
シ
ノ
ナ
ク
ユ
フ
グ
レ
」
と
あ

伏

る
歌
の
み
と
す
る
の
は
、
余
り
に
苦
し
い
解
釈
で
あ
ろ
う
。

同
度

さ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
の
勘
物
に
保
元
二
年
本
で
は
な
く

q
u
 



宮
本
家
本
(
永
治
二
年
本
〉
と
の
一
致
も
し
く
は
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の

は
、
巻
四
巻
末
近
く
の
=
四
四
辺
り
が
最
後
で
、
以
後
は
全
く
と
言
っ
て
よ

い
程
、
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
僅
か
に
、
次
の
よ
う
な
場
合
が
そ
れ
か

と
思
わ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

一O
O
一
「
ア
フ
コ
ト
ノ
」

零
静
廿
四
前

宮廿
四
韻

尊廿
六
前

伏廿
四
間

一
(
)
四
九
「
モ
ロ
コ
シ
ノ
」

零
静

ナ
シ

宮此
寄
伊
勢
集
ハ
枇
杷
大
臣
寄
也
、
三
輪
山
伊
加
仁
待
見
乃
寄
ノ
返
寄
也
、

但
叉
伊
勢
集
ノ
此
モ
ロ
コ
シ
ノ
返
寄
ナ
キ
モ
ア
リ
、
又
此
寄
有
=
両
義
-
、

考
=
別
紙

尊此
寄
如
=
伊
勢
集
-
ハ
枇
杷
大
臣
歌
也
、
み
わ
の
や
ま
い
か
に
ま
ち
み
ん

ハ
も
)

と
し
ふ
と
ん
の
一
苛
の
返
寄
也
、
但
又
伊
勢
集
の
こ
の
も
ろ
こ
し
の
返
寄
な

き
も
あ
り

伏此
寄
如
=
伊
勢
集
-
ハ
枇
杷
大
臣
寄
也
、
ミ
ワ
ノ
ヤ
マ
イ
カ
ニ
マ
チ
ミ
ム

ト
シ
フ
ト
モ
ノ
寄
ノ
返
寄
也
、
但
又
伊
勢
集
ノ
コ
ノ
モ
ロ
コ
シ
ノ
返
寄
ナ

キ
モ
ア
リ
、
又
此
寄
有
=
両
義
-
、
考
=
別
紙

一0
2
「
ア
サ
タ
チ
ク
レ
ド
」

零ナ
$ノ

静普
通
ハ
ア
サ
タ
チ
ク
レ
パ

宮普
通
ハ
ア
サ
タ
チ
ク
レ
パ

尊普
通
は
く
れ
ば

伏
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普
通
ア
サ
タ
チ
ク
レ
パ

以
上
の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
は
難
し
い
。

ま
ず
、
宮
本
家
本
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
書
は

保
元
二
年
本
の
勘
物
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
宮
本
家
本
(
永
治
二
年
本
)

を
も
参
照
し
て
一
部
の
勘
物
を
取
り
入
れ
、
或
い
は
増
補
し
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

宮
本
家
本
が
後
代
的
変
化
を
被
り
、
顕
昭
本
の
勘
物
に
影
響
を
受
け
た

の
で
は
な
い
か
、
或
い
は
、
顕
昭
本
は
宮
本
家
本
と
保
元
二
年
本
の
中
間

的
形
態
の
伝
本
の
勘
物
を
基
礎
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
見
方

は
、
一
O
四
や
ニ
四
四
の
よ
う
に
、
本
書
が
両
本
の
注
を
集
成
し
よ
う
と
し
て
誤

っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
成
り
立
た
な
い
と
思

わ
れ
る
。

以
上
の
推
定
は
か
な
り
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
が
、
宮
本
家
本
の
影

響
が
、
仮
名
序
と
巻
一

l
五
に
し
か
及
ん
で
い
な
い
点
は
、

い
か
な
る
理

由
か
判
断
に
苦
し
ま
ざ
る
を
え
な
い
。

巻
六
以
降
に
も
、
本
書
が
取
り
入
れ
て
も
不
思
議
と
は
思
わ
れ
な
い
宮

本
家
本
独
自
の
注
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

単
な
る
推
測
だ
け
な
ら
、
本
書
の
底
本
と
な
っ
た
顕
昭
本
は
、
宮
本
家

本
系
統
の
伝
本
か
ら
も
勘
物
を
採
り
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
仮
名
序
と
巻
一

ー
五
に
止
り
、
以
後
は
何
ら
か
の
事
情
で
中
止
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
本
警
の
勘
物
は
保
元
二
年
本
の
踏
襲
の
み
で
な
く
、
宮
本

家
本
系
統
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず
、
顕
昭
が
複
数
の
清
輔
本
を
利
用
し
得
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
次
に
、
本
書
の
本
文
に
検
討
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
伏
見

宮
旧
蔵
一
本
の
項
で
述
べ
た
如
く
、
本
書
本
文
の
特
徴
は
主
と
し
て
朱
校

部
分
に
お
い
て
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
に
近
似
し
て
い
る
他
、
比
較
的
独
自
異

文
に
乏
し
い
。

寧
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
勘
物
の
酷
似
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
的
に
は

異
同
の
目
立
つ
天
理
顕
昭
本
と
の
関
係
で
あ
る
。

従
っ
て
、
本
文
の
提
示
は
、
次
項
天
理
顕
昭
本
に
お
い
て
、
ま
と
め
て

行
う
こ
と
と
す
る
。

天
理
図
書
館
蔵
本
(
九
一
一
、
一
一
一
一
一
!
イ
二
三

〔
鎌
倉
後
期
〕
写
・
伝
藤
原
家
隆
筆

二
帖

綴
葉
装
。
後
補
焦
茶
色
地
金
銀
泥
山
水
霞
文
様
表
紙
(
二
六
・
五
×

六
・
七
糎
)
。
左
肩
金
泥
斐
紙
題
簸
「
古
今
和
歌
集
上
ハ
ヱ
」
。
見
返
し
、

金
紙
。
料
紙
、
黄
葉
色
雲
母
引
鳥
の
子
紙
。
墨
付
、
上
冊
二
一
七
丁
、
下



冊
一
三
二
丁
。
遊
紙
、
上
冊
前
一
丁
、
後
な
し
、
下
冊
前
二
丁
、
後
六
丁
。

字
面
高
さ
、
約
一
七
・
五
糎
。
毎
半
葉
九
行
(
真
名
序
七
行
)
。
和
歌

行
書
。
平
仮
名
交
り
。
内
題
、
「
古
今
和
歌
集
巻
第
一

春
寄
上
」
、

以
下
、

巻
二
|
四
、
九
、
十
一
、
十
三

i
廿
は
「
詩
」
を
、
巻
五
|
八
、
十
、
十

二
は
「
寄
」
を
用
い
、
部
立
は
、
春
寄
下
、
夏
寄
、
秋
上
、
秋
豆
町
下
、
冬

寄
、
賀
帯
、
別
離
帯
、
罵
旅
奇
、
物
名
、
恋
膏
、
恋
寄
二
、
恋
三
、
恋
膏

四
(
五
)
、
哀
傷
寄
、
雑
寄
上
(
下
)
、
短
帯
、
大
歌
所
御
寄
と
な
っ
て
い

る
。
真
名
序
は
「
古
今
和
詩
集
序

紀
淑
望
」
と
あ
る
。

新
院
御
本
と
の
校
異
を
示
す
朱
校
は
あ
る
が
、
『
新
撰
和
歌
集
』
入
集

歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
歌
頭
の
合
点
は
な
い
。
ま
た
、
仮
名
序
、
本
文

に
は
朱
点
、
真
名
序
に
は
朱
圏
点
(
一
部
墨
圏
点
)
で
声
点
を
付
す
他
、

仮
名
序
に
朱
句
点
、
真
名
序
に
朱
返
点
、
縦
点
、
墨
振
仮
名
、
送
仮
名
が

あ
る
。
仮
名
序
古
注
は
本
行
、
二
ー
三
字
下
げ
や
や
小
字
で
朱
書
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
に
見
ら
れ
た
仮
名
序
、
本
文
の
朱
墨

の
合
点
は
殆
ん
ど
な
く
、
僅
か
に
仮
名
序
数
箇
所
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ

る。
本
書
は
後
述
の
勘
物
一
箇
所
を
除
く
と
全
巻
一
筆
で
、
巻
頭
に
、

以
ニ
貫
之
自
筆
本
一
書
写
/
古
今
也
、
件
本
者
於
ニ
皇
太
/
后
官
一
焼
失
畢

ほ
、
和
寄
等
/
不
レ
似
=
儀
本
一
、
其
説
頗
違
失

通
宗

と
あ
る
が
、
保
元
二
年
清
輔
奥
書
も
含
め
て
、
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
に

見
ら
れ
た
奥
書
は
一
切
な
く
、
僅
か
に
、
巻
二
十
末
(
真
名
序
の
前
〉
に
、

号
一
一
御
本
一
新
院
御
本
貫
之
自
筆
/
之
流
也
、
文
字
仕
正
本
-
一
不
透
云
与

(
朱
)
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

本
書
に
印
記
は
な
い
が
、
佐
佐
木
信
綱
氏
旧
蔵
本
で
あ
り
、
早
く
『
百

代
草
』
(
大
U
刊
)
に
書
影
が
掲
げ
ら
れ
た
他
、
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』
(
昭

日
刊
)
に
解
説
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
「
樋
口
光
義
旧
蔵
」
で
あ
る

と
い
う
(
但
し
、
樋
口
光
義
の
「
古
正
木
古
今
和
歌
集
考
」
に
見
え
る

本
と
は
明
ら
か
に
別
本
で
あ
る
〉
。

ま
た
、
本
書
を
伝
藤
原
家
隆
筆
本
と
称
す
る
の
は
、
箱
の
表
書
に
金
泥

で
「
古
今
集
家
隆
筆
」
と
あ
る
の
に
よ
る
が
、
こ
れ
は
佐
佐
木
氏
も

(
後
述
の
如
く
大
口
周
魚
氏
も
)
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
で
あ
る

(
訂
)

こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
さ
ほ
ど
古
い
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

な
お
、
本
書
は
特
殊
な
黄
葉
色
の
染
紙
を
用
い
て
い
る
の
で
、
書
写
年

代
が
見
き
わ
め
に
く
い
。
〔
鎌
倉
後
期
〕
写
と
し
た
が
、
今
少
し
遡
る
可

能
性
も
あ
ろ
う
。

本
書
は
一
枚
の
欠
丁
も
な
く
、
完
存
し
て
お
り
、
排
列
の
異
同
、
異
本

q
d
 



歌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
異
本
歌
は
伏
見
宮
田
蔵
顕
昭
本
と
同
じ
く
、
朱

頭
書
し
て
、
該
当
箇
所
を
指
示
し
て
い
る
。

異
本
歌
1
、
朱
頭
書
、
墨
線
朱
丸
で
八
O
ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同

じ〉。見
=
合
或
本
-
有
=
此
寄
一
(
墨
)

サ
ク
ラ
ノ
ハ
ナ
ノ
ヤ
リ
ミ
ヅ
ニ
チ
リ
ケ
ル
ヲ

貫
之

ユ
ク
ミ
ヅ
ニ
カ
ゼ
ノ
フ
キ
ク
ル
サ
ク
ラ
パ
ナ
キ
エ
ズ
ナ
ガ
ル
、
ユ
キ
カ

ト
ゾ
ミ
ル

此
帯
無
=
御
本
目
(
朱
)

異
本
歌
2
、
朱
脚
書
、
朱
線
朱
丸
で
八
一
フ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同

じ〉。或
本
有
=
此
歌
司
(
墨
〉

ノ
ヒ
ム
ガ
シ
ノ
ハ
墨
〉

雲
林
院
-
一
マ
カ
リ
テ
サ
ク
ラ
ノ
チ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
メ
ル

ユ
キ
ト
ミ
テ
ヌ
レ
モ
ヤ
ス
ル
ト
サ
ク
ラ
パ
ナ
チ
ル
ニ
タ
モ
ト
ヲ
カ
ヅ
キ

ツ
ル
カ
ナ
(
朱
〉

伏
見
宮
顕
昭
本
に
あ
っ
た
「
御
本
一
一
無
(
朱
ど
の
一
行
が
な
い
。

八
一
一
一
、
八
六
、
八
四
、
八
五
、
八
七
の
排
列
と
な
り
、
「
御
本
次
第
如
ν

此
〈
朱
〉
」

と
し
て
、
御
本
は
、
八
一
一
一
、
八
回
、
八
五
、
八
六
、
八
八
、
八
七
の
排
列
で
あ
る
と
朱
線

で
指
示
(
諸
本
と
同
じ
)
。

一五回、

五
一
一
万
排
列
と
な
る
(
諸
本
と
同
じ
)
。

室
四
、
一
一
五
一
一
一
の
排
列
と
な
る
(
諸
本
と
同
じ
)
。

三宮、一一一
O
六
の
排
列
と
な
り
、
朱
線
朱
丸
で
御
本
は
、
一
一
5
六
、
一
一
一
宕
の
排
列

で
あ
る
こ
と
を
指
示
、
「
御
本
此
寄
前
也
、
但
題
不
知
ト
並
ル
不
ν
得
ν
心

(
朱
ご
と
頭
注
(
諸
本
と
同
じ
)
。

異
本
歌
3
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
四
四
六
ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同
じ
)
。

ク
レ
ノ
ヲ
モ

ツ
ラ
ユ
キ

コ
シ
ト
キ
ト
コ
ヒ
ッ
、
ヲ
レ
パ
ユ
フ
グ
レ
ノ
オ
モ
カ
ゲ
ニ
ノ
ミ
、
ェ
ワ

タ
ル
カ
ナ

無
=
御
本
-
(
朱
)

伏
見
宮
顕
昭
本
の
「
或
本
有
=
此
寄
-
(
墨
と
が
な
い
。

異
本
歌
4
、
朱
頭
書
、
朱
線
朱
丸
で
四
五
六
ノ
次
を
指
示
〈
位
置
諸
本
と

同
じ
)
。

或
本
有
一
一
此
寄
目
(
墨
〉ミ

ヤ
コ
ベ
シ
マ

野

町

ヲ
キ
ノ
ヰ

伊
勢
諾
ハ
墨
)

オ
キ
ノ
ム
・
テ
ミ
ヲ
ヤ
ク
ヨ
リ
モ
ワ
ピ
シ
キ
ハ
ミ
ヤ
コ
ヘ
シ
マ
ノ
ワ
カ
レ

ナ
リ
ケ
リ

無
=
御
本
田
(
朱
)

異
本
歌
5
、
朱
頭
書
、
墨
線
朱
丸
で
四
六
一
プ
次
と
四
六
一
一
ア
次
と
二
箇
所
を

指
示
(
諸
本
四
六
一
フ
次
、
伏
は
向
じ
く
二
箇
所
を
指
示
、
但
、

朱
丸
各
々

n
h
u
 
q
u
 



に
合
点
あ
り
、
本
書
合
点
な
し
〉
。

或
本
有
ハ
墨
)

リ〆

J
F

ド
「
，
〆

ア
ハ
タ

オ
フ
シ
ノ
ア
ヤ
モ
チ

ウ
キ
ヨ
ヲ
パ
ヨ
ソ
メ
ト
ノ
ミ
モ
ノ
ガ
レ
ユ
ク
、
モ
ノ
ア
ハ
タ
ツ
ヤ
マ
ノ

フ
モ
ト
ニ

無
=
御
本
-
(
朱
〉

異
本
歌
6
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
圭
一
ノ
次
を
指
示
〈
位
置
伏
見
宮
顕
昭

本
と
の
み
一
致
、
清
輔
本
、
黒
川
本
は
喜
一
ニ
ノ
次
〉
。

有
=
他
本
-
〈
墨
〉

オ
チ
タ
ギ
ツ
カ
ハ
セ
ニ
ナ
ビ
ク
ウ
タ
カ
タ
モ
オ
モ
ハ
ザ
ラ
メ
ヤ
コ
ヒ
シ

キ
コ
ト
ヲ

無
=
御
本
-
(
朱
〉

異
本
歌
7
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
穴
一
一
実
ノ
次
を
指
示
〈
位
置
諸
本
と
同
じ
)
。

有
=
他
本
-
〈
墨
)

マ
ツ
ヒ
ト
モ
コ
ヌ
モ
ノ
ユ
ヱ
ユ
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
ナ
キ
ツ
ル
ハ
ナ
ヲ
、
リ
テ

ケ
ル
カ
ナ

伏
見
宮
顕
昭
本
に
あ
る
「
無
=
御
本
目
(
朱
と
が
な
い
。

異
本
歌
8
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
奇
九
ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同
じ
)
。

或
本
(
墨
〉

ヨ
ミ
人
シ
ラ
ズ

ス
マ
ノ
ア
マ
ノ
シ
ホ
ヤ
キ
ゴ
ロ
モ
ナ
レ
ヌ
レ
パ
ウ
ト
ク
ノ
ミ
コ
ソ
ミ
エ

ワ
タ
リ
ケ

ν

無
=
御
本
-
(
朱
〉

異
本
歌
9
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
究
八
ノ
次
を
指
示
(
位
置
伏
見
宮
顕
昭

本
、
黒
川
本
と
一
致
、
他
の
諸
本
は
穴
宅
ノ
次
、
但
、
静
嘉
堂
寛
親
本
は

E
穴
四
ノ
次
)
。

ツ
ラ
ユ
キ

ミ
チ
シ
ラ
バ
ツ
ミ
ニ
モ
ユ
カ
ム
ス
ミ
ノ
エ
ノ
キ
シ
ニ
ヲ
フ
テ
フ
コ
ヒ
ワ

ス
レ
グ
サ
〈
朱
)

伏
見
宮
顕
昭
本
に
あ
る
「
無
=
御
本
-
(
朱
)
」
が
な
い
。

異
本
歌

m、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
主
一
九
ノ
次
を
指
示
〈
位
置
諸
本
と
同
じ
。
)

別
〈
墨
〉

マ
ナ
ヅ
ル
ノ
ア
シ
ゲ
ノ
コ
マ
ヤ
ナ
ガ
ヌ
シ
ノ
ワ
ガ
マ
ヘ
ユ
カ
バ
ア
ユ
ミ

ト
ド
マ
レ

無
=
御
本
-
(
朱
〉

異
本
歌
口
、
口
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
七
五

7
次
を
指
示
〈
位
置
諸
本
と

同
じ
〉
。

ア
メ
ノ
ミ
カ
ド
ノ
ア
フ
ミ
ノ
ウ
ネ
ベ
ニ
タ
マ
ヒ
ケ
ル

イ
ヌ
ガ
ミ
ヤ
ト
コ
ノ
ヤ
マ
ナ
ル
イ
サ
ラ
ガ
ハ
イ
サ
ト
コ
タ
ヘ
ヨ
ワ
ガ
ナ

モ
ラ
ス
ナ

ウ
ネ
ベ
御
カ
ヘ
シ

ヤ
マ
シ
ナ
ノ
オ
ト
ハ
ノ
ヤ
マ
ノ
オ
ト
ニ
、
タ
ニ
ヒ
ト
ノ
シ
ル
ベ
ク
ワ
ガ
コ

-367ー



内
マ
マ
】

ヒ
ヤ
ハ

両
首
無
=
御
本
一
(
朱
)

異
本
歌
問
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
七
五
七
ノ
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同
じ
)
。

有
=
或
本
一
〈
墨
〉

ソ
ト
ホ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
カ
ド
ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
ウ
タ

ト
コ
シ
ヘ
ニ
キ
ミ
モ
ア
ヘ
ム
ヤ
イ
ソ
ナ
ト
リ
オ
キ
ノ
タ
マ
モ
、
ヨ
ル
ト

無
コ
御
本
-
ハ
朱
〉

異
本
歌
日
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
七
五
九
ノ
次
を
指
示
(
伏
見
宮
顕
昭
本
と

一
致
、
他
の
諸
本
は
七
百
八
ノ
次
)
。

有
ニ
或
本
-
(
墨
〉

コ
ト
デ
シ
ハ
タ
レ
ナ
ラ
ナ
ク
ニ
ヲ
ヤ
マ
ダ
ノ
ナ
ハ
シ
ロ
水
ノ
ナ
カ
ヨ
ド

、
ス
ル

異
本
歌
目
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
七
ざ
ア
次
を
指
示
(
位
置
諸
本
と
同
じ
)
。

或
本
ニ
ア
リ
(
墨
)

ト
シ
フ
レ
パ
コ
、
ロ
ヤ
カ
ハ
ル
ア
キ
ノ
ヨ
ノ
ナ
ガ
キ
モ
シ
ラ
ズ
ワ
レ
ハ

ナ
ニ
ド
キ

無
一
一
御
本
一
(
朱
〉

以
上
、
異
本
歌
の
註
記
に
多
少
の
異
同
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
伏

見
宮
顕
昭
本
と
同
一
と
言
っ
て
よ
い
。
唯
一
、
伏
見
宮
顕
昭
本
独
自
で
あ

っ
た
六
九
五
、
六
九
四
の
排
列
が
本
書
に
お
い
て
は
何
ら
の
痕
跡
も
見
出
せ
な
い

点
の
み
が
異
な
る
。

さ
て
、
本
書
が
本
文
的
に
伏
見
宮
顕
昭
本
に
近
し
い
こ
と
は
、
既
に
久

曽
神
氏
著
書
に
指
摘
が
あ
り
、
周
知
の
事
実
で
、
親
近
関
係
は
殊
に
勘
物

に
お
い
て
著
し
く
、
先
の
異
本
歌
の
注
記
に
は
字
句
の
異
同
が
散
見
さ
れ

た
が
、
そ
れ
以
外
の
勘
物
で
は
一
部
に
本
書
の
脱
落
か
と
思
わ
れ
る
箇
所

二
、
三
が
あ
る
が
、
大
抵
は
一
、
二
の
字
句
の
異
同
で
、
用
字
の
異
同
も

ご
く
僅
か
で
あ
る
。
重
要
な
異
同
は
左
の
一
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。

仮
名
序
の
「
な
ら
の
お
ほ
む
と
き
」
に
対
す
る
勘
物
の
比
較
は
、
尊
経

閣
文
庫
本
の
項
(
二
九
一
ニ
1
1
四
頁
参
照
〉
に
掲
げ
た
が
、
宮
本
家
本
で
は

「
比
奈
良
何
帝
哉
、

可
v
尋
ニ
考
之

L
と
し
、

そ
の
他
の
勘
物
も
簡
略
で

あ
っ
た
の
が
、
長
殊
院
蔵
本
以
下
で
は
聖
武
帝
の
こ
と
と
さ
れ
、
詳
細
な

勘
物
が
付
さ
れ
て
い
る
。
顕
昭
本
は
基
本
的
に
は
保
元
二
年
本
と
同
一
で

あ
る
が
、

一
部
に
宮
本
家
本
と
一
致
す
る
字
句
が
あ
り
、
両
者
併
せ
て
参

照
し
た
節
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
顕
昭
本
共
通
の
部

分
で
は
な
く
、
本
書
の
み
に
見
え
る
長
文
の
勘
物
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

「
な
ら
の
み
か
ど
」
は
聖
武
帝
で
あ
る
と
す
る
共
通
の
勘
物

の
次
に
、
字
様
が
変
り
、
大
き
く
、
や
や
崩
し
た
字
体
で
次
の
よ
う
に
書
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き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

顕
昭
考
云
、
平
城
天
子
撰
=
万
葉
集
-
者
大
同
天
皇
也
、
古
今
序
云
、
昔

平
城
天
子
詔
=
侍
臣
-
令
ν
撰
一
万
葉
集
-
、
自
ν
が
以
来
時
更
一
一
十
代
-
数
過
ニ

?・

百
年
-
、
然
者
以
ニ
平
城
天
子
一
何
称
=
聖
武
天
皇
-
乎
、
両
帝
混
濫
欺
、
叉

時
更
=
十
代
目
と
書
り
、
所
謂
平
城
四
年
、
嵯
峨
十
四
、
淳
和
十
年
、
仁

明
十
七
、
文
徳
八
年
、
清
和
十
八
、
陽
成
八
年
、
光
孝
三
、
宇
多
十
、

醍
醐
叶
三
年
也
、
然
者
己
叶
=
十
代
-
、
叉
叶
下
数
過
=
百
年
-
之
詞
上
、
其

故
者
延
喜
五
年
四
月
十
八
日
被
ν
仰
=
下
古
今
撰
-
之
由
己
以
叶
=
百
年

詞
-
、
若
指
一
一
聖
武
天
皇
-
者
己
十
六
代
也
、
叉
百
七
十
年
也
、
平
城
号
、

十
代
詞
、
過
ニ
百
年
一
之
条
、
皆
相
叶
、
此
上
様
と
有
ニ
詮
拠
等
-
、
専
可
ν

存
=
大
同
帝
-
者
也

こ
の
勘
物
が
顕
昭
の
手
に
な
る
こ
と
は
、
『
万
葉
集
難
事
』
と
全
く
同

様
の
論
旨
で
平
城
天
皇
説
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
部
分
の
み
字
様
が
異
な
り
、
別
筆
か
と
思
わ
れ
る
の
は

ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
久
曽
神
氏
著
書
で
も
、
こ
の

部
分
を
「
別
筆
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
(
研
究
編
一

O
二
頁
)
。

こ
の
部
分
、
字
様
は
歴
然
と
異
な
る
が
、
書
写
年
代
は
他
の
部
分
と
そ

れ
程
隔
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ず
、
後
の
書
き
入
れ
に
し
て
も
同
時
代

ゆ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
他
の
部
分
と
筆
跡
を
比
較
す
る
と
、
別
筆
に
は
違
い
な
い
が
、

似
通
っ
た
筆
遣
い
も
認
め
ら
れ
、
見
た
目
ほ
ど
書
風
は
異
っ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
本
文
の
書
写
者
の
周
辺
の
人
間
に
よ
っ
て
、
何

ら
か
の
資
料
(
他
本
あ
る
い
は
付
筆
等
〉
か
ら
追
記
さ
れ
た
も
の
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
本
書
の
勘
物
は
伏
見
宮
旧
蔵
本
に
酷
似
し
て
お
り
、
他
に
目
立

っ
た
異
同
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
何
れ
も
本
書
の
欠
落
で
あ

る
の
で
、
伏
見
宮
顕
昭
本
に
よ
り
欠
落
す
る
勘
物
を
列
記
す
る
。

仮
名
序
、
古
注
最
後
「
お
も
ひ
い
で
L
」
「
か
H
A

み
や
ま
」
歌
の
箇
所

巳
上
朱
、
序
本
注
也
、
或
人
云
、
四
条
大
納
言
注
云
t
、
通
俊
卿
古
今
-
一

其
由
被
=
記
付
-
一
で
、
但
不
ν
得
ν
心
事
有
、
少
と
不
ν
被
ν
信
=
受
之
-
(
朱
〉

三
「
や
ま
か
ぜ
に
」

金
玉
集

=
一
一
「
は
な
の
か
を
」

別一
ユ
八
「
き
み
な
ら
で
」

普
通
ハ
シ
ル
ヒ
ト
ゾ
シ
ル

八
一
「
え
だ
よ
り
も
」
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本
書
は
目
移
り
に
よ
る
書
き
落
し
部
分
を
末
尾
に
追
記
。

室
「
い
ざ
け
ふ
は
」

別
穴O
「
さ
み
だ
れ
の
」

思リニ一
E

「
お
く
や
ま
に
」

三
十
六
人
|

一
一
穴
「
あ
き
は
ぎ
に
」

別

一
左
注
「
な
ら
の
み
か
ど
」

伏聖
武
天
皇
也
、
在
=
二
首

天平
城
天
皇
也
、
前
同
注
了

こ
の
箇
所
は
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
と
本
書
が
別
の
注
を
有
す
る
珍
し
い
例

で
あ
り
、
叉
し
で
も
「
な
ら
の
み
か
ど
」
に
関
わ
る
部
分
で
あ
る
。
他
の

諸
本
は
、
宮
本
家
本
に
は
注
が
な
く
、
長
殊
院
本
と
保
元
二
年
本
か
ら

「
聖
武
天
皇
也
云
々
」
の
注
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
伏
見
宮
顕
昭
本

は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
が
、
本
書
は
顕
昭
自
身
の
説
に
よ
っ

て
「
平
城
天
皇
也
」
と
改
め
て
い
る
。
こ
の
箇
所
な
ど
は
、
本
書
が
伏
見

宮
顕
昭
本
の
転
写
の
系
譜
に
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

吏
に
一
一
八
一
一
一
左
注
「
な
ら
の
み
か
ど
」
も
畏
殊
院
本
以
下
の
清
輔
本
に
「
聖

武
天
皇
也
」
と
し
、
伏
見
宮
顕
昭
本
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
の
に
、
本
書

の
み
そ
の
注
が
な
い
の
は
、
意
図
的
に
削
除
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
本
書
の
「
前
向
注
了
L

は
既
述
の
仮
名
序
に
お
け
る
「
顕
昭
考

一
ど
を
さ
す
の
で
は
な
く
、
九
O
作
者
「
な
ら
の
み
か
ど
の
御
寄
」
に
対
す

る
注
「
平
城
帝
也
、
目
六
云
、
桓
武
天
皇
長
子
」
を
さ
し
て
い
る
。
従
つ

て
、
本
書
の
こ
の
筒
所
の
注
が
仮
名
序
の
「
顕
昭
考
云
」
に
対
応
す
る
と

い
う
考
え
は
成
立
し
な
い
。

も
う
一
つ
注
意
を
促
す
と
、
き
に
お
い
て
「
な
ら
の
み
か
ど
」
を
「
平

城
帝
也
」
と
す
る
の
は
、
宮
本
家
本
以
来
全
て
の
清
輔
本
、
顕
昭
本
に
共

通
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
に
限
っ
て
清
輔
本
に
お
い
て
も
、
清
輔
の
「
な

ら
の
み
か
ど
H
聖
武
天
皇
」
説
を
採
用
し
て
い
な
い
の
は
、
清
輔
所
引
の

古
今
集
目
録
に
「
平
城
帝
」
と
し
て
い
る
の
に
そ
の
ま
ま
従
い
、
異
を
立

て
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
(
現
行
の
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
〈
群
書
類
従

巻
二
八
五
〉
は
聖
武
説
だ
が
、
九
O

に
つ
い
て
は
や
や
不
分
明
)
。

三
一
正
「
ひ
と
の
み
る
」

問
度
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ニ
六
一
「
つ
ゆ
も
・
ふ
り
し
を
」

(
朱
傍
書
〉
御
本
ニ
モ
、
ル
ヲ
直
モ
リ
シ
ト
ア
リ

こ
の
注
、
清
輔
本
で
は
朱
頭
書
。

ニ
九
七
「
み
る
人
も
」

二
十
六
人
、
金
玉

=
「
ふ
る
さ
と
は
」

本
二
説
也

四

C-
ハ
「
あ
ま
の
は
ら
」

金
玉
、
深
窓

万
葉
、

ア
マ
ノ
ハ
ラ
フ
リ
サ
ケ
ミ
レ
パ
ヨ
ゾ
フ
ケ
ニ
ケ
ル
ヨ
シ
ヱ
ヤ
シ

ヒ
ト
リ
ヌ
ル
ヨ
ハ
ア
ケ
バ
ア
ケ
ヌ
ト
モ

実
一
「
あ
か
月
の
」

別
紙
八
一
一
一
一
一
作
者
「
か
む
つ
け
の
が
町
村
を
」

一
首
、
承
和
比
人

八
六
一
「
つ
ひ
に
ゆ
く
」

伊
勢
語
、
又
大
和
語
、
・
}
ト
テ
ナ
ム
タ
エ
イ
リ
ニ
ケ
ル

八
六
八
「
む
ら
さ
き
の
」

JJIj 

八
七
一
作
者
「
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
」

(
朱
傍
書
)
御
本
ニ
或
本
ニ
ナ
カ
ヒ
ラ
ノ
ア
ソ
ム
ト
ア
リ
、
僻
事
也

清
輔
本
は
零
伏
一
を
除
き
、
同
様
の
も
の
が
朱
脚
注
と
し
て
あ
る
。

九
九
ニ
「
あ
か
ざ
り
し
」

万
葉
、

j
、
シ
ロ
タ
へ
ノ
ソ
J

ア
ワ
カ
ル
ベ
キ
ヒ
ヲ
チ
カ
ミ
コ
、
ロ
ニ
ム

セ
ピ
ナ
キ
ノ
ミ
シ
ナ
ク

私、
j
不
ν
可
ν
書
寄
敗
、
如
何

九
九
八
「
あ
し
た
づ
の
」

]]1] 
。
二
「
誹
詰
寄
」
ミ
(
朱
)

私

j
万
葉
、
!

ア
ソ
ピ
ヲ
ト
ワ
レ
ハ
キ
ツ
ル
ヲ
ヤ
ド
カ
サ
ズ
ワ

νヲ
カ
へ

セ
調リ
t ヲ

'、ソ

日2f
1'F~ス

斯 ν
寄ヲ

以
贈

諺
戯

震

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
右
に
挙
げ
た
箇
所
で
本
書
の
方
が
勘
物
が
少
な

く
、
そ
の
大
半
が
脱
落
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
、
「
な
ら
の
み
か
ど
」

の
場
合
の
よ
う
に
本
書
が
改
め
た
系
統
本
に
よ
っ
て
い
る
と
思
え
る
点
も

あ
り
、
伏
見
宮
顕
昭
本
の
転
写
本
で
は
な
い
。

本
文
の
比
較
に
お
い
て
も
、
本
書
は
伏
見
宮
顕
昭
本
に
比
べ
る
と
、
些
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細
な
字
配
り
や
誤
字
の
一
致
が
あ
る
一
方
、
声
点
、
合
点
、
朱
校
が
少
な

く
、
し
ば
し
ば
、
朱
校
等
に
よ
る
複
数
の
本
交
を
適
宜
一
つ
の
本
文
に
ま

と
め
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
あ
り
、
ま
た
、
誤
写
と
思
し
き
点
も
少

な
く
な
く
、

一
見
あ
ま
り
忠
実
で
な
い
転
写
本
に
も
思
え
る
が
、
仔
細
に

見
れ
ば
、
転
写
本
と
し
て
は
、
理
解
し
難
い
異
同
も
多
々
あ
り
、
結
局
、

伏
見
宮
顕
昭
本
に
酷
似
し
た
本
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
本
書
の
書
写
態
度
は
比
較
的
丁
寧
で
あ
る
の
で
、
祖
を
ほ

ぼ
同
じ
く
す
る
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
と
こ
れ
程
異
同
が
多
い
の
も
い
ぶ
か

し
く
、
中
聞
に
別
の
写
本
が
介
在
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

左
記
に
伏
見
宮
顕
昭
本
と
本
書
が
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
例

と
、
本
書
が
前
者
の
転
写
本
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
例
を
そ
れ
ぞ
れ
二
、

三
挙
げ
て
お
く
。

ナ

ガ

ラ

(

朱

)

ナ

ガ

ラ

(

朱

)

オ
ナ
ジ
ム
カ
シ
ニ
〈
伏
〉

l
を
な
じ
む
か
し
に
(
天
)

ム

カ

シ

ナ

ガ

ラ

ニ

〈

墨

)

ム

カ

シ

ナ

ガ

ラ

ニ

(

墨

)

伏
に
は
「
オ
ナ
ジ
」
に
左
右
墨
合
点
、
「
ム
カ
シ
」
(
傍
書
)
に
墨
右
合

吾
第
二
旬
、

点
、
が
あ
る
が
天
に
は
一
切
な
い
。

左
傍
書
は
こ
の
二
本
の
み
。
ノ
ヒ
ム
ガ
シ
ノ
(
墨
〉

異
本
歌
2
詞
書
、
雲
林
院
一
一
マ
カ
リ
テ
云
々
(
伏
〉
!
全
同
(
天
〉

墨
の
傍
書
二
本
の
み
。

=
一
百
勘
物
、
貞
文
寄
合
、
一
一
一
二
勘
物
、
此
寄
合
寄
有
=
五
首
司
、
延
木
五
年

一
一
月
廿
九
日
ハ
伏
〉

i
全
同
(
天
〉

こ
の
勘
物
は
全
て
一
一
ニ
O
に
付
す
の
が
正
し
く
、
二
首
に
分
け
て
記
す
二

本
は
誤
り
。

一
八
五
勘
物
、
在
=
猿
丸
集
一
、
一
八
六
勘
物
、
詞
云
、

ア
キ
ノ
ハ
ジ
メ
ッ
カ
タ

モ
ノ
ヲ
モ
ヒ
ケ
ル
ニ
ヨ
メ
ル
〈
伏
〉

i
全
向
〈
天
〉

こ
こ
も
ご
首
に
分
け
た
の
は
誤
り
で
、
全
て
一
八
五
に
付
す
の
が
正
し
い
。

一
一
一
一
回
勘
物
、
「
又
在
=
家
持
集
乙
ヲ
芸
一
五
勘
物
中
ニ
混
入
〈
伏
〉

l
全
同

(
天
)
こ
の
種
勘
物
の
位
置
の
誤
り
の
一
致
例
は
他
に
も
多
い
。

次
に
、
明
ら
か
に
異
な
る
例
を
挙
げ
る
。

一O包
第
五
句
、

マ
グ
ヤ
ハ
(
朱
)

オ
ト
ラ
ザ
ラ
マ
シ
(
伏
〉

i
お
と
ら
ざ
ら
ま
し
(
天
)

ナ
ジ
(
伏

)
iよ
し
み
つ
ね
の
む
ね
さ
だ
(
天
〉

ミ
ハ
墨
)

こ
の
筒
所
、
作
者
を
欠
く
の
は
伏
の
み
。
と
こ
ろ
が
、
宮
本
家
本
以
下

九
八
五
作
者
、

「
或
本
此
寄
宗
貞
也
、
百
六
叉
叶
ν
之
、
本
失
敗
」
(
表
記
は
伏
天
に
よ
る
)

の
勘
物
が
あ
り
、
清
輔
本
は
本
来
作
者
な
し
(
九
八
四
の
「
よ
み
人
し
ら
ず
」

が
か
か
る
)
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伏
以
外
の
諸
本

(
零
静
宮
尊
天
、
伏
一
は
欠
丁
)
作
者
を
有
す
る
の
は
不
審
。
ど
の
よ
う

に
解
釈
す
る
か
は
別
と
し
て
、
本
書
に
は
作
者
が
あ
り
、
伏
の
転
写
本
で

な
い
こ
と
は
明
ら
か
。
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九
九
四
第
五
旬
、
ヒ
ト
リ
ユ
ク
ラ
ム
(
伏

)
lひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん
(
天
)

同
左
注
、
サ

νド
モ
ツ
ラ
ゲ
ナ
ル
ケ
シ
キ
モ
ミ
エ
デ
(
伏

)
lさ
り
け

れ
ど
も
つ
ら
げ
な
る
け
し
き
も
み
え
で
(
天
)

何
れ
も
清
輔
本
以
来
同
じ
く
、
本
書
の
本
文
の
方
が
穏
当
で
あ
り
、
伏

は
異
文
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
伏
見
宮
顕
昭
本
と
近
し
い
関
係
を
有
す
る
が
、

転
写
関
係
は
な
い
。

さ
て
、
顕
昭
本
二
本
の
特
徴
的
な
異
文
は
、
注
(

m

ぬ
〉
に
掲
げ
た
。

顕
昭
本
二
本
の
中
で
は
、
伏
見
宮
顕
昭
本
の
方
が
純
粋
な
本
文
を
有
し

て
お
り
、
本
書
は
特
に
校
合
本
文
の
処
理
が
任
意
と
認
め
ら
れ
、
原
型
を

崩
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
(
二
六
六
l

二
ニ
二
)

〔
江
戸
中
期
〕
写

二
冊

前
記
天
理
図
書
館
蔵
伝
家
隆
筆
本
の
臨
写
本

袋
綴
。
浅
標
色
艶
出
表
紙
(
二
九
・
四
×
二
二
・

O
糎
)
。
左
肩
題
第

「
古
今
和
歌
集

上
ハ
下
〉
」
。
料
紙
、
や
や
薄
手
鳥
の
子
紙
。

字
面
高
さ
、

約
一
七
・
五
糎
。
印
記
、
各
冊
巻
首
「
鷹
司
/
蔵
書
記
」
(
朱
印
〉
。

本
書
は
天
理
顕
昭
本
の
字
詰
ま
で
忠
実
な
臨
写
本
で
あ
る
の
で
、
以
下

の
記
述
は
略
す
る
。
補
入
部
分
を
一
部
本
行
化
し
た
り
、
朱
書
に
若
干
の

書
落
し
が
あ
る
程
度
の
異
同
は
あ
る
。
ま
た
、
流
布
本
と
異
な
る
本
交
を

有
す
る
箇
所
に
訂
正
本
文
(
流
布
本
本
文
)
を
書
い
た
小
紙
片
を
貼
り
、

注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
ま
た
、
既
述
の
天
理
本
に
付
さ
れ
た
大
口
周
魚

氏
の
添
紙
に
言
う
「
油
紙
も
て
ね
も
こ
ろ
に
影
写
」
し
た
本
と
本
書
と
の

関
係
は
本
書
の
料
紙
が
影
写
可
能
な
程
薄
く
な
く
、
「
油
紙
」
と
い
う
に

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
点
や
、
表
紙
の
色
が
異
な
る
点
か
ら
、
別
本
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

ω、
ノ
l
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵
黒
川
本

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
付
属
図
書
館
蔵
黒
川
本

(
E
一
O
九
)

に
つ
い
て
は
未
見
ゆ
え
、
い
ず
れ
機
を
見
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

黒
川
本
は
真
名
序
の
校
異
の
際
に
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
基
俊
本

と
の
校
合
を
除
い
て
も
、
切
で
扱
っ
た
二
本
の
顕
昭
本
と
は
明
ら
か
に
別

系
統
本
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
基
俊
本
の
校
合
が
顕
昭
の
手
に
な
る
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
も
、

今
後
に
検
討
す
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

料
、
内
裏
切
第
一
種
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内
裏
切
第
一
種
と
は
内
裏
切
を
集
成
整
理
さ
れ
た
小
松
茂
美
氏
編
『
古

筆
学
大
成
』
第
三
巻
〈
平
1
刊
〉
に
収
め
ら
れ
た
十
三
種
の
内
裏
切
の
中
、

第
一
番
目
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
仮
に
こ
の
よ
う
に
呼
称
さ
せ
て
頂

く
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

古
今
集
切
の
中
、
清
輔
本
の
勘
物
を
有
し
、
清
輔
自
筆
と
伝
称
さ
れ
る

内
裏
切
が
一
種
類
で
は
な
い
ら
し
い
と
い
う
こ
と
は
従
来
も
指
摘
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
小
松
氏
の
博
捜
と
厳
密
な
調
査
に
よ
り
実
に
十
三

種
も
の
区
別
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
れ
ら
の
中
に
は
一
、
二
葉
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
の

で
、
寄
合
書
の
場
合
を
考
慮
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
十
三
部
の
清
輔
本
(
も

し
く
は
顕
昭
本
〉
の
切
が
あ
る
と
は
断
言
出
来
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も

か
な
り
の
部
数
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
清
輔
本
古
今
集
の
存
在
が

過
去
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
稀
れ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

内
裏
切
以
外
で
も
、
伝
鴨
長
明
筆
土
佐
切
(
藻
塩
草
所
収
)
、
伝
慈
円
筆

古
今
集
切
、
伝
源
通
具
筆
古
今
集
切
(
以
上
『
古
筆
学
大
成
』
第
四
巻
所

収
)
の
如
く
、
清
輔
本
も
し
く
は
顕
昭
本
の
勘
物
を
有
す
る
も
の
が
あ
り
、

勘
物
の
み
の
移
写
の
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
流
布
の
影
響
は
無
視
出
来

な
い
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
多
く
の
内
裏
切
の
中
、
最
も
多
量
に
残
存
し
、
し
か
も
、
現
行

の
何
れ
の
清
輔
本
、
顕
昭
本
と
も
別
系
統
の
本
文
を
有
す
る
の
が
、
内
裏

切
第
一
種
で
あ
る
。
小
松
氏
の
集
成
に
は
巻
十
七
尖
一
五
歌
よ
り
九
一
七
作
者

ま
で
を
欠
く
が
、
ほ
ぼ
完
存
〉
を
巻
子
一
巻
に
佐
立
て
た
も
の
を
初
め
、

そ
の
他
切
二
十
五
枚
を
収
め
て
い
る
。

稿
者
は
現
物
を
一
葉
も
目
賭
し
て
い
な
い
が
、
諸
書
の
記
述
か
ら
、
本

来
綴
葉
装
四
半
本
で
、
二
五
×
一
五
糎
程
の
大
き
さ
、
料
紙
、
斐
紙
、
毎

半
葉
九
行
、
和
歌
二
行
書
、
平
仮
名
交
り
、
注
片
仮
名
交
り
、
字
面
高
さ
、

約
二
ハ
・
五
糎
(
頭
脚
注
を
除
く
〉
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
書
写
年

代
は
鎌
倉
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
円
新
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
で
あ

る
こ
と
を
示
す
歌
頭
の
合
点
は
な
く
、
声
点
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
内
裏
切
第
一
種
に
つ
い
て
は
、
小
松
氏
の
集
成
以
前
に
、

他
の
内
裏
切
と
弁
別
し
て
独
自
の
集
成
を
試
み
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に

し
た
論
文
が
存
す
る
。

田
島
智
子
氏
「
清
輔
本
古
今
和
歌
集
内
一
裏
切
の
一
分
類
i
顕
昭
注
と
基

俊
本
校
合
を
持
つ
内
裏
切

i
」

(
「
詞
林
」

2
昭
臼
・
日
〈
大
阪
大
学
古

代
中
世
文
学
研
究
会
〉
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。

田
島
氏
は
計
十
一
枚
の
集
成
(
内
一
枚
存
疑
、
存
疑
一
枚
を
含
め
三
枚

は
小
松
氏
の
集
成
と
重
複
し
な
い
〉
を
基
に
考
察
さ
れ
た
が
、
間
然
と
す

る
所
の
な
い
結
論
で
、
小
松
氏
の
集
成
に
よ
っ
て
資
料
的
に
大
い
に
進
展
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し
た
現
在
で
も
、
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
る
点
は
殆
ん
ど
な
い
。

田
島
氏
に
よ
れ
ば
、
本
切
の
勘
物
は
明
ら
か
に
顕
昭
本
の
系
統
に
属
し

て
い
る
が
、
そ
の
他
に
、
基
俊
本
と
の
校
合
と
、
片
仮
名
交
り
の
注
釈
が

書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
、
基
俊
本
と
の
校
合
は
黒
川
本
の
よ
う
に
全
巻
に
亘
っ
て
付
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
勘
物
と
し
て
ご
く
一
部
が
注
記
さ
れ
る
に
止
ま
り
、

黒
川
本
と
は
相
互
に
補
う
面
も
あ
り
、
別
種
の
校
合
で
あ
る
。

一
方
、
片
仮
名
交
り
の
注
釈
は
詳
細
に
頭
脚
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
は
、
『
顕
注
密
勘
抄
』
の
顕
注
と
、
顕
昭
『
古
今
集
注
』
に

か
な
り
類
似
し
、
前
者
と
一
致
も
し
く
は
類
似
す
る
場
合
が
多
い
が
、
後

者
と
一
致
も
し
く
は
類
似
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
何
人
か
に
よ

っ
て
前
記
二
著
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
、
顕
昭
の
第
三
の
古
今

集
注
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
文
は
独
自
異
文
が
多
い
が
、
誤
写
も
あ
り
、

一
部
伝
後
鳥
羽
天
皇
震

筆
本
と
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
清
輔
本
系
の
本
文
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

田
島
氏
論
文
の
要
旨
を
稿
者
な
り
に
多
少
の
補
足
も
含
め
て
記
す
と
大

体
右
の
如
く
に
な
ろ
う
。

基
俊
本
と
の
校
合
を
有
し
、

し
か
も
黒
川
本
と
は
異
な
る
顕
昭
本
で
あ

る
点
は
全
く
そ
の
通
り
で
、
書
入
注
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
他
に
顕
昭
独

自
の
書
入
れ
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
概
ね
そ
の
通
り
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
最
後
の
、
本
文
に
つ
い
て
「
お
お
む
ね
清
輔
本
系
」
と
す
る
点

は
、
資
料
の
増
加
に
伴
っ
て
、
改
め
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

清
輔
本
の
本
文
に
は
か
な
り
の
揺
れ
が
あ
り
、
前
稿
で
清
輔
本
の
一
種

の
可
能
性
が
高
い
と
し
た
六
条
家
本
の
よ
う
に
、
多
量
の
独
自
異
文
を
有

す
る
例
も
あ
る
。
従
っ
て
、
本
文
の
校
合
に
よ
っ
て
直
ち
に
清
輔
本
か
否

か
を
客
観
的
に
決
定
す
る
の
は
な
か
な
か
に
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
内
裏

切
第
一
種
に
異
文
が
多
い
と
言
っ
て
も
、
ど
の
程
度
本
文
が
隔
っ
て
い
た

ら
、
清
輔
本
と
(
あ
る
い
は
顕
昭
本
と
)
認
め
ら
れ
な
く
な
る
の
か
と
い

う
問
い
に
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

田
島
氏
は
「
お
お
む
ね
清
輔
本
系
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
結
論
を
留
保
さ

れ
た
が
、
私
見
は
寧
ろ
そ
の
逆
で
、
結
論
は
保
留
す
る
も
の
の
、
清
輔
本

系
と
は
思
わ
れ
な
い
と
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
に
、
内
裏
切
第
一
種
は
、
部
立
を
内
題
の
下
に
書
か
ず
、
部
立
改

行
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
本
切
は
、
巻
四
、
八
、
十
六
、
十
七
の
巻
頭
が

知
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
内
題
、
巻
数
を
一
行
に
書
き
、
部
立
は

改
行
し
て
い
る
。

前
稿
六
条
家
本
の
項
(
五
九
l
六
O
頁
)
に
述
べ
た
よ
う
に
、
清
輔
本
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は
通
宗
本
に
倣
っ
て
(
恐
ら
く
小
野
皇
太
后
宮
御
本
以
来
の
特
徴
と
し
て
〉

部
立
を
内
題
下
に
書
く
一
行
書
方
式
を
と
っ
て
お
り
、
六
条
家
本
が
清
輔

本
の
一
種
で
は
な
い
か
と
考
え
る
一
根
拠
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
法
則
を
本
切
に
適
用
す
る
と
、
本
切
は
改
行
方
式
で
あ
る
の
で
、

〈

却

〉

清
輔
本
で
も
顕
昭
本
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
二
は
異
本
歌
で
あ
る
。

本
切
に
は
基
俊
本
と
の
校
合
に
よ
り
、
基
俊
本
の
和
歌
が
書
き
入
れ
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
存
の
切
の
範
囲
で
は
清
輔
本
の
異
本
歌

が
、
本
行
、
頭
脚
注
何
処
に
も
見
当
ら
な
い
。

ま
ず
、
基
俊
本
の
歌
は
次
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

四
八
九
ノ
次
、
「
基
俊
本
有
也
、
本
押
需
書
」
と
注
記
し
、
本
行
と
す
る
。

け
ふ
人
を
こ
ふ
る
こ
ふ
ろ
は
あ
す
か
ど
は

な
が
る
ふ
み
づ
に
お
と
ら
ざ
り
け
り

こ
の
位
置
は
花
山
法
皇
御
本
と
同
じ
。
基
俊
本
は
四
九
一
ノ
次
に
あ
る
。

六五
O
、
歪
一
辺
り
の
脚
欄
(
挿
入
箇
所
欠
損
で
不
明
)
に
異
本
歌
口
、

12 

を
書
入
れ
。
清
輔
本
で
は
七
五
一
ノ
次
で
あ
る
の
で
、
こ
の
書
入
れ
は
基
一
俊
本

に
よ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
基
俊
本
(
黒
川
本
注
記
に
よ
る
)
は
歪
ニ

ノ
次
、
但
し
、
花
山
法
皇
御
本
(
士
山
香
須
賀
文
庫
本
)
は
六
四
九
ノ
次
。

(
前
欠
〉
ヤ
マ
ナ
ル
イ
サ
ラ
河
イ
サ
ト
コ
タ
ヘ
テ
ワ
ガ
ナ
モ
ラ
ス
ナ

ウ
ネ
メ
ノ
御
返
事

ヤ
マ
シ
ナ
ノ
ヲ
ト
ハ
ノ
山
ノ
ヲ
ト
ニ
ダ
ニ
人
ノ
シ
ル
ベ
ク
ワ
ガ
コ
ヒ
メ

カ
モ

八七
O

ノ
次
、
挿
入
符
号
、
脚
書
。

右
近
衛
府
生
ヨ
リ
右
近
衛
将
曹
ニ
ナ
リ
テ
ト
ネ
リ
ラ
ニ
サ
ケ
タ
ウ
ピ
ケ

ル
ツ
イ
デ

三
井
ノ
貞
ノ
リ

カ
シ
ワ
ギ
ノ
モ
リ
ノ
ア
タ
リ
ヲ
ウ
チ
ス
ギ
テ
ミ
カ
サ
ノ
山
ニ
ワ
レ
ハ
キ

一
ケ
り

基
俊
本
有
也
、
押
需

こ
の
歌
、
基
俊
本
(
黒
川
本
注
記
〉
に
は
見
え
な
い
が
、
花
山
法
皇
御

本
(
士
山
香
須
賀
文
庫
本
〉
は
こ
の
位
置
に
あ
る
。

2
2
ノ
脚
書
(
挿
入
箇
所
不
明
)
。

心
コ
ソ
心
ヲ
ハ
カ
ル
心
ナ
レ
心
ノ
ア
タ
ハ
心
ナ
リ
ケ
リ

基
俊
本
在
也
、
押
吊

久
曽
神
氏
著
書
資
料
編
上
(
一
八
頁
〉
に
紹
介
さ
れ
た
切
で
、
久
曽
神

氏
は
「
内
裏
切
な
ど
と
は
別
で
あ
る
に
と
さ
れ
て
い
る
が
、
田
島
氏
は

内
裏
切
第
一
種
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
写
真
に
よ
る
比
較
で
あ
る
が
、
両

者
の
筆
跡
は
一
致
し
て
お
り
、
田
島
氏
の
認
定
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
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な
お
、
「
心
コ
フ
」
の
脚
注
は
、
最
初
一
実
ニ
の
脚
欄
に
一
旦
書
か
れ
た
後
、

擦
り
消
し
、
更
め
て
同
筆
で
一
2
ハ
一
脚
欄
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
、
黒
川
本
校
合
に
は
見
え
な
い
が
、
花
山
法
皇
御
本
(
志
香
須

賀
文
庫
本
〉
に
は
一
2
6
ノ
次
に
存
在
す
る
。

既
に
久
曽
神
、
田
島
両
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
基
俊
本
に
よ
る
校

合
書
入
歌
に
関
し
て
、
黒
川
本
の
校
合
と
本
切
の
校
合
は
異
な
る
場
合
が

あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
単
な
る
誤
脱
も
あ
ろ
う
が
、
後
述
の
よ
う
に

本
文
に
異
同
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
点
も
あ
る
。

次
に
、
清
輔
本
の
異
本
歌
の
あ
る
べ
き
位
置
の
状
態
が
明
ら
か
な
の
は

次
の
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。

六
九
七
も
し
く
は
六
九
八
ノ
次
に
異
本
歌
9
が
存
在
す
べ
き
が
、
本
行
、
頭
脚

注
何
れ
に
も
見
当
ら
な
い
。

以
上
の
如
く
、
基
俊
本
の
歌
は
校
合
に
よ
っ
て
保
有
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
た
だ
一
箇
所
の
み
で
あ
る
が
、
清
輔
本
の
異
本
歌
を
有
し
な
い
点
、

清
輔
本
と
み
な
す
に
は
問
題
が
多
い
。

第
三
に
新
院
御
本
と
の
校
合
を
示
す
朱
傍
書
が
な
い
。

本
切
は
写
真
で
見
る
の
み
の
稿
者
に
は
確
言
出
来
な
い
が
、
清
輔
本
、

顕
昭
本
の
特
徴
で
あ
る
朱
校
が
存
在
せ
ず
、
校
異
は
全
て
墨
書
の
よ
う
で

丸
り

7
Q

。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
校
異
は
清
輔
本
、
顕
昭
本
に
見
ら
れ
る
そ
れ

と
は
異
っ
て
い
る
b

既
述
の
よ
う
に
、
清
輔
本
、
顕
昭
本
の
朱
校
は
、
伝
本
に
よ
っ
て
か
な

り
の
異
同
が
認
め
ら
れ
、
更
に
、
相
互
に
矛
盾
も
存
在
し
、
そ
の
原
因
や

理
由
は
明
ら
か
に
し
難
い
点
が
多
い
。
従
っ
て
、
あ
る
程
度
の
異
同
や
阻

酷
は
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
切
の
そ
れ
は
、
そ
の
範
囲
を
逸
脱
し

て
お
り
、
新
院
御
本
と
の
朱
校
は
殆
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ

る
以
上
の
三
点
が
、
本
切
の
本
文
を
清
輔
本
(
も
し
く
は
顕
昭
本
〉
系
統

の
古
今
集
と
認
め
難
い
理
由
で
あ
る
。

仮
に
、
本
文
が
清
輔
本
本
文
で
は
な
い
と
す
る
と
本
切
は
ど
の
よ
う
に

し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
は
、
本
切
の
よ
う
な
形
態
の
古
今
集
は
全
く
顕
昭
の
与
り
知
ら
ぬ

と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
顕
昭
本
の
勘
物
は
転
記
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
は
、
本
却
の
勘
物
は
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
特
に

基
俊
本
と
の
校
異
を
含
ん
で
い
る
故
、
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
の
、
本

文
と
の
有
機
的
な
結
び
つ
き
は
期
待
出
来
な
く
な
り
、
そ
の
面
で
の
価
値

は
低
下
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
も
う
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
本
文
は
清
輔
本
系
統
で
な
い
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に
し
て
も
、
顕
昭
の
手
元
に
は
、
清
輔
本
系
の
本
文
を
有
す
る
古
今
集
し

か
な
か
っ
た
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
顕
昭
が
手
元
に
あ
る
古
今

集
の
一
一
異
本
に
自
ら
注
記
や
校
異
を
書
き
入
れ
る
可
能
性
も
あ
り
う
る
と

す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
こ
の
場
合
な
ら
ば
、
顕
昭
本
系
統
と
は
言
い
難

く
と
も
、
顕
昭
の
与
り
知
ら
ぬ
本
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
可
能
性
は
小
さ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

本
切
に
は
、
顕
昭
の
勘
物
と
し
て
、
作
者
の
勘
物
や
本
文
に
関
わ
る
注
記
、

更
に
は
本
切
特
有
の
注
釈
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
何
れ
も
本
来
、
本
文
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
り
、
正
し
い
本

文
と
相
侠
っ
て
、
十
全
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
幾
ら
心

覚
え
、
手
控
え
と
し
て
も
、
別
系
統
の
本
文
の
古
今
集
に
こ
れ
程
多
く
の

書
き
入
れ
を
施
す
の
は
、
や
は
り
常
識
的
に
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
本
切
の
本
文
と
注
釈
が
魁
離
し
て
い
る
例
を
あ
げ
る
。

だ
ひ
し
ら
ず

よ
み
人
し
ら
ず

一
七
一
わ
が
せ
こ
が
衣
の
す
そ
を
ふ
き
か
へ
し

か
ぜ
か
な

う
ら
め
づ
ら
し
き
秋
の
は
つ
か
ぜ
(
「
は
つ
か
ぜ
」
ニ
合
点
)

(
頭
注
〉
在
ニ
家
持
集
一
、
但
ワ
ギ
モ
コ
ガ
、
叉
ア
キ
ノ
ハ
ッ
カ
ゼ
、
凡

家
持
寄
十
一
首
在
ν
之

(
脚
注
〉
ワ
ガ
セ
コ
ガ
ハ
、

ヲ
ト
コ
ニ
モ
メ
ニ
モ
ワ
タ
ル
ナ
リ
、
或
ハ

ワ
ガ
セ
コ
ト
ハ
、

ヲ
ト
コ
ヲ
イ
フ
コ
ト
ア
レ
ド
コ
ノ
寄
ハ
メ
ヲ
イ
フ
ト
キ

コ
ヘ
タ
リ
、

サ
レ
パ
コ
ソ
、

コ
ロ
モ
ノ
ス
ソ
ヲ
フ
キ
カ
ヘ
サ
セ
テ
ウ
ラ
メ

ヅ
ラ
シ
ト
モ
イ
へ
、

ヲ
ト
コ
ノ
キ
ヌ
ノ
ス
ソ
フ
キ
カ
ヘ
ス
ト
イ
フ
ベ
カ
ラ

ズ
、
口
コ
ノ
寄
ヲ
ワ
ギ
モ
コ
ガ
ト
カ
ケ
ル
コ
ト
モ
ア
リ

脚
注
は
『
顕
在
密
勘
抄
』
の
顕
注
と
行
文
が
類
似
し
て
い
る
が
、
問
題

と
し
た
い
の
は
頭
注
で
、
こ
れ
は
清
輔
本
、
顕
昭
本
と
同
じ
で
あ
る
。
但

し
、
清
輔
本
、
顕
昭
本
に
お
い
て
は
、
本
文
第
五
句
が
「
秋
の
か
ぜ
か
な
」

と
あ
り
、
そ
れ
故
の
「
叉
ア
キ
ノ
ハ
ッ
カ
ゼ
」
と
い
う
注
で
あ
っ
た
の
が
、

本
切
は
第
五
句
が
「
秋
の
は
つ
か
ぜ
」
と
あ
り
、
注
と
姐
離
し
て
い
る
。

本
文
と
注
と
の
関
連
が
無
視
さ
れ
た
一
例
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
本
切
は
本
文
と
勘
物
が
本
来
別
々
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

く
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
顕
昭
本
と
呼
ぶ
の
は
正
確
で
な
い
こ
と
に

な
る
が
、
勘
物
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
顕
昭
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
こ
こ
に
置
き
、
更
な
る
検
討
を
侠
つ
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
本
切
の
特
徴
的
な
本
文
は
、
主
と
し
て
顕
昭
本
と
の
比
較
を
中

心
に
注
(
初
〉
に
示
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

本
切
に
独
自
異
文
が
多
い
こ
と
は
、
既
に
田
島
氏
が
指
摘
さ
れ
た
と
こ
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ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
同
じ
く
田
島
氏
御
指
摘
の
伝
後
鳥
羽
院
展
筆
本
と
の

一
致
も
集
成
が
進
む
こ
と
に
よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
。
但
し
、
巻
に

よ
り
一
致
度
に
多
少
違
い
が
あ
る
か
の
如
く
で
、
同
一
系
統
と
ま
で
は
言

え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
で
は
、
定
家
本
と
一
致
す
る
場
合
も
散
見

さ
れ
、
清
輔
本
中
で
は
、
天
理
零
本
と
静
嘉
堂
寛
親
本
と
の
一
致
が
や
や

目
立
つ
。

何
れ
に
し
て
も
本
文
的
に
清
輔
本
(
顕
昭
本
〉
系
統
と
は
言
い
難
く
、

系
統
も
不
明
で
あ
る
。

最
後
に
本
切
に
校
合
さ
れ
て
い
る
基
俊
本
に
つ
い
て
一
言
す
る
。

既
に
基
俊
本
と
の
校
合
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
歌
に
関
し
て
、
黒

川
本
の
校
合
と
一
致
し
な
い
点
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
た
が
、
そ
の
他
、

本
文
に
も
異
同
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

次
に
掲
げ
る
の
は
、
八
七
回
「
た
ま
だ
れ
の
」
歌
の
脚
注
に
書
き
入
れ
ら

れ
た
当
該
歌
の
基
俊
本
の
詞
書
で
、
そ
の
ま
ま
の
引
用
で
校
合
で
な
い
数

少
な
い
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
黒
川
本
の
校
合
と
比
較
し
て
み
る
。

(
本
切
書
入
れ
〉

寛
平
御
時
-
一
ウ
へ
ニ
サ
ブ
ラ
ヒ
ケ
ル
ヲ
ノ
コ
ド
モ
カ
メ
ヲ
モ
タ
セ
テ
中

宮
ノ
御
方
ニ
御
ミ
キ
ヲ
ロ
シ
ト
キ
コ
へ
ケ
レ
パ
、
蔵
人
ド
モ
ワ
ラ
ヒ
テ

カ
メ
ヲ
御
マ
ヘ
ニ
モ
テ
イ
デ
、
テ
モ
カ
ケ
デ
カ
ヘ
リ
キ
タ
リ
テ
、

サ
ナ

ム
ア
リ
ツ
ル
ト
カ
タ
リ
ケ

νパ
キ
、
テ
蔵
人
ド
モ
ノ
中
ニ
ヲ
ク
リ
ケ
ル

基
俊
本
押
吊

(
黒
川
本
校
合
基
俊
本
〉

寛
平
御
時
う
へ
の
さ
ぶ
ら
ひ
に
は
ベ
り
け
る
を
の
こ
ど
も
き
さ
い
の
宮

の
御
か
た
に
御
き
み
の
お
ろ
し
き
こ
え
に
た
て
ま
つ
れ
た
り
け
れ
ば
、

く
ら
人
ど
も
わ
ら
ひ
て
か
め
を
ふ
ま
へ
に
も
て
い
で
ふ
、
と
も
か
れ
も

っ
か
ひ
か
へ
り
き
て
、
さ
な
ん
あ
り
つ
る
と

い
は
ず
な
り
に
け
れ
ば
、

い
ひ
け
れ
ば
く
ら
人
の
な
か
に
を
く
り
け
る
(
久
曽
神
氏
著
書
資
料
編

上
に
よ
る
)

後
者
は
顕
昭
本
へ
の
校
異
(
傍
線
箇
所
)
で
あ
る
か
ら
正
確
を
期
し
難

い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
校
異
本
文
で
あ
る
傍
線
箇
所
も
多
く
一
致
し
て

い
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。
基
俊
本
そ
の
も
の
が
現
存
せ
ず
、
校
合
本
文

に
よ
っ
て
い
る
現
状
で
は
、
そ
の
本
文
を
論
ず
る
際
に
は
慎
重
さ
が
要
求

さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
本
切
の
存
在
価
値
も
そ
の
点
に
あ
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

清
輔
本
並
び
に
顕
昭
本
古
今
集
に
つ
い
て
、
以
上
綾
々
述
べ
来
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
徒
ら
に
問
題
を
紛
糾
さ
せ
た
に
止
ま
り
、
そ
の
解
決
の

遠
い
こ
と
を
嘆
ず
る
ば
か
り
と
な
っ
た
こ
と
を
恥
じ
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
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従
っ
て
、
本
稿
の
論
点
を
更
め
て
要
約
す
る
こ
と
は
敢
て
行
わ
な
い
。

ま
た
、
黒
川
本
が
未
調
査
で
あ
る
等
、
調
査
の
不
備
も
一
、
二
に
止
ま

ら
ず
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
力
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
資
料
の
発
見
に
よ
り
、
問
題
が
一
挙
に
解
決
す
る
場
合
も
あ
る
が
、

若
干
の
疑
義
は
解
決
し
て
も
、
反
っ
て
ま
た
よ
り
多
く
の
疑
義
を
生
む
場

合
が
少
な
く
な
い
。
現
存
の
資
料
を
出
来
得
る
限
り
丁
寧
に
読
み
解
く
こ

と
も
、
そ
の
解
決
に
寄
与
す
る
筈
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
点
に
力
を
尽
く

し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
稿
者
の
力
不
足
、
努
力
不
足
も
あ
っ
て
、
甚
だ

不
満
足
な
結
果
と
な
っ
た
。

な
お
、
前
稿
発
表
後
、
何
人
か
の
方
か
ら
、

口
頭
も
し
く
は
書
信
で
、

御
教
示
、
御
意
見
を
賜
っ
た
。
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
方

々
が
、
御
論
考
等
で
発
表
さ
れ
た
時
点
で
、
再
考
す
べ
き
も
の
は
再
考
し
、

お
答
え
す
べ
き
も
の
は
お
答
え
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
言
及

は
し
な
い
が
、
本
稿
に
お
け
る
稿
者
の
立
場
に
つ
い
て
一
言
述
べ
さ
せ
て

頂
き
た
い
。

そ
れ
は
、
稿
者
が
、
現
存
の
清
輔
本
(
顕
昭
本
も
含
む
)
に
つ
い
て
、

余
り
に
静
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
如
く
理
解
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
現
存
の
清
輔
本
が
、
清
輔
に
よ
る
発
展
段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
を

忠
実
に
反
映
し
て
い
る
と
と
ら
え
、
目
前
の
本
文
の
比
較
の
み
に
よ
っ
て

分
類
し
よ
う
と
し
、
後
代
的
変
化
や
校
合
、
本
文
の
接
触
等
の
要
素
を
軽

視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
に
つ
い
て
、
稿
者
は
軽
視
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
本

稿
に
お
い
て
も
、
そ
れ
な
り
の
配
慮
を
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、

い
き
さ

か
性
急
に
過
ぎ
る
論
の
展
開
が
誤
解
を
招
く
所
少
な
し
と
し
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
し
ば
し
ば
述
べ
た
よ
う
に
、
異
本
歌
の
形
態
、

各
巻
巻
頭
の
歌
数
表
示
の
方
法
、
作
者
勘
物
の
形
式
等
に
お
い
て
、
初
期

の
清
輔
本
か
ら
後
期
の
清
輔
本
、
更
に
は
顕
昭
本
へ
と
、
ま
、
ぎ
れ
も
な
く

一
貫
し
た
方
向
が
認
め
ら
れ
、
細
部
に
一
日
一
れ
ば
と
も
か
く
、
古
写
本
の
多

い
清
輔
本
諸
本
は
意
外
に
原
態
を
止
め
て
い
る
と
考
え
て
然
る
べ
き
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
、
二
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
天
理
図
書
館
蔵
常
本
の
余
り
に
少
な
い
勘

物
は
、
あ
る
い
は
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
量
が
少
な
い
こ
と
が
即

ち
最
初
期
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
し
て
も
、
前
記
の
諸
形

式
か
ら
し
て
、
初
期
の
清
締
本
と
見
倣
す
他
な
く
、
更
に
本
文
的
に
静
嘉

堂
文
庫
蔵
寛
親
本
と
近
し
い
こ
と
が
、
そ
れ
を
補
強
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
宮
本
家
本
に
は
、
清
輔
自
身
の
平
治
元
年
以
後
の
追
識
語
を
存
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し
て
お
り
、
そ
の
年
記
は
保
元
二
年
本
よ
り
下
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
な

ら
の
み
か
ど
」
を
誰
に
比
定
す
る
か
の
一
事
を
以
て
し
で
も
、
永
治
二
年

本
と
し
て
の
性
格
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
の
如
く
、
伝
本
研
究
の
形
を
と
る
な
ら
ば
、
結
局
、
所
与
の
伝
本

の
形
態
と
本
文
に
執
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
、
稿
者
の
立
場
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
、
蕪
雑
な
稿
の
と
じ
め
と
し
た
い
。

〔注〕

(

1

)

 

西
下
氏
著
書
(
二
四
九
|
五
一
頁
)
に
は
保
元
二
年
本
と
し
て

こ
の
他
に
、
土
肥
慶
蔵
博
士
蔵
本
(
尊
経
閣
叢
刊
の
活
字
本
に
お

い
て
、
尊
経
関
蔵
本
の
切
取
り
箇
所
を
補
う
た
め
に
用
い
ら
れ
て

い
る
〉
及
び
岡
山
池
田
家
蔵
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
共
に
未

見
で
あ
る
。
ま
た
小
杉
櫨
都
民
「
貫
之
朝
臣
の
真
蹟
と
い
ふ
も
の
」

(
「
好
古
叢
誌
」
〔
第
一
編
〕
巻
十
一
明
お
・
日
)
に
は
蜂
須
賀
家

所
蔵
の
古
筆
古
今
集
の
奥
書
と
し
て
保
元
二
年
本
の
奥
書
が
全
文

引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
改
め
て
述
べ
る
が
、
一
覧
中
に
彰

考
館
蔵
抄
出
本
と
し
て
掲
げ
た
『
題
会
之
庭
訓
』
『
和
寄
会
之
次

第
』
と
合
綴
さ
れ
た
保
元
二
年
本
の
作
者
目
録
と
奥
書
の
み
の
抄

出
本
も
存
在
す
る
(
巴
二

O
l
O七
五
六
九
)
。

(
2〉

ヘ
3
)

(

4

)

 

右
の
よ
う
に
保
元
二
年
本
に
関
す
る
資
料
は
他
の
清
輔
本
に
較

ベ
て
多
い
。

尊
経
閣
叢
刊
の
活
字
翻
刻
本
は
、
判
読
不
能
筒
所
に
ま
ま
字
句

が
捕
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、
土
肥
慶
蔵
博
士
蔵
本
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
保
元
二
年
本
と
の
比
較

に
よ
れ
ば
、
そ
の
補
填
は
か
な
り
杜
撰
で
、
補
填
し
損
ね
た
り
、

不
十
分
な
補
填
を
加
え
た
場
合
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
補
填
箇
所

の
明
示
も
な
い
の
で
、
活
字
本
の
利
用
に
は
注
意
を
要
す
る
。

巻
九
末
尾
の
ウ
ラ
丁
の
左
端
ハ
ノ
ド
)
の
中
央
辺
り
に
「
和
豆
町
」

と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
切
取
ら
れ
た
次
T
オ
モ
テ
初
行
の
内
題

の
「
古
今
和
歌
集
巻
第
十
」
に
対
す
る
訂
正
か
傍
書
の
文
字
と
思

わ
れ
る
。

古
筆
了
現
の
添
状
に
よ
れ
ば
、
「
奥
書

青
蓮
院
殿
尊
円
尊
道

ノ
内
大
形
尊
円
ニ
而
可
ν
有
=
御
座
-
候
と
奉
ν
存
侯
」
、
「
外
題
大
覚

寺
股
随
庵
御
筆
-
一
而
可
v
有
=
御
座
-
存
候
」
と
あ
る
。
ま
た
、
林
十

郎
左
衛
門
の
「
覚
」
に
は
、
畠
山
牛
庵
の
極
に
よ
れ
ば
「
奥
書
ハ

青
蓮
院
尊
道
親
王
筆
、
外
題
ハ
二
条
摂
政
康
道
筆
」
で
あ
る
と
見

え
て
い
る
。

(

5

)

 

西
下
氏
著
書
二
四
七
|
九
頁
、
久
曽
神
氏
著
書
研
究
編
八
九
頁
。
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(
6〉

こ
の
箇
所
は
古
今
集
本
文
に
、
歌
順
の
異
向
が
あ
り
、

し
か
も
、

詞
書
、
作
者
と
歌
本
文
と
の
整
合
性
に
問
題
が
あ
る
。

こ
の
点
に
着
目
し
て
古
今
集
の
成
立
、
改
修
論
の
立
場
か
ら
論

じ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
田
中
喜
美
春
氏
「
古
今
集
所
収
亭
子
院
歌

合
歌
追
入
説
」
(
「
国
語
と
国
文
学
」
平
2
・
4
)
が
存
在
す
る
。

綿
密
精
微
な
論
考
で
教
え
ら
れ
る
点
が
多
い
が
、
稿
者
に
は
こ

の
箇
所
に
関
し
て
、
古
今
集
諸
本
や
成
立
に
ま
で
広
げ
て
論
ず
る

用
意
が
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
清
輔
本
内
部
の
異
同
に
つ
い
て
の

み
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

(

7

)

 

前
稿
宮
本
家
本
の
項
で
言
及
し
た
六
人
部
是
香
の
校
合
書
入
れ

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
建
久
五
年
奥
書
清
輔
本
を
是
香
の
校
合
に
よ

っ
て
推
定
す
る
と
、
歌
序
は
八
一
一
一
、
八
六
、
八
四
、
八
五
、
八
八
、
八
七
で
あ
り
、

宮
本
家
本
と
一
致
し
て
い
る
。
更
に
、
八
四
の
詞
書
を
欠
く
点
も
宮

本
家
本
と
の
み
一
致
し
て
い
る
。
但
し
、
八
七
作
者
「
つ
ら
ゆ
き
」

を
欠
き
、
八
九
作
者
は
「
つ
ら
ゆ
き
」
を
細
書
に
書
入
れ
て
い
る
と

い
う
。
従
っ
て
八
七
1
八
九
は
本
来
全
て
「
く
ろ
ぬ
し
」
歌
と
な
る
。

ま
た
、
頭
書
勘
物
も
宮
本
家
本
に
一
致
し
て
い
る
。

前
稿
に
も
述
べ
た
が
、
建
久
五
年
奥
室
岡
本
は
、
宮
本
家
本
と
同

一
系
統
本
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
本
文
的
に
は
二
本
の
み
の

(
8〉

致
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
、
こ
の
箇
所
も
完
全
に
は
一
致
し
な
い

が
、
最
も
近
し
い
関
係
に
あ
る
。

左
記
に
是
香
の
頭
書
注
記
を
参
考
の
た
め
引
用
す
る
。

(蜂〉

按
ニ
、
日
本
良
風
ノ
は
る
風
は
云
と
ノ
次
ニ
題
ハ
ナ
ク
シ
テ
タ
マ

く
ろ
ぬ
し
ト
パ
カ
リ
ア
リ
テ
、
春
雨
の
ふ
る
は
涙
か
ノ
寄
ヲ
入
、

次
ニ
、

ひ
え
に
の
ぼ
り
て
口
ハ
シ
ガ
キ
ノ
一
苛
入
タ
リ
、
按
ニ
、

つ
ね
ノ
雪
ト
ノ
ミ
ノ
寄
ハ
日
本
ノ
如
ク
、
上
友
則
ノ
前
ニ
入
タ
ル

ゾ
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ベ
キ
、

ソ
ハ
同
ジ
ハ
シ
ガ
キ
ノ
重
複
ス
ベ
キ
イ
ハ

レ
ナ
ケ

νパ
也
、
叉
黒
主
ノ
寄
ヲ
コ
、
ニ
挙
タ
ル
ハ
ワ
ロ
シ
、

テ
ハ
良
風
ト
一
座
ニ
テ
ヨ
メ
ル
寄
ト
ナ
リ
テ
、
雨
中
ノ
寄
ナ
レ
パ

良
風
ノ
耳
町
一
一
カ
ナ
ハ
ズ
、

コ
ハ
今
本
ノ
次
第
ゾ
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ベ
キ
、

サ
テ
日
本
ノ
次
第
井
二
ツ
ノ
貫
之
ノ
名
ナ
ケ
レ
パ
、
春
雨
の
ふ
る

は
云
と
、
山
高
み
一
去
と
、
桜
花
散
ぬ
る
風
の
一
誌
と
、
比
三
首
黒
主

ノ
寄
ト
ナ
レ
リ

昆
沙
門
堂
本
『
古
今
集
註
』
の
巻
末
に
は
仁
平
四
年
清
輔
本
奥

書
を
は
さ
ん
で
前
後
に
こ
積
の
目
録
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
奥
書
の
前
に

存
在
す
る
簡
略
な
目
録
が
仁
平
四
年
本
の
も
の
で
あ
り
、
後
に
存 みサ
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在
す
る
歌
人
別
入
集
歌
数
を
含
む
詳
細
な
目
録
は
保
元
二
年
本
の

仮
名
序
「
延
喜
五
年
四
月
十
八
日
」
ノ
注

重
案
v
之
ニ
人
/
¥
ニ

も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
仁
平
四
年
奥
書
の
次
に
あ
る

イ
本
「
号
=
御
本
二
新
院
御
本
也
」
の
肩
注
「
イ
本
」
が
以
下
の
目
録

召
=
古
奇
-
事
ハ
以
前
也
、
不
ν
注
ν
之
、
各
所
ν
進
之
膏
を
合
テ
令
ν

撰
ル
初
日
四
月
十
八
日
に
て
有
欺
、
貫
之
集
調
叶
=
此
議
-
欺
(
尊

全
て
に
及
び
、
こ
の
異
本
は
保
元
二
年
本
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

独
自
注
)
、
一
一
五

た
て
ま
つ
り
け
る
l
た
て
ま
つ
れ
る
、
=
一
六

東

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
目
録
は
注
記
等
の
些
細
な
点
を
除
き
、
形
式

条
大
ま
う
ち
き
み
l
東
三
条
の
右
の
大
ま
う
ち
き
み
、
一
一
穴

き
み

や
歌
人
の
排
列
が
保
元
二
年
本
の
目
録
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で

な
く
て

l
き
み
な
ら
て
、
パ

や
よ
ひ
(
穂
)
lや
よ
ひ
に
(
宮

あ
る
ハ
僅
か
に
、
庶
人
中
、
万
男
、
忠
臣
の
二
人
と
女
の
中
、
小

集
云
寄
合
時
〈
尊

町
姉
の
一
人
、
計
三
人
が
書
き
落
し
を
補
っ
た
か
の
如
く
、
各
項

ニ
ヨ
ル
、
金
で
こ
朱
ミ
セ
ケ
チ
〉
、
六
八
脚
注

独
自
注
〉
、
巻
二
部
立
春
和
寄
下
〈
穂
)
上
呑
一
骨
下
(
宮
ニ
ヨ

ヨ
メ
ル
(
朱
〉
ヨ
ミ
ケ
ル
(
朱
〉

よ
み
け
る

l
よ
め
る
、
二
七

末
尾
に
回
っ
て
い
る
〉
。

ル
)
、
一
O

八

ま
う
て
た
り
け
る
に

こ
の
目
録
に
お
い
て
も
、
有
朋
以
下
四
人
は
所
定
の
位
置
に
存

(
定
)
|
ま
う
て
た
り
け
る
よ
、
一
七
ニ

い
な
は
も
そ
よ
と
ハ
長

在
し
て
い
る
。

「
ソ
ヨ
キ
テ
イ
」
朱
傍
書
〉

l
い
な
は
そ
よ
き
て
、

一七回

き
み

(
9〉

従
来
の
翻
刻
本
が
傍
書
を
朱
書
と
す
る
は
誤
り
。

か
へ
ら
は

l
き
み
か
ふ
へ
ら
は
、
二
四
七
頭
注

在
=
人
丸
集
-
ハ
長

(
日
)

尊
経
閣
文
庫
本
の
特
徴
あ
る
異
文
を
掲
げ
る
。
前
稿
の
場
合
と

伏
天
)
|
在
ニ
猿
丸
集
一
、
=
六
八

あ
り
は
ら
の
な
り
ひ
ら

i
在
原

同
じ
く
、
上
段
が
本
書
、
下
段
が
他
の
清
輔
本
で
、
後
者
は
上
冊

の
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
、
玉
ニ

ふ
き
あ
け
の
は
ま
に
|
ふ
き
あ
け

部
分
は
穂
久
適
文
庫
本
、
下
冊
部
分
は
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
を
用
い

の
は
ま
の
か
た
に
、
玉
三
わ
れ
は
へ
ぬ
ら
ん
|
わ
れ
は
へ
に
け

お

む
、
=
七
回
も
と
に
て
人
の
ー
も
と
に
て
人
の
ひ
と
を
、
=
八
O

う

っ
し
う
ゑ
た
り
け
る
を
(
定
〉

l
う
つ
し
て
う
ゑ
た
り
け
る
を
、

る
〈
代
表
し
え
な
い
場
合
、
破
損
の
場
合
等
は
宮
本
家
本
以
下
を

用
い
、
そ
の
旨
注
記
す
る
)
。

ま
た
、

本
書
と
同
一
本
文
の
伝
本

が
あ
る
場
合
は
略
号
で
示
し
、
定
家
本
は
伊
達
家
本
を
用
い
、
本

ヨ三

冬
そ
さ
ひ
し
さ
(
穂
定

)
l冬
そ
わ
ひ
し
さ
(
宮
ニ
ヨ
ル
〉
、

或
本
き
え
て
あ
ら
な
ん

っ
き
て
ふ
ら
な
ん
l
傍
書
ナ
シ
、
一
室
七

書
と
一
致
す
る
場
合
に
の
み
注
記
す
る
。

^ 

詞
書
ノ
末
-
一
「
春
」
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ナ
シ
(
定
〉
!
「
春
」
ア
リ

(
伏
「
春
」
ヲ
朱
ミ
セ
ケ
チ
〉
二
一
七
五

ま
っ
そ
か
な
し
き

i
ま
っ
そ
こ
ひ
し
き

し
ほ
や
く
け
ふ
り
、
七
一
八

こ
の
う
た
!
こ
の
寄
は
、
一
一
穴
九

(
宮
一
一
ヨ
ル
)
、
吉
一
。

こ
ふ
ろ
あ
る
と
や
(
零
宮
定

)
iこ
ふ
ろ
あ
る

よ
め
る
〈
畏

)
iよ
み
け
る
、
思
一

お
つ
る
な
み
た
に

l
お
も
ふ
な
み
た
に
、

こ
と
や
、
七
四
九

藤
は
ら
の
か
ね
す
け
(
天
)
|
藤
原
か
ね
す
け
の
朝

四一
O

た
ひ
の
こ
ふ
ろ

よ
ま
ん

i
た
ひ
の
心
を
よ
ま
む
、
四
一
八

臣
(
宮
-
一
ヨ
ル
、
伏
「
ノ
朝
臣
」
墨
ミ
セ
ケ
チ
)
、
完
ニ
し
り
な
か
ら

ヒ
トょ
を
は
う
ら
み
し

い
た
る
と
い
ふ
こ
L
ろ
i

い
た
る
と
い
ふ
心
を
、
回
実

〈
伏
一
〉

l
い
ひ
な
か
ら
(
官
ニ
ヨ
ル
)
、
八
宕

そ
こ
は
し
ら
な
ん
|
そ
こ
は
し
ら
れ

む
、
克
一
一

お
と
に
も
た
で
し
ハ
伏
一
〉
ー
を
と
に
は
た
で
し
ハ
官

ハ
宮
定
傍
書
ナ
シ
〉
|
人
は
う
ら
み
し
、
全
一

カ
ハ

い
ろ
ま
さ
り
け
り

l
い
ろ
か
は
り
け
り
、

な
へ
て
く
さ
き
の
|

一
ヨ
ル
〉
、
主
(
)
八

も
の
お
も
ふ
こ
ろ
i
も
の
お
も
ふ
こ
ろ
を
、
吾
一
四

な
へ
て
く
さ
は
の
、
同

(

み

〉

八
一
ニ
一
ふ
ま
か
り
に
け
る

l
み
ま
か
り
に
け
る
時
、
八
百
一
一
一

(む〉

け
の
ふ
み
ね
を
(
零

)
lか
ん
つ
け
の
み
ね
を
(
宮
一
一
ヨ
ル
)
、
八
一
一
一
七

あ
り
や
す
る
(
静
伏
一
)
!
な
り
や
す
る
(
宮
ニ
ヨ
ル
)
、
吾
一
五

た

か
む
つ

の
め
つ
与
l
た
の
み
つ
ふ
〈
宮
ニ
ヨ
ル
)
、
異
本
歌
6

カ
ハ
セ

ウ
カ
フ

i
か
は
せ
に
な
ひ
く
(
宮
ニ
ヨ
ル
〉
、
主
八
九

や
よ
ひ
は
か
り

み
ま
か
り
に
け
れ
は
|
み
ま
か
り
に
け
る
時
(
零
静
「
ミ
マ
カ
リ

(
宮
)
!
ヤ
ヨ
ヒ
ハ
カ
リ
ニ
(
伏
一
一
ヨ
ル
〉
、
巻
十
三
部
立

官
可
(
朱
)

(
静
宮
定
〉
|
恋
一
一
一
(
伏
天
、
伏
一
「
恋
o

三」)、六一六

ケ
ル
」
)
、
八
四
七

ふ
か
く
さ
の
御
か
と
の
と
き
に

l
ふ
か
く
さ
の
み

恋
寄
コ
一

か
と
の
御
時
に
、
八
五
一
一
一

あ
り
し
前
栽
ー
あ
り
し
前
栽
も
、
八
六

そ
ほ
ふ
り
た

り
け
る
|
そ
ほ
ふ
り
け
る
、
三
八

は
く
な
り
に
け
る
時
に

i
よ
は
く
な
り
け
る
時
、
巻
十
七
部
立

か
へ
し
i
か
へ
し
に
よ
め
る
、

六
四
九
脚
注

雑
歌
(
伏
一
「
上
」
朱
補

)
1雑
寄
上
(
宮
ニ
ヨ
ル
〉
、
八
六
九

或
本
云
、
此
奇
或
人
天
智
天
王
ノ
ア
プ
ミ
ノ
ウ
ネ
メ
ニ

あ
や
お
く

タ
マ
ヒ
ケ
ル
ト
ナ
ム
イ
ヒ
ツ
タ
ヘ
タ
ル
、
此
事
尤
不
審
也
(
尊
独

る
と
て
(
零
静
宮

)
lあ
や
を
ふ
く
る
と
て
、
八
八
五

あ
き
ら
け
き
こ

自
注
)
、
室
七
お
も
ひ
の
ま
に
は
i
お
も
ひ
の
ま
に
ま
、
六
八
一

い
は

ゆ
と
は
み
え
し
i
み
ゆ
と
は
見
え
し
、
呂
ニ
あ
め
の
み
か
と
の

メ

そ

う
ね
へ
に
l
あ
め
の
み
か
と
の
あ
ふ
み
の
う
ね
め
に

の
み
は
t
A
(

宮

)
lあ
き
ら
け
き
こ
の
み
こ
を
は
L
(
零
「
ア
キ
ラ
ケ

コ
ヲ
イ

イ
コ
ノ
ミ
。
ハ
、
」
、
天
「
あ
き
ら
け
き
こ
の
み
こ
を
は
は
ふ
」
)
、

リ

タ

り

〈

朱

)

リ

タ

り

(

朱

)

ま
か
れ
り
け
る
時
に
l
ま
か
れ
り
け
る
と
き
ハ
他
本
朱
ミ
セ

ヒ
号
、
〈
朱
)

吉
野
の
た
き
に
て
(
静
v
|
よ
し
の
ふ
た

み

(
{
呂
ニ
ヨ

九一六

ル
〉
、
七
O
五

よ
め
る

i
よ
め
り
け
る
、
七
O
八

し
ほ
や
く
け
む
り

i

ケ
チ
符
号
ナ
シ
〉
、
岳
一
回

-384-
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き
を
み
て
(
宮
ハ
詞
書
欠
)
、
九
六
九

よ
ふ
く
る
ま
で
に
(
静

v
lよ

ふ
く
る
ま
で
(
宮
ニ
ヨ
ル
〉
、
九
七
O

ま
か
り
は
へ
り
け
る
に

l
ま

こ
の
う
た
|
こ
の
う
た
は
、
九
七
八

か
り
で
は
へ
り
け
る
に
、
九
七
一
一
一

ル
ト
イ
本
(
朱
)

ゆ
き
と
つ
も
ら
は
l
傍
書
ナ
シ
、
九
八
五
作
者
「
よ
し
み
ね
の
む
ね

さ
た
」
同
脚
注
「
或
本
此
寄
宗
氏
起
目
六
又
叶
ν
之
、
本
失
敗
」

!
作
者
向
(
零
静
宮
天
定
)
、
作
者
ナ
シ
(
伏
可
欠
丁
(
伏
一

)
l

注
ア
リ
(
宮
伏
天
)
、
注
ナ
シ
(
零
静
)
、
欠
丁
(
伏
一
〉
(
作
者
、

注
ト
モ
ニ
存
ス
ル
本
書
官
天
ハ
矛
盾
ス
ル
)
、
主
一

ユ
ハ
朱
)

た
ち
と
(
伏
一
〉

l
女
の
と
も
た
ち
と
(
宮
ニ
ヨ
ル
、
他
本
「
の
」

ヒ
(
朱
〉

ナシ)、九九一一一

お
む
な
と
も

め
さ
れ
て
は
へ
り
け
る
に

l
め
さ
れ
て
は
へ
り
け

よ
の
な
か
き
う
へ
に
|
よ
な
か
き
う
へ
に
、
九
九
四

人る
お時
し tこ
。ぁ、

22同
人
を
あ
ひ
し
り
て

8 

た
て
ま
つ
り
け
る

ー
た
て
ま
つ
れ
る
、
同

な
み
の
し
わ
か
や

i
な
み
の
し
わ
に
や
、

0
0五

と
し
の
を
あ
ま
た
も
ー
と
し
を
あ
ま
た
も
、
一
O
宅

さ
る

や
ま
の
か
ひ
に
さ
け
ふ
か
う
(
伏
一
〉

l
「
か
う
」
ナ
シ
、
同
た

如
=
目
録
一
合
千
九

い
に
し
て
!
た
い
に
て
、
巻
二
十
巻
頭
頭
法

首
也
、
而
如
一
一
此
本
一
千
百
首
也
、
恋
第
一
部
無
名
歌
一
首
過
欺

〈朱〉

l

コ
ノ
注
ア
リ
〈
伏
天
、
「
千
九
首
」
ト
誤
ル
モ
同
ジ
)
、

コ
ノ
注
ナ
シ
(
零
静
宮
、
伏
一
落
丁
)
、
一
O

七一一一脚注

但
御
本
ニ

(

日

〉

モ
シ
ツ
ハ
ヤ
マ
ハ
朱
〉

l
コ
ノ
注
ア
リ
ハ
伏
一
伏
、
但
頭
注
〉
、

「
但
御
本
シ
ハ
ツ
山
」
ト
ス
ル
(
天
)
、

コ
ノ
注
ナ
シ
(
零
静
宮
)

本
書
に
は
、
筆
者
を
久
我
通
宗
(
通
親
男
、
建
久
九
年
八

九
八
〉
莞
、
一
ニ
十
一
歳
〉
と
極
め
た
当
時
の
所
蔵
者
丁
野
遠
影
宛

明
治
廿
二
年
六
月
廿
七
日
付
岩
倉
具
綱
書
簡
並
に
、
大
正
六
年
の

も
の
か
と
思
わ
れ
る
密
山
高
蔭
(
不
詳
〉
の
大
口
周
魚
宛
書
簡
が

付
さ
れ
て
い
る
。
高
蔭
の
書
簡
は
一
部
破
損
し
て
い
る
上
、
難
読

で
あ
る
が
、
当
時
の
所
蔵
者
ら
し
い
。

ま
た
、
岩
倉
具
綱
書
簡
の
封
筒
及
び
別
紙
二
枚
に
記
さ
れ
た
考

証
は
大
口
周
魚
の
筆
蹟
で
、
久
我
通
宗
の
履
歴
の
他
、
丁
野
遠
影

に
つ
い
て
「
丁
野
氏
ハ
土
佐
高
知
藩
出
ニ
テ
容
堂
公
ノ
綜
Y
リ、

司
法
〔
修
史
〕
ナ
リ
、
又
行
政
官
ト
モ
転
ズ
、
晩
年
ヲ
郷
里
-
一
養

テ
終
ル
、
明
治
四
十
年
以
後
-
一
没
セ
リ
ト
思
フ
」
と
注
し
て
い
る
。

遠
影
は
土
佐
藩
儒
で
漢
詩
人
の
丁
野
丹
山
の
こ
と
で
、
大
正
五
年

十
月
十
八
日
没
、
八
十
六
歳
。
岩
倉
具
綱
は
具
視
の
長
子
、
宮
中

顧
問
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
十
二
年
十
月
十
六
日
没
、
八
十
二
歳

(
何
れ
も
平
凡
社
『
新
撰
大
人
名
辞
典
』
に
よ
る
〉
。

な
お
、
本
書
の
紹
介
者
久
曽
神
氏
が
、
本
書
を
伝
世
尊
寺
経
朝

筆
と
さ
れ
た
の
は
、
前
記
別
紙
に
お
い
て
大
口
周
魚
が
「
下
集
ハ

-385ー



散
扶
シ
テ
各
手
鑑
ニ
貼
シ
六
一
作
、
世
尊
寺
経
朝
ト
古
筆
了
舵
Y
札

ヲ
見
ル
」
と
す
る
の
に
よ
ら
れ
た
も
の
で
、
岩
倉
具
綱
が
久
我
通

宗
筆
と
し
た
の
と
同
じ
く
古
来
の
極
め
が
存
在
す
る
訳
で
は
な
い
。

本
稿
の
表
示
は
そ
れ
に
倣
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

(

ロ

)

本
書
に
樋
口
光
義
の
前
述
の
論
考
(
或
い
は
光
義
自
筆
草
稿
か
)

が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

光
義
は
そ
の
論
考
中
で
「
古
抄
本
ノ
方
ハ
古
人
ノ
校
合
モ
無
ク

小
野
宮
証
本
ノ
真
面
目
ノ
儲
ト
見
ユ
同
グ
巻
首
ニ
通
宗
端
書
ア
リ

此
端
書
メ
事
袋
草
需
一
一
ハ
被
書
表
紙
ト
ア
ル
ハ
原
本
巻
子
本
一
一
テ

表
紙
ノ
一
裏
目
一
車
両
カ
レ
シ
ナ
ラ
ン
此
本
ハ
粘
葉
即
チ
胡
蝶
装
ナ
リ
サ

レ
ド
書
体
ヲ
見
ル
ニ
疑
ヒ
ナ
キ
七
百
年
間
ノ
抄
本
ナ
リ
唯
惜
ム
ラ

ク
ハ
下
巻
欠
ケ
タ
リ
又
比
本
ノ
序
ノ
註
ハ
仮
名
ニ
テ
細
字
ヲ
以
テ

本
文
ニ
入
レ
ズ
上
下
-
一
書
ケ
リ
全
ク
書
キ
入
レ
ノ
体
ナ
リ
」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
本
書
と
符
合
す
る
(
「
粘
葉
即
チ
胡
蝶

装
」
が
今
の
「
綴
葉
装
」
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
〉
。

た
だ
一
点
、
気
に
な
る
の
は
「
古
人
ノ
校
合
モ
無
ク
小
野
宮
証

本
ノ
真
面
目
ノ
憧
ト
見
ユ
」
と
あ
る
点
で
あ
る
。
光
義
当
時
、
既

に
本
書
に
後
人
の
書
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
れ

を
無
視
し
て
「
古
人
ノ
校
合
モ
ナ
ク
」
と
す
る
の
は
不
審
と
も
考

え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
疑
問
も
、

「
古
人
ノ
校
合
」
と
は
基
俊
本
と
の

校
合
を
さ
す
の
で
あ
り
、
室
町
末
近
世
初
こ
ろ
の
書
入
れ
は
そ
れ

に
は
当
ら
な
い
と
す
れ
ば
散
じ
ら
れ
よ
う
。

(
日
)

秋
永
氏
著
書
に
は
天
理
家
隆
本
の
「
み
そ
な
は
し
」
に
声
点
の

記
載
が
な
い
が
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
、
本
書
と
同
じ
く
「
上
上

0
0

O
」
の
声
点
が
あ
る
。

(
刊
は
〉

穂
久
適
文
庫
本
の
特
色
あ
る
異
文
を
示
す
。
掲
出
方
法
は
前
と

同
じ
く
、
上
段
に
本
書
を
ρ

下
段
に
原
則
と
し
て
尊
経
閣
文
庫
本

を
示
す
。
今
回
は
定
家
本
の
他
、
六
条
家
本
も
本
書
に
一
致
し
た

場
合
は
、
注
記
し
た
。

仮
名
序

山
。ノ
f町、
ヘ朱
、--'

人
ま
る
か
め
に
は

l
人
ま
ろ
か
め
に
、
同

の
(
伏
〉

l
山
の
へ
の
、
同

く
れ
た
け
の
よ
与
に
(
定
)

康
秀
歌
ノ
後
一
一
「
此
康
秀
寄
此

ー
く
れ
た
け
の
よ
に
、
向
古
注

ハ
予
カ
〉

本
書
落
、
の
口
追
書
入
」
ト
注
ア
リ
、
同

す
て
た
ま
は
ぬ
あ
ま

り
ー
す
て
た
ま
は
ぬ
あ
ま
り
に
(
伏
?
こ
補
入
)
、

ト
コ
ロ
ノ
〈
朱
)

。
の
あ
っ
か
り
(
伏
天
〉
|
御
書
の
と
こ
ろ
の
あ
っ
か
り
、

あ
を
や
(
朱
〉

。
き
の
い
と

i
あ
を
や
き
の
い
と
、
同

同

御
書

ま
つ
の
ま
l
ま
つ
の
は
、

-./、、
は
な
と
や
み
ら
む
(
官
定
〉

l
花
と
や
み
え
ん
、
七

さ
き
の

-386-
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お
ほ
い
ま
う
ち
き
み
(
六
〉
!
さ
き
の
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
き

か
み
に
て
ー
な
ら
の
い
そ
の
か
み
の
て
ら
に
て
、
一
八
一

な
ぬ
か
の

み
、
九

き
の
つ
ら
ゆ
き
(
宮
定
六

)
l
つ
ら
ゆ
き
、
=
国

寄
合
に

よ
!
な
ぬ
か
の
よ
の
、
一
宅

か
な
し
か
る
ら
む
(
定
六
〉

l
わ
ひ
し

袖
に
つ
L
み
て

i

わ
か
ね
ぬ
と
こ
や
!
わ
か
ね
ぬ
こ
と
や
、
=
0
九

ツ

(

朱

)

ぬ

な
き
つ
る
か
り
か
(
宮
)
!
な
き
ぬ
る
か
り
か
(
天
「
な
き
つ
る

御
寄
な
む
ま
う
す
!
御
う
た
と
な
む
ま
う
す
、

か
る
ら
ん
、
一
九
八

よ
め
る
(
憂
定
六

)
lう
た
あ
は
せ
に
、
四
六

ミ
テ
ハ
朱
》

そ
で
に
う
つ
し
て
、
夫
。
よ
め
る
(
長
金
伏
、
定
補
入
ナ
ジ
)

春
和
寄
下
(
尊
)
よ
呑
一
骨
下
、
七
回

テ
ハ
へ
り
〈
朱
〉

あ
ひ
し
り
け
る

l
あ
ひ
し
り

か
り
か
」
〉
、

ー
み
て
よ
め
る
、
巻
二
部
立

ち
ら
す
し
て

l
ち
ら
す
と
て
、
七
八

ニ三九

き
て
ぬ
き
か
へ
し

l
き
て
ぬ
き
か
け
し
、
百
一

か
な
し
か

て
侍
け
る
、
七
九

山
の
さ
く
ら
を
〈
長
天
定
、
伏
「
ノ
」
朱
ミ
セ

ハ
ヘ
リ
(
朱
)

わ
つ
ら
ひ
。
け
る
(
伏
、
長
定
朱

り
け
り
|
わ
ひ
し
か
り
け
り
、
ニ
四
六

は
な
の
ひ
と
も
と
ー
は
な
の

ケ
チ

)
l山
さ
く
ら
を
、
八
O

ひ
も
と
く
、
ニ
四
七
頭
注

在
一
一
猿
丸
集
-
(
宮
)
|
在
ニ
人
丸
集
-
(
尊

補
入
ナ
ジ
〉
!
わ
つ
ら
ひ
は
へ
り
け
る
(
金
「
ハ
ヘ
リ
」
ス
リ

お
な
し
え
に
会
史
六
、
宮
伏
天
「
お
な
し
え

長
伏
天
)
、
ニ
五
五

ヲ
ハ
朱
)

に」

)
1お
な
し
え
を
、
一
一
美

ケ
γ
、
朱
本
行
書
入
〉
、
八
六

さ
く
ら
の
(
天
定
)
lさ
く
ら
の

い
し
山
の
て
ら
に
(
伏
天
六

)
l

は
な
の
(
長
伏
「
ハ
ナ
ノ
」
朱
補
入
)
、
空
い
た
る
い
た
ら
ぬ

る

ア

リ

(
金
伏
天
〉

l
い
た
り
い
た
ら
ぬ
(
諸
本
傍
書
ナ
シ
)
、
一
O
一一一

ハ
ラ
ノ
(
朱
)

も
と
か
た
会
史
金
伏
〉
ー
あ
り
は
ら
の
も
と
か
た
、
一
三
脚
注

い
し
山
て
ら
に
、
美
一

も
み
ち
し

け
り

う
きつ
くろ
のひ
花に
。ヲけ

袋さえ

プミミ
ヨ三.

こ
ほ
の
山
辺
を
!
さ
ほ
の
山
へ
を
、
ニ
六
九

十

目
見
「
ヲ
」
朱
傍
書

)
lき
く
の
花
を
、
同

っ
か
う
ま
つ
り
た
り
け

七
首
、
出
羽
国
郡
司
女
、
如
=
衰
形
伝
-
以
玉
造
民
也
、
小
野
ハ
若

る
l
っ
か
う
ま
つ
り
た
り
け
る
な
り
(
宮
伏
天
「
つ
か
ま
つ
り
た

住
所
名
欺
(
憂
〉
!
十
七
首
、
出
羽
国
郡
司
女
二
五

(
伏
、
長
ミ
セ
ケ
チ
符
号
ナ
シ
〉

l
女
の
、
二
七

女
と
も
の

(
朱
)
、
句
、
ぺ

ゆ
め
の
う
ち
に

か
ね
み
の
お
ほ
い
き
み
公
ハ
「
か
ね
み

り
け
る
な
り
」
)
、
=
宅

ま
か
れ
り
け
る
時
よ
め
る
|
ま
か
れ
り

け
る
時
に
よ
め
る
、
完
八

も
は
な
そ
ち
り
け
る
〈
定

)
lゆ
め
の
う
ち
に
そ
は
な
も
ち
り
け

ね
の
お
ほ
い
き
み
」
〉

l
か
ね
み
の
お
ほ
き
み
、
官
室

た
れ
か
し

る
、
三
三

あ
め
ふ
り
け
る
に
〈
天

)
lあ
め
の
ふ
り
け
る
に
、

ら
せ
む

l
た
れ
か
し
ら
ま
し
、
一
一
完

き
た
の
山
に

l
き
た
山
に
、

ヨ玉.

ふ
ゆ
そ
さ
ひ
し
さ
(
尊
定
六
〉

i
冬
そ
わ
ひ
し
さ
、
一
三
一
一
一

こ
の
う
た
は
会
史
夫
)
!
こ
の
寄
、
一
四
四

な
ら
の
い
そ
の

τ= 

3ヨ己
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な
そ
ま
き
け
る
ー
は
な
そ
さ
き
げ
る
、
ぜ
一
一
一
五

な
り
ま
さ
る
ら
し

〈
後
人
「
ら
し
」
ヲ
「
な
り
」

よ
し
の
ぶ
丸
山

h
r
iよ
し
の
ふ
き
と
に
、
一
舌
一
五

ニ
改
鼠
)
!
な
り
ま
さ
る
な
り
、

ゆ
き
の
ふ

る
を
よ
め
る

l
雪
の
ふ
れ
る
を
よ
め
る
(
伏
「

ν」
朱
傍
書
一
)
、

カ
ノ
ハ
朱
》

。
御
お
は
に
(
用
史
、
伏
「
カ
ノ
」
朱
傍
書
〉

i
か
の
御
お
は

メ
〈
朱
)

お
く
ら
さ
め
や
は
|
お
く
ら
さ
む
や
は
、
一
一
一
六
八

一面八に、一一宍七

み
ち
の

く
の
す
け
に
合
史
伏
定
〉

l
み
ち
の
く
に
の
す
け
に
、
同

時
(
朱
)

け
る
。
に
(
目
畏
伏

)
iま
か
り
け
る
と
き
に
、
問
あ
ひ
と
ふ
る

i

人
の
む
ま
の
は
お
市
に
て

l
人
の
む
ま
の
は

ま
か
り

あ
ひ
そ
ふ
る
、
老
一

な
む
け
に
て
、
一
室
〈
作
者
注

「
こ
の
本
ナ
シ
コ
ト
本
ニ
ア
リ
」
ナ

ヒ
エ
(
朱
》

あ
る
か
ひ
も
l
あ
る
か
ひ
は
、
完
一
一
一
山
に
(
長

-
〈
朱
)

伏
、
天
ミ
セ
ケ
チ
符
号
ナ
シ
、
定
六
「
山
に
」
〉

i
ひ
え
に
、
一
一
五
八

シ
〈
伏
天
〉
、
一
一
穴
ニ

か
ね
み
の
お
ほ
い
き
み
(
六

)
lか
ね
み
の
お
ほ
き
み
、
一
一
冗
九

か
ね
み
の
お
ほ
い
き
み
に
公
ハ

)
iか
ね
み
の
お
ほ
き
み
に
、
問
。
一
一

か
き
つ
く
し
(
六
、
長
「
ク
ツ
シ
イ
本
」
ト
朱
傍
書
〉
ー
か
き
く

ら
(
朱
〉

っ
し
〈
伏
天
左
右
朱
書
ナ
シ
、
宮
定
「
か
き
く
ら
し
」
〉
、
四
日
(
脚
注

そ
(
朱
)

年
七
十
二
i
年
七
十
一
ニ
(
伏
天
、
宮
ハ
不
記
〉
、
四
一
七

た
ち
ま
の

く
に
へ

(
六
〉
ー
た
ち
ま
の
く
に
の
ゆ
ヘ
、
四
一
九

を
(
官
)
!
み
こ
与
の
う
た
を
、
四
ニ
四

み
こ
の
う
た
み
た

な
か
れ
た
る
公
ハ
「
な
か

(

日

〉

四五五

ペ
i
A朱
V

カ
ラ
ハ
キ
(
定
〉
!
題
唐
萩
、

カ
ラ
ハ
キ
(
朱
)

「
た
ふ
ふ
さ
か
も
と
に
は
へ
り
け
る
」
ナ
ジ
、
同
「
正
本
」

れ
ん
吋
る
」
〉
ー
み
た
れ
た
る
、
四
四
八

ナ
シ
(
伏
天
定
六
〉
、

異
本
歌
4

、
ャ
コ
シ
マ
ハ
定
六
〉
!
み

や
こ
へ
し
ま
、
興
一
一
ゆ
き
か
た
の
な
き
公
ハ

)
iゆ
く
か
た
の
な

き
、
四
六
八

よ
め
る
ハ
ム
ハ
〉

i
よ
み
け
る

穂
久
適
文
庫
本
の
書
入
れ
を
内
閣
文
庫
蔵
『
古
今
和
歌
集
註
』

〔
室
町
末
近
世
初
〕
写
二
冊
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
十
吟
抄
』
〔
江
戸

中
期
〕
写
四
冊
(
最
初
の
二
冊
が
真
の
『
十
吟
抄
』
〉
と
比
較
す

る。
一
「
と
し
の
う
ち
に
」
歌
注

穂
久
適
文
庫
本
書
入
〈
以
下
「
穂
」
と
略
称
〉

(
詞
書
)
立
春
日
内
宴
ト
テ
碩
儒
等
参
内
シ
テ
奉
二
一
付
賦
一
也
、
我
朝

一
モ
円
融
院
ノ
比
マ
デ
ハ
被
ν
行
、
此
歌
ハ
宇
多
醍
醐
之
比
ノ
歌
欺

(
と
し
の
う
ち
に
〉
年
字
四
有
、
上
古
ハ
病
ト
セ
ズ

内
閣
文
庫
蔵
『
古
今
和
歌
集
註
』
(
以
下
「
内
」
と
略
称
〉

ふ
る
と
し
に
春
た
ち
け
る
日
よ
め
る

立
春
日
内
宴
と
て
碩
儒
等
参
内
し
て
奉
=
詩
賦
-
也
、
我
朝
に
も

円
融
院
比
ま
で
は
被
ν
行
、
此
帯
宇
多
醍
醐
之
間
内
宴
欺

在
原
一
花
方
詳
協
醐
賊
怠

ι
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年
の
う
ち
に
春
は
来
に
け
り
ひ
と
斗
せ
を

(
詞
書
〉
宇
多
天
皇
、
光
孝
第
三
皇
子
、
母
班
子
、
式
部
卿
仲
野

こ
ぞ
と
や
い
は
ん
こ
と
し
と
や
い
は
む

親
王
女
、
治
世
九
年
、
寛
平
九
年
譲
位
、
日
日
泰
元
年
出
家
、
承
平

年
字
四
字
有
ν
之
、
上
古
病
と
せ
ざ
る
欺

元
年
崩
六
十
五
、
又
号
一
一
亭
子
院
一

后
宮
、
号
=
七
条
后
-
、
照
宣
公
女
、
延
喜
帝
御
継
母
、
寄
合
事
此
同
ノ
ザ

比
ヨ
リ
始
ル
、
昔
ノ
歌
合
ハ
男
女
方
ヲ
ワ
カ
チ
テ
其
方
ノ
人
時
口

静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
十
吟
抄
』
〈
以
下
「
静
」
と
略
称
)

ふ
る
と
し
に
春
た
ち
け
る
日
よ
め
る

員長
努息
毎号
ま碩
で(需
l主等
行会
は丙

れじ
てて
守詩

此賦
喜子 を
は奉

醍る
醐也
朱

寄書
間二

寄
ヨ
ミ
ヲ
相
語
テ
寄
ヲ
詠
ゼ
シ
メ
テ
方
ノ
人
ア
ツ
マ
リ
テ
撰
定
シ

テ
番
ノ
数
-
一
随
テ
能
書
ヲ

γ
テ
令
ν
書
テ
当
日
ニ
出
ス
也
、

講

師

の
内
宴
欺

是
ヲ
読
シ
也
、
或
ハ
風
流
ヲ
シ
テ
洲
浜
ヲ
造
リ
テ
其
木
草
ヲ
金
銀

在
原
元
方

ニ
テ
造
テ
花
葉
ナ
ド
ニ
歌
ヲ
書
ク
事
モ
ア
リ
、
白
川
院
御
時
マ
デ

年
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
一
と
せ
を
こ
ぞ
と
や
い
は
ん
こ
と
し

ハ
此
事
ア
リ

(
や
ま
か
ぜ
に
〉
谷
当
本
、
或
山
、
不
ν
用
、
毛
詩
、
谷
風
ハ
東
風

と
や
い
は
ん

此
寄
口
年
の
字
四
有
、
昔
は
如
ν
此
事
不
ν
為
ν
病
欺

こ
の
比
較
か
ら
だ
け
で
も
、
穂
久
適
文
庫
本
の
書
入
れ
が
、
両

也
、
東
風
解
ν
凍
心
也

内

書
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
寄
合
う
た

A
1
1
 

宇
多
天
皇
、
叉
号
=
亭
子
院
-
、
后
宮
、
号
=
七
条
后
宮
-
醐
官
公
女

A
t
t
 

宇
多
天
皇
、
五
十
九
代
先
孝
第
三
皇
子
韓
定
省
、
治
九
年
、
母

内
閣
文
庫
蔵
『
古
今
和
歌
集
註
』
に
よ
り
近
そ
う
で
あ
る
こ
と
も

見
て
と
れ
る
が
、
こ
の
点
は
、
以
下
の
如
き
例
で
更
に
明
ら
か
と

な
る
。

班
子
、
式
部
卿
仲
野
親
王
女
、
貞
観
九
年
五
月
五
日
誕
生
、
元

一
「
や
ま
か
ぜ
に
」
歌
注

慶
八
年
四
月
十
六
日
為
=
源
氏
-
任
ニ
侍
従
-
、
仁
和
三
年
八
月
廿

穂、

五
日
為
=
親
王
F

、
同
日
為
=
太
子
-
、
同
日
受
禅
士
、
同
十
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月
十
七
日
郎
位
、
寛
平
九
年
七
月
五
日
譲
位
、
治
九
年
也
、
昌

谷
風
に
と
く
る
氷
の
ひ
ま
ご
と
に
う
ち
い
づ
る
浪
や
春
の
は
つ
は

泰
元
年
四
月
十
日
出
家
、
法
名
金
剛
覚
、
承
平
元
年
七
月
十
九

な

日
崩
六
十
五

A
h
t

《
マ
マ
〉

后
官
帯
合
、
七
条
后
宮
ハ
寛
平
后
也
、
照
宣
公
基
経
御
女
也
、

此
初
花
定
家
卿
説
は
桜
也
、
家
隆
卿
説
は
梅
也
、
毛
詩
の
注
は

谷
風
は
東
風
、
月
令
ニ
ハ
東
風
解
ν
凍
と
云
也

寄
合
事
此
時
分
ヨ
リ
始
敗
、
昔
寄
合
ハ
先
男
女
ヲ
分
テ
其
方
人

こ
の
比
較
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
穂
久
適
文
庫
本
の
書
入

ノ
中
ヨ
リ
時
寄
読
ヲ
相
語
テ
寄
ヲ
詠
ゼ
シ
メ
テ
方
人
ア
ツ
マ
リ

れ
は
、
静
嘉
堂
文
障
蔵
『
十
吟
抄
』
よ
り
、
内
閣
文
庫
蔵
『
古
今

寄
ヲ
撰
テ
番
ノ
数
一
一
随
テ
時
ノ
能
書
ヲ
シ
テ
其
寄
ヲ
令
ν
書
其

和
歌
集
註
』
に
近
似
し
て
い
る
。

日
臨
テ
講
師
是
ヲ
読
テ
合
ス
ル
也
、
或
ハ
穏
と
風
流
ヲ
シ
洲
浜

ま
た
、
書
入
れ
は
本
文
の
異
同
に
も
言
及
し
て
お
り
、

お
そ
ら

ヲ
造
テ
草
木
ヲ
栽
金
銀
ニ
テ
花
葉
ヲ
造
、
此
花
葉
一
一
寄
ヲ
書
事

モ
ア
リ
、
大
営
事
也
、
白
河
院
御
時
マ
デ
ハ
此
事
ア
リ

源
ま
さ
ず
み
関
心
制
一
ト
儲
一
品
雌
右
大
区
能
有
男

く
依
拠
し
た
注
釈
書
本
文
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
本
文
は
定
家
本
系
統
で
あ
る
。

更
に
、
本
来
存
在
し
た
仮
名
序
の
芦
点
と
は
別
に
、
書
入
れ
に

谷
風
に
と
く
る
氷
の
ひ
ま
ご
と
に

伴
う
声
点
が
巻
一

l
十
に
施
さ
れ
て
お
り
、
注
釈
書
に
は
声
点
の

毛
詩
註
、
谷
風
ハ
東
風
也
、
月
令
東
風
解
レ
氷
、
は
つ
花
、
定

指
示
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
比
較
し
て
い
る
雨
注
釈
書
に
声

家
は
た
H
A

を
し
な
べ
て
花
を
云
当
説
、
家
隆
ハ
頻
梅
花
也
云
k

点
の
指
示
は
な
い
の
で
、
注
釈
書
と
共
に
、
芦
点
は
師
説
を
受
講

静

し
た
と
解
せ
ら
れ
な
く
も
な
い
〉
。

寛
平
の
御
時
后
の
宮
の
寄
合
の
う
た

以
下
、
本
書
の
書
入
れ
の
殆
ん
ど
は
、
内
閣
文
庫
蔵
『
古
今
和

寛
平
は
宇
多
天
皇
也
、
此
女
院
は
昭
宣
公
基
経
の
御
女
也
、
比

歌
集
註
』
に
か
な
り
近
以
す
る
注
の
引
用
で
あ
る
が
、
ご
く
稀

注
の
女
院
不
ν
得
ニ
其
意
F

、
女
院
は
陽
明
門
院
よ
り
始
也

に
、
内
静
共
に
見
え
な
い
注
も
あ
る
。

源
、
ま
さ
ず
み
拙
…
間
一
一
向
指
一
州
…
献
一
日
同
一
広

ニ
「
そ
で
ひ
ち
て
」
歌
注

nu 



穂

た
つ
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
ん
と
は
月
令
に
東
風
解
ν
凍
と
云
心

(
そ
で
ひ
ち
て
〉
三
季
ヲ
ヨ
メ
ル
寄
也

也

〈
は
る
た
つ
け
ふ
の
:
:
:
〉
礼
記
月
令
ニ
東
風
解
v
凍
ト
云
心
也

こ
の
箇
所
、
内
の
「
む
す
び
し
夏
、
こ
ほ
れ
る
冬
、
春
た
つ
春

内

也
」
を
要
約
し
て
、
「
三
季
ヲ
ヨ
メ
ル
一
骨
也
」
と
し
た
と
も
考
え
ら

紀
貫
之
繁
護
持
十
議

L
2伝
説
顎
伊

れ
る
が
、
他
の
部
分
の
引
用
方
法
か
ら
し
て
、
一
マ
一
口
い
代
え
や
要
約

袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を

は
行
わ
な
い
の
が
通
例
な
の
で
、

一
致
し
て
い
な
い
と
す
べ
き
で

春
た
つ
け
ふ
の
か
ぜ
や
と
く
ら
む

あ
ろ
う
。

む
す
び
し
夏
、
こ
ほ
れ
る
冬
、
春
た
つ
春
也
、
袖
ひ
ち
て
、
ひ

と
に
か
く
、
穂
久
適
文
庫
本
の
書
入
注
は
内
閣
文
庫
蔵
『
古
今

た
し
と
云
也
、
故
人
好
詠
敗
、
此
集
多
有
ν
之、

和
歌
集
註
』
に
か
な
り
よ
く
一
致
す
る
が
、
完
全
に
は
一
致
し
て

後
撰
に
は
少

し
、
今
世
不
ν
可
v
詠
之
由
定
家
卿
口
伝
有
ν
之
、
俊
成
庭
訓
也
、

い
な
い
と
い
え
よ
う
。

春
立
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
む
、
月
全
東
風
解
ν
凍
と
云
心
也

穂
久
適
文
庫
本
の
書
入
註
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
述
べ
る
べ
き
こ

静

と
が
あ
る
。

春
た
ち
け
る
日
よ
め
る

な
お
、
以
下
、
比
較
の
対
象
と
し
て
は
、
内
閣
文
庫
蔵
『
古
今

紀
貫
之
一
M
4甑
…
祢
ν
見
、
官
位
ハ

袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
た
つ
け
ふ
の
風
や
と
く

和
歌
集
註
』
に
絞
る
こ
と
と
す
る
。

一
番
歌
の
作
者
「
紀
貫
之
」
に
加
え
ら
れ
た
内
閣
文
庫
本
注
の

ら
ん

割
注
に
注
目
し
た
い
。
穂
久
適
文
庫
本
に
お
け
る
作
者
の
勘
物

袖
ひ
ち
て
は
ひ
た
し
て
也
、
古
人
此
詞
好
詠
ず
る
に
や
、
此
集

(
清
輔
本
本
来
の
も
の
)
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

七
(
朱
)

九
十
九
首

に
お
ほ
く
見
ゆ
、
後
撰
ニ
ハ
少
し
、
今
の
世
に
は
不
ν
可
ν
一部
ν
之

と
ぞ
戒
ら
れ
し
と
定
家
卿
口
伝
-
一
在
ν
之
、
俊
成
の
庭
訓
也
、
春

其
中
短
帯
一
首
、
旋
頭
苛
一
首
、
子
ν
時
御
書
所
預
、
後
為
=
従
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五
上
木
工
権
頭
一
、
童
名
号
ニ
内
教
坊
阿
古
久
曽
一

内
閣
文
庫
本
注
の
作
者
注
記
は
元
来
、
清
輔
本
古
今
集
の
勘
物

両
者
は
か
な
り
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
内
閣
文
庫
本
注
は
清
輔

に
源
を
発
す
る
と
言
っ
て
も
、
注
釈
書
と
し
て
の
流
伝
発
展
の
間

本
古
今
集
の
勘
物
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。
作

に
、
所
々
に
字
句
の
異
同
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本

者
勘
物
は
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
両
書
が
共
に

書
の
勘
物
に
手
直
し
を
加
え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
書

引
用
す
れ
ば
、
相
似
た
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、
内

或
七

関
文
庫
本
注
の
「
九
十
或
七
九
首
」
は
「
九
十
九
首
」
の
誤
り
で

の
勘
物
は
原
型
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ハ
補
注

2
〉

以
下
二
、
一
ニ
の
例
を
挙
げ
る
。

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
書
き
方
は
、
こ
の
注
が
清
輔

一O
「
藤
原
こ
と
な
ほ
」
注

本
古
今
集
勘
物
を
経
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

穂

え
よ
う
。

一
首
、
目
六
云
、
一
百
直
、
昌
泰
三
i
l
任
ニ
因
幡
才
按
一
、
内
駿
一
成
、
従

こ
の
他
に
も
、
主
と
し
て
作
者
勘
物
に
お
い
て
、
内
閣
文
庫
本

五
下
。
安
絶
男

下
道
ハ
別
筆
)

内

注
は
清
輔
本
古
今
集
勘
物
の
影
響
を
伺
わ
せ
る
点
が
多
い
。

こ
の
事
実
は
、
既
に
後
述
の
鳥
井
千
佳
子
氏
論
文
に
よ
っ
て
指

ふ
ち
は
ら
の
こ
と
な
お
一
一
一
畑
一
語
v

下
道
安
縄
男
、
時
因
幡
守
、
従
五
位
下
、
昌
泰
比
人
也

摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
書
入
注
は
は
る
か
に
後
代
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本

穂
久
適
文
庫
本
の
別
筆
「
下
道
」
は
恐
ら
く
内
閣
文
庫
本
注
に

霊
園
に
関
係
を
有
し
な
い
筈
で
あ
っ
た
の
が
、
初
め
て
関
係
を
生
ず

よ
っ
て
注
の
書
入
れ
と
同
時
に
加
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

る
こ
と
に
な
っ
た
。

宍
「
東
三
条
の
右
の
大
ま
う
ち
、
ぎ
み
」
注

な
ぜ
な
ら
ば
、
本
書
の
書
入
者
は
、
清
輔
本
の
作
者
勘
物
を
書

穂

入
注
の
作
者
注
記
に
よ
っ
て
校
合
し
、
字
句
を
改
め
た
り
、
加
え

一
首
、
目
一
去
、
源
常
、
嵯
峨
天
皇
第
三
子
、
母
飯
高
氏
、
承
和
七

た
り
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

i
任
=
右
大
庄
司
、
十
一
!
任
=
左
大
臣
目
、
今
東
三
条
本
主
也
、
(
以
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下
別
筆
)
斉
衡
元
莞

二
字
を
書
き
加
え
た
た
め
、
と
も
す
る
と
別
筆
で
あ
る
こ
と
を
見

落
し
勝
ち
の
箇
所
等
も
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。

内
束
三
条
の
左
の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
一
首
、
束
三
条
、
二
条
町

さ
て
、
以
上
で
書
入
注
の
性
格
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
以
下

源
常
、
家
方
に
は
つ
ね
と
よ
む

少
し
く
余
談
と
な
る
が
、
書
入
注
に
極
く
近
似
し
た
内
閣
文
庫
蔵

嵯
峨
第
三
御
子
、
承
和
七
年
右
大
臣
、
同
十
一
年
左
大
臣
右
大

『
古
今
和
歌
集
註
』
(
以
下
「
内
閣
注
」
と
略
称
す
る
〉
の
性
格

将
、
斉
衡
元
年
襲
、
四
十
七

に
つ
き
一
言
し
た
い
。

四O
四
「
む
す
ぶ
て
の
」
歌
注

内
閣
注
は
既
述
の
如
く
片
桐
洋
一
氏
に
よ
り
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵

穂

『
十
吟
抄
』
と
共
に
紹
介
さ
れ
、
い
ず
れ
も
親
房
注
の
影
響
が
認

人
丸
膏
云
、
む
す
ぶ
て
の
い
し
ま
を
せ
ば
み
お
く
山
の
い
は
が
き

め
ら
れ
る
と
さ
れ
、
更
に
内
閣
注
に
は
頓
阿
が
後
光
厳
院
に
奉
つ

し
み
づ
あ
か
ず
も
あ
る
か
な
〈
以
下
別
筆
)
此
寄
ヲ
本
寄
-
一
シ
テ

た
注
が
基
に
な
っ
て
い
る
と
と
れ
る
奥
書
が
付
さ
れ
て
お
り
(
難

ヨ
メ
ル
欺
、
貫
之
第
一
詠
寄
ト
云
k

解
で
明
確
に
意
が
と
れ
な
い
〉
、
そ
の
点
に
注
意
を
喚
起
さ
れ
た
。

内

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
鳥
井
千
佳
子
氏
「
頓
阿
の
「
古
今
集
注
」

追
尋
」
(
「
鴨
東
論
壇
」

1
昭

ω
・
7
〉
に
よ
っ
て
、
泰
昭
集
成

人
丸
帯
に
む
す
ぶ
手
の
石
ま
を
せ
ば
み
奥
山
の
岩
が
き
し
水
あ
か

ず
も
あ
る
か
な
、
是
弘
和
町
に
し
て
よ
め
る
欺
、
こ
の
寄
貫
之
第

の
古
今
集
注
釈
書
で
あ
る
所
謂
『
永
正
記
』
に
「
頓
阿
注
」
「
頓

一
詠
寄
云
ミ

阿
記
」
な
ど
と
し
て
引
用
さ
れ
る
注
が
、
こ
の
内
閣
注
と
一
致
す

以
上
、
二
、
三
の
例
を
挙
げ
た
の
み
で
あ
る
が
同
様
の
例
は
数

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
内
閣
注
こ
そ
こ
の
「
頓
阿
注
」
で
あ
り
、

多
い
。
そ
の
多
く
は
、

頓
阿
の
古
今
集
注
釈
の
実
態
を
知
り
う
る
資
料
と
し
て
、
そ
の
重

一
見
し
て
、
本
来
の
も
の
と
、
後
人
別
筆

と
を
区
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
中
に
は
擦
り
消
し
て
改
め
た

た
め
、
本
来
の
字
句
が
判
続
し
難
く
な
っ
た
も
の
、
行
末
に
一
、

要
性
が
説
か
れ
る
に
至
っ
た
。

鳥
井
氏
の
発
見
は
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
内
閣
注
の
重
要
性
を
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高
め
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
稿
者
は
そ
の
結
論
に
一
抹
の
疑
問
を

抱
い
て
い
る
ο

そ
れ
は
、
『
永
正
記
』
が
引
用
す
る
「
頓
阿
注
」
「
頓
阿
記
」
と

当
内
閣
注
が
、
表
記
に
至
る
ま
で
、
余
り
に
も
一
致
し
過
ぎ
る
よ

う
な
気
が
す
る
か
ら
で
あ
る
(
「
頓
阿
」
と
表
示
の
な
い
ま
ま
、

『
永
正
記
』
が
引
用
す
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
)
。

つ
ま
り
、
危
倶
す
る
の
は
、
『
永
正
記
』
が
引
用
す
る
「
頓
阿

注
」
は
内
閣
注
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
泰
昭
が
そ
れ
を
頓
阿
の
注

と
認
定
し
た
根
拠
は
奥
書
の
み
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

勿
論
、
現
存
の
内
閣
文
庫
蔵
本
の
書
写
年
代
は
永
正
ま
で
は
遡

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
現
存
本
と
同
一
内
容
、
同
一
奥
書
を

有
す
る
古
今
注
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

『
永
正
記
』
が
引
用
に
際
し
て
「
頓
阿
注
」
を
「
後
光
厳
院
へ

注
進
帽
阿
注
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
見
方
が
分
か
れ
よ
う
が
、
内

閣
注
の
奥
書
に
余
り
に
も
つ
き
過
、
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

内
閣
注
の
甚
だ
わ
か
り
に
く
い
奥
書
を
読
む
限
り
で
は
、
内
閣

注
は
仮
に
頓
阿
の
注
釈
が
基
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、

ミ

句

、

、刀
4
人

t
J

手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

(
v
m
〉

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
永
正
記
』
引
用
の
『
頓
阿
注
』
は
余
り

に
も
内
閣
注
に
符
合
し
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
内
閣
注
は
内
容
的
に
も
い
さ
さ
か
無
批
判
に
諸
説
を

集
成
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

以
上
が
一
抹
の
疑
問
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の
不
安
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
『
永
正
記
』
引
用
の

「
頓
阿
注
」
が
内
閣
注
そ
の
も
の
に
他
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
根

拠
が
奥
書
の
み
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
内
閣
注
が
頓
阿
の
古
今
集

注
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
可
能
性
は
、
そ
の
奥
書
を
信
ず
る

限
り
十
分
存
在
す
る
。

従
っ
て
、
内
閣
注
の
重
要
性
は
依
然
と
し
て
失
な
わ
れ
な
い
こ

と
に
な
ろ
う
。

こ
こ
で
申
し
述
べ
た
か
っ
た
の
は
、
内
閣
注
が
頓
阿
の
注
釈
で

あ
る
と
す
る
前
提
か
ら
出
発
す
る
の
は
危
険
で
あ
り
、
今
一
つ
慎

重
に
な
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ο

川
平
ひ
と
し
氏
「
冷
泉
為
和
改
編
本
『
和
歌
会
次
第
』
に
つ
い

て
i
〈
家
説
V
の
ゆ
く
え

i
」
(
「
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科

報
」
ロ
昭
印
・

3
)
、
同
氏
「
清
浄
光
寺
蔵
冷
泉
為
和
著
『
題
会

之
庭
訓
弁
和
歌
会
次
第
』
に
つ
い
て
」
(
「
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
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要
」
お
平
2
・
3
Y

下
段
が
尊
経
閣
文
庫
本
で
あ
る
。
今
回
は
朱
校
に
か
か
わ
る
部
分

(

げ

〉

な
お
、
嘉
応
元
年
(
一
一
六
九
〉
清
輔
に
古
今
集
の
書
写
を
命

が
多
く
、
諸
本
の
異
同
も
多
い
た
め
、
原
則
と
し
て
尊
経
閣
文
庫

じ
た
人
物
は
何
人
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
年
、
清
輔
は
摂
政

本
を
示
す
に
留
め
、
そ
れ
以
外
は
顕
昭
本
(
殊
に
伏
見
宮
旧
蔵
本
)

藤
原
基
房
(
当
時
二
六
歳
〉
に
『
和
歌
初
学
抄
』
を
奉
っ
て
お
り

と
の
比
較
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
す
る
。

た

で

た

り

け

る

(

朱

)

タ

リ

ケ

(

朱

〉

四
七
穴
む
か
へ
に
た
て
る
(
伏
「
ム
カ
ヒ
ニ
タ
テ
ル
」
〉

l
む
か
ひ

て

ふ

ハ

朱

)

テ

(

朱

)

に
た
で
た
り
け
る
、
四
九
一
一
一
あ
り
と
い
ふ
を
(
伏
「
ア
リ
ト
イ
フ

な
む
(
朱
〉

ヲ
〉
!
あ
り
と
い
ふ
お
、
四
九
六
い
ろ
に
い
て
ぬ
へ
し
ハ
伏
)
!
い

も
(
朱
)
と
と
奇
〈
朱
)

な
り
に
け
ら
し
な
(
伏
天
傍
書
ナ
シ
)

(
同
書
奥
書
中
の
「
殿
下
」
は
摂
政
基
房
を
さ
す
に
ふ
さ
わ
し
く
、

ま
た
当
時
の
基
一
房
、
清
輔
両
人
の
動
静
か
ら
し
て
『
和
歌
初
学
抄
』

が
基
房
に
奉
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
)
、
古
今
集
も
あ
る
い

は
基
一
房
に
奉
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
左
に
両
書
の
奥
書
を

ろ
に
い
て
ぬ
へ
し
、
R
C

並
記
し
て
お
く
。

!
な
り
に
け
ら
し
も
、
高
八

ほ
の
う
へ
を
て
ら
す
(
伏
天
定
)

ワ
(
朱
〉

あ
は
ゆ
き
の
(
天
〉

l
あ
は
ゆ
き
の
、

古
今
集
(
伏
見
宮
旧
蔵
一
本
)
奥
書

ー
ほ
の
う
へ
て
ら
す
、
葉
。

嘉
応
元
年
十
月
白
書
=
写
之
-

依
ν
仰
雑
筆
等
如
ν
本
書
付
了
、
老
眼
之
間
筆
跡
弥
狼
籍
、
後

恋
二
一
(
伏
朱
右
傍
書
〉
l
恋
寄
二
、
歪
穴
っ
か

寄

(

朱

〉

ハ

〈

朱

〉

は
せ
り
け
る
(
宮
伏
天

)
l
っ
か
は
し
け
る
、
若
一
一
一
み
な
あ
わ
な

ミ
ミ
(
朱
)

こ
ひ
ぬ
ま
は

l
こ

巻
十
二
部
立

見
有
ν
恥

と
ν
と

散
班
清
輔

り
け
り
(
伏
〉
|
み
な
は
な
り
け
り
、
究
八
八

に
或

え
ぬ
ま
は
、
完
八
な
み
た
か
は
(
尊
〉

l
傍
書
ナ
シ
(
諸
本
)
、

寄
(
朱
)

巻
十
三
部
立
恋
ニ
ニ
(
伏
天
「
恋
三
」
〉
|
恋
寄
三
、
さ
六
や
よ

-
一
(
朱
)

ひ
の
つ
い
た
ち
よ
り
ハ
定
、
伏
「
ヤ
ヨ
ヒ
ノ
ツ
イ
タ
チ
ヨ
リ
」

)
i

ご

こ

と

と

(

朱

)

あ
し
だ
ゆ
く

l
あ
し
た
ゆ
く
与
る
、

和
歌
初
学
抄
(
天
理
図
書
館
蔵
伝
二
条
為
氏
筆
本
〉
奥
書

嘉
応
元
年
七
月
日
依
=
殿
下
仰
-
抄
=
出
之
-

(
後
略
)

(
叩
ぬ
)

穴
四
九
と
異
本
歌
8
の
間
は
連
続
し
て
い
る
か
否
か
不
明
で
あ
る

や
よ
ひ
の
つ
い
た
ち
に
、
穴

(
後
述
異
本
歌
の
項
参
照
)
。

ーノ、一_--

し
の
ひ
な
る
と
こ
ろ
な
り
け
れ
は
(
伏
天
定

)
lし
の
ひ
な

ウ
ラ
(
塁
。
朱
合
点
)

み
る
め
の
そ
こ
に
(
官
尊
)

(
問
)

伏
見
宮
旧
蔵
一
本
の
特
色
あ
る
異
文
を
掲
げ
る
。
上
段
が
本
書
、

り
け
る
と
こ
ろ
な
り
け
れ
は
、
実
五
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ー
ミ
ル
メ
ノ
ソ
コ
ニ
(
零
伏
天
〉
、
宅
一
一

ヲ
(
朱
》

ッ
。
ア
サ
ミ
」

)
lみ
つ
お
あ
さ
み
、
{
〈
七
七
み
つ
あ
さ
み
(
伏
「
ミ

か
り
に
け
る
時
に

ミ
(
朱
)

り
け
る
時
に
、
八
一
元

(
伏
、
零
静
ミ
セ
ケ
チ
符
号
ナ
ツ

)
lみ
ま
か

み
ち
の
お
く
の
(
天
、

き
の
と
も
の
り
か
ハ
静
伏
天
定
)
!
と
も
の

へ
(
朱
)

山
て
ら
に
〈
伏
尊
)
!
諸
本
傍
書
ナ
シ
、
八
四
七
な

ヲ
(
朱
)

れ
っ
か
う
ま
つ
り
け
る
。
(
伏
)
!
な
れ
っ
か
う
ま
つ
り
け
る
お
、

J

h

(

朱
)

同
ょ
に
。
(
伏
天
補
入
符
号
ナ
ツ

)
iょ
に
も
、
向
か
う
ふ

た

ま

は

り

(

朱

〉

か

き

て

(

朱

〉

り
o

な
と
(
伏

)
lか
う
ふ
り
た
ま
は
り
な
と
、
八
五
回
。
を
く
り

伏
「
ミ
チ
ノ
オ
ク
ノ
」
〉

l
み
ち
の
く
の
、
穴
八
八

=
(
朱
)

伏
天
、
尊
「
こ
片
仮
名
傍
書
〉
!
寛
平
御
時
(
静
宮
定
)
、
究
。

り
か
、
八
四
一

寛
平
御
時
に
(
零

い
き
な
ひ
に

l
い
さ
よ
ひ
に
、
完

8 

そ
せ
い

l
そ
せ
い
ほ
う
し
、

あひ(朱〉

こ
と
そ
夏
の
ふ
!
こ
と
は
夏
野
の
、
七
宮
。
し
り
て
(
伏
〉

ー
あ
ひ
し
り
て
、
同

よ
め
り
け
る
(
宮
伏
天
定
〉

i
よ
め
る
、

け
る
(
伏
、
零
静
朱
補
入
ナ
シ
〉
l
か
き
て
お
く
り
け
る
、
八
五
也

の
(
朱
》

か
の
み
こ
。
(
定
朱
補
入
ナ
シ
〉

i
か
の
み
こ
の
、
巻
十
七
部
立

ふ
る
そ
ま
さ
れ
る
ハ
伏
天
〉
l

ふ
り
そ
ま
さ
れ
る
、
お
一
〈

せ
り
(
朱
)

か
は
し
け
る
〈
伏

)
l
っ
か
は
せ
り
け
る
、
七
宕
あ
り
と
い
ふ
も

ミ
〈
朱
〉
テ
〔
朱
)

の
を
(
伏
「
ア
リ
ト
イ
フ
モ
ノ
ヲ
」
〉
ー
あ
り
て
ふ
も
の
を
、
七
一
一
0

・と

b
(
朱〉

こ
ふ
ろ
あ
る
こ
と
や
(
伏
天
)
!
こ
ふ
ろ
あ
る
と
や
、
主
一
回

同

ぐコ

雑
歌
上
(
「
上
」
朱
補
、
伏
、
尊
寸
雑
歌
」
)
!
雑
寄
上
(
諸
本
)
、

か
は
ら
の
左
の
お
ほ
い
ま
う
ち
君
(
伏
、
静
定
ミ
セ
ケ
チ
符

-
-
(
朱
〉

号
ナ
ジ

)
iか
は
ら
の
お
ほ
ゐ
ま
う
ち
君
、
八
七
五

八七一一一

け
む
け
い
法
し

み
ち

の
お
く
の
〈
伏
天
朱
ミ
セ
ケ
チ
符
号
ナ

γ
〉
l
み
ち
の
く
の
、
七
一
君

、
、
(
朱
〉
く
あ
り
(
朱
)

(
前
欠
)
ひ
か
た
か
り
け
れ
は
(
伏
天
「
ア
ヒ
カ
タ
カ
リ
ケ
レ
ハ
」
)

-

h

(
朱

)

ハ

ル

ハ

朱

》

ー
あ
ひ
か
た
く
あ
り
け
れ
は
、
七
四
七
又
の
と
し
の
。
ハ
伏
天
朱
補

ハ
「
法
し
」
朱
補
、
但
現
在
ハ
抹
消
サ
レ
痕
跡
ノ
ミ
、
原
態
伏
ニ
向
ジ
)

!
け
ん
け
い
法
師
(
「
法
師
」
墨
〆
上
朱
書
)
、
八
九

す
ゑ
を
も
み

ー
ワ
カ
ナ
モ
ラ
ス
ナ
、
異
本
歌
ロ

tン、

七一九一

も
の
に
し
て
あ
ら
ね
は

i
も

に
(
朱
)

ま
か
り
け
る
時
。
(
伏
天
定
朱
補
入
ナ

き
イ
(
塁
。
朱
合
点
〉

シ
)
|
ま
か
り
け
る
時
に
、
在
百
ふ
る
人
も
な
き
(
尊
伏
)
!
諸

〈
朱
〉
ら
〈
と
〉

ぬ
し
な
く
て
(
静
尊
、
零
傍
書
「
ウ
(
朱
)
」

)
i

御〈朱〉
扉
風
の
ゑ
(
伏

)
1御
扉
風
の
ゑ
(
「
御
」

(
静
宮

)
lす
ゑ
お
ふ
も
み
、
八
九
旬

入
ナ
シ
〉
!
叉
の
と
し
の
は
る
、
異
本
歌
口

の
に
し
あ
ら
ね
は
、
九
一
八

ワ
カ
ナ
サ
ラ
ス
ナ

カ
ヘ
シ
l
御
カ
へ

き
こ
え
こ
さ
ら
む

l
き
こ
え
さ
る
ら
ん
、
八
二
一

け
〈
墨
〉

(
天
「
こ
と
も
し
り
ぬ
れ
」

)
l事
も
し
り
け
れ
、
巻
十
六
部
立

傷
一
骨
(
「
一
苛
」
朱
補
、
伏
「
京
鶏
傷
甲
骨
(
朱
〉
」

)
l哀
傷
帯
、
八
一
一
九

ミ
〈
朱
)

本
傍
書
ナ
シ
、
在
一
也

こ
と
も
し
り
ぬ
れ京

諸
本
傍
書
ナ
シ
、
九
一
一
口

み
ま

墨
ノ
上
朱
書
)
、
色
一
一
穴

し
か
あ
り
と
て
ハ
伏
、
天
ミ
セ
ケ
チ
符
号

者
(
朱
V

- 396ー



い
ひ
に
や
れ
り
け
る
(
伏
、
官

、q(
朱
〉

天
ミ
セ
ケ
チ
符
号
ナ
シ
〉

l
い
ひ
や
れ
り
け
る
、
九
四
ニ
ゆ
め
と

う
〈
朱
〉

も
い
は
す
l
ゆ
め
と
も
し
ら
す
、
突
一
一
一
を
む
な
の
(
伏
、
天
本
行

う
ハ
朱
)

「
お
む
な
の
」
〉

l
女
の
、
九
七
一
一
一
を
む
な
の
〈
伏
天

)
l女
の
、

タ
イ
シ
ラ
ス
〈
朱
〉

た
い
し
ら
す
ハ
朱
〉

l
諸
本
墨
書
(
尊
ノ
ミ
「
た
い
し
ら
す
」
)
、

ナ
シ

)
lし
か
り
と
て
、
九
三
人

ニ
ソ
ハ
セ
ル
」
、
猶
尊
伏
天
-
一
ハ

一OO穴

よ
め
る
(
零
静
〉
|
よ
み
け
る
、
向

ー「

御
本
ソ

セ
ノレ
Lー

をさノ
の夫朱
かv 勘
ち物
りア

/
¥
(
伏
)
!
朱
傍
書
ナ
シ
、

う
た
ふ
あ
る
さ
ま
の
l
諸

と
ハ
朱
)

本
朱
ミ
セ
ケ
チ
符
号
ナ
シ
〈
尊
「
う
た
ふ
る
さ
ま
の
」
)
、
一
O
三

一O
一九

九

皇
九七六

と
も
た
ち
の
ひ
さ
し
う
ま
う
て
こ
さ
り
け
る
(
以
下
欠
、
朱

と
な
り
の
い
へ
よ
り
(
伏
天
朱
ミ
セ
ケ
チ
符
号
ナ
シ
)
!
と
な
り

宅
、
宅
、
宅
〈
朱
〉
し
ら
す
(
朱
)

一O
一
一
三
た
い
。
よ
み
人
し
ら
す
l
た
い
し
ら
す

よ
り
、

よ
み
人

小
字
書
入
、
尊
ト
同
ジ
、
官
ハ
墨
小
字
書
入

)
l詞
書
本
行
(
零

し
ら
す
(
本
書
一
C
ニニ、

一O
六
六
ハ
欠
損
シ
テ
イ
ル
ガ
、
詞
書
朱
傍
書

静
伏
天
)
、
九
八
六

や
と
れ
る
時
に
よ
め
る
j
や
と
れ
り
け
る
時
に

に
ハ
朱
)

を
む
な
と
も
た
ち
と
(
尊
)
!
諸
本
左
右
朱
傍

弘
、
〈
朱
)

橘
の
く
す
な
ほ
か
む
す
め
|
み
ち
の
く
橘
の
く

つ
い
て
(
朱
)

す
な
ほ
か
む
す
め
、
安
一
一
一
さ
け
た
う
へ
け
る
。
に
(
伏
)
|
さ
け

ツ
イ
テ
ユ
ハ
朱
)

た
う
へ
け
る
つ
ひ
て
に
(
尊
ノ
ミ
「
さ
け
た
う
へ
け
る
o

つ
ひ
て

し
ら
す
(
朱
)

た
い
o

よ
み
人
し
ら
す

l
た
い
し
ら
す

「
し
ら
す
」
ノ
ミ
残
存
、

一O
ニ
ニ
、
一
旦
尖
調
書
作
者
モ
一
C
一一一ニト同

よ
め
る
、
九
九
ニ

形
態
ト
思
ワ
レ
ル
〉
、

ひ
た
り
の
お
ほ
き
ま
う
ち
き
み
(
伏
)
ー
ひ
た
り
の
お
ほ
ひ
ま
う

ミ
(
朱
)

一O
五
六
源
た
す
か
む
す
め
|
源
の
た
す
く
か
む
す
め
、

一0
8あ
か
つ
き
を

i
あ
る
へ
き
お
、

。
同
九

-397ー

書
ナ

γ
、
同

ち
き
み
、

Cコ
IL. 
，r... 

わ
ひ
し
か
り
け
れ
(
定
)
|
わ
ひ
し
か
り
け
る
、

o 
/、

に」)、九九四

よ
み
人
し

よ
み
人
し
ら
す
(
朱
書
小
字
、
零
静
ナ
シ
〉
!
よ
み
人
し
ら
す
、

ら
す
、
同
か
れ
や
う
に

l
か

れ

や

う

に

の

み

、

お

も

ひ

〈

(

朱

)

ジ

(

朱

)

て

(

朱

〉

は
ふ
か
し
(
本
行
朱
合
点
〉
!
思
は
ふ
か
く
、
一
C
O
ニ
あ
は
れ
と

ミ

ハ

墨

)

テ

フ

(

朱

〉

い
ふ
ハ
伏
、
零
「
ア
ハ
レ
ト
イ
フ
」
、
天
左
右
朱
傍
書
ナ
シ

)
lあ

ミ

ハ

朱

〉

て

ハ

朱

)

は
れ
て
ふ
、
一
0
0
一
一
一
あ
り
き
と
い
ふ
(
伏
、
零
天
ミ
セ
ケ
チ
符
号

考

奇

(

朱

)

せ

(

朱

)

ナ
シ
)
ー
あ
り
き
て
ふ
、
同
こ
れ
に
そ
は
れ
る
l
こ
れ
に
そ
は

レ

(

墨

)

弘

、

(

朱

〉

れ
る
(
伏
「
コ
レ
ニ
ソ
ハ
セ
ル
」
本
行
朱
合
点
、
零
静
天
「
コ
レ

と
(
墨
V

一00

一O
歪

ち
さ
と
(
朱
書
小
字
、
零
「
チ
十
ト
御
本
」
朱
書
書
入
、

し
ら
す
(
朱
)

た
い
。
よ
み
人

宮
「
ち
さ
と
御
本
」
墨
小
字
〉
|
ち
さ
と
、
一
O

六八

し
ら
す
ー
た
い
し
ら
す

よ
み
人
し
ら
す
、
一
O
七一一一頭注

普
通
ハ
し

つ
は
山
(
伏
天
)
!
普
通
ハ
シ
ハ
ツ
山
(
静
官
、
尊
「
普
通
ハ
シ

一O九
九

ツ
山
」
、
零
注
記
ナ
シ
、
静
宮
正
シ
ク
、
伏
一
伏
天
ハ
誤
リ
)
、

ひ

(

朱

)

イ

(

朱

)

さ
し
お
ほ
ゐ
(
零
伏
、
官
朱
傍
書
ナ
シ

)
lさ
し
お
ほ
ひ



(

加

)

秋
永
一
枝
氏
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究

研
究
篤
下
』

平

3
刊
、
四
五
八
頁
〉
に
伝
家
隆
筆
本
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

伏
見
宮
家
本
と
同
じ
差
声
が
殆
ど
だ
が
、
注
記
文
節
数
一
覧
に

示
し
た
よ
う
に
、
凡
そ
1
一3
強
で
あ
る
。
(
中
略
〉
前
項
で
述
べ

た
よ
う
に
、
本
書
は
現
存
伏
見
宮
家
本
の
声
点
を
移
声
し
た
も
の

で
は
な
い
。
同
じ
誤
写
の
部
分
も
あ
れ
ば
、
家
隆
本
が
正
し
く
、

伏
見
宮
家
本
が
誤
写
の
部
分
も
あ
る
。
恐
ら
く
共
通
の
声
点
本
、

恐
ら
く
は
顕
昭
差
声
本
か
ら
移
声
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

幻

〉

助
内
裏
切
第
一
種
〈
小
松
茂
美
氏
『
古
筆
学
大
成
』
第
三
巻

〈
平
1
刊
〉
の
集
成
に
よ
る
)
は
、
穴
九
六
1
六
九
九
の
異
本
歌
9
を
合

む
部
分
が
存
在
し
て
い
る
が
、
異
本
歌
9
に
関
す
る
何
ら
の
注
記

〉

内
h
h

、o

t
Jん
し
後
述
す
る
如
く
、
内
裏
切
第
一
種
の
本
文
は
清
輔
木
、
顕
昭
本

の
何
れ
と
も
か
な
り
隔
っ
て
お
り
、
他
の
諸
本
と
同
一
に
は
扱
え

h
k

、0

4
j
h

・u異
本
歌
に
つ
い
て
も
、
四
八
九
ノ
次
に
、
「
け
ふ
人
を
」
の
歌
を
有

し
、
異
本
歌
日
、

ロ
(
通
常
圭
一
ノ
次
)
が
歪
O
辺
り
の
脚
欄
に
書

(

但

〉

〈お〉

(
M
m
)
 

き
入
れ
ら
れ
る
等
基
俊
本
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
る
。

(

判

仏

)

『
花
押
か
が
み

鎌
倉
時
代
一
』
(
昭
日
刊
〉
が
本
書
建
永
一
五
年

第
二
奥
書
の
花
押
を
顕
昭
の
花
押
と
し
て
採
用
し
て
い
る
の
は
、

」
の
奥
書
と
花
押
を
顕
昭
自
署
と
認
定
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

(
お
)

本
書
に
も
誤
写
、
誤
記
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
既
述
の
如
く
、

秋
永
一
枝
氏
は
芦
点
の
検
討
か
ら
、
本
書
が
誤
り
、
天
理
本
が
正

し
い
場
合
も
あ
り
、
直
接
の
転
写
関
係
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
書
の
奥
書
が
そ
れ
ぞ
れ
自
筆
の
原
本
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
顕
昭
自
筆
本
を
某
が
転
写
し
、
顕
昭
が
加
証
し
た
本
な

の
で
あ
る
か
ら
、
誤
り
は
当
然
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
の

み
で
は
、
奥
書
が
自
筆
で
あ
る
こ
と
を
否
定
出
来
な
い
。

む
し
ろ
、
誤
謬
の
少
な
さ
に
重
点
を
置
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。こ

の
墨
傍
書
、
天
理
顕
昭
本
に
も
こ
の
ま
ま
存
在
す
る
。
両
本

の
本
文
の
近
し
さ
を
示
す
一
例
で
あ
る
。

」
の
部
分
、
尊
経
関
文
庫
本
は
補
入
で
あ
る
が
、
単
な
る
書
落

し
補
入
と
認
め
ら
れ
る
。

静
嘉
堂
文
躍
寛
親
本
は
頭
注
で
は
な
く
、
内
題
中
の
部
立
を
利

用
L
、
そ
の
下
に
小
字
で
歌
数
を
書
き
入
れ
て
い
る
。

q
J
 



(
幻
)

な
お
本
書
に
は
、
大
口
周
魚
氏
に
よ
る
次
の
紙
片
が
付
さ
れ
て

い
る
。今

日
、
佐
々
木
信
綱
民
家
隆
卿
賢
筆
写
と
し
る
せ
る
古
今
和
歌

集
上
下
二
冊
を
携
へ
来
て
、
こ
れ
は
上
方
よ
り
の
売
物
に
て
め
づ

ら
し
き
も
の
な
り
、
君
が
も
た
る
同
卿
筆
の
集
と
こ
と
な
る
と
こ

ろ
あ
り
ゃ
い
か
に
、
し
ら
ま
ほ
し
と
い
は
る
、
よ
り
て
ひ
き
く
ら

(尽〉

ベ
み
し
に
全
く
わ
が
こ
の
本
を
油
紙
も
て
ね
も
こ
ろ
に
影
写
し
た

る
も
の
に
て
通
宗
の
書
入
も
一
字
を
も
日
ず
朱
書
の
と
こ
ろ
は
朱

も
て
う
つ
し
た
り
、
表
紙
は
黄
な
る
鳥
の
子
に
て
、
寛
文
よ
り
元

禄
ま
で
の
時
代
に
な
り
た
る
堂
上
の
筆
と
み
ゆ
、
あ
た
ひ
は
廿
五

円
な
り
と
ぞ
、
今
少
し
廉
な
ら
ば
あ
が
な
ひ
て
こ
れ
に
そ
へ
お
か

ま
ほ
し
け
れ
ど
、
や
め
て
か
へ
し
つ

大
正
三
年
五
月
廿
日

白
皆
冊
子

外
題
の
書
風
に
よ
り
て
お
も
ふ
に
土
御
門
家
隆
卿
な
ど
に
は
あ

ら
ざ
な
り

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
書
は
大
正
三
年
当
時
は
大
口
周
魚
氏
所
蔵

で
あ
り
(
「
白
棲
」
は
周
魚
の
別
号
)
、
後
、
佐
佐
木
信
綱
氏
に
移

(

お

)

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
佐
佐
木
氏
が
持
参
し
た
本
書
の
影
写
本
と
次
に
述
べ
る

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鷹
司
本
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
が
、
や
は
り

別
本
で
あ
ろ
う
か
。

伏
見
宮
顕
昭
本
と
天
理
顕
昭
本
の
特
徴
あ
る
異
文
を
掲
げ
る
。

伏
見
宮
、
天
理
、
清
輔
本
(
原
則
と
し
て
尊
経
閣
文
庫
本
〉
の
順

に
掲
げ
る
が
、
今
回
は
基
準
で
あ
る
伏
、
天
の
略
号
も
一
々
括
弧

内
に
記
す
こ
と
と
す
る
。
煩
雑
の
ゆ
え
に
、
定
家
本
と
は
一
切
比

較
し
な
い
。
ま
た
伏
見
宮
顕
昭
本
に
付
さ
れ
た
合
点
は
、
複
雑
か

つ
意
味
不
明
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。

ノ
ハ
朱
〉

山
o

へ
ノ
ア
カ
人
ハ
伏
穂
)
l山
の
へ
の
あ
か
人
〈
天

仮
名
序

諸
本
〉
、
同
古
注
「
ワ
カ
イ
ホ
ハ
」
歌
ノ
挿
入
箇
所

「
ア
ヘ
ル

カ
コ
ト
シ
」
ノ
次
(
伏
天
目
安
)
!
「
よ
く
し
ら
す
」
ノ
次
(
尊
穂

)
l

「
き
せ
ん
は
」
ノ
次
(
宮
)
、
同
古
注

イ
カ
ム
ト
ソ
思
(
伏
天
〉
|

い
な
む
と
そ
お
も
ふ
、
同
「
ヨ
ツ
ノ
月
コ
、
ノ
カ
ヘ
リ
」
ノ
勘
物

「
但
近
代
一
向
付
=
新
帝
-
欺
」
ナ
シ
(
伏
天
〉
|
ア
リ
(
尊
穂
憂
)

ト
コ
ロ
ノ
〈
朱
)

御
書
ノ
ア
ツ
カ
リ
(
伏
天
、
穂
誤
テ
「
ノ
」

ー
別
文
(
宮
)
、
同

ノ
上
ニ
補
入
)
|
御
書
の
と
こ
ろ
の
あ
っ
か
り
、
同

ト
モ
イ
ハ
ヌ
(
朱
)

ニ
モ
イ
ラ
ヌ
(
伏
、
天
長
朱
ミ
セ
ケ
チ
符
号
ナ
シ
)
|
春
夏
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ー
い
っ
る
月
か
な
、
八
八
ニ

天
・
諸
本
〉
、
同

ヒ

ー
ナ
シ

〈
天
〉
|
こ
れ
た
か
の
み
こ
の
は
ふ
(
本
行
、
尊
宮
伏
一
)

カ
リ
ト
、
メ
ス

(
伏
・
諸
本
〉
!
ひ
か
り
と
ふ
め
む
(
天
、
伏
ノ

雑
下
(
伏
尊
宮
伏
一

v
l

!
勘
物
ニ
混
入
(
静
〉
、
巻
十
八
部
立

「
ス
」

ハ
「
ム
」
ト
見
マ
ガ
ウ
字
体
デ
ア
ル
〉
、
八
八
一
一
一

シ
カ
ア
リ
ト
テ
(
伏
伏
一
〉
!
し
か

と

ハ

朱

)

て

ハ

墨

〉

あ
り
と
て
〈
天
〉

l
し
か
り
と
て
(
尊
零
静
〉

l
し
か
り
と
も
(
宮
)
、

〆目、

天
(零
零 L〈

静八
〉合ツ

|キ
よミヨヨノ
めヶメ、カ

雑
膏
下
ハ
天
零
静
〉
、
主
一
一
ハ

ク
ル
、
〈
伏
・
諸
本
〉

1

月
の
な
か
る
ふ

ケ

ル

ハ

朱

〉

ヨ

メ

日

ケ

ル

(

朱

)

ル
ハ
伏
天
伏
一
)
|
よ
め
る
〈
尊
)
u
l
ヨ
メ
ル

ブL/、
イ
ヒ
ニ
ヤ
レ
リ
ケ
ル
ハ
伏
伏
一
〉

l
い
ひ
に
や
れ
り
け
る

ミ
ハ
朱
〉
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ハ
天
宮

)
lい
ひ
や
れ
り
け
る
ハ
尊
零
静
〉
、
九
四
-

M
M
ム
ハ
伏
零
宮
〉
!
み
ち
の
く
ハ
天
〉
|
み
ち
の
く
橘
の
く
す

ウ
ギ
モ
ツ
ラ
キ

ウ
(
朱
)

ヲ
ム
ナ
(
伏
伏

な
ほ
か
む
す
め
〈
尊
静
〉
!
橘
の
く
す
な
ほ
か
む
す
め
〈
伏
一
)
、

モ
(
伏
・
諸
本

v
lう
さ
も
つ
ら
さ
も
ハ
天
)
、
突
一
一
一

ウ
(
朱
〉

一
)
lお
む
な
(
天
〉

l
女
〈
尊
静
宮
〉

i
オ
ム
ナ
〈
零
)
、
同

ミ
ブ
ノ
夕
、
ミ
ネ
〈
伏
・
諸
本
〉
!
た
ふ
み
ね
ハ
天
)
、
同

レ
ハ
墨
〉

コ

ν
ニ
ソ
ハ
セ
ル
〈
伏
〉
!
こ
れ
に
そ
は
せ
る
〈
天
零
静
〉
!
こ

-

(

忠

一

〉

せ

(

朱

)

れ
に
そ
は
れ
る
〈
尊
宮
)
!
こ
れ
に
そ
は
れ
る
〈
伏
一
〉
、
一
0
2ハ

ミ
(
朱
)

ウ
セ
タ
マ
ウ
テ
〈
伏
伏
一
〉
!
う
せ
さ
せ
た
ま
う
て
〈
天

)
iう

一O
O
世一

ハ
オ
モ
フ
(
伏
・
諸
本
〉

l
け
ふ
は
お
も
ふ
〈
天
〉
、
実
六

イ・マ
テ
(
朱
)

ト
ケ
ハ
へ

リ
ケ
ル
〈
伏
)
!
と
け
で
は
へ
り
け
る
〈
天
)
!
と
け
て
侍
け
る
(
宮

と
ハ
愚
一
〉
ト
(
朱
)

ニ
ヨ
ル
、
尊
欠
丁
)
、
九
完
キ
ノ
ヨ
シ
サ
タ
カ
(
伏
〉
1
き
の
と
し

ト

ハ

朱

v

、

〈

(

朱

)

さ
た
か
(
天
)
!
き
の
よ
し
さ
た
か
(
尊

)
iキ
ノ
ヨ
シ
サ
タ
カ
(
一
帯

ル
(
朱
〉

ト
フ
ヘ
カ
リ
ケ
リ
〈
伏
天
伏
一
〉

l
と
ふ
へ
か
り
け

ウ
ハ
朱
)

ヲ
ム
ナ
〈
伏
天
伏

せ
た
ま
ひ
で
(
尊
零
〉
|
ウ
セ
給
テ
〈
静
宮
)
、
同

は
(
墨
〉

(
伏
天
宮

)
lみ
や
の
う
ち
に
ハ
尊
)
|
ミ
ヤ
ノ
ウ
チ
ハ
〈
零
静
伏

ミ
ヤ
ノ
ウ
チ
ニ

静
宮
〉
、
同

リ
(
朱
〉

る
(
尊
〉

l
ト
フ
ヘ
カ
リ
ケ
リ
ハ
零
静
宮
)
、
九
七
一
一
一

一
)
j女
〈
尊
静
)
!
ヒ
ト
(
零
〉
ー
を
ん
な
〈
宮
)
、
宅
五
「
よ
み
人

一O
一一一

ト
ナ
リ
ノ
イ
へ
ヨ
リ
(
伏
天
〉
!
と
な
り
よ
り
(
尊
零

一)、

し
ら
す
」
ナ
シ
〈
伏
〉
!
ア
リ
(
諸
本
、
尊
官
伏
一
朱
合
点
)
、

静
官

)
iと
な
り
の
い
へ
よ
り
〈
伏
一
)
、

と
と
と
〈
朱
)

〈
伏
)
!
ひ
と
も
つ
む
や
と
〈
天
'
諸
本

)
i人
モ
ツ
ム
カ
ト
〈
静
)
、

Cつ

人
モ
ツ
ム
ヘ
ク

九七一八

ト
モ
タ
チ
ノ
ヒ
サ
シ
ウ
マ
ウ
テ
コ
サ
リ
ケ
ル
モ
ト

一O四ニ

ブ
カ
ヤ
フ

ハ
伏
静

)
lナ
シ
ハ
天

)
l有
本
ふ
か
や
ふ
(
朱

ヨ
ミ
、

テ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル

、
ッ
ネ
(
本
行
、
伏
天
零
静
)
lた
い
し
ら

合
点
、
鈎
点
、
尊
、
朱
鈎
点
ノ
ミ
、
伏
一

)
I有
本
(
朱
、
朱
合

す

〈
以
下
小
字
朱
)
ト
モ
タ
チ
ノ
ヒ
サ
シ
ウ
マ
ウ
テ
コ
ロ
リ
ケ

ミ
ツ
ネ
(
尊
、
伏
一
平
仮
名

ブ
カ
ヤ
フ
〈
零

)
1有
本
フ
カ
ヤ
フ
(
宮
〉
、
一
O
四一一一

ナ
ツ
(
朱
〉

シ
ラ
ス
〈
伏
・
諸
本
〉
!
ナ
シ
〈
天
〉
、
一
O
四
七
カ
ツ
ハ
ヒ
ト
マ

ナ
ツ
ハ
(
朱
〉

ネ
〈
伏
)
!
な
つ
は
ひ
と
ま
ね
〈
天
零
静
〉
!
か
つ
は
ひ
と
ま
ね

な

つ

ハ

墨

一

〉

ニ

(

朱

)

(尊

)
iか
つ
は
人
ま
ね
(
宮
)
、
同
サ
ヤ
ク
シ
そ
ヨ
ヲ
(
伏
)

3
3

エ
(
朱
)

ー
さ
や
く
し
も
よ
に
(
天
〉
!
さ
や
か
く
し
も
よ
お
ハ
尊

)
lサ

ロ
イ
〈
墨
)

ヤ
ク
シ
モ
ヨ
ヲ
〈
一
帯
)
!
サ
ヤ
ク
シ
モ
ヨ
ヲ
(
静
)
!
さ
や
く
し

ニ
イ
ハ
墨
)

ヨ
ミ
入

ノレ

モ
ト

一口
部ョ
欠ミ
損テ
〉ツ

!ヵ
たべハ
いベシ
しきヶ
らル
す

小
字
、

〈
以
下
小
字
墨
)
と
も
た

ち
の
ひ
さ
し
う
ま
う
て
こ
さ
り
け
る
も
と
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け

る

み
つ
ね
(
一
ニ
字
本
行
)
(
宮
)
、
九
八
五

作
者
ナ
シ

伏

よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
た
ハ
天
・
諸
本
)
、
九
九
一
一

-

-

タ

チ

ハ

ナ

二
ナ
ノ
ク

ぷ

〆

ノ

ク

ス

ナ
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ユ
〈
朱
V

ヲ
ト
コ
ニ
ヒ
ト
ノ
ヨ
ソ
ヘ
テ
ハ
伏

)
iお

h
(
朱
〉
ミ
ハ
朱
〉

ヒ
ト
ニ
ヨ
ツ
ハ
墨
V

と
こ
に
よ
そ
へ
て
〈
天
)
!
お
と
こ
。
へ
て
ハ
尊
)
lヲ
ト
コ
ニ

に
ハ
墨
》

も
よ
を
〈
宮
〉
、
一
O
五
回

ヒ
ト
ニ
ヨ
ソ
ヘ
テ
(
零
静
〉
!
お
と
こ
人
に
よ
そ
へ
て
(
宮
〉
ー

を
と
こ
に
人
の
よ
そ
へ
て
(
伏
二
、
一
O
芙
詞
書
ナ
シ
(
伏
天
)

源
ノ
タ
ス

ー
た
い
し
ら
す
(
諸
本
、
尊
宮
伏
一
朱
合
点
〉
、
同

ク
カ
ム
ス
メ
(
伏
・
諸
本
ホ
ボ
同
ジ

)
lナ
シ
(
天
〉
、
一
2
6

エ
〈
朱
》

ヘ
ユ
ト
テ
(
伏
静
宮
〉
!
そ
ゑ
に
と
て
(
天
〉
|
そ
ヘ
に
と
て
(
尊 ソ

在
原
元
方
(
伏
・
諸
本
)
!
元
方
(
天
〉
、
巻
二
十

如
=
目
六
一
合
千
が
首
也
:
:
:
(
朱
〉
(
伏
天
尊
〉
ネ
伏
一

欠
丁
、
長
ハ
仮
名
序
「
チ
ウ
タ
ハ
タ
マ
キ
」
ノ
勘
物
中
ニ
「
如
ニ

零
伏
一
)
、
一
実
一

勘
物

目
録
-
千
九
十
九
首
也
:
:
:
」
ト
ア
リ
、
他
本
対
応
ス
ル
注
ナ
シ
、

サ
ケ
(
朱
)

一O
七
ニ
ネ
テ
ノ
ア
シ
タ
ノ
ハ
伏

)
1ね
て
の
あ
さ
け
の
(
天
・
諸

本
〉
、
一
C

七
八
ミ
チ
ノ
オ
ク
ノ
(
伏
〉

i
み
ち
の
く
の
(
天
尊
零
静

ミ

ハ

朱

》

タ

〈

朱

)

宮
〉
!
み
ち
の
お
く
の
〈
伏
一
〉
、
同
ア
タ
チ
ノ
マ
ユ
ミ
(
伏
)

ロ
(
朱
〉

ヲ
ク
ラ
サ
キ
(
伏
伏

ー
あ
た
ち
の
ま
ゆ
み
(
天
・
諸
本
)
、
一
究
。

ラ

(

朱

〉

ろ

〈

朱

〉

一
〉
!
お
く
ろ
さ
き
(
天
〉
!
お
く
ら
さ
き
(
尊
〉

l
ヲ
ク
ロ
サ

ロ
ハ
墨
〉

キ
(
零
静

)
lお
く
ら
さ
き
〈
宮
)
、
一

0
2

コ
ノ
ツ
キ
ハ
カ
リ
ソ

(
伏
天
)
!
こ
の
月
は
か
り
、
一
cm七

ヶ
、
レ
ナ
ク
(
伏
天
零
伏

ヲ
(
朱
〉
御
本
叶
之
(
朱
)

ヨ
コ
ホ
リ
コ
セ
ル
(
伏
)

一
)
lけ
ふ
ら
な
く
(
尊
静
宮
〉
、
同

〈

mu〉

〈

ω)
I I 
ヨよ
コこ
ホを士
リ り廷
コこ露
セせ本
ルるE
"" r、八
静天V
¥"../、..../

I I 
ょょ
に- '-

ほをほえ
り異りち
ふ、ーこ
せせ
るる
r、、r-、
宮尊
)零

伏

¥"../ 

前
稿
で
「
古
今
集
諸
本
を
見
渡
す
と
、

一
行
書
方
式
を
と
っ
て

い
た
の
は
、
小
野
皇
太
后
宮
御
本
〈
通
宗
本
)
と
新
院
御
本
の

証
本
の
み
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
(
五
九
頁
)
と
述
べ
た

が
、
こ
の
点
は
、
近
時
出
現
し
た
伝
藤
原
公
任
筆
本
(
「
玉
英
堂
稀

観
本
書
目
」
加
平
4
・
7
所
載
〉
が
一
行
書
方
式
を
と
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
所
謂
証
本
系
以
外
の
伝
本
に
も
一
行
書
方
式
の
伝

本
が
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

-407-

内
裏
切
第
一
種
の
特
徴
あ
る
異
文
を
掲
げ
る
。
比
較
の
対
象
は

伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
を
中
心
と
す
る
額
昭
本
を
第
一
と
し
、
必
要

に
応
じ
清
輔
本
に
も
及
ぶ
こ
と
と
す
る
門
合
点
は
省
略
す
る
)
。
ま

た
、
今
回
は
本
切
が
定
家
本
(
伊
達
家
本
〉
及
び
伝
後
鳥
羽
院
宗

筆
本
(
存
巻
十
一
!
二
十
、
志
香
須
賀
文
庫
蔵
、
久
曽
神
氏
著
書

資
料
編
中
に
よ
る
〉
と
一
致
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
「
定
」
「
後
」

と
記
入
し
て
示
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
伝
後
鳥
羽
院
震
筆
本
と

の
比
較
の
対
象
は
本
行
の
み
と
す
る
。

し、

ろh
vii土

八
九
紀
つ
ら
ゆ
き
(
定
「
つ
ら
ゆ
き
」
〉

1

ナ
シ
、
ち

ら
す
は

か
は
ら
す
(
定
「
色
は
か
は
ら
す
」
)
|
イ
ロ
カ
ハ
ラ
ス
ハ
、

プb



(朱
V

ハ

花
の
き
は

i
ハ
ナ
ノ
キ
モ
、

ユ
ハ
朱
)

う
つ
ろ
ふ
い
ろ
に
(
定
)
!
ウ
ツ
ロ
フ
イ
ロ
ヲ
、
一
室
な
と

か
は
っ
ゆ
を

I
ナ
ニ
カ
ハ
ツ
ユ
ヲ
、
一
穴
穴
く
も
の
い
つ
く
に
l

ク

ハ
伏
宮
田
毘
尊
定

)
lく
も
の
い
つ
く
に
(
天
穂
〉
、

か
せ
か
な

秋
の
は
つ
か
せ
(
定

別
寄
l
別
離

モ
〔
朱
》

ょ
に
l

ヨ
ニ
(
伏
天
、

そ
せ
い
法
し
(
定
〉

l
ソ
セ
イ
、
同

み
つ
ね
〈
後
)
!
凡
河
内
ミ
ツ
ネ
、
八
四
七

モ
ノ
イ
ツ
コ
ニ

伏
一
朱
補
入
符
号
ア
リ

)
l
ヨ
ニ
モ
(
零
静
官
尊
)
、
向

タ
マ
ハ
リ

り
o

な
と
〈
後
、
伏
伏
一
補
入
朱
書
〉

l
か
う
ふ
り
た
ま
は
り
な

ハ
ハ
〉

と
、
同
は
な
の
た
も
と
に
l

、
ナ
ノ
コ
ロ
モ
ニ
、
同
な
り
ぬ

ナ
リ
れ
は
l

ナ
リ
ヌ
ナ
リ
、
同
こ
け
の
た
も
と
よ
(
定
「
こ
け
の
た

や
本

も
と
よ
」
、
後
「
こ
け
の
た
も
と
よ
」

V
l
コ
ケ
ノ
タ
モ
ト
ヤ
、
八
四
九

け
く

た
も
と
ゆ
た
か
に

同

か
う
ふ

一七
O

せ
う
え
う

i
カ
ハ
セ
ウ
ヨ
ゥ
、

4コ

「
秋
の
は
つ
風
」
)
!
ア
キ
ノ
カ
セ
カ
ナ
、
巻
八
部
立

と
き

寄
、
一
言
一
た
ち
な
ん
の
ち
は
(
天
定
「
た
ち
な
む
の
ち
は
」
〉
!

ノ
チ
〈
朱
)

タ
チ
ナ
ム
ト
キ
ハ
、
一
一
一
七
ニ

ま
た
の
と
し
の
な
つ

(定

)
l又
ノ
夏
、
八
歪

(
定
後
本
行
一
致
〉
!
タ
モ
ト
ユ
タ
ケ
ク
、
同

ま
か
れ
り
け
れ
は

l
マ
カ
リ
ケ

ν
ハ、

や
.b 
し
云:J t.こ
?トヶ~
オ2 ま
』土し
(も
諸の

四
(
)
岡

わ
か
れ
け
る
時
に
i

ワ
カ
レ
ケ
ル
ヲ
リ
ニ
、
四
一
回

る

や
と
か
す
人
も
(
宮
定
「
や
と
か
す
人
も
」
、

を
(
後
〉

l
タ
テ
ト
イ
ハ
マ
シ
ヲ
、
八
七
O

や
ま
を

ー
シ
ラ
山
ヲ
、
四
一
九

す
(
暴
〉

尊
「
や
と
か
る
人
も
」

)
lヤ
ト
カ
ル
人
モ
〈
伏
天
穂
、
但
、
伏
ハ
「
ス
」

ヲ
抹
消
「
ル
」
ニ
改
ム
)
、
四
八
九
こ
ひ
ぬ
ひ
は
な
し
(
定
「
こ
ひ

そ

き

ぬ
日
は
な
し
」
〉

i
コ
ヒ
ヌ
ヒ
ソ
ナ
キ
、
天
一

本
・
定
後
「
や
ふ
し
わ
か
ね
は

b

l
ヤ
フ
シ
ワ
ケ
ネ
ハ

(
伏
天
)
、

ノ、
4コ

ま
う
て
給
て

i
マ
ウ
テ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ヒ
、
同

「
ナ
リ
ヒ
ラ

ノ
朝
国
」
小
字
補
入
、
八
七
四

后
官
に

l
キ
サ
イ
ノ
ミ
ヤ
ノ
御
カ

八七八

に
和
寄
(
後

)
i扉
風
一
一
ウ
夕
、
必
一
九

よ
め
る
(
後

)
l
ヨ
ミ
ケ

勘
物
ナ
シ
、
八
八
一

ケ
(
朱
)

ツ
ル
ツ
キ
カ
ナ
ハ
伏
)
|
イ
ツ
ル
ツ
キ
カ
ナ
(
零
官
尊
〉
、

ま
侍
従
よ
る
か
の
朝
国
の
母
|
ア
マ
敬
信
和
一
労

γ
、
八
八
九

ヨ
シ
モ
ノ
ヲ
〈
朱
)

こ
し
も
の
を
(
定
後
)
!
ア
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
(
伏
尊
、
静
傍
書
墨

)
l

v
モ

ノ

ナ

リ

〈

朱

〉

あ

り

に

し

あ
り
こ
し
も
の
を
(
天
〉
i

ア
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
(
零
官
〉

l
あ
り
し

も
の
を
〈
朱
)

も
の
な
り
〈
伏
一
〉
、
お
い
ぬ
れ
は
と
も
(
後

)
lオ
イ

-
-
と
と
〈
朱
)

ヌ
レ
ハ
、
八
九
一
一
一

い
つ
る
月
か
け
ハ
天
静
定
〉
|
イ

タ
ニ
、

ふ
か
や
ふ
|
キ
ヨ

ハ
ラ
ノ
フ
カ
ヤ
フ
、
吉
川
町
}

ノ工
ノ、
ヨ玉

き
の
つ
ら
ゆ
き
(
後
〉
!
ツ
ラ
ユ
キ
、

同

や
ま
と
に
は
あ
ら
す
i
山
ト
ェ
ハ
ア
ラ
ヌ
、

ノ、
o 

あ
り

御
扉
風

ル、八一ニ
O

さ
き
の
お
ほ
ゐ
ま
う
ち
君
(
後
)
!
サ
キ
ノ
オ
ホ
キ

オ
ホ
イ
マ
ウ
チ
キ
ミ
、
同

八
九
ニ
左
注

を
く
り
け
る
を

i
オ
ク
リ
ケ
ル
ヨ
、

八一一一一一一

み
ま
か
り
に
け
る
と
し
に
i

ミ
マ
カ
リ
ニ
ケ
ル
時
、
八
四
O

か
そ
ふ
れ
は
〈
定

)
lカ
ソ
フ

ν
ト
、
八
九
四
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イ

リ

エ

え

に
は
み
つ
え
に
ハ
後
「
な
に
は
み
つ
へ
に
」

u
iナ
ニ
ハ
ノ
ミ
ツ
ニ
、

同
左
注

ゃ
く
し
ほ
の
と
も
(
後

)
lヤ
ク

γ
ホ
ノ
、
九
0
0

ま
う

で
き
た
り
け
れ
は
汽
後

)
l
マ
テ
キ
タ
リ
、
急
ニ
や
へ
ふ
り
し
げ

コ

リ

シ

ケ

〔

朱

〉

フ

リ

シ

ゲ

《

朱

)

る
(
定
後
)
lヤ
ヘ
ニ
カ
サ
ナ
ル
(
伏
)
ー
や
へ
に
か
さ
な
る

カ
ザ
ナ

ν

(天

)
lヤ
ヘ
ニ
カ
サ
ナ
ル
(
零
宮
尊
伏
一
〉
!
ヤ
ヘ
ニ
カ
サ
ナ

ハ

朱

〉

ほ

本

な

と

本

ル
(
静
)
、
き
一
一
一
御
み
き
(
定
「
お
ほ
み
き
」
、
後
「
お
む
み
き
」
0

〉

ー
オ
ホ
ミ
キ
ナ
ト
、
吉
田
う
ち
の
は
し
も
り
(
定
後

)
1ゥ
チ
ノ

モ

リ

(

朱

〉

ト

之

本

ハ
ジ
ヒ
メ
、
九
O

一
ハ
い
は
ま
し
も
の
を
ハ
後
「
い
は
ま
し
も
の
を
」
)

ハ
ト
)

i
、
ハ
マ
シ
モ
ノ
ヲ
、
九
一
回
「
ヤ
マ
ト
ヨ
ザ
コ
エ
マ
ウ
テ
キ
テ
」

あ
り
と
た
に
な
く
|
ア
リ
ト
タ
ニ
キ
ク
〈
伏
天
零
静
)

テ
ハ
朱
〉

ー
あ
り
と
た
に
き
く
(
宮
尊
伏
一
〉
、
九
一
七

ナ
シ
、
同

九一八

Tこ
み
のあ
斗ま
おしは
tままヲし、
L _.，I'こキ〉
まけタ。
しふピと
けゆ毛も

け3(
てZ後
I '--" 
タ|
ア

ノ ・マ
、ノ、
歩〆ツ

マク
ヲト
ケモ
フ、
::L 

ケ

ト

九一九

る
ひ
(
後
〉

i
オ
ハ
シ
マ
シ
タ
リ
ケ
ル
ヒ
、
き
一
。

し
け
る
と
き
に

〈
零
静
後
)
|
ツ
ケ
ル
ヲ
リ
ュ
、
同

う
か
ふ
る
ふ
ね
の
ハ
後
〉
|
ウ

ぬ
の
ひ
き
の
(
定
後
)
lオ
ナ
シ
ヌ
ノ
ヒ

-
h
h
(朱
〉

キ
ノ
(
伏
〉

l
お
な
し
ぬ
の
ひ
き
の
(
天
・
諸
本
)
、
在
宍
き
ぬ

カ
ヘ
ル
フ
ネ
ノ
、
九
一

天き
定る
後人
Y も
藤タ|
官チキ

右手ー
ヵ宗と

す F 
J、モ

フb

'0 九ニ
日
〕

た
ち
は
な
の
な
か
も
り

お
も
ひ
せ
て
(
静
〉
!
オ

〔
補
注
〕

ハ
l
〉

モ
ヒ
セ
ク
、
九
五
一
一

こ
さ
ら
ん

き
こ
え
さ
る
へ
き
(
零
静
後
「
キ
コ
エ
サ
ル

ヘ
キ
」

)
lキ
コ
エ
コ
サ
ラ
ム

本
文
に
お
い
て
は
顕
昭
本
の
勘
物
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
伏
見

宮
旧
蔵
本
に
よ
っ
て
左
に
記
し
て
お
く
。

伏〔
頭
注
〕
此
奈
良
ト
云
ハ
聖
武
天
皇
也
、
此
御
時
献
ニ
諸
寄
一
由
見

自
主
代
記
-
、
叉
或
物
云
、
猿
沢
池
仁
身
奈
介
多
流
采
女
ハ
阿
女
帝
御

時
也
、
其
時
有
=
人
丸
二
子
、
随
=
大
和
語
三
一
件
猿
沢
歌
称
=
奈
良

帝
一
予
、
叉
所
ν
入
=
此
集
-
龍
田
川
寄
同
称
=
奈
良
帝
寄
一
、
此
両
膏

返
寄
又
人
丸
寄
也
、
以
=
聖
武
-
号
-
一
阿
女
帝
-
見
=
皇
代
記
-
、
所
謂

号
=
芳
軍
部
栴
舵
監
船
協
疋

Z-、
叉
御
=
平
城
宮
-
故
多
一
奈
良
-
也
、

叉
以
=
天
智
天
皇
一
称
=
阿
女
帝
-
号
=
天
命
開
別
天
皇
-
之
故
也

〔
脚
注
〕
人
丸
大
宝
元
年
文
武
天
皇
幸
=
石
代
-
之
時
庖
従
之
由

見
=
或
物
-
、
人
丸
従
一
一
持
統
御
時
-
至
-
一
聖
武
御
時
一
五
代
之
間
抵
候

之
由
見
=
万
葉
集
-
、
此
以
前
以
後
ハ
不
ν
詳
、
赤
人
叉
同
時
之
由

見
ν
之

〈

2
〉

比
較
の
便
の
た
め
、
尊
経
閣
文
庫
本
の
当
該
箇
所
の
勘
物
を
掲

げ
る
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c> 一
首
、
目
六
云
、
一
一
日
直
、
昌
泰
三
と
任
ニ
因
幡
主
謙
一
、
官
、

従
五
下
安
絶
男

一
首
、
日
云
、
源
常
、
嵯
峨
天
皇
第
三
子
、
母
飯
高
氏
、
承
和

七
と
任
=
右
大
臣
一
、
十
四
と
任
=
左
大
臣
一
、
今
東
三
条
本
主
也

四
(
)
四

人
丸
帯
一
去
、
む
す
ぶ
て
の
い
し
ま
を
せ
ば
み
お
く
山
の
い
は
が

き
し
水
あ
か
ず
も
あ
る
か
口

門
付
記
〕

本
調
査
に
際
し
、
御
所
蔵
の
図
書
の
関
覧
・
複
写
を
御
許
可
賜
っ
た
諸

文
庫
・
機
関
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

就
中
、
再
度
の
調
査
を
許
さ
れ
た
穂
久
適
文
庫
竹
本
泰
一
氏
に
探
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。


